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　第一話　甲こう州しゆうの嵐あらし（一）







　長なが尾お景かげ虎とらの越えち後ご守護代就任から、多少、時を巻き戻もどす。

　四方を山々に囲まれた東国の山国、甲か斐い。

　この甲斐を支配する守護大名は、甲斐源げん氏じの名門・武たけ田だ家だった。

　武田家の一族はこの日、甲斐の国都である府ふ中ちゆうに集つどい、緑に包まれた大草原で祝いの宴うたげを開いていた。

　隣りん国ごく信濃しなのの諏す訪わ地方を治める諏訪家との間に、婚こん姻いん同盟が成立した祝いである。

　武田家当主の武田信のぶ虎とらは容よう貌ぼう魁かい偉いな巨きよ漢かんで、大勢の子供をもうけていたが、かわいがっている娘むすめの禰ね々ねを諏訪家の若き当主・諏訪頼より重しげに嫁とつがせたのだ。

　この戦国の時代、国同士・武家同士が同盟を結ぶ場合、当主が男であれば婚姻同盟が、当主が女であれば当主のもとに義ぎ妹まいを送る義ぎ姉妹しまい同盟が一いつ般ぱん的だった。

　武田信虎も諏訪頼重も男だが、昨今では当主が女性であることもまれではない。

　当世流行の姫ひめ大名である。

　戦国時代では、武家の家か督とく相続の際、家督を巡めぐって親と子・あるいは兄弟の対立が繰くり返されてきた。

　だが、下げ克こく上じようの時代である。いかに名門大名といえど一族同士の血で血を洗う内ない紛ふんが激化すれば、隣国に国を奪うばい取られてしまうことにもなりかねない。

　そのため、いつしか「最初の嫡ちやく子しが姫であってもその姫に家督を継つがせる」というしきたりのようなものが武家の間で発生し、定着しつつあった。

　甲斐武田家と信濃諏訪家の場合は、ともに当主が男であったため、婚姻同盟が結ばれたのだ。

　この日の宴には、諏訪家当主で婿むことなる諏訪頼重をはじめとする諏訪衆も招かれていた。

　舞ぶ台たい上では、御お諏す訪わ太だい鼓こを打ち鳴らす神じ人にん衆、そして諏訪の巫み女こたちの踊おどり。

「これで甲斐と諏訪の絆きずなは固く結ばれ申した。信虎どの、今後は互たがいに一門衆としてよろしくお願いいたす」

　まだ若い諏訪頼重は、独特の雰ふん囲い気きを持っていた。

　諏訪家は「神みわ氏し」の一族で、武家であると同時に由ゆい緒しよある諏訪神社の大おお祝ほうりなのである。

　なにしろ、日ひノ本もと建国の神話に登場する国くに津つ神かみ・建たけ御み名な方かたの神かみの末まつ裔えいだ。国津神から日ノ本を譲ゆずられた天あま津つ神かみの末裔であるやまと御ご所しよよりもさらに古い「血統」を持っている。

　甲斐の巨きよ凶きようと恐おそれられ、悪逆非道にして鋭えい気き絶ぜつ倫りんな武田信虎をもってしても、この信濃に根付いた神の一族を駆く逐ちくすることは困難だった。武田信虎は甲斐を統一したのち、隣国の信濃を奪おうと長らく戦い続けてきたが、信濃の民たみに「神氏」として崇あがめられている諏訪家を滅ほろぼすことを断念し、諏訪頼重に娘の禰々を嫁がせることにしたのだった。

「おう、頼重どの。今日より武田家は諏訪の一族。甲斐源氏と諏訪家がひとつになった記念すべき日である。武田家がより精強となったあかつきには、諏訪神社に広大な土地を寄進しよう」

　広大で南北に長く延びている信濃には統一勢力はおらず、村むら上かみ、小お笠がさ原わら、諏訪、木き曽そなどさまざまな国こく人じん衆が割かつ拠きよしている。

　甲斐から信濃へ侵しん出しゆつするルートは二つある。ひとつは東とう信しんの佐さ久く・小ちいさ県がたへと厳しい山を越こえて迂う回かいする難路。もうひとつが、現代でも中央自動車道とＪＲ中央本線が通る、平へい坦たんな大道をまっすぐに進んで諏訪に出るルートだ。信濃攻略のためには、大軍を素す早ばやく移動できる後者のルートを選び、信濃の中央部に位置する諏訪を奪うべし、これこそが兵法の常道だった。信濃最大の要地である諏訪さえ盗とってしまえば、諏訪を起点として信濃各地を奪うことが可能になるからだ。

　しかし諏訪は「神氏」であり、諏訪家と諏訪の民の抵てい抗こうは激しかった。武田信虎はついに諏訪を攻せめ滅ぼすという路線を放ほう棄きし、諏訪家と同盟して取り込むことにしたのだ。信虎は蛮ばん勇ゆうと残ざん虐ぎやくで知られる無類の戦争狂きようだが、生き延びるため・領土を奪うため・権力を摑つかむためならば狡こう猾かつな知ち恵えを働かせることも多々ある、そんな複雑な男なのだった。事実、諏訪家との同盟は、さっそく効を奏したはずだった。信虎は長らく手こずってきた佐久・小県の豪ごう族ぞくたちを、武田・諏訪・北信の村上義よし清きよの三者連合軍によって先日の「海うん野の平たいら合戦」で撃げき破はしたのである。が、逆に言えば信虎は諏訪攻略を──ひいては全信濃の平定を断念したということでもあった。

「禰々よ、頼重どのに挨あい拶さつをいたせ。お前の夫であるぞ」

「はい、父上！　頼重さま、ふつつかものですがよろしくお願いします！」

「これはお美しい。さすがは東国きっての名門・甲斐源氏の嫡流にございますな」

「禰々は妻に似おってな。まだ子供だが、わしにとっては目の中に入れても痛くない娘よ」

「ひまわりの花のようでございます」

　若い貴公子の諏訪頼重にとって、執しゆう念ねん深く信濃に攻め入り続けてくる武田信虎はその巨きよ軀くのみならず心中までもが怪かい物ぶつのような存在だったが、その信虎がついに「神氏」諏訪家と共存する道を選んだことは事実上、頼重にとっては勝利と言える。

　神代より続いてきた諏訪家を滅ぼすということは日ノ本の神々に叛はん逆ぎやくするということであり、そのような無法は性残ざん忍にんで野望のためなら手段を選ばない信虎をもってしてもとうてい不可能なことだったのである。

「ところで頼重どの。今後も信濃で起きた戦いくさで捕とらえた捕ほ虜りよは、甲斐に送り奴ど隷れいとする。女子供は売り飛ばし銭ぜにに換かえる。よろしいかな」

「戦の常、致いたし方ありますまい。ただし諏訪の民は」

「むろん。諏訪は武田家の一族じゃ。武田は、敵には容よう赦しやないが、一族を大切にする」

「父上、今日はわたしと頼重さまのめでたい門かど出でを祝う日ですよ！　そんな悲しいお話は明日あしたになさってくださいませ！　民を奴隷にだなんて」

「おう、そうであったな」

「戦場で相まみえた信虎どのはまことに恐ろしげな猛もう将しようでございましたが、こうして同族となってお会いしてみると存外に子こ煩ぼん悩のうなお方ですな」

「敵と『裏切り者』には情けをかけず、一族は命を懸かけて守りぬく。これが武田の家風よ、頼重どの」

　さりげなく「裏切り者」という言葉を強調する信虎のすごみに若い諏訪頼重は内心（やはりこの男は猛もう獣じゆうだ）とひるんだが、そのような猛獣にも親子の情はあるのだと思うと意外と言えば意外であり、内に甘いからこそ外には残虐になれるのかもしれぬとも思った。

　敵には容赦せぬが、ひとたび縁えん戚せきとなった以上、裏切らない限りは一族として遇ぐうされ、保護される。

　それが武田家のやり方らしい。

　ただ、信虎の長女で世よ継つぎである若き姫武将・武田勝かつ千ち代よは、信虎とは考え方が少し異なるという。

　そして諏訪頼重が危険を冒おかして府中へじきじきに乗り込んだ最大の目的は、実はこの武田勝千代にあった──。




　宴の主役である諏訪頼重・禰々の二人から少し離はなれた位置に、武田一門衆がほぼ勢せい揃ぞろいしていた。

　当主・武田信虎の子供たちはみな、容貌魁偉な信虎には似ておらず、母に似た子ばかりで、いわば美男美女の集まりだった。

　ただ、揃いも揃って視線が鋭するどいのは、ここだけは全員信虎に似たのだろう。

「幼い妹の禰々に先を越されてしまいましたね、姉上。婿取りよりも戦働き、姫武将は大変ですね」

　姉の勝千代を戦場で補ほ佐さしたい、と望んで姫武将となった武田次じ郎ろうが、妹の艶あで姿すがたを眺ながめながら苦く笑しようした。

　次郎は文武両道でありながら、決して出しゃばらず、常に姉をたてるよくできた少女だ。

　性格は柔にゆう和わにして芯しんが強い。

　ゆえに信虎に「女ながらわが子たちの中では、武将としていちばん出来がいい」と見込まれている。

「……そ、そうね。あ、あたしにも、い、戦働きってできるかしら……」

　次郎の隣となりでおどおどしている長身の姫武将が、長女の勝千代。

　嫡子である勝千代は武田家の跡あと取とりなのだが、幼い頃ころから気が弱いために、次郎を跡取りにしたい信虎に「他家に嫁げと言うておるのに、逆らいおる」と煙けむたがられている。

　勝千代がただの姫ではなく槍やりをとって戦う姫武将になる道を選んだのも、合戦が好きだからというよりもむしろ、知らない他国の男のもとに嫁がされるのが怖こわいからだった。

　勝千代は、緑の山々に囲まれたこの美しい甲斐を出たくないのだ。

　武田家の本城・躑躅つつじヶが崎さき館やかたの庭園の木こ陰かげで静かに好きな書物を読みふける時間が、気が弱い勝千代にとって最大の楽しみなのだ。

「次郎ちゃん。ね、禰々はだいじょうぶかしら」

「はい、姉上。禰々は幼いけど利発な子ですし、諏訪頼重どのはさすがに神氏。噂うわさに違たがわぬ貴公子です。女によ人にんの扱あつかいにも慣れていますし、禰々をいじめたりはしないでしょう」

「そ、そうではなくて。その……ふ、夫ふう婦ふになったら、こ、子供を作らなくてはいけないのでしょう？　小さな禰々に……その……えっと……だ、だいじょうぶかしら？」

「子供を作る？　そういえば、子供ってどうやって作るのでしょう姉上？」

「ふぇっ？　え、ええと、それは、そのっ」

「なんだよ。おぼこいくせして興味しんしんなのか？　勝千代の姉上は耳年増だな！」

　勝千代の隣で酒をがぶ飲みしながら笑っている少年が、太た郎ろう。

　勝千代と次郎の弟で、信虎の長男。姫武将のしきたりがなければ嫡男として武田家の跡取りになるべき存在だ。

　信虎の性格をもっとも強く受け継いだ太郎は、生まれつき気が短く粗そ野やそのものだが、育ちがいいせいか、信虎とは違って正義感が強い一面がある。

　とはいえ、生まれた順番としては勝千代と次郎より遅おそく、しかも武将としては短気で切れやすいので、さしもの信虎も太郎を武田家の後こう継けい者しやにしようとは考えていない。

　もし姫武将の風習がこの戦国時代の日ノ本に根付いていなければ事情も違ったのだろうが。

「禰々だって、子だくさんな親おや父じどのの娘だ。すぐに赤ん坊ぼうをぽこぽこ産むだろう。ネズミみたいに増やすぜ！」

「た、太郎ちゃん。あ、あたしは、好色本なんて読んでいない……もん」

「姉上、好色本ってなに？　太郎は知ってる？」

「へへっ。純真な次郎姉さんはともかく、勝千代の姉上は絶対好色だからな。姉上は親父どのの女好きの血を受け継いでいるに違いねえ。目つきがよ、親父どのにいちばん似ているからな！」

「あ、あたしは女の子よ……女好きなわけ、ないわ。くすん」

「こら太郎。姉上をからかうのはそのくらいにしなさい。まったく、顔を合わせればこうなんだから」

　次郎が、半泣きになっている勝千代をかばうように酔よっ払ぱらっている太郎の軽口を止めた。

「あ、ありがとう。次郎ちゃん……くすん、くすん」

「はいはい。姉上も、自分の弟の軽口に震ふるえていないで、きりりとして。太郎は凶きよう暴ぼうで戦場では嬉き々きとしながら人を斬きるけれど、身内の者には誰だれよりも優やさしくて甘いんだから」

「ひ、人を斬る……ぶる、ぶる」

「もう、姉上。姫ひめ武将になったからには、それくらいで怯おびえないで。家業でしょう？」

「う、うん。そ、そうだね次郎ちゃん。あ、あたしも、次の合戦では……ぜ、ぜ、前線に」

「はいはい。前線には出なくていいので、どっしりと床しよう几ぎに座って采さい配はいをふるってね。姉上は武田家の次期当主なのだから。なでなで」

「……う、うん。そうだね次郎ちゃん。えへへ」

　太郎が「かーっ」と苦々しげに声をあげた。

　どこの武家に、妹に頭を撫なでられて喜ぶ姉（しかも次期当主）がいるのか、と言いたいらしい。

「ったくよ。次郎姉さんは姉上を甘やかしすぎるぜ。飲むかい？　うぃうぃ」

「勝千代の姉上は酒が苦手だからぁ～。わたしがいただくよ～」

　三女の孫まご六ろくが、太郎の手から盃さかずきを奪うばって飲み干した。

　芸術家肌はだのひょうひょうとした少女である。

　外見は長女の勝千代に生き写しだが、いつも趣しゆ味みで妙みような格好をしているので簡単に区別できる。

　今日の孫六は、なぜか禅ぜん僧そう姿だった。

「なんだ、いたのか孫六」

「今日の宴うたげの様子を描かいておこうと思ったのサ。かわいい禰々の門出だし。おかわり！」

「門出か。定さだも駿する河がへ行って、今いま川がわ義よし元もとの義ぎ妹まいになった。武田一家もどんどん離ればなれになっちまうな」

「だいじょうぶ、太郎はずっと甲か斐いサ。なぜか父上の子は女ばかりで男が少ないから。父上が太郎を手放すはずがないよ～」

「そういや親父どのは、こんどは今川義元の妹を俺の嫁にしたがっているらしいな。よほど駿河との同盟関係が大事らしいや」

「駿河から送られてくる塩がないと、山国の甲斐は干ひ殺ごろしにされちゃうからね～」

「しかしお前も、勝千代の姉上同様にどこにも嫁ぎそうにねえな」

「わたしは毎日、絵を描いたり詩を詠よんだりと忙いそがしいからサ。西国では最近、茶さ道どうというものが流は行やっているらしいんだけど、甲斐の山奥まではなかなか大物茶人は来ないよね～。つくづく、甲斐って田舎いなかだねえ～」

「孫六も少しは働けよ」

「いや。疲つかれるもの」

　孫六はどこか浮うき世離ばなれした少女だったが、大名家の子供たちともなると一人か二人はこの孫六のような風流人が育つものらしい。

「しっかし、祝いの席なのにごちそうが『ほうとう』だなんて。甲斐は山国で米が取れないんだからしょうがないとはいえ。白いお米が食べたーい」

　おどおどしていた勝千代が、「出番が来た！」と手をあげた。

「あ。孫六ちゃん。あたし、ほうとうを削けずるの得意なの。見ていてね」

「勝千代の姉上は、飯作る時だけは刃物を持てるんだよな」

「そうそう。姉上、太郎、孫六。諏訪家から白米が届けられたそうよ。しばらくは夕ゆう餉げに白米が出るんだって」

「ほんと～、次郎姉さん？　お米が食べられるよ、やったあ！」

「かーっ。さっすが田んぼがある国は違うな！　すげえや！　いつかきっと信濃しなのを併へい吞どんして、一日三度米を食いたいぜ！」

「……ほうとう、美お味いしいのに……くすん」

「そういえばよ。駿河に定が養子入りした時には、魚がたっぷり贈おくられてきたよな！」

「駿河には海があるからね、太郎。海の幸は獲っても獲っても獲り尽つくせないというわ。海はどこまでも続いていて、果てしがないかのように広いんだって。それに」

「……そ、それに、港での貿易でたくさんの利益を得られるそうね……珍めずらしい南なん蛮ばんの品物も船からあがってくるとか……種たね子が島しまも入ってくるそうよ」

「へえ。種子島ってなんだ、姉上？　食えるのか？」

「え、えっとね、太郎ちゃん」

「種子島とは最新式の武器よ、太郎。鉄てつ砲ぽうとも呼ぶわ。鉄の弾たまを矢よりも速く遠くまで飛ばす筒つつなの」

「次郎姉さんには聞いてねえよ！　勝千代の姉上を甘やかすなよ！」

「甘やかしてなんてないわよ。あなたが凶暴な表情で姉上を威い嚇かくするから」

「俺は素すでこういう顔なんだって！　つか姉さんが姉上より先になんでも答えてしまうから、親父どのだってだな。姉さんを跡あと継つぎにしようかなんて迷いだすんじゃねえかよ」

「わたしはそういうつもりじゃ。妹が姉を補佐するのは当たり前のことだもん」

「姉上はほっとくとごろ寝ねして本を読んでばかりだ。多少は厳しく育てたほうがいいぜ」

「……くすん。ま、孫六ちゃんは、お米とお魚、どっちが好き？　それとも種子島？」

「あー。わたしは、南蛮の絵画がほしい。日ひノ本もとの絵とはまるで違うんだって～」

「なんだよそれ。食えない上に戦いくさにも使えないじゃねーか」

　武田家のきょうだいたちが集まると、常にこうして騒さわがしくなるのだった。




　だが、この武田家の面々が集まった祝いの席で、異変が起きた。

　武田信虎は、酒乱の気がある。

　もともと気き性しようが荒あらい男だが、酒が回ると理性を失って感情を爆ばく発はつさせることが多い。ことに、この数年はそうだ。年ねん齢れいを重ねることで、抑おさえが利きかなくなってきたのかもしれない。

　娘むすめ婿むことなった諏訪頼重と、勝千代・次郎・太郎・孫六の四人を引き合わせている時に、信虎はいつもの癖くせで人見知りしている長女・勝千代に対して怒いかりを爆発させたのだ。

「勝千代！　お前はなにを怯えておる、この小心者が！　諏訪頼重どのはお前の妹の夫、すなわちお前の義ぎ弟ていではないか！」

「ご、ごめんなさい、父上」

「本来ならば、諏訪頼重どののもとにはお前を嫁とつがせるつもりだったのだ。それをなんぞや、甲斐を出て他国で暮らすのは恐おそろしいなどと泣き言をいいよって、戦が怖いくせに姫武将になるとは！　武田家の家か督とくは、勇ゆう猛もうかつ冷静な次郎が継ぐべきなのじゃ！　惰だ弱じやくなうぬに武田家の当主がつとまるはずがない！」

「ひっ……ご、ごめんなさい……」

　勝千代は幼い頃から、信虎と顔を合わせるたびに、執しつ拗ように言葉で責められてきた。

　殴なぐられたことも何度もある。

　臆おく病びような勝千代は、信虎を見るだけで震えが止まらなくなるのだった。

「次郎よ、そなたには今日より『信のぶ繁しげ』という名を与あたえて元服させる」

　長女で家督継けい承しよう者しやの勝千代を差し置いて、先に次郎を元服させるということは、勝千代を廃はい嫡ちやくして次郎を後継者に据すえると宣言したようなものである。

　しかも信虎は、娘婿となった諏訪頼重の前で、そう公言したのだ。

　次郎は「それは順番が違います、父上」と抗こう議ぎしたが、信虎はすでに泥でい酔すいしているらしく、目が据わっている。

「勝千代は武田の家督を継ぐ勇気など持たぬ、どうせ逃にげだすわ。わしが死んだのちに武田家を切り盛りするのは、次郎、そなたの役目じゃぞ！」

　妹の次郎に対しては、信虎は甘かった。

　次郎は信虎が荒あれ狂くるっても、いささかも顔色を変えず常に落ち着いている。

　そこが、次郎が「勇猛かつ冷静だ」と信虎に評価されるところだった。

　そんな次郎と比べれば、信虎は勝千代の臆病っぷりが鼻についてならない。

　勝千代は気が弱い。

　暇ひまさえあれば、書物ばかり読んでいる。

　こやつはとても戦国大名の器うつわではない、さっさと諏訪に嫁がせてしまえ、さすれば家督を次郎に譲ゆずることができると信虎は考えて一時は勝千代を諏訪へやろうと画策したのだが、勝千代の小心ぶり・用心深さは信虎の予想以上だった。甲斐から出て行くことを怖こわがり、また、知らない男と夫婦めおとになることを恐れて、勝千代はかえって「姫武将になります、甲斐で暮らしたいんです」と自分の進路を「もののふ」の方向に決めてしまったのだ。
















　せっかくの祝いの席で、信虎は勝千代を怒ど鳴なっているうちにそのことを思いだしてきて、いよいよ許せなくなってきた。

「父上。姉上の慎しん重ちようさこそ、今の戦乱の世では武器となります。それにお心の優しい姉上には、家臣たちに慕したわれる徳があります。この優しさは、父上やわたしにはないものです。姉上こそが、これからの武田家を支え発展させてくれるでしょう」

　それなのに、当の次郎は、今日も姉の勝千代をかばっている。

　勝千代が家臣たちに慕われていることは事実だ──信虎は武田の血をひく一門には甘いが、家臣など召めし使いか下僕程度にしか考えていない。気に入らない家臣を平然と手て討うちにすることもしょっちゅうだった。今日も、「寝ね過すごして宴に遅おくれた」という理由で一人を斬り捨てている。

　家臣団は、いつも信虎の逆げき鱗りんに触ふれることを危き惧ぐして戦せん々せん恐きよう々きようとしている。

　うかつに諫かん言げんするわけにもいかない。

　領民に至っては、年ねん貢ぐを搾さく取しゆする奴ど隷れい扱あつかいだった。

　信濃を切り取るため無茶な合戦をやらかすたびに、信虎は自国である甲斐の領民たちからなんだかんだと理り屈くつをつけてはあらゆるものを徴ちよう発はつした。

　だが、甲斐は山国で米が取れず、産業も遅れている。領民たちはもともと貧しいのだ。その貧しさに戦争狂きようの信虎が追い打ちをかけるように搾取してくるのだから、たまらない。

　甲斐の領民たちは、信虎の合戦の犠ぎ牲せいとなって、飢うえていた。

　それに対して、勝千代は虫も殺せないような優しい少女で、しかも武田一門だけでなく家臣たちや領民に対してもその優しさは変わらない。

　この優しさは、勝千代が当主となってもおそらく変わらない天性のものだろう、とみな思っている。

　甲斐の家臣団も領民たちも、だから、早く勝千代に当主となってもらいたかった。

　むろん、それを表だって信虎に言えば、たちどころに首が飛ぶ。

　信虎に対して勝千代への期待を口にできる者は、次郎だけだった。

「次郎。そちは不徳の姉に対してまことに優しいのう。それにひきかえ勝千代、お前は妹の背中に隠かくれて震えているだけとは、なんというめめしさ！　女であろうが武将の道をいったん志したのならば、武将らしくふるまえ！　ふるまわぬか！」

　親おや父じどの少しばかり飲み過ぎだぜ、と太郎が信虎を止めようとするが、止めればかえって信虎が興奮することを知っている孫六が、そんな太郎の腕うでを無言で引っ張った。

　勝千代の母・大おお井い夫人がこの場にいないことだけが、救いだった。

　大井夫人は今、別室で禰々と二人きりになって、別れを惜おしんでいる。

「よいか。女というものは男に嫁いで子をもうけ、家のために尽くすのが本来の仕事ぞ！　姫ひめ武将などという仕事は、次郎ほどに器量ある娘でなくてはつとまらぬわ！　まして、名門・甲斐源氏の嫡ちやく流りゆうたる武田家を継ぐとなると──勝千代、うぬが当主となれば武田家は滅ほろびるであろう！」

「……くすん、くすん」

「姉上、父上はお酒を召されて酩めい酊ていされているだけだから……」

「娘婿の頼重どのに対しても恥はずかしい！　勝千代よ、わしに手討ちにされたくなくば、今ここで次郎に跡継ぎの座を譲ると言え！」

　一門の結束が固いはずの武田家だが、当主・信虎と跡取り娘の勝千代との不仲は、その武田家に暗い影かげを落としていた。

　不仲というよりも、昔から信虎が一方的に勝千代を「惰弱だ」と嫌きらっているのだ。

　最初の子だっただけに、自分にまるで似ていない小心な勝千代を見ていると腹立たしくてたまらないのだろう。

　信虎が自分にもっとも似ている子だと思っているのは長男の太郎だが、これは短気・粗そ暴ぼうにすぎて、思し慮りよが浅い。甲斐の国主は武勇だけではつとまらないことを信虎は知っている。なので、さしもの信虎も太郎は後継者候補から早はや々ばやと外していた。ただ、太郎は父親譲りの猛もう将しようであるから、槍やり働きには期待している。

　また、武将にならない道を自らの意志で選んだ姫たち──今日諏訪頼重に嫁いだ禰々や、すでに今川義元の義ぎ妹まいとなり駿する河がへ行った定ははじめから後継者候補にはならない。

　風流道楽の道を突つき進む孫六も、後継者候補から外れている。

　そもそも、長子でしかも姫武将となった勝千代が家督を継ぐのが武門の道理なのだが、その勝千代はこのようなていたらくで、さりとて嫁ぐのも他家へ出ることも拒こばんでいる。

　信虎は道理を曲げてでも、武将としての器量をすでに明らかにしている次郎こそを後継者にしたいのだった。

　この席で次郎を先に元服させ「信繁」という名を与えたのも、勝千代に甲か斐い守護職をあきらめさせるためだった。

　勝千代に当たり散らす信虎のいつものかんしゃくで、座はしらけつつあった。

「……信虎どの。宴うたげの席です、今日はただ祝おうではありませんか」

　諏訪頼重は（やはり武田家は一枚岩ではない。噂うわさ通り、信虎と嫡子・勝千代との関係は最悪の状態にある）と目を輝かがやかせていた。

　もっとも、家督相続を巡めぐって父子が争う事態は、戦国ではよくあることだ。

　ならばこその長子相続のしきたりなのだが、それにしても信虎の勝千代に対する憎ぞう悪お丸出しの態度と言動は、諏訪頼重にしてみれば異常だった。

「いや、まだある。勝千代、お前は家臣の教きよう来ら石いし景かげ政まさに、甲斐の名門・馬ば場ば家を継がせ、わしの名から一文字与えて『信のぶ房ふさ』と改名させたというではないか。自分のもとに取り込むつもりか。そうやってお前は、わしに忠誠を誓ちかう家臣団の絆きずなにひびを入れるつもりじゃ」

「の、信房は、将来の武田を担になう若き姫武将ですから、その……た、武田の重臣になるにふさわしい家格を……あ、与えたくて……」

「馬場家はこのわしが断絶させたのじゃ！　覚えておろう。かつて工く藤どう、内ない藤とう、山やま県がた、馬場の四人は、家臣の分際でわしに無む謀ぼうな戦をやめよと諫言してきおった。ゆえに、四人とも切腹させ、家は断絶させた。その馬場家を勝手に復興させるなど」

「あ、あの四人はただ、父上のために諫言を」

「家臣づれが、主君にもの申す資格などないわ！」

　教来石景政は勝千代と同年代の姫武将で、家格は低かったが、戦働きを重ねてこのところ台頭してきた。いわば、叩たたき上げの武将だ。

　巨きよ大だいな鎚つちを振ふり回して敵兵を倒たおすという、姫武将とは思えぬ剛ごう力りきの持ち主である。

　だが、由ゆい緒しよある武田家では、古来より戦は男のものという古い価値観が根強く残っているので、姫武将の地位は低い。

　信虎政権の重じゆう鎮ちん「武田四天王」のうち、政治感覚に長たけた板いた垣がき信のぶ方かた・猛将の甘あま利り虎とら泰やす・切り込み隊長の横よこ田た備びつ中ちゆうの三人は、信虎と同じ男武将だ。彼らはみな、信虎が若い頃ころからともに戦ってきた古参である。

　四天王の中でただ一人、引退した「四人目」小お山やま田だ虎とら満みつから四天王の称しよう号ごうを継いだ若い飯お富ぶ兵ひよう部ぶ虎とら昌まさだけは姫武将であり、男武将が幅はばをきかせる武田家臣団の中では例外的存在だったが、飯富兵部は幼い頃から太郎の小こ姓しようをつとめてきた、いわば太郎の幼なじみなのだ。それゆえに実力を認められて出世できた。「女ではないか」と嫉しつ妬とする者はいるが、太郎に斬きられることを恐れて口に出せない。太郎は飯富兵部を実のきょうだいのように慕っている。太郎の前で家族を罵ば倒とうすれば、太郎は瞬しゆん間かんに切れる。その者は確実に首が飛ぶ。

　だが教来石には、そのような後ろ盾だてがない。しかも無口で、なにを言われても反論することがない物静かでぼくとつな性格ゆえに、教来石は「信虎さまに身体でも売っているのではないか」などと陰かげ口ぐちを叩かれ、やりづらそうだった。

　勝千代は、どこか自分に似ている教来石をほうっておけなかったのだ。

「ち、父上。こ、これからは男女の区別なく、人材を集める時代です。ひ、姫武将も男武者同様に功績をあげれば出世できる、そのような武田家にしてこそ、戦国の世を生き残れると……その……」

　勝千代自身は「家格」というものに価値を置く古い人間ではない。だが、多くの人間はそうではないということも知っている。

　勝千代は、武田軍団の重鎮となるにふさわしい格、つまり家名を教来石に与えることが武田家と甲斐のためになると思い、教来石に断絶した馬場家を再興させたのだった。

　だが信虎は、諏訪頼重の前で面めん目ぼくを潰つぶされた、と思った。

　こともあろうに婚こん姻いんの宴の場で、勝千代が自分に反論してくるとは！

「黙だまれッ、さかしい！　お前は、自分を姫として他国へ嫁とつがせようとしたこのわしに当てつけておるのか！」

「け、決して、そ、そのような意図は。うう……ぐすっ」

「すでに家か督とくを継ついだ気分でおるから、そのような増長ができるのじゃ！　酒がまずい！　抜ぬけ、勝千代」

「え、えっ？」

「武将として生きると決めたのであろう。ならば腰こしの刀を、抜け。わしを斬ってみよ。刀を抜けもせぬくせに侍さむらいぶるではないぞ！」

「……う、うう……ご、ごめんなさい、父上……」

「ふん。お前が抜けば、その瞬間に謀む反ほんのかどで無礼討ちにしてくれる。抜かねば、貴様はやはり惰だ弱じやく。武田家の跡取りとは認めん。廃嫡し、次郎を後継者とする。どうした。やってみい」

「そんな。無茶苦茶だぜ親父どの！」

　半切れした太郎が「なんで親父どのは姉上にそうも厳しいんだ」とがなり立てるが、信虎は「武田家はそこいらの出来星大名ではない、甲斐源氏の嫡流、名門中の名門ぞ！　器量なくば当主はつとまらぬ！」と怒ど声せいをあげてその太郎を威い圧あつする。

「抜け！　勝千代！　父が恐おそろしいか。そんな臆おく病びよう者が武田家の当主になれると思うか！」

「……うう……ぐすっ……」

「もうおやめください父上。父上が姉上を無礼討ちにするとあれば、わたしも抜かなければならなくなります」

　次郎が、勝千代をかばいつつ、殺気を放ちながら自らの太た刀ちに指をかけた。

　次郎は冷静沈ちん着ちやくだが、やる時はやる勇気の持ち主だ。

　相手が信虎であっても、ほんとうに抜きかねない。

　さすがは次郎よ、こやつこそほんものの武将よ、と信虎はうなずいた。

　次郎がこうして信虎に責められて泣いている勝千代をかばえば、かえって信虎は「やはり次郎こそ」と確信を深めるのだが、抜く抜かないというきわどい話になれば次郎は姉をかばうしかなかった。

　泥でい酔すいした信虎は、勢い余ってほんとうに勝千代を斬ってしまうかもしれない。

　信虎は一門には甘いが、勝千代は例外で、ずっと憎にくまれてきた。

　ことに今日は、次郎を先に元服させた信虎と、信虎が取り潰した馬場家を姫武将に継がせた勝千代とが、「武田家」の運営を巡って完全に対立した形となっている。

　娘むすめ婿むこの諏訪頼重がいるためか、信虎はいつもよりも強ごう情じようだった。ここで勝千代に面目を潰されては、諏訪との同盟関係もおかしくなる、のちのち頼重に舐なめられることになる、と知っているためだろう。

　今回ばかりはこのままではおさまらない、と次郎は内心薄はく氷ひようを踏ふむ思いだった。

「よいか次郎。勝千代は、一門と家臣との間に境目をもうけておらぬ。これは間ま違ちがっておる。武田家一門には崇すう高こうな血の絆というものがあるが、家臣は武田家にとってはどこまで行っても家臣よ。愚おろかな勝千代には、その道理もわからぬのよ！　ましてや、若い姫武将に名門・馬場家を継がせようとは！　勝千代は武田家の伝統を壊こわす者ぞ」

「……う……うう」

「ええい、勝千代よ。なにを震ふるえておる。己おのれの意見を、妹に言わせるつもりか？」

「姉上、父上はかなりお酒を召めしておられる様子。ここはいったん引きましょう」

「……ううん。次郎ちゃん。こういう機会は滅めつ多たにないし……あ、あたしの考えていることを、父上に言ってみるわ」

　勝千代は信虎に怯おびえている。何度も言葉に詰つまりながら、自分の意志を伝えた。

「父上。甲斐は貧しい国です。米も塩も取れず港も立派な城も持たない甲斐の唯ゆい一いつの財産は、人です。あたしは、武田一門だけでなく、家臣団も領民もまた武田家という大きな家の家族であると、そう考えています。血だけではなく、男と女の差などもなきものと思っています。あたしが甲斐の国主となったあかつきには、生まれによる差も男女の区別もつけません。能力ある人材は身分・性別にかかわらずみな引き立てて、武田家の財産とします。姫武将である馬場信房に名門の家名を与あたえて取り立てたのは、そのことを甲斐中に知らしめるためです」

　勝千代は、「甲斐源氏」の血をなにより重んじる信虎が一門とその他ほかの人間を別種の生き物として区別して扱あつかう態度に、以前から疑問を抱いだいていた。人間に対する生来の優やさしさゆえか、それとも一門であるはずの自分だけが一門扱いされずに罵倒されてきたためか、あるいはその両方なのか。

　次郎と孫六は「よくぞ申されました姉上！」「ただの本の虫じゃないんだね～。すっごい」と感動しているが、信虎は違った。

「か、勝千代、貴様は……神聖な武田の血を、水みず吞のみ百びやく姓しようの血と同じと言うのか！」

「は、はい。武田も人なら、領民も人。同じです。武田の血だけが赤いわけはありません……くすん」

「貴様というやつは、自分の身体からだに流れる甲斐源氏の血を否定するのか！」

「ひっ？　た、『武田家』だけが恩おん恵けいを受け、それ以外の人間は搾さく取しゆされるために生きている。そのような古い甲斐を、あたしは、甲斐に暮らすすべての人間が『武田家』の家族として生きられるような、そんな国に変えてみたい……んです……」

　貴様はひきこもって書物などを読み漁あさってきたから、そのような愚かな考えを抱いたのじゃ！　と、信虎は顔を真っ赤にして怒ど鳴なり散らしていた。

「この、惰弱者があああ！」

　次郎がけんめいに信虎を止める。

「勝千代よ！　本来ならば斬り捨てるところだが、今日は禰々の祝しゆう言げんの席じゃ。去れ！　わしの前に顔を出すな！　わしが許すまで、蟄ちつ居きよを命ずる！」

「……ち、蟄居……」

「蟄居が嫌いやならば、明日あした、甲斐を発たて。駿河の定に挨あい拶さつ回りをしてこい。禰々の祝言の席に出られず、定も寂さびしい思いをしているであろう。今川義元どのにはすでに話はつけてある。明日、駿河より迎むかえが来る」

　駿河へ出向せよ、との突とつ然ぜんの命令だった。

　勝千代と次郎は、信虎がただ酔よって絡からんでいただけではなく、すでに「勝千代を駿河へ出向させる」という策を巡らせ、今日の宴の席でその策を完成させるつもりだったことにすぐに気づいた。信虎は性暴ぼう虐ぎやくだが、策さく謀ぼうを巡らすことにかけても切れ者なのだ。

　勝千代は、今しばらく父上とあるべき甲斐のかたちについて話し合いたいと欲ほつした。しかしこれ以上祝いの席を乱してはならない。それでは禰々が不ふ憫びんだった。

　勝千代は「……はい」と泣きながら立ち去った。

　そして諏訪頼重は、勝千代の言葉を聞いて、眉まゆをひそめていた。

（武田勝千代は気が弱い惰弱な姫ひめ武将ではなく実は末すえ恐おそろしいほどの才人である、ただ父・信虎に目をつけられぬよう才を隠かくしているだけだとは聞いていたが、ほんものはその噂うわさを超こえている。まるで虎だ。もしも勝千代が武田家の家督を継げば、信濃しなのも諏す訪わも、必ずや勝千代に滅ほろぼされる）

　武田勝千代は甲か斐い源氏の血というものをまったく崇すう拝はいしていない。血筋も家格も身分も、すべてを「力」という機能的なものとしてのみ捉とらえている。武田の血脈を誇ほこりとしている信虎が怒おこるのも、勝千代が一見臆病そうに見えてその実は神仏をも恐れぬ思考の持ち主だからではないか。ならば、「神氏」という血筋の力で戦国の世を生き延びてきた諏訪家もまた、勝千代にとっては──。

　勝千代が去ったあと、信虎は次郎を賞した。

「次郎よ。よくぞ激高する父を制止し姉を守った。今日そなたが見せた気き概がいは、まさに武田家当主にふさわしい。これはひいき目ではないぞ。決めたぞ、勝千代は廃はい嫡ちやくする。おおかた板垣と甘利は『筋目が違います』と反対するであろうが、廃嫡されたくなくば勝千代は今この場でわしと戦うべきであったのじゃ」

「父上。姉上は、大変に優ゆう秀しゆうなお方なの。わたしとは頭のできが違うの。まだまだ姉上は話し足りないと思うわ。もっと話し合ってくだされば、姉上を理解していただけるはず」

「もう言うな次郎。そなたの姉を思う気持ちはわかった。そなたと禰々に免めんじて、無礼討うちだけは勘かん弁べんしてやる。まずは板垣と甘利をうなずかせねばならんな」

　板垣信方と甘利虎泰。四天王にして信虎が若い頃からともに戦ってきた宿将。

　この二人が、ともに「勝千代さまを当主とするのが筋目」「筋目を曲げれば武田家は乱れ、敵国に隙すきを与えます」と勝千代廃嫡に反対していることを、信虎は知っていた。

　しかし、信虎といえどもさすがにこの二人だけは切腹させるわけにはいかない。板垣は甲斐のまつりごとを、甘利は戦を、それぞれ取り仕切っている。

　だから信虎は、勝千代を駿する河がへ出向させる腹づもりだけはすでに四天王に伝えていたが、そのまま追放して再び甲斐に戻もどさぬつもりであることは誰だれにも打ち明けていない。

　駿河へ出してしまえば、なんとでもなる。

「勝千代の姉上も、ああまで言われて泣きながら引っ込むことはねえだろうに。親おや父じどのを斬っちまえばいいのによ。なあ、親父どの？」

　無む頓とん着ちやくな太郎はそのような信虎の陰いん謀ぼうには、まるで気づいていなかった。

　いつもの親子げんかだと無む邪じや気きに思っている。

「太郎、お前はそういうところがいかんのじゃ。本来ならば男子であるお前に家督を継がせたかったのだが、お前はつくづくわしの悪いところだけを継いでおる」

「そっか？　一発くらい斬きったって死なねえだろ、親父どのは。虎とらが二本足で歩いているようなもんだぜ、はははっ！　二人はよう、刀と刀で語り合えば親子の情もわくと思うんだがよう」

「……お前には当主は無理じゃな、やはり」

「なんでだよっ親父どのっ？　拳こぶしの勝負なら、きょうだいでいちばん俺が強いぜ！」

「さすが太郎、拳と刀が同列なんだね。あーあー。父上が騒さわいだから座がしらけちゃってるよ、いじめってよくないよね。ふわあ」

　退たい屈くつそうに輪から離はなれていた孫六が、大あくびをした。

　信虎は血相を変え、「いじめなどではない！　親子げんかなどでもない！　これは武田家の大だい事じじゃ！」と孫六を一いつ喝かつした。

「これ次郎。板垣と甘利を呼べい。今すぐにじゃ」

「ち、父上。まさかほんとうに姉上を廃嫡されるのですか？」

「すでに今川方の迎えは国くに境ざかいに近づいておる。明日駿河へ発たぬというのならば、廃嫡する。わしはやるといったらやるぞ、次郎。酒の席の上のたわむれではない！　おうそうじゃ、頼重どのはどう思われる？」

　信虎にたずねられた頼重は「なにごとも当主の信虎どのが決められることでしょう」と静かにうなずいていた。

「今の武田家の当主は、信虎どのです。さあ、もう一いつ献こん」

　策士の諏訪頼重は、武田家から禰々を娶めとるだけでは諏訪家は安あん泰たいではない、武田勝千代が恐るべき侵しん掠りやく者になるであろうと見定めればその時は勝千代が甲斐の国主になる前に始末しなければならない、と「勝千代暗殺」の謀ぼう略りやくを胸に秘ひめて府ふ中ちゆうに乗り込んでいたのだ。

　その性暴虐とはいえ、血筋を重んじる信虎のほうがまだ諏訪家にとっては与くみしやすい、勝千代は臆病に見えながらさかしくてかえって恐ろしい、まるで底が知れぬと常々諏訪頼重は感じていた。こうして実際に勝千代に会って、その思いはいよいよ強くなった。

　この時代の一いつ般ぱん人同様に諏訪家の血を崇あがめている信虎は機き嫌げんを取っていれば害にはならぬが、諏訪家の血に価値を認めていない異い端たん者の勝千代が甲斐の実権を握にぎればいずれ諏訪家を滅ぼそうとするだろう、と。

（勝千代は利発な上に用心深いという。危険だが、やはり今の千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を捉えて暗殺を決行しよう。やるならば今日だ。今日しかない。もしも失敗しても、勝千代は駿河へ出向と称しようして逃とう亡ぼうする決意を固めることになる。首しゆ謀ぼう者しやが誰かさえ、発覚しなければ。いっそ、父・信虎から刺し客かくを放たれた、と誤解させればよい。今ならば、騙だませるはずだ）

　次郎は、諏訪頼重がなにかを企たくらんでいることに、そして最愛の姉・勝千代を排はい除じよすべき危険人物として見ていることに気づいた。

「父上！　姉上に害をなせば、たとえ父上といえどもわたしは黙だまってはいませんから！」

「おうおう。姉思いなそなたが勝千代を慕したっておるのはわかっておる。命だけは奪うばわずに済ませてやろう。ただ、小心者のあやつは駿河へ行くのを渋しぶるであろうから、多少はこらしめねば決心できぬかもしれんな」

「父上！　武田家一門を大切にする、それが家風と言いながら、なぜ姉上にだけそれほど辛つらくあたられるのです！」

「次郎よ。あれがおとなしく姫としてどこかへ嫁とついでおれば、辛くあたることもなかったわ。器うつわでもなく気概もないのに当主になろうなどとするから、排除するしかないのじゃ。この戦国の世で、あんな惰だ弱じやくな当主では国を保てぬ。駿河の今川、小お田だ原わらの北ほう条じよう、いずれも勝千代が武田家の家か督とくを継つげばあなどって甲斐へと攻せめてこよう。甲斐は山に囲まれた小国、戦いくさに強くかつ政治のかけひきもできる有能な武将が家督を継がねばとうてい保てるものではない。つまり、そなたじゃ次郎。すべては武田家を滅ぼさぬためじゃ」

　戦に強く政治のかけひきもできる武将──姉上こそがまさにその人なのに、どうして父上はわかってくれないのだろう、と次郎はうらめしかった。

　わたしは、姉上がいてくれるからこそ、一人前のようにふるまっていられるだけ。姉上がいなければ、わたしなどただの甘やかされた姫にすぎない、と。

　姉上が畏い縮しゆくしてしまったのは、幼い頃ころから父上にずっといびられ続けてきたためであって、本来の姉上はわたしなど比べものにならないほどの人なのに、とも。

　その時。

「信虎どの。勝千代どののことはいったん忘れて、今宵こよいは朝まで飲み明かしませぬか。お近づきの印に」

　諏訪頼重が、すでにろれつが回らなくなってきている信虎にそう声をかけた。

　その一いつ瞬しゆんに、頼重が見せた狡こう猾かつな視線を、次郎は敏びん感かんに感じ取っていた。




　次郎は祝しゆく宴えんの席から外れると、人ひと気けのない林の奥へ、馬場信房を呼んだ。

　馬場信房は姫武将にしては背が高く、どこか眠ねむたげに無表情で、ぼくとつとしている。

　動きものっそりしていて、どことなく雌め牛うしっぽい。

　だがしかし、内面には激しい気き性しようを秘めていて、いざ戦いとなると鎚つちを振ふり回して敵をなぎ払はらう猛もう将しようとなる。

「……自分が……馬場家を継いだ……ために……あー……姫さまが……」

　次郎から子細を聞いた馬場は、顔には出さないが、衝しよう撃げきを受けたようだった。

　勝千代と信虎の不仲にはずっと心を痛めていたが、まさか自分がきっかけとなって信虎が爆ばく発はつするとは。

「いえ。馬場家再興の件は姉上を駿河へ追い出すための口実よ、気にしないで」

　ただ、禰々には言えないことだけれど、諏訪頼重がこの武田家の内ない紛ふんを利用しようとしている、明るい祝宴の陰かげですでに新たな陰謀がはじまっている、事態は風雲急を告げているわ、と明めい晰せきな次郎はすでに姉が二重の危機に陥おちいっていることを理解していた。

「……諏訪頼重が……」

「ええ。諏訪頼重はこの混乱に便乗して姉上を暗殺しようとしている。今、この国には宴うたげに招かれた諏訪衆とともに、諏訪が連れてきた信濃の忍しのびが入り込んでいる。あいつが姉上を暗殺するなら府中に乗り込んでいる今しかないわ。父上を酒の席に誘さそったのは、自分と暗殺劇との間に関かかわりがないと父上に信じさせるため。もしも頼重が暗殺の首謀者だと発覚しても、即そく座ざに父上に『勝千代さまをそれがしの手の者が少しばかり怖こわがらせて駿河へ追い出そうとしたのです』と弁明するつもりだわ」

　武田一族における親子のいさかいに、さっそく、隣りん国ごくが乗じてきたのだ。

「……命に……代えて……この教来石……いや、馬場……信房が……」

「時間がないので急いでしゃべってちょうだい！」

「あー。姫さまを、お守りする」

「お願いね！　わたしは、板垣、甘利たち四天王を集めて対策を練るわ！」

「……次郎さまは、子供の頃から……ほんとに、姉思い」

「当然でしょう。わたしは姉上の妹だもの。あのお優やさしい姉上のためなら、わたしは死んだってかまわない。わたしは今日に至るまでそれほどの愛情を、姉上から注がれてきたわ」

「……わかる。身分いやしい自分も……次郎さまと、気持ちは同じ……」

「いやしくなんてないわ。姉上にとっては、あなたも武田家の家族よ！」

「……ありがたき……幸せ」

　馬場信房は、表情こそないが感かん極きわまったらしく、ゆっくりと頭を下げていた。

「……姫さまを……不ふ眠みん不ふ休きゆうで……お守りする」

「ただ、禰々を悲しませたくない。諏訪の刺客が現れても、ことを表おもて沙ざ汰たにしてはだめよ」

　このまま、諏訪頼重が割り込んできたこの父子の争いが──父上と争おうとしているのは姉上ではなくわたしだが──諏訪家を巻き込んだ大乱に発展すれば武田家はあやうい、と次郎は奥歯をかみしめていた。

　もしも今宵、姉上を守りきれたとしても、明日あしたには姉上を迎むかえに駿河から使者が来る。父上と姉上の対立はますます激化する、武田家は一枚岩にはなれない、一門は崩ほう壊かいへと転がり落ちていくだろう、とも。

（なぜ父上は姉上を憎にくむのか、ああもあしざまに罵ののしり廃嫡しようとするのか、どうしてもわたしにはわからない）

　信虎の勝千代に対する憎ぞう悪おの原因を見み抜ぬけぬ以上、信虎の心を変えるすべを、次郎は見つけることができなかった。

（父上は、まだ幼い禰々を諏訪へやりたくなかった。本来ならば姉上が家督の継けい承しよう権を放ほう棄きして諏訪に嫁ぐべきだったと思っている。姉上は以前、今川義元の義ぎ妹まいになれという命令も断った。あの時も駿河には、姉上ではなく、妹の定が行った。そういう今までの行きがかりの積み重ねが爆発したのだろうけれど、でも昔から父上はずっと姉上にだけは厳しかった……）

　もともと、幼い頃の勝千代はもっと闊かつ達たつで才気走った、目立つ性格の姫ひめだった。

　しかしその闊達さと才気を信虎に嫌きらわれ、ことあるごとに罵ば倒とうされているうちに、勝千代はすっかり自信を失って今のような気の弱い姫になってしまったのだ。

　だから本来は慎つつましくおとなしい性格の次郎が、今は、勝千代の代わりに表に出て動き、発言し、走っている。

　信虎の勝千代への憎悪ゆえに、姉妹しまいの性格が、反転しているのである。

　勝千代は次郎を嫉しつ妬としても当然の扱あつかいを受け、次郎は勝千代をあなどっても当然のひいきを受けてきたのだが、しかしこの二人はたとえなにがあろうともお互たがいへの親愛の情を失うことはなかった。いやむしろ、信虎が二人の扱いに差をつければつけるほど、姉妹の絆きずなは固く結びついていった。

　それがまた、信虎には腹立たしかったのかもしれない。

（……姉上が腰こしを低くすればするほど、父上の姉上への憎悪は大きくなる一方だった。卑ひ屈くつだ、と。目立てば出しゃばりと言い、おとなしくすれば卑屈だと言う。これでは姉上もどうしていいのかわからなくなる）

　おそらく、これほど信虎の感情がこじれた原因を次郎が突つき止める頃にはもう、勝千代は排除されているだろう。

　今はとにかく、勝千代を守らなければならない。

　狡猾とも呼べる切れ者の信虎だが、勝千代については感情的になって冷静さを失う。おそらくは諏訪頼重に、むざむざ勝千代暗殺の機会を与あたえてしまうはずだ。




　傷心の勝千代は、狭せまい山道を一いつ騎きで駆かけながら、武田家の本城・躑躅つつじヶが崎さき館やかたの北にある積せき翠すい寺じ温泉へと向かっていた。

　積翠寺温泉は甲こう府ふ盆ぼん地ちを取り巻く山のひとつ・要よう害がい山さんの麓ふもとに位置する。

　父・信虎がこの山に城を建てた際に、偶ぐう然ぜん温泉を掘ほり当て、積翠寺温泉が開かれた。勝千代はこの積翠寺温泉で産うぶ湯ゆをつかったのだ。

　幼少時から勝千代は風か邪ぜをひきやすく、体調を崩くずした際にはよくこの山の麓の温泉に浸つかった。また、誰だれにも会わずに長思案するには、こういう隠かくれ家めいた場所は便利だったのだ。

　それに、駿する河がへ出向すればおそらくそのまま帰れない。せめて思い出深い積翠寺温泉で最後の一夜を過ごそう、と考えていた。

　しかしこの日は、ただ一騎だったことが災わざわいした。

　山道をのぼる途と上じようで、いきなり、一人の忍びが勝千代を襲しゆう撃げきしてきた。

　はじめは、猿さるかと思った。

　その小こ柄がらな忍びは、ほんものの猿のように森の木々の枝から枝へと悠ゆう々ゆうと飛びながら、頭上より勝千代に迫せまってきた。

「うっきぃ～！　武田勝千代どの、お命ちょうだいいたすッ！」

　忍びが口にした言葉は、陽気な少女の声。だが、その小さな身体からだから放たれる殺気はただ者ではなかった。

　勝千代も武田家の姫武将である。武芸は習得している。

　だがこの忍びは、まるで猿のように身が軽い──！

　騎馬武者の剣けん法ぽうは、基本的に正面から相手の騎馬武者と激げき突とつするためのもので、頭上からの攻こう撃げきは想定していない。

　その頭上から、忍びは問答無用で手しゆ裏り剣けんを放ってきた。

「な、なにもの？　どうして？」

「愚おろかな人間どもに教える義理はないでござる！　ウププププ！」

　勝千代が少しでも怯おびえてためらっていたら、容よう赦しやなく手裏剣で頭を割られていただろう。

（殺される──死!?）

　だが、この時。

　勝千代の瞳ひとみの奥に、猛もう然ぜんと燃え上がるものがあった。

　別人のように獰どう猛もうな、光を放った。

　それはあるいは、勝千代自身が恐おそれてきた暴ぼう虐ぎやくの将、父・信虎から受け継いだ「武田の血」とでも言うべき「意志の力」だったのかもしれない。

　痴しれ者が！　なんのために殺されるかもわからぬまま、このようなところで死んではならない、己おのれの心に巣くう恐きよう怖ふに抗あらがうのだ、怯えるでない──！

　勝千代の耳には、はっきりとその「言葉」が聞こえていた。

「ああああああっ！」

　勝千代は叫さけびながら、空を舞まう忍びが放ってきた手裏剣を、太た刀ちでなぎ払っていた。

　そしていささかのためらいもなく、頭上に落下してきた忍びを殺すために、さらに返す刀でもう一いつ閃せん。

　すさまじい太刀さばきだった。

　やはり、信虎の血が突とつ如じよとして覚かく醒せいしたかのような、圧あつ倒とう的な殺意と気合いだった。

「う……うきゃあああっ？　並々ならぬ殺気！　危ないでござるっ!?」

　勝千代の頭上へとまっすぐに落下していたはずの忍びは冷や汗あせをかきながらなんと「ふわり」と浮うき上がり、その太刀をぎりぎりでかわした。

「えっ？」

「うっき～！　山は拙せつ者しやのお友達でござるよ！」

　気がつくと忍びは、勝千代がまたがっている馬の首の上にすらりと立っていた。

　いつの間に、移動していたのか？

　信じがたい体術だった。

　顔を覆ふく面めんで隠しているが、その身体つきと声から見て、どうやら少女らしい。

「あなたは、な、なにものっ？」

「うきゅきゅきゅきゅ（笑い声）。忍びは雇やとい主の名を明かさぬでござる。拙者・猿さる飛とび佐さ助すけは、ちと仕事にあぶれておりましてな。たまたま甲か斐いでの宴に用心棒として雇われただけでござる。さんざん飲み食いだけして信濃しなのに帰るつもりが、いきなりおぬしを殺せと言われたでござる。きゃつは最初から刺し客かくとして拙者を雇ったようでござる、まんまと腹黒い雇い主に騙だまされたでござるよ。暗殺仕事などまっぴらごめんでござるが、もうお駄だ賃ちんを前まえ払ばらいでいただいて使ってしまったでござる。お互いに運が悪かったでござるな」

「猿飛？」

　信濃の真さな田だの里の忍びが用いるという、猿ましらのように空を飛ぶ「猿飛の術」。今見たものがそれだ、と勝千代は気づいた。どうやって跳ちよう躍やくしているのだろう？　枝から枝を飛び跳はねていた？　いや、あたしが太刀を放った瞬間、この忍びは瞬時にあたしの頭上から馬の首の上へと移動していた──！

　ただの体術じゃない、もっと不可思議ななにかだわ、と勝千代は震ふるえた。

「しまったぁ？　うっかり名乗ってしまったでござる!?　いっ、いつの間に拙者に秘密をぺらぺら話させる術を仕し掛かけたでござる？」

「あ、あなたが勝手にしゃべったのよ？」

「うきぃ。誤解しないでほしいでござる。拙者は真田の庄しようを根城としておりますが、今回の仕事は主あるじの真田幸ゆき隆たかどのとは関係がないでござる！　そもそも幸隆どのは今、居城を奪うばわれて上野こうずけへ落ち延びておられるでござる。拙者は上野で幸隆どのからなにやら難しい使命をいただいたのでござるが、それがどういう使命だったのかすっかり忘れてしまい、やむなく食い扶ぶ持ちを求めて甲斐まで日雇いの出で稼かせぎに来ただけでござる」

「あなたを雇った者が真田ではないとすれば……じゃあ、あたしを殺そうとしている首しゆ謀ぼう者しやは、北信濃の村上義清？　ううん。村上義清は、常に戦いくさで勝敗を決する武人のはず。ということは……もしかして、諏訪頼重があたしを暗殺しようと？　禰々との祝しゆう言げんの日なのに、そんな」

「うきゃあっ？　なぜ拙者の雇い人がわかったでござるか？　貴様、さては天才かッ？」

　猿飛佐助、どうやら身軽なだけでなく、とことんお調子者で果てしなく口が軽いらしい。

　利発な勝千代の前でこれだけ自分の立場を語れば、自ら雇い主の名を明かしたも同然だ。

　術は超ちよう人じん的だけれど、忍しのびとしてはどうなのかしら、と勝千代は首をかしげたくなった。

「泣き虫とうかがっていたが意外と聡さといやつでござる。万が一殺しそこねた際には、お父上の仕し業わざだと疑わせよという陰いん湿しつな命令を受けていたでござるが──まったく、腹黒い雇い主でござるよ──かくなる上は、こんどこそきっちりお命をいただくでござる！」

　猿飛佐助は馬の首の上に立ったまま、謎なぞの猿さる踊おどりを踊りだした。

「愚かな人間どもはみんな、この拙者のかわいいかわいい猿踊りに見ほれて、さくっと殺されるでござる。『見ざる！　言わざる！　聞かざる！』。そ～れそ～れ♪」

　これは踊りではない、目くらましの術！　と、勝千代はすぐに気づいた。

「でも、この距きよ離りなら──！　猿飛の術は使えない！」

　勝千代は、目と鼻の先に立っている猿飛佐助の急所を狙ねらって、まっすぐに小刀を突いていた。

　日ひ頃ごろのおとなしい書物好きの少女とはまるで別人のような、野や獣じゆうの眼光を放ちながら。

　猿飛佐助は、宙に飛んでその太刀を避よけながら、喚かん声せいをあげていた。

「ひいいいっ、ひどいでござる！　かわいい拙者の踊りを無視して問答無用で殺しに来たでござる！　なんという非情の太刀筋、その獣けもののような瞳！　こんなにもめんこいめんこい拙者を仕留めにかかる際にいっさい躊ちゆう躇ちよないとは、あんた鬼おにでござる！」

「また、避けられたッ？　この忍び、宙に、浮いているっ？」

「そうでござる！　ほんものの猿飛の術は噂うわさ以上でござるよ！」

「ええっ、噓うそ？」

　勝千代がただ一度瞬まばたきした、その時。

　勝千代が横に薙ないだ小刀の刃やいばの上に、猿飛佐助がこんどは片足で立っていた。

　佐助がいつ動いたのか、いつ跳躍したのか、まるでわからない。

　大地に引かれる力というものを感じさせない佐助の瞬間移動術は、まるで手品だ。

　忍びの術が人間離ばなれしていることは知っていたが、これほどとなると心が納なつ得とくしがたい。

「なに。どうして。こんな」

「名のある真田忍びは、みな幼い頃に信濃の霊れい山ざん・戸と隠がくし山やまへ捨てられて山中を彷徨さまよった者たちでござる。おおかたは死ぬが、幸運にも生き延びた者はそれぞれ独自の忍びの術を体得して戻もどってくるでござる」

「と、戸隠山？」

「ウププププ。甲斐の田舎いなか者には想像もできないでござるね。信濃には、天津神一族との国譲ゆずりの戦いに敗れて諏す訪わの地まで逃にげてきた国津神・建御名方神をまつる諏訪の社もあれば、天津神の始祖・天あま照てらす大おお神みかみが荒あらぶる素す戔さの嗚おの尊みことから逃げるために隠れた天あまの岩いわ戸との扉とびらが落ちてきたという戸隠山もあるでござる。戸隠山のご神体たる『石』の正体は、天岩戸の扉とも言われているでござるよ。不可思議も怪かい異いもある神秘の国、それが信濃！」

　思わず勝千代は、ただ敵を殺すために本能で動く野獣であることを忘れ、猿飛の術の仕組みを暴あばこうと頭を動かしてしまった。

（そんなはずはない。忍びとて怪異ではないわ。必ず術には仕掛けがあるはず、その仕掛けを破らなければ殺される！）

　しかし理知を取り戻すと、恐怖心が突如として湧わいてきて、その恐怖心が勝千代をひるませた。

「あれま。もとの気弱な姫ひめに戻ってしまったようでござる？」

　その一いつ瞬しゆんの隙すきに、つけいられた。

　佐助は再び宙へ飛び上がると、勝千代の顔めがけて、白い粉を投げつけてきた。

「けほ、けほ、けほっ！　ひ、卑ひ怯きような……ぐすっ」

「忍びの術は、武士の剣法とは違ちがうでござる。まさに外げ道どう！」

　視界をふさがれた。

「卑怯であろうが、勝てばよかろうなのでござる！　お命、ちょうだいね！」

「けほ、けほっ」

　ひとたび気弱な少女に戻ってしまった勝千代は、もう抵てい抗こうできなかった。

　もうこのまま死んじゃったほうがいいんじゃないかしら……父上も厄やつ介かい払ばらいができたと喜ばれるだろうし……次郎ちゃんが武田家を継ついだほうが……。

　心が折れそうになったが、身体のほうが勝手に生きることを欲ほつしていた。

　勝千代は、猿飛佐助の突つき出すクナイを避けるため、とっさに手た綱づなから手を放して、馬から飛び降りていた。

　まだ視界はふさがったままだ。

「なかなかの執しゆう念ねん、そして落馬を恐れぬ英断でござる！　だが拙者の猿飛の術の前には無む駄だでござるな！」

　猿飛佐助が、落下していく勝千代を仕留めにかかった。

　クナイを振ふりかざして、どん、と宙へと飛び出し、勝千代へ迫る。

　が、その時。




「だ、だめ～っ！　姫さま、逃げましょう！」




　間の抜ぬけた少女の声とともに、佐助のクナイを割ったものがあった──。

『逃』の一文字が刻印された小刀だった。

　佐助の背後から正確かつ強力な小刀が飛んできて、勝千代を間かん一いつ髪ぱつで佐助のクナイから守ったのだ。

「おっ？　拙者ともあろうものが？」

　佐助は驚おどろいていた。

　なおも宙を回転しながら転落していく勝千代の身体からだを追うが、さらに新手の攻こう撃げきが来た。

　こんどは、正面から巨きよ大だいな鎚つちが振り下ろされてきた。

　次郎から「姉上を守って」と勝千代防衛の任務を託たくされていた馬場信房が、間一髪で勝千代に追いついたのだ。

「……やらせない」

　無表情ながら、大おお柄がらな馬場信房は阿あ修しゆ羅らのような殺気を放ちながら馬から飛び降り、全力で佐助の頭を鎚で狙っていた。

　片手で落ちてきた勝千代の身体を抱だき留めながら、もう片方の手だけで鎚を操る馬場信房の剛ごう力りきは、姫武将のものとはとても思えない。

　さらに、投げ小刀の第二弾だん・第三弾が佐助の背中や後頭部にぼこぼこと命中する。

「ウキャアアア？」

　鎖くさり帷子かたびらを着込んでいるので貫かん通つうはしないが、軌き道どうが正確すぎる。猿飛の術を用いて微び妙みように身体を細かく動かして直撃を避けていなければ、たちどころに鎖帷子の隙間をすり抜けて肌はだを突き刺さしていただろう。

「なんで刺さらないの～？　姫さまをいじめるお猿さんは悪いお猿さんなの！　えい、えい！」

　どうやら背後から、馬場信房とは違う誰だれかが小刀を投げてきている。馬場信房さえいなければ猿飛の術を用いて小刀を完全に避けられるのだが、猿飛佐助をもってしても今はこの目の前の鎚をかわすので精せい一いつ杯ぱいだ。

　馬場信房一人であれば殺せるものを、拙者を邪じや魔まする小こ娘むすめはいったい誰ウキ？

　だが、これは一時の雇われ仕事である。

　生来お気楽な佐助に、「姫を殺せ」などという諏訪頼重の陰湿な命令に殉じゆんじて命を捨てねばならぬ義理はなかった。

　そもそも、相手は三人とも女の子である。特に、後ろから小刀を投げてくる少女のへっぽこ声といったら、緊きん張ちよう感かんがなさすぎる。

　勇ゆう猛もうでむさくるしい男武将をさっくり殺すというのならともかく、愛らしい女の子たち三人が相手では、どうにもやる気を削そがれた。

　最初の一撃で勝千代どのを仕留められなかった時点で拙者の負けだったウキ、と佐助は舌を巻いた。

（武田勝千代！　気弱そうに見えて、拙者を殺すべく真っ黒い殺気を放ったその眼光はやはり武田信虎の娘だったでござる。あれがこの姫の本ほん性しようならば、末すえ恐おそろしい姫武将でござる。だが、面おも白しろい！）

　勝千代に興味を抱いだいた佐助は、瞬時にこの場から離り脱だつすることを決めた。

「これにてごめん！」

　こんどは広こう範はん囲いに、白い粉ふん塵じんが舞まい上がった。

「……むっ。目くらまし……」

「今です、姫さまあ！　ここは、逃げましょう！」

　猿飛佐助は、わずかな隙にその姿を完全に消し去っていた。




　　　　※




　積せき翠すい寺じ温泉の岩いわ風ぶ呂ろに浸つかりながら、勝千代は府ふ中ちゆうの城下町を見下ろしていた。

「二人とも、命を救ってくれてありがとう。ここは密談するにはちょうどいい場所よ。殿との方がたは入ってこられないし」

　右みぎ隣どなりには、「……うー」となぜか照れている馬場信房。

「がーん。姫さまのお胸、意外にも大きいです！　こ、腰こしのくびれ具合といい、丸く引き締しまったお尻しりといい、白いふとももといい、すごいお身体！　美しい！　てっきり姫さまの胸は洗せん濯たく板いたみたいなんだろうと勝手に想像していました、ごめんなさいごめんなさい！」

　左隣には、小刀投げの術で勝千代を救った、見知らぬ少女。

「あ、でも。百ひやく姓しようの娘のあたしが、武田の姫さまと一いつ緒しよに温泉に入っていいのでしょうか？　ここはいったん逃げたほうが……」

　あどけないひまわりのような笑え顔がおは、どこか禰々に似ていた。

「いいのよ。あなたはあたしを救ってくれたんだから。あ、ありがとう」

「……小刀を手しゆ裏り剣けんのように……正確に投げていた……立派な、武術だった」

　少女はぽっと照れて、お湯の中に鼻まで浸かってしまった。

「ええと……あなたのお名前は？」

「か、春日かすが村の百姓の娘で、源げん五ご郎ろうと言います。か、狩かりをしていたところ、憧あこがれの姫さまが忍びに襲おそわれているところに出くわして……い、いつもでしたら、生き延びるために逃げるところだったんですが、姫さまはあたしの憧れの人でしたから頑がん張ばりました！」

「狩り？　野菜を……狩っていたの？　野菜って動き回るものなの？」

「いえいえ。野菜は動きませんよ姫さま。今日は山に登って獣を狩っていたんです。畑を耕すだけでは食い扶ぶ持ちが足りなくて。おかげで逃げ足は速くなりました！　熊くまと遭そう遇ぐうしても余よ裕ゆうで逃げおおせられますっ！」

「……ごめんなさい。連年、武田が無茶な合戦を続けて、そのたびに村々から強ごう引いんに食しよく糧りようを巻き上げているからなのね」

「いえっ、姫さまのせいではありませんからっ！　ああ、姫さまとお風ふ呂ろに入っていると思うとだんだん恥はずかしくなってきました、やっぱりここはいったん逃げて」

「……あの器用な小刀の術は……どこで」

　武芸好きな馬場信房は、春日源五郎の小刀投げに興味しんしんだ。

「ええと。雀すずめを捕つかまえるために覚えたんです。甲か斐いはお米が取れませんし、合戦のたびに厳しい徴ちよう発はつが行われますし、なによりも釜かま無なし川がわの洪こう水ずいの被ひ害がいが酷ひどくて。いつも家族は飢うえているんです。だから焼き鳥が食べたくって、何度も練習しました。雀は逃げ足が速いですから、一撃で仕留めないと！」

　まさに、切実な表情だった。

「雀って、かわいいのに、美お味いしいんですよ！　姫さまも食べましょう！　串くし焼やきにすると肉にく汁じゆうが溢あふれてきて最高なんですよっ」

「か、かわいそうかな、って？」

「ちなみに、カラスは肉がばさばさでいまいちです！　あ、でも、ぼこぼこに叩たたけば肉が柔やわらかくなってうまみが出ます！」

「か、かわいそうかな？」

「……なるほど……生き延びるために習得した術……納得した」

「源五郎ちゃん。見ての通り、あたしは命を狙ねらわれているみたい。あたしには近寄らないほうが」

「いえっ！　あたしはかねて、民たみ百姓にも分け隔へだてなく接してくださる、お優やさしい姫さまをお慕したいしていました！　姫さま、このままでは諏訪や大おお殿とのさまになにをされるかわかりません、できましたらこの源五郎と一緒に駿する河がにでも逃げましょう！」

　ああこうして領民の娘にも慕われているさすが姫さま、と馬場信房がわがことのように喜んでいる。

　この子の言うように駿河へ逃げれば、諏訪頼重ももう刺し客かくなど放ってこないはず、と一瞬勝千代は揺ゆらいだが、なぜか正反対の言葉を口にしていた。

「それはできないわ。あたしは武田家の長子だから。怖こわいけれど、武田家と甲斐の国を放りだして逃げるわけにはいかないの。あなたのように畑を耕す領民の女の子が、山に入って命がけで獣けものを狩らねばならないほどに困こん窮きゆうしているなんて──」

「ふはあ。姫さま、時折見せていただける毅き然ぜんとしたその表情がかっこいいです！　さきほど馬で駆かけながらお猿さるさんと斬きり合っていた時の姫ひめさまの精せい悍かんなこと！　ああ、思わず鼻血が！」

「ど、どうしたの源五郎ちゃん？　だいじょうぶ？」

「だらだらだらだら」

「湯あたりしてのぼせちゃったのかしら」

「げんぎょろうは、ひめちゃまとであえてぢあわせでちた。ぶくぶく」

「沈しずまないで源五郎ちゃんっ!?」

「……春日源五郎。今より……あー……姫さまの小こ姓しようとして」

　馬場信房が、ゆっくりとした口調で、もごもごと源五郎に訴うつたえた。

「その……小刀投げの術で……姫さまを……お守りするように」

「ええっ？　わかりましたっ！　あこがれの姫さまと一緒にいられるなんて、夢みたいです！　はあはあはあ」

「源五郎ちゃんが生き返った？」

「……この者の姫さまへの想おもいは……ある意味、ほんもの……信しん頼らいできる」

「信房がそう言うなら、安心ね。でも、あたしと一緒にいるとこれからも危険よ？」

「……その件について……次郎さまより、お伝えすべき話が」

　馬場信房は、ゆっくりゆっくりと語った。

　あまりにゆっくりなので、途と中ちゆうで源五郎はほんとうにのぼせてしまった。

　禰々との祝しゆう言げんをあげるために甲斐に来ている諏訪頼重が、信虎と勝千代の対立という武田家の隙すきをついて、この機に乗じて勝千代を暗殺しようと刺客を放ったであろうこと。

　勝千代の妹・次郎が馬場信房に、勝千代を守るように命じたこと。

　次郎自身は板垣信方・甘利虎泰ら四天王を召しよう集しゆうし、急いで打開策を練りにかかったこと。

「ぐすんぐすん。姫さま、なんておかわいそうな！　こんなにお美しい方なのに！」

「婚こん儀ぎの日に……これじゃあまりに禰々がかわいそうだから、このことは内密にね。信房」

「……承知。次郎さまからも同じお言葉を……」

「諏訪頼重は最初からあたしを暗殺するつもりで甲斐に来ていたのかしら？」

「準備だけは済ませていたはず……おそらくは姫さまと大殿の……抜ぬきさしならない対立を見て……姫さまの暗殺に成功しても大殿に罰ばつされることはなく、失敗しても姫さまは刺客を恐おそれて駿河へ逃にげるはずで、どう転んでも諏訪家の得になると踏ふんで暗殺を決断したかと……あれは、策士」

「人の血筋を重んじない、能力ある者が報むくわれる武田家にしたいというあたしの考え方が、諏訪家にとっては害になると思われたのかしら。あたしが武田家の当主になれば、いずれ諏訪家を滅ほろぼそうとするだろうと警けい戒かいされていたのね。くすん。禰々、ごめんね」

「……隣りん国ごくの大名親子が揉もめていれば、すかさず乗じる。それが戦国の世の習い……」

　抜きさしならない話をうかがっちゃったのです、もうこの源五郎も逃げられません！　こうなったら姫さまと一いち蓮れん托たく生しようなのです！　と源五郎が鼻血をだらだら流しながら拳こぶしを振ふり上げた。

「難を避さけるには、もう一人の妹の定が暮らしている駿河の今川義元のもとへ行くしかないわね。もう、あたしは駿河出向を断れない。出向を断れば、それを口実に廃はい嫡ちやくされ、諏訪頼重に今後も命を狙われる。父上に諏訪頼重の悪行を訴えても、きっと臆おく病びよう者めと一いつ喝かつされるだけ。でも、駿河に出向すればおそらくそのままあたしは甲斐から追放。くすん」

「大変です姫さま、やっぱり逃げましょう！」

「……姫さまが甲斐に居座れば……最悪の結末も……大殿は近ちか頃ごろ……」

「お酒の量が増えて、とみに怒おこりっぽくなっているものね。長年の戦いくさで神経がささくれだっているのかも。父上は戦場で、大勢の兵の死を見てきたから。それなのにいつまでも信濃しなのを奪うばうことができず、ついに諏訪家と婚こん姻いん同盟を結ばねばならなくなったものね」

「そうです。姫さまには言いづらいですが、最近の大殿さまはめちゃくちゃなのです！　百姓がうっかり視線でも合わせようものなら、斬り捨て放題です！　実の娘であろうとも、もしかしたら！　逃げましょう！」

「……諏訪頼重に報復すれば、こんどは禰々さまが悲しむ……八方ふさがり……」

　諏訪頼重と武田信虎、同盟を結んだ二人から疎うとまれる存在になってしまった勝千代の命運は、すでに尽つきつつあった。

「ごめんなさい。信房、源五郎ちゃん。あたしは、決断力に欠ける性格だから……どうすればよいのか、一晩じっくり考えさせて。静かに駿河へ去るのが武田家と甲斐にとっていちばんいいことかもしれない。あたしは気が弱い臆病者で、父上が言う通り、甲斐の国主などつとまらないし……次郎ちゃんに大変な役割を押しつけることになるけれど」

　そんなことありません、貧しい甲斐の民を救ってくださるお方は姫さましかいません！　と源五郎が勝千代の手を取ってぶんぶんと振り回した。

「ほんとうに明るい子ね。うらやましいわ」

「少々の苦境には慣れていますから！　こういう時はいったん逃げてやり過ごすのがいちばんですよっ！　生きていればそのうち運が回ってきます！　生きるが勝ち、すなわち、逃げるが勝ちです！」

「……姫さまは甲斐守護・武田家の後こう継けい者しや。家を捨てて逃げるわけにはいかない……」

「うう、そうですね。姫さまの肩かたには、甲斐一国の未来が託たくされているんですよね」

「くすん。明日あしたの朝までに、父上への返事をどうするか決めるわ。ごめんなさい、今夜は一人で思案させてちょうだい」

「……承知」

「姫さま！　あたしたちはおそばに宿を取りますので、なにかありましたら烽火のろしをあげてください！　あの悪いお猿さんは、まだ近くにいると思います！」

「……長考する時間は、あまりありません」

「ええ。朝までには、必ず決断するわ」

　勝千代は二人に頭を下げながら、なぜ自分はこうも怯おびえているのかを見み極きわめようと、初めて真正面から自分自身に向き合う覚かく悟ごを決めた。




　一人きりで湯に浸つかりながら、勝千代は己おのれ自身との対話を続けた。

　父が怖い。己の無力が怖い。合戦が怖い。忍しのびに命を狙われるのが怖い。諏訪頼重の悪意が怖い。人が死ぬのが怖い。

　この世のあらゆるものが怖かった。

　しかし、こうして廃嫡か死かというぎりぎりの瀬せ戸と際ぎわに追い詰つめられた時だからこそ見えることがあった。

　勝千代がほんとうに恐れているもの、それは──。




（甲斐は四方を囲まれて閉ざされた山国。米も取れず国力は弱く、町を開発しようにもその土地も足りない。海もなく、港もなく、産業もない。それどころか、人が生きていくために欠かせない塩すらない。こんな恵めぐまれない田舎いなかからはるか彼方かなたにある京の都へ上じよう洛らくして天下に号令をかけることなど、夢のまた夢。武田家が飛ひ躍やくするためには肥ひ沃よくな信濃を奪うしかないが、父上はその信濃の中央に陣じん取どる諏訪家と同盟してしまった。武田家の天下への道は詰んだ。そうだ、あたしは）




　天下？

　天下ってなに？

　もしかしてあたしは、天下を欲ほつしているの？

　父以上の悪業を背負ってでも、戦国最強の武将になりたい、そんな野望があたしの胸のうちに潜ひそんでいるの？

　あたしは、自分が恐ろしい。

　そうだ。さっき忍びの猿飛佐助に襲おそわれた時、あたしは、なんのためらいもなくあの愛らしい佐助を斬ろうと太た刀ちを横よこ薙なぎに振り切っていた。

　あの時、生まれて初めて、自分がたしかに生きていると、実感できた。

　あたしじゃない他ほかの誰だれかのような、もう一人のあたしが、あたしの内に巣くっている。そのものは父上にそっくりで、天下に号令をかけたいという野望に満ちあふれていて、命を命とも思わぬ残ざん虐ぎやくなもののふで、いや、もしかしたら父上以上に──。




「無理よ。なにもない甲斐からはじめて、他国を奪い上洛して天下を奪うなんて。できっこない。たくさんの人の血が流されるだけ。戦っても戦っても、すべては無む駄だになる。何年も無む謀ぼうな戦を続け、多くの民を苦しめたあげく信濃一国を切り取ることもできなかった、父上のようになってしまう。こんなおかしな野望を抱いだいているあたしではなく、まっとうな人間である次郎が甲斐を治めて領民の平和を守る。それでいいはずなのに」




　いいはずなのに、あたしが駿河へ逃げてしまえばそれで丸くおさまるのに。

　それなのに、どうしても、決断できないのはなぜだろう。

　そうだ。異形の力を持つ忍び・猿飛佐助と出会ってしまったせいだ。

　猿飛佐助と命のやりとりをしたあの一いつ瞬しゆん──まるで、あたしの中で、荒あらぶる獣が目覚めてしまったかのようだった。

　もしかしてあれが、父上の血……？

　武田家の血というもの？




「でも無理。戦はしょせん、経済力。貧困な甲か斐いから出ることはできない。駿河も相模さがみも強国で、絶対に盗とれない。唯ゆい一いつ切り取れる可能性がある信濃の入り口・諏す訪わとは、すでに同盟してしまっている。武田家はせいぜい、甲斐を保つことしか」




　そうか。

　あたしは、自分がたとえ戦国大名になっても、天下人にはなれないという事実を頭で理解してしまっているのね。

　野望に燃える姫武将として生きても、すべては徒労になる、ただ大勢の人をあやめただけで終わるという未来を、理り屈くつで知ってしまっている。

　わかってしまっている。

　わかってしまっているのに、その執しゆう着ちやくをあきらめられない。

　なんとしても、父上に、認めてもらいたい。

　武田勝千代は無能な臆病者ではなく、父上の血を誰よりも受け継ついでいる野心家であると。英えい傑けつであると。

　信濃を奪うという父上の夢を自分がかなえれば、父上に認めてもらえるのではないかと。

　信濃奪だつ取しゆを皮切りに国力を蓄たくわえて上洛を果たせば、天下に号令をかければ、父上に褒ほめてもらえるのではないかと。

　それなのに、上洛なんて夢のまた夢、現実味のかけらもない絶望的なあたし個人の憐あわれな妄もう想そう。

　上洛なんて無理。

　天下なんて無理。

　あたしは心が弱い。どうせ甲斐であがいているうちに、父上よりも早く命が尽きる。

　だから父上には、いつまでも認められない。

　あたしは父上が言う通り、無能な臆病者。

　今だって。

　なにもしないうちから、もう、頭だけで考えてあきらめてしまっている。

　自分の野望が、理想が、しょせんは夢物語にすぎないと、わかってしまう。

　父上の期待には、応こたえられないと。

　八方ふさがり。

　知ち恵えを言い訳にして、勇気を振り絞しぼれない。

　だから、父上には、愛されない。

　愛されない。

　愛されない。

　それが、怖こわかったんだわ。

　せめて、海と港のある大国に生まれていれば。

　今川義元のように駿する河がに生まれていれば、きっとあたしは、上洛軍を興おこして天下に武田の名をとどろかせることができるのに。

　でも、それも言い訳。

　なにもしないで済ませるためにしか、あたしは知恵を用いることができない臆病者。




　聡さとすぎる勝千代は、湯に浸かったまま、無言で涙なみだを流し続けていた。

　幼少時から信虎に罵ば倒とうされ続けた勝千代は、信虎の期待に応えて自分の代で武田家を天下人にしたい、という野望を自分でも知らないうちに抱いてしまっていたのだ。だがしかし、その野望が父に愛されない少女が抱いたはかない夢にすぎないことも、痛いほどに理解できてしまっていた。

　勝千代は、天下盗りの野望に取り憑つかれるには、利発すぎた。

　さらに、合戦で神経をすり減らし、人を殺すことを是ぜとし、父のような悪逆無道の戦国武将となってしまうことをも、ひどく恐おそれていた。自分の身体に流れる信虎の血が、怖かった。勝千代は、一国の主あるじとなるには優やさしすぎた。

（神の如ごとき力を持った異形の忍び・猿飛佐助との殺し合い。あのような経験を重ねていくうちに、あたしはいずれ父上以上の野や獣じゆうになってしまうのではないか）

　それが、恐ろしかった。

　戦国武将として功を立て、実力を発揮して父に認められたい、しかしいくら戦国の世のならわしとはいえ信虎のような残虐な獣けものにはなりたくない。

　勝千代の中には二人の勝千代がいて、その両者が常にせめぎ合うことで終わらない不安と恐きよう怖ふが襲ってくるらしかった。

　やっぱりこのまま駿河へ消えてしまおう、これ以上武田家の和を乱してはならない、と勝千代が決断しかけたその時。

　一人のしわがれた男の声が、勝千代の運命を変えた。




「あいや待たれい。娘むすめよ。お前に天下を盗らせてやろう」







　第二話　甲こう州しゆうの嵐あらし（二）







　この人里離はなれた隠かくし湯に、唐とう突とつに侵しん入にゆう者が現れていた。奇き怪かいな容よう貌ぼうの男だった。

　年ねん齢れい不ふ詳しよう。ぼさぼさに乱れた髪かみ、長年洗せん濯たくもされていなそうな薄うす汚よごれた衣服。片目には眼帯。輝かがやいているほうの瞳ひとみは、飢うえた狼おおかみのようにぎらぎらと光っていた。口元には、不敵な笑えみを浮うかべている。さらに、片足を引きずっていた。

　戦いくさで傷を負い役目を果たせなくなった浪ろう人にん侍ざむらいか、なにかであろうか。

「きゃっ？　な、なにやつ？」

　まさか、男が入ってくるなんて？

　いくら一人になって考えたいといっても、せめて源げん五ご郎ろうちゃんに見張っていてもらうべきだった！

「あ、あ、あたしを武たけ田だ勝かつ千ち代よと知っての狼ろう藉ぜきっ？」

　勝千代は思わず湯の中に身を沈しずめていた。

　だが、男は困ったように首を振ふってあわてている。

「あいや。それがし、刺し客かくではござらん。この足ゆえ、満足に槍やりも扱あつかえませぬ。そなたはすでにさきほど、刺客に襲われておったようでござるが」

「そ、そうね。あなたは、刺客には見えないわ。ということは……あ、あ、あたしの身体を覗のぞきに来たのね！」

「かーっ！　それがし、年とし頃ごろの娘の裸ら体たいになど興味はなーい！」

「……え？」

「それがしは全人生を軍師としての知略を積み上げることに費ついやしてきた、天下一の大軍師・山やま本もと勘かん助すけめにござりまする！　月のものがある乙女おとめになぞ、これっぽっちも惹ひかれ申さぬ！」

「じゃあ……衆しゆ道どうの者？」

「衆道の者でもなーい！」

「でも、あなたはどう見てもかなえられぬ欲よく望ぼうにぎらぎらとまみれている、鬱うつ積せきした初老の独身男だわ！　全身から、煮にえたぎる黒いなにかを発しているもの！」

「まったくもってその通りだが、それがしの欲望は天下人の軍師として兵を動かし、戦に勝つことのみ！　俗ぞくな欲望への執着などすでに、長年の独り身暮らしで解げ脱だつしたわっ！」

　まただ、またしてもこの面めん妖ような容貌ゆえにそれがしは信用されぬ、ああ、ああ、今いま川がわ義よし元もとに続いて武田勝千代にも相手にされぬのか！　それがしの顔がもっと男前であったなら！　と、山本勘助を名乗る怪あやしげな浪人男が地じ団だん駄だを踏ふみはじめた。

　どうやら、勝千代の身体には、まったく興味を持っていないらしい。

「それがしは足の古傷が痛むゆえ、療りよう養ようできる温泉を探して歩いておった。山国である甲斐には温泉が多いゆえに。決して、覗きではない」

「それじゃ、偶ぐう然ぜんここに？　都合よすぎるわ」

「偶然でもない。それがしは天下人の器うつわを持つ武将を探して諸国を放浪して参ったが、甲斐の武田勝千代なる姫ひめ武将にその才気ありと見てそなたに仕官を願う機会をうかがっておった。しかしそれがしは宴うたげの席などには顔を出せぬ下げ郎ろうゆえ、そなたが温泉で一人きりになる時を待っておった」

　やはり変態じみている。

　さらに山本勘助は「とはいえ、そなたはまだ当主ではなく、それどころか廃はい嫡ちやくされかけておる。ゆえにそれがしも、一時は駿河の当主となっている今川義元に仕官しようとしていたのだが、この醜しゆう悪あくな面相と身分の低さゆえに相手にされなんだ。今川義元は、それがしに対して身の危険、貞てい操そうの危機を感じるので召めし抱かかえぬと。隻せき眼がんは侍の勲くん章しようゆえ気にせぬが、それがしの脂あぶらぎった顔と飢えた目つきが気に食わぬと。いかにも生まれてこのかた女によ人にんとふれあったことのない歪ゆがんだ初老男に見える、それはつまりそれがしの邪じや悪あくな性格が顔に出ているのだと。おお、おお。それがし、いい歳としをした乙女などに興味はないといくら言っても誰だれも信じてくれぬ！」と悔くやしげに泣きはじめた。

「諸国の情勢に通じているのね」

「左様。若い頃ころは忍しのびまがいの真ま似ねもやっておりましてな。信濃しなのの真さな田だ忍にん群ぐんどもにもツテがあり申す。この足は、忍び稼か業ぎようの際に痛めたもの」

　治水・築城から忍術・金山掘ほりまでなんでもござれ、さらには天の星から人の運命を読む「宿すく曜よう道どう」なる秘術も修めておりまする、われながらまさに軍師になるために生まれてきた奇き才さいにございます、と勘助は自画自賛。

「星から、運命を？　そのわりに仕官に苦労しているようだけれど……」

「かーっ！　陰おん陽みよう道どうでも宿曜道でも、自分自身の運命を覗くことはできぬのです！」

「そうなの。ならば、あたしの命運が尽つきようとしていることもわかるでしょう？」

「はあ、それは。そうですな、このままでは」

「あたしは座していれば、明日あしたには父上から廃嫡される身。駿河出向を命じられ、甲斐を出ればおそらく二度と戻もどれない。断れば蟄ちつ居きよ、廃嫡。駿河からの使者は、明日には甲斐との国くに境ざかいに着く。あなたを召し抱えることはできないわ」

「それより勝千代さまは、それがしの面相容貌の醜悪さを気にかけませぬか」

「え？　あなたがぎらぎらと脂ぎった桁けた外はずれの野心家であることは見ればわかるけれど、あたしはそういうのは父上で慣れているから。むしろ、あたし自身にも父上のそういう血が流れている……今日、思い知ったところよ」

「醜みにくい浪人男に風ふ呂ろを覗かれた、手て討うちにせねばとは思いませぬか」

　妙みようなことにこだわる男ね、と勝千代は不思議に思った。

「醜いも美しいもない。男はみな同じよ。人間の外見の美び醜しゆうなど、皮一枚だけのこと。顔の皮を剝はぎ取れば、みな平等よ。血筋に意味がないのと同じ。貴族だろうが甲か斐い源げん氏じだろうが百ひやく姓しようだろうが忍びだろうが、血は血でしかないでしょう。人間にとって大切なのは、心根であり頭脳であり能力」

　勝千代は人見知りする少女だが、なぜか、この狂くるっているとしか思えない風変わりな男のことは、怖くなかった。

　なぜなのかは、勝千代にもわからなかった。

「お……おお……男の美醜など、皮一枚にすぎぬ、と」

　なんと、それがしが考えていた以上に明めい晰せきなお方だ！　と山本勘助は感激したらしい。

　勝千代の前に土下座して、「それがしを軍師としてお雇やといくだされ！　それがしは古今東西のありとあらゆる兵法書をそらんじ、かつその兵法を戦場で縦じゆう横おう無む尽じんに操ることができる天下一の軍師を自じ認にんしております！　にもかかわらずどこにも仕官できぬまま、もはや初老の身。このまま朽くち果てたくはないのです。なにとぞ、それがしの才をお使いくだされ！」と鼻水と涙にまみれながら叫さけびはじめた。

　およそ、大名家に仕官を許されるような男ではなかった。

　非礼にもほどがあった。

　頭のどこかが壊こわれている。

　そもそも、どこの馬の骨とも知れない、出自のわからぬ男だ。

　並の姫武将なら「ひいい襲おそわれる！」と逃にげだすところだが、勝千代は、この山本勘助というおかしな男がどこか自分に似ているような気がして、憎にくんだり嫌きらったりする気になれなかった。

「そう。天下人の軍師になりたいのね、勘助は」

「左様。天下人に必要なものは器でございます。軍師や武将や官かん吏りは、その器の中でおのが才を存分に発揮できてこそ生きるのでござる。それがしの面相を見てもそれがしをいやしまぬ勝千代さまには、おそれながら、その器があるとお見受けいたす！」

「ならば、甲斐の国主である父上の軍師になりなさい」

「あいや。信のぶ虎とらさまは、軍師など必要とせぬお方。すべてご自分の存念で動かれるお方。才も武もあれど、器がござらぬ。器があれば、勝千代さまを廃嫡などせず天下盗とりのために生かす道を見つけていたでありましょう。それに」

「それに？」

「信虎さまはすべてをご自分で成し遂とげられるお方だけに、戦国大名の宿命たる悪名を背負いすぎました。その残ざん忍にん苛か烈れつさは、甲斐のみならず周辺諸国にも知れ渡わたっております。むろん天下盗りのためには、悪事に手を染めねばなりませぬ。大勢の人をあやめ、陰いん謀ぼうを巡めぐらし、義理人情を裏切らねばなりませぬ。信虎さまはそれをすべてご自分でやった。これすべて、悪名を引き受けさせる生いけ贄にえとなる家臣を用意しなかったがため──天下人はあくまでも民たみに崇すう拝はいされる人徳者でなければならないのです。徳なくば民を治めること、かないません。ですから、その裏で悪事を背負い込む影かげの存在が、それがしのような軍師が、必要なのです」

　すさまじい形相で、勘助がまくしたてた。

「おそれながらそれがしが、勝千代さまを天下人に育ててさしあげまする！」

　この男には、天下人の軍師として生きてそして死ぬ覚かく悟ごがある、と勝千代は心の底から理解した。

　この者は軍師としての有り余る才能の行き場を見み出いだせないまま、何十年も悶もん々もんとしてきたのだ、それゆえに狂きよう人じんのように見えるのだ、しかし狂ってはいない。むしろ正気すぎる、ただ頭の回転が速すぎて聞いている者がついていけぬだけだ、と、勘助という人間の本質をいきなり理解した。

　なにごとも考えて考えて考えぬかなければ動けない用心深さを持つ勝千代とは、好対照と言える存在だった。

「でも勘助。甲斐は山国。海に出ようにも、南の駿する河がは今川義元に押さえられ、東のかた関東には小お田だ原わらの北ほう条じよう家が侵出してこちらも手を出せない。唯ゆい一いつ、侵しん攻こうできる余地がある信濃にも、海はないわ。その上、信濃は広大で、かつ高い山脈に分断されていて、統一することすら困難。現に、今も信濃では複数の国こく人じん衆が割かつ拠きよしている。わかるでしょう。甲斐から天下を目指しても、もう、間に合わない。武田は、絶望的なほどに地の利に恵めぐまれていないのよ」

　さきほど自ら初めて意識したばかりの、次じ郎ろうにも語ったことのない勝千代のほんとうの思いだった。

「しかもその信濃の中央に位置する要地の諏す訪わに今日、妹の禰ね々ねが嫁よめに入って婚こん姻いん同盟を結んだばかり。諏訪家の当主・諏訪頼より重しげもまた、あたしを煙けむたがって殺そうとしている。どうしようもないのよ」

「あいや。勝千代さまにはたしかに地の利はありませぬが、あなたさまは人の和を得られる天性の持ち主。お父上の信虎さまさえどうにかすれば、優ゆう秀しゆうな次郎さまをはじめとする武田一族、そして有能な家臣団が勝千代さまに忠誠を誓ちかいその才を発揮いたしましょう。信虎さまの暴ぼう虐ぎやくさゆえに甲斐の主立った人材は他国へ続々と逃とう亡ぼうしてしまっておりますが、人材をこよなく愛される勝千代さまが国主となれば彼らも帰国し、どんどん人材のほうから集まってきます。人を育てなされ。あとは、天の時が訪おとずれるのを、待ちます。天の時を見計らうのはまことに困難ですが、それがしの宿曜道が、必ずやお役に立ちましょう」

「でも、地の利のなさをどうやって補うの？」

　勘助は、とうとうと語った。

　勘助の脳のう髄ずいの中には、日ひノ本もとすべての地図が暗記されているかのようだった。

「まず駿河の今川義元は、足あし利かが将軍家の分家。必ずや東海道を進んで上じよう洛らくし、足利幕府の実権を握にぎり天下に号令しようといたしまする。東海道の途と上じようにある三み河かわ、尾お張わり、北きた伊い勢せをくだせば、あとは近江おうみ六ろつ角かく家のみ。この近江六角家はやはり足利幕府における名門ゆえ、今川家と歩調を合わせましょう。東海道最大の難所である尾張を併へい吞どんすれば、京まではすぐです」

　ゆえに今川義元は、上洛戦略とは無む縁えんな北の山国にすぎぬ甲斐・信濃にはかかわり合いになりたくない、そのため武田家から義ぎ妹まいを迎むかえて同盟したのです、と勘助。

「だがまだ今川義元が上洛するには問題があります。東のかた・相模さがみ小田原の北条家です。北条と今川は不仲。今川義元にとって、北条家は今川家の家臣にすぎない伊い勢せ新しん九く郎ろうなる西国あがりの男が伊い豆ずを乗っ取り、箱はこ根ねを越こえて小田原城を奪うばうことで立てた家。名門・今川家にしてみればそもそもは家臣であり、下郎です」

「そうね。『北条』を名乗ったのも、今はなき鎌かま倉くら幕府の北条家の威い光こうを借りるためだと言われているわね」

「おそらく、もうひとつ理由があります。北条家は、関東に独立王国を築きたいのです。京の都とはかかわらない北条王国を。それが初代伊勢新九郎以来の北条の悲願でございましょう。ゆえに、京の室むろ町まちに幕府を開いた足利の血統を騙かたらず、鎌倉幕府の執しつ権けんとして関東に君臨していた北条の家名を名乗ったのでしょう。つまり」

「足利の分家である今川義元は西のかた、京へ。北条家は東へと進み、関東へ。両者が争う理由は、本来はないということね？」

「左様。両者に同盟を結ばせまする」

「今川義元と北条は、でも、噂うわさになるほどの不仲よ。今川義元は北条を成り上がりと見下しているし、関東を愛する北条は今川義元の京好みを嫌けん悪おしているとか。つまり、両者ともに疑ぎ心しん暗あん鬼きで、手を取り合う可能性はないわ」

「同盟を監かん視しし機能させる立会人を入れまする。三国同盟です。武田家の家か督とくを継ついだ勝千代さまが両者の仲をとりもち、甲斐・駿河・相模の三国で不ふ可か侵しん同盟を締てい結けつするのです」

　されば、今川は西へ、北条は東へ全力をもって進軍することとなり、甲斐は安あん泰たい、信濃は勝千代さま率いる武田軍が切り取り放題。三者ともに得があるゆえに、この同盟はいずれ実現できます、と勘助がほくそ笑えんだ。

「三国同盟！」

　勘助の頭の中に渦うず巻まく壮そう大だいな戦略に、勝千代は身が震ふるえる思いがした。

「むろん甲斐一国の領主の身では、今川・北条と対等にふるまうことはできますまい。実際に動くのは、ある程度信濃を切り取って、武田勝千代ここにあり、と両国に勝千代さまの実力を知らしめてからです。まずは信濃の中央にある諏訪を滅ほろぼします」

「……えっ？　諏訪頼重との婚姻同盟は？　禰々は？」

「大だい事じの前の小事。諏訪を盗らねば、信濃侵しん攻こうは不可能ですぞ。信虎さまは血筋を重んじられるゆえに、諏訪神社の神みわ氏しである諏訪家を滅ぼせぬのです。これでは何年かけても信濃を奪えなかったのも道理。信濃のへそである諏訪さえ盗れば、この諏訪を拠きよ点てんとして信濃の東西南北に自在に出兵できるようになり、信濃の諸地方……伊い那な・佐さ久く・小ちいさ県がた・木き曽そ・そして北信濃をことごとく吞のみ込めます。ですが信濃もまた山国。各地域間を素す早ばやく行軍する機動力が重要となるゆえ、奪い取った領地では街かい道どうを整備するがよろしいでしょう。孫そん子しの兵法にいわく、疾はやきこと風の如ごとく。戦の勝敗を決するものは『速度』です」

　なに、武家としての諏訪家だけを滅ぼし、諏訪神社は今まで以上に丁重に扱あつかえばよろしい、民を治める上で信しん仰こう心を守ることは重要です、そもそも神に仕えるべき神人が兵を率いて戦国武将を気取っているのが時代遅おくれです、諏訪頼重を殺さねば信濃は奪えませんぞと勘助は涼すずしい顔だ。

　街道を整備せよという献けん策さくも、常識を外れていた。

　普ふ通つうは、敵の侵しん入にゆうを防ぐために、敢あえて道を整備せずに行軍をはばむのが、常道なのだ。

　山国である信濃・甲斐で敢えて「行軍速度」を重視するのも、常識の逆だった。

「勝千代さま。いえ、御お屋や形かたさま。戦法というものは、すべて逆張りです。他人がやらぬことをやるのです。人間というものは、意味もなく常識やしきたりにとらわれております。その常識の裏をつけば勝てます。孫子にも、兵は詭き道どうなり、とあります」

　勘助はどこにも仕官できなかったはずだわ、戦いくさでの常識をことごとく裏返して勝つことのみに執しゆう着ちやくしているのだもの。きっと、今までほんとうに誰だれにも理解されなかったのね、と勝千代は勘助の心情をおもんぱかって顔を伏ふせた。

「わかったわ、勘助。でも禰々はどうなるの、そもそも父上からどうやって家督をいただけばいいの？」

「禰々さまはおいたわしいこととなりますが、新たな良りよう縁えんをあてがってあげればよろしい」

「……勘助は乙女おとめ心ごころがわからないのね」

「それがし、乙女には興味がござらぬ。そこは御屋形さまの器うつわで、禰々さまをお慰なぐさめいただければ結構でしょう。すべてはこの勘助がやらせたことになさいませ。なにしろ乙女に不快感を与あたえることにかけては天下一のこの面相です、憎まれ役に適しておりますれば」

　勝千代は「その件はあとで考えましょう」と禰々のために諏訪家から話題を逸そらした。

　たしかに、諏訪頼重は火事場泥どろ棒ぼうのような真ま似ねをして自分の命を狙ねらった。

　それは武田家への裏切りであり、あの男はもはや武田家の敵である。

　だが今の勝千代にとって最大の障害は、実の父である武田信虎だ。

　座していれば、明日あしたにも廃はい嫡ちやくされる。さりとて信虎の命令に従って駿河へ行けば、そのまま帰れないだろう。

「勘助……父上から家督をいただく方法は」

「信虎さまは御屋形さまを駿河へ出向させてそのまま帰さぬおつもりでしょう。この罠わなに乗ったふりをなさいませ。駿河へ向かいなさいませ。ただし、さきほどの刺し客かくの件をありのままに伝え、駿河への道中が危険であると訴うつたえて、信虎さまと重臣たちに見送らせるのです。そのまま御屋形さまと信虎さまは、今川方の使者と国くに境ざかいの峠とうげで落ち合います」

「？　父上に見送らせて……どうするの？　まさか」

　まさか。

　勝千代は、ふと自分の心中から浮うかび上がってきた「策」の恐おそろしさに、身み震ぶるいした。

　勘助が「すでに御屋形さまとそれがしの策は一いつ致ちしておるようです、さすがにございます」とうなずいて、そして、ニタリと犬歯を剝むき出しにした。

「その場で信虎さまを、駿河に引き渡してしまうのです」

　武田家の重臣たちには前もって御屋形さまと次郎さまが説得にあたり、今川義元にはこちらから先に使者を送って、話をつけてしまえばよろしい。今川義元にしてみれば、妹ぎみに続いて父親まで人ひと質じちに取ってしまえば、御屋形さまは決して今川家には逆らえまいと考えて、この誘さそいを受け入れましょう。むろん、三国同盟の件をちらつかせて「武田勝千代が甲か斐いの国主となれば上洛作戦を実現できる」と煽あおるのです。「武田勝千代は父と違ちがい、噂通りの戦嫌ぎらいで臆おく病びよう者である。血なまぐさい合戦を避さけるために三国同盟にすがりつきたがっている、和平のためなら父でもなんでも人質に出す腰こし抜ぬけである」と吹ふき込めば、あの世間知らずのお姫ひめさまは騙だませましょう──。

　同じだった。

　勝千代自身がひらめいてしまった策と、寸すん分ぶん違たがわない。

「……悪人ね、勘助は」

「御屋形さまのお心も同じでございます。北条家のほうはそう簡単には騙せませぬゆえ、諏訪を滅ぼし武田の武威を見せつけてから同盟の話を切り出せばよろしいでしょう。もしも武田が関東に侵出してくれば厄やつ介かいになると怯おびえさせるのです。その頃ころには今川義元は上洛準備で忙ぼう殺さつされておりますから、勝千代さまが実は好戦的だとわかっても気に留めますまい。なにしろ父親を人質に取っておるのですからな。ふ、ふ、ふ」

　勝千代は迷った。

　実行すれば武田家の和を乱すことになる、父親を追放して家督を奪えば武田勝千代は悪名を背負うことになる。いくら勘助がその悪名を肩かた代がわりすると言っても、やるのは勝千代自身なのだ。

「こうして信濃しなのを平定すれば国力は三倍増となりましょう。満を持して駿河を奪います。三国同盟を成立させれば、いずれ天の時が訪れます。今川義元が上洛軍を興おこして尾張に攻せめ込んだ時です。その時、背後から空っぽの駿する河がをかすめ取ればよいのです。むろん北条とも一戦を交える必要は出てきましょうが、その難関を乗り切れば駿河の海と港が、そして東海道が御屋形さまのものとなります。海と東海道、すなわち地の利──」

　駿河へ到とう達たつすればあとは東海道を西へ進み都に武田菱びしの旗を立てるのみ、上洛する野心がない北条には望み通り関東全土を支配させて関東管かん領れいの職でも与えればよろしい。北条は、ひとときは御屋形さまに一いつ杯ぱい食わされたと激げき怒どしても、生まれ育った関東からは決して離はなれようとしないでしょう。小田原城の大げさな造りといつまでも終わらない増改築工事が、北条家の性格を表しております。東海道と京の都を押さえて足利将軍を担かついでしまえば東国はあとでどうとでもなります、かくして御屋形さまが天下人となります。

　勘助の策は、なにからなにまでが騙しであり欺あざむきであった。

　父親を騙して追放し、諏訪頼重を裏切り、今川義元を騙して空き巣す狙ねらいをやれ、という。

「むろん、このような真似はやらぬにこしたことはござらぬ。しかしおそれながら、地の利なき御屋形さまが詭道を用いずして天下を奪うことは、不可能かと。それほど、甲斐という国は天下争いにおいて不利でございます」

「でも。同盟を二度も破は棄きすれば、諸国の信しん頼らいを失うわ」

「いえ。勝者のみが歴史を語る資格を持つのでござる。天下を奪えば誰もなにも言わなくなりましょう」

「武田家には、一門を守るという掟おきてがあるわ。父上は言うまでもなく、諏訪に嫁とついだ禰々や、今川の義妹になった定さだをも、裏切ることに。それでは、武田家は──」

「あいや。御屋形さまにとって、武田家は武田の血をひく者のみではないはず。武田家に仕える者みなが、武田家の人間でござろう。むろん一門を策略の犠ぎ牲せいにすることはおつらいでしょうが、一門の人間を決して殺さねばよろしいのです。信虎さまや禰々さまたちには、後々までとことん礼を尽つくせばよろしい」

　武田が天下を盗とれば、信虎さまも御屋形さまへの怒いかりを忘れ、お喜びになるでしょう、すべては武田家のためであったと認めてくださるでしょう、と勘助は結んだ。

「これも武田家存続のため。貧しい甲斐に逼ひつ塞そくしていては、いずれ天下人に育った他ほかの者に滅ぼされるか、服従するかしかありませぬ。戦わずしては生き延びられません。それが甲斐に生まれた御屋形さまの宿命」

「……あたし一人きりでは、たとえ思いついても口にはできなかったことだわ……」

「すべて、山本勘助が御屋形さまをそそのかしてしでかしたこと。宿老たちには、それがしを恨うらませればよいのです。宿老たちも御屋形さまを支持しているとうかがっておりますし、そもそも当の次郎さまが御屋形さまを次の主あるじと頼たのんでおります──信虎さまが御屋形さまを追放しても、次郎さまは決して国主にはなりません。御屋形さまが追放されればその時は次郎さまも駿河へ逃とう亡ぼうするか、あるいは信虎さまに対して反乱を興しましょう。甲斐は途と方ほうもなく混乱します。滅びるやもしれません。武田家の宿老、板いた垣がき信のぶ方かたさまや甘あま利り虎とら泰やすさまは、信虎さまにとっては兄弟のような長いつきあいですが、それだけにそのように甲斐が武田一族の内ない紛ふんで滅びるさまを黙だまって見ていられるお方たちではないはず。ゆえに老いた信虎さまには、そろそろ引退していただくのです」

　どうしてこんなにも父上との仲がこじれてしまったのだろう。勝千代は心の中で泣いた。

　だがもう、ほんとうの涙なみだを流すことはなかった。

　目の前に、山本勘助がいる。

「おそれながら御屋形さまはさきほど涙を流しておられた。それは、自分が不幸だと思われたからです。なぜ不幸なのか。天下を奪うばえるほどの才能を持ちながら、その才を父親に認めてもらうことかなわず、才能を発揮する機会に恵めぐまれずに終わろうとしておられるからです。並の人間でも不幸ですが、万人分にも匹ひつ敵てきする巨きよ大だいな才をお持ちの御屋形さまにとっては、それは万人分の不幸！　あきらめてはなりませぬ！　そのようなあきらめは許されない！　人は、最後には必ず死にますゆえ！」

「……勘助」

「最後には死ぬからこそ、生きねばなりません。この現世に生まれたからには己おのれの才能と野望の限りを燃やし尽くし、生き尽くさねばならぬのです！　死が敗北なのではない、己の生を生ききれずに、ただ敗北することに怯えたままで死んでいくことこそが真の敗北なのです！　すべての悪名はそれがしが引き受けまする、どうか前へ進みなされ！」

「……あたしがほんとうに恐れているものが、あたし自身の野望だとすれば？」

「この勘助の身を、その野望で燃やし尽くしなされ！」

「あたしは、父上のような悪あつ鬼きになりたくない。戦はきっとあたしの心を黒く汚よごしていく」

「ですから、それがしが御屋形さまの身代わりに悪鬼となりまする。御屋形さまは戦乱の世を武力をもって平定する、戦う不ふ動どう明みよう王おうとなられませい」

　勘助の前では、もう、今までのように泣き虫でいてはならなかった。

　勝千代は、勘助のささくれだった手をそっと握にぎって、「お願いするわね」と頭を下げた。

「苦労をかけることになるけれど、あたしは自分自身の力を、この戦国の世で試ためしてみたい。いつか父上に、武田家の当主にふさわしい名将と認められたい。次郎やあなたたちがいてくれれば、きっと、悪鬼にはならないわ」

　勘助が、また、ぶわっ！　と鼻水まじりの涙を溢あふれさせた。

「おっ、御屋形さま！　詭道を彷徨さまようわが策を認めていただいて感謝しております。それがしは、御屋形さまが真の天下人、完成された武田家当主に成長するまでは、決して死にません。いかなる悪名をかぶってでも生き延び、必ずや御屋形さまを京へお連れします！」

「……軍師とは不思議なものなのね。天下を奪うことを夢見るのではなく、勘助はただ自らの才のみを発揮する場所を、求めていたのね」

「はっ。家族なく宿もないそれがしにとって、夢はただ軍略のみ」

「あたしも、とんでもない者に見込まれたものね……」

「やめますか」

「いいえ。今ここであきらめたら、あたしは生しよう涯がい悔くやむことになる。あなたの言う通りよ。前へと進む。あたしはきっと、変われるはず」

「天下の名将に、おなりなさいませ」

　勝千代は、決断した。

　謎なぞの風ふう来らい坊ぼう・山本勘助の途方もない野望に、乗った。

「次郎、太た郎ろう、孫まご六ろく、そして板垣たち四天王を今夜のうちに説得しなくては。四天王全員を説得できなければ、この策は成功しないもの。幸いにも次郎は、すでに四天王を一堂に集めてくれている」

「お見事。再び孫子いわく、侵しん掠りやくすること火の如ごとく、でございます。御屋形さま。四天王全員を説得できるという目算はございますか」

「するしかないわ。怖こわいけれど、この賭かけに勝たなければ、あたしは父上から自立できないもの。ただ、板垣、甘利、横よこ田たの三人は、父上とともに労苦を重ねてきた宿老たち。彼らの心情をかんがみれば、容易には承知できないと思うの」

「おそらく、御お屋や形かたさまを駿河へ追放するという策は信虎さまお一人の胸の内に秘ひめたる陰いん謀ぼう。それがあのお方の気き性しよう。四天王はみなまでは知らされていないはず。そこに乗じるのです。手を打ちなされ。自ら顔を出す必要はありませぬ。むしろ大物らしく、ただ座って吉きつ報ぽうを待つのです」

「そんな勇気が、あたしにあるかしら」

「あります。会議の席では、頃ころ合あいをはかり『勝千代さまにお味方もうす』と誰だれかに叫さけばせなされ。それで、会議の空気を決めてしまうのです」

「次郎、ね。次郎にとっては辛つらい役目だけれど……」

「御ぎよ意い。信虎さまが追放されることで御屋形さまと次郎さまの絆きずなを引き裂さく者は消え、武田家の結束はますます固まる。それを、四天王に知らしめなされ」

　山本勘助は、勝千代が慎しん重ちようさと臆病さによって自ら封ふうじ込めているさまざまな着想を、次々と引き出してくれる、まるで霊れい媒ばい師しのような存在だった。

　自分自身の心の中でも、今まで押し隠かくしてきた野望の炎ほのおが激しく燃え上がりはじめていることに、勝千代は気づき、少しだけ震ふるえた。

「勘助。今川からの使者は明日、甲斐との国境に到とう着ちやくするわ。今から山道を進んでくる今川の使者にこちらから使者を送って間に合う？」

「馬の足では間に合いますまい。ですが幸運にも、今この場に、間に合う者がおりまする。奇き怪かいなる忍にん術じゆつを用い、神速で駆かける化け生しようの者が」

「……なるほど。いるわね、一人」

「これも、天の時、でありましょう」

　それにしても、年頃の乙女おとめがこうしてあられもない姿で湯に浸つかっているというのに、山本勘助は勝千代の柔やわ肌はだなどまったく見えていないようだった。ちらちらと湯の中から大きく実った胸が見えかけているというのに、意識すらしていない。ほんとうに、勝千代の裸ら身しんに関心がないようだった。

　勝千代は密ひそかに自分の容姿が男にとって途方もなく魅み力りよく的で、とりわけ性的な魅力を持ちすぎるほどに持っていることに気づいていた。

　そのことが内心、嫌いやでもあった。

　勝千代は、男というものに、そういう意味での興味がない、あるいは薄うすいらしい。

　しかしこの山本勘助は、男ならば誰もが勝千代の美び貌ぼうに対して抱いだくそのような感情を、まるで忘れてしまっているかのようだった。

　これが軍略と兵法にすべてを捧ささげた純じゆん粋すい軍師なのだろうか。山本勘助、ほんとうは少年のように心の清らかなすばらしい人なのかもしれないわ、と勝千代が内心感動していると、なぜか勘助は勝千代の手を取りながら「残念無念！」と悲鳴をあげはじめた。

「おお、おお。これで、御屋形さまが年頃の乙女でなく、あどけない幼子であったなら！　惜おしいッ！　それだけが惜しいッ！　ああっ！　天は二物を与あたえずとはこのことか！」

「えっ？」

「えっ？」




　　　　※




　この間、次郎は武田家の重臣たち「武田四天王」を秘密裏りに召しよう集しゆうしていた。

　武田家は、血の結束を誇ほこる一門衆と、忠誠無比の家臣団によって支えられている。

　その家臣団のうち、頂点に立つ者が「武田四天王」。

　次郎から「明日あした、父上が姉上を駿河へ出向させるのは、実はそのまま甲か斐いに戻もどさぬためだと思われるの」と打ち明けられた四天王は、悩なやみに悩んでいた。

　なにぶん、信虎はかかる大だい事じをたいていは一人で決めてしまうので、四天王にとっては寝ね耳みみに水だ。

「よもやそこまで親子の間に溝みぞができていたとは。この板垣信方としたことが、大おお殿とのを甘くみていた……なにより、水くさい」

　信虎股こ肱こうの臣の一人・智ち将しよう板垣信方は、勝千代の守もり役としてこれまでけんめいに信虎と勝千代の仲をとりもとうと奔ほん走そうしてきただけに、苦り切っていた。

　なにかと暴走する信虎をいさめて、どうにかここまでやりくりしてきた苦労人だけに、そのため息は深い。

「おうおうおう。わしと板垣は、大殿とは兄弟も同然の長い長い腐くされ縁えん。勝千代さまがお生まれになられた夜は、大殿もあれほど喜んでおられたというのに。泣けてくる話じゃのう！　うおおおお！」

　股肱の臣の一人・猛もう将しよう甘利虎泰は、酒が回ったのか、「あの頃の武田家はよかった」と男泣きに泣いている。

「俺たちが仕える主君はただ一人。迷うことはない、大殿に従うのみ」

　常に槍やり一本を担かついで先せん鋒ぽうをつとめる命知らずの男・横田備びつ中ちゆうは、感情よりもしきたりによって動くらしかった。盃さかずきを傾かたむけながら、ぶっきらぼうに「二人の主君は国にはいらねえ」とつぶやいている。

「なんじゃと、横田！　うぬは、勝千代さまを駿河へ追い出すというのかっ？　あのような家臣思いの優やさしいお方を！」

「甘利。俺は筋道を言っている。感情で動くな、武田家の和が乱れるばかりだぞ」

「うぬぬぬぬ！」

「しかしな横田。大殿が勝千代さまをあれほど嫌きらうのも、そもそも感情のもつれゆえのことではないのか。勝千代さまが凡ぼん庸ようであればともかく、あの方は知勇兼けん備びにして器の大きなお方。今はしおれておられるが、あれはただ大殿に責められて畏い縮しゆくしているのだ」

　板垣信方は勝千代の守り役をつとめてきただけに、勝千代の秘めた実力を高く評価していた。だが「守り役の贔ひい屓き目めじゃ！　そちは勝千代を担ぎ謀む反ほんを企たくらむか」と信虎を狂きよう乱らんさせては逆効果と痛感していたために、今までは勝千代を評する発言を極力控ひかえていたのだ。

「わしはとにかく、大殿がわしら四天王に無断でお家の大事を決めようとしとるのが納なつ得とくいかん！　たしかにわしらは武田家の一門ではないが、武田をおのが家族同然だと思って数十年もの長きにわたって仕えてきたのじゃ！」

　甘利虎泰はおうおうと泣き続ける。

「当主は感情で動いていい。甲斐の王だからな。だが家臣は家臣だ。家臣は感情など持たず王に従えばいい」

　横田備中は、信虎を支持する姿勢を、いささかも変えようとしなかった。

「しょせん家臣は、主君の犬よ」

　そう笑いながら、ひたすらに飲んでいる。

　一対二で勝千代が優勢だ。だが、次郎は四天王全員を説得しなければならない。

「飯お富ぶ兵ひよう部ぶ、あなたはどう？」

　四天王最年少、ただ一人の姫ひめ武将・飯富兵部虎とら昌まさに、次郎はたずねた。

　飯富兵部は信虎がその腕うで前まえを認めざるを得ないほど、姫武将離ばなれした卓たく越えつした馬術と槍そう術じゆつの使い手で、少女でありながら異例の出世を遂とげて四天王の一角にまで食い込んでいる。

　戦場では自らと郎ろう党とうとで真しん紅くの「赤備え」なるかぶいた異形の鎧よろい兜かぶとを揃そろって着用して縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回り、「飯富の赤備え」と呼ばれて他国に恐おそれられていた。

　なぜ鎧を赤く染めるのかと信虎にたずねられた時、「どうせ戦場で血にまみれるんだから、最初から赤く染めておきゃ手間が省けるさね」とぶっきらぼうに答えたという。

「あたしは興味ないね。誰が親分だろうと、あたしはただ戦場で敵の首を狩かるだけさ」

　飯富兵部はくちゃくちゃとスルメをかじりながら、にやりと笑った。

「暴れさせてくれるなら、誰が当主だって関係ないよ。なんなら、親子で合戦をはじめるかい？」

　鋭するどい視線で次郎をにらみながら、楽しそうに笑っている。

　そんな戦せん闘とう狂きようの少女・飯富兵部の隣となりでは、太郎が座って「ほうとう」を食べていた。

　飯富兵部は太郎の小こ姓しようあがりで今は守り役。二人は実の姉弟きようだいのような関係だ。

「そうなりゃ甲斐中至るところで合戦だね。太郎はどっちにつく？」

「え、俺？　そんなもの決められるかよ。親おや父じどのは俺の親父で、姉上は俺の姉さんだぞ？」

「はあ。あんたも家族のことになると甘いよねえ。どさくさにまぎれて長男の俺が家か督とくを継ついでやる、くらい言えよな」

「だから、あの二人を一対一で勝負させりゃ済むって」

「済まないよ。あんたら武田家の人間は、身内に甘すぎるよ」

「武田家の家族同士で仲なか違たがいなんてあっちゃいけねえ。筋道から言えば親父どのに味方すべきだが、どっちも裏切れるかよ！」

「はあ。太郎らしいな」

「だがよう、諏訪頼重の野や郎ろうはブッ殺してやりてえな！　禰々を嫁よめにしておきながら姉上を殺そうと企むたあ、あんなやつは武田家の一門とは認めねえ！　武田家がこんなことになったのも、あいつのせいだ！　今から諏訪の宿所を襲おそってやろうぜ！　さらし首だ！」

「ああもう。諏訪頼重は今、大殿とサシで酒を飲んでるんだ。襲われねえように手を打ってるんだよ。だいいち今は大殿と勝千代の姫さまの話だろうが。太郎はほっとこうぜ。朝までにこの会談が終わらなくなる」

　飯富兵部は、中立──というよりは「戦いくさをやらせてくれるなら、どうでもいい」という立場を取った。

　たった一晩でこの四人全員を説得するのは、どうやら困難らしい。

　みな、考え方や性格、立場が違ちがいすぎる。

　信虎がこの四人を扱あつかえていたのは、問答無用でなにごとをも独断専行し、四天王の意見や同意など求めなかったかららしい。

　家臣団同士で大事を話し合うという作業に、彼らは慣れていないのだ。

　次郎が（家中をまとめるって大変な仕事だわ。姉上はわたしを信頼して任せてくださっているのだろうけれど、どうしよう）と頭を抱かかえていると、「ほうとう」のおかわりを持った孫六が室内に入ってきて、次郎に小声でなにごとかを囁ささやいた。

　その言葉を聞いて──。

　次郎の表情が、一変した。

　そして、四天王に向けて、言い放った。

「わたしは今日、元服したわ。一人の姫武将として！　わたしの──武田次郎信のぶ繁しげの心は、決まっている。わたしは誰になんと言われようとも、姉上に自分の命を託たくす！　武田家の当主は、姉上しかいないと信じている！　明日、駿する河がから姉上を迎むかえに来る今川の使者には、姉上ではなく父上を引き取らせる！　そして、そのまま甲斐には帰さない！」

　すでに姉上は今川方と接せつ触しよく、人ひと質じちを武田家から取れるなら父でも娘むすめでもどちらでもいいと今川方に承しよう諾だくさせ、万事その予定で動いているわ、と次郎改め信繁は宣言していた。

「今、孫六から姉上よりの伝言をいただいたの。『父上は甲斐の統一という偉い業ぎようを成し遂げられたが、信濃しなの攻こう略りやくで行き詰づまられた。この戦乱の世で武田家と甲斐の民たみが生き延びるためには、父上の古いやり方を改め甲斐を新たな国として生まれ変わらせねばならない。これよりこの武田勝千代が甲斐の守護となり、身命を賭としてこの仕事をやり遂げる──』。明日より、武田家の当主は姉上よ」

　四天王は、信繁が見せた熱く激しい決意と、そして勝千代の素す早ばやい行動に驚おどろいていた。

「なんですと？　あの勝千代さまが、すでに動いたと？」

「『動かざること、山の如ごとし』とでも言うべき慎重なお方だと思っておったが、いざとなれば神速じゃな！」

「フ。だとすれば、宴うたげでのあの泣き虫ぶりは演技か。実は食えないお人か」

「うわ信じられねえ。たばかってるんじゃねえのか、あたしたちを」

　話の展開の急激さについていけない太郎が「どうすんだよこれ」と頭をかきむしった。

「偽いつわりではないわ。姉上は忍しのびの者を用いて、甲斐へ向かっている今川方の使者と交こう渉しようし、内ない諾だくを得たの」

「忍び？　今日、駿河行きを命じられたところなのに、ずいぶんと早いですな」

「はて。甲斐にそのような足の速いものがおったかのう」

「おおかたよそ者、諏訪頼重が連れてきた信濃の乱らつ破ぱか。信濃こそは忍びの元祖とも言える国だ。噂うわさでは、猿さる飛とびの術を用いて空を飛ぶが如く翔かける忍びがいるという」

「へえ。でも信濃の忍びとうちらに接点あんのか？」

　信濃の真田幸ゆき隆たかと面識がある山本勘助が、勝千代がこもる積せき翠すい寺じ温泉を見張っていた猿飛佐さ助すけを逆に雇やとい返し、今川方へ使者として放ち、信虎引き取りを内諾させるに至った経けい緯いまでは、信繁もまだ知らない。




　　　　※




　ことの経緯は、こうである──積翠寺温泉で勝千代に仕えた勘助は、すぐさま猿飛佐助を呼び出していた。

　むろん、足で佐助に追いつけるはずはない。

　積翠寺温泉の裏山にまことに高度な罠わなを仕し掛かけて、佐助をおびき寄せたのだった。

「ウキ？　バナナに手を伸のばしたら、上から籠かごが落ちてきたでござる！」

「それがしじゃ、佐助よ。相変わらず餌えさに弱いな、うぬは。昔からその弱点は変わらぬ」

「おお、なんというおそろしい知ち謀ぼう……山本勘助どのではござらぬか？　さすがは天下一の軍師！　さては、美しき乙女おとめとして育った拙せつ者しやの愛らしくみずみずしい若い肢し体たいにいたずらしたくなったでござるな？　うっきゃ～♪」

「やめぬか、おぞましい！　貴様、心は山猿に育てられていた頃の童女同然のままだというのに、なぜ身体からだだけ発育がいいのだ！」

「いっぱい食べていっぱい寝ねるからでござるよ」

　あの幼げだった佐助が、すっかり乙女になってしもうた。初めて信濃の山で出会った時にはちんまい幼子であったというのに、月日の流れとはかくも残ざん酷こくなものなのか……と勘助は成長した佐助の姿を眺ながめながらものの哀あわれを感じて涙なみだぐんだ。

　なにしろ佐助や真田幸隆とは、「山の民」としての古い顔なじみである。勘助は下級武家の生まれではあるが、若くして家を飛び出して諸国を放ほう浪ろうしてきた。自然と、「山の民」や「湖の民」といった非定住民たちとのコネクションを築くことになった。とある忍び働きの折に片目を失ったが、製鉄の神「たたら神」を思わせる隻せき眼がんの異相は、とりわけ「山の民」たちにとっては親しみやすいもので、むしろ神聖さすら感じさせるものだったらしく、隻眼となって以来勘助は「山の民」にむしろますます歓かん待たいされるようになった。

　勘助が、今や日ひノ本もとから滅ほろびつつあるいにしえの東洋占せん星せい術じゆつ「宿すく曜よう道どう」の神しん髄ずいを身につけ、人間の運命を予測する異能を習得することができたのも、「山の民」たちの好意のおかげである。修しゆ験げん者じやたちとの交わりをきっかけとして、勘助は並の武家がうかがい知ることのできない宿曜道の極ごく意いを伝授されたのだ。

　もっとも、勘助は戸と隠がくし山やまの奥の院に入って超ちよう越えつ的な「戸隠忍にん群ぐん」の一員になる試練は受けなかった。彼はあくまでも軍勢を采さい配はいする「軍師」を目指していたからだ。

「佐助よ、なんということだ。もしや戸隠の『石』の力によって永遠の幼女として生きる者になるのではあるまいかと期待だけさせて、その育ちぶりは。がっかりさせおって！　戸隠の『石』が目覚めさせる異能力には、『不老の力』というものもあると聞いておったが、いまだその力を身につけた幼女はおらぬようじゃ……」

「うきゅう。それほど幼女が好きならば、拙者の妹の小こ猿ざるとでもつきあえばよいでござるよ。小猿は、ちっちゃいでござるよ」

「神聖なる幼女とつきあったりはしなーい！　それがしはただ、あどけなく無む垢くな幼女を遠目に見守り、この世のあらゆる危険から庇かばって差し上げたいのみ！」

「相変わらず愉ゆ快かいな親父どのでござるなあ。で、いったい拙者になんの用でござるか？」

「うぬは、武田勝千代さまを暗殺しようとしてしくじったな？　そしてそれがしは今宵こよいより、勝千代さまの軍師として雇われた！　今後は、軍師勘助と呼べい！　兵は詭き道どう也なり！　愛は幼女也！」

「ウキッ。まさか拙者を成敗？　それともやはり、死ぬよりも辛つらい恥ち辱じよくを与あたえてやるわと大猿のように叫さけびながら拙者を手込めに……女忍びが任務をしくじったら、その時は純潔を散らされる運命でござるからな～。くっ殺せ、でござる」

「違うッ！　不気味なことを申すでない！」

「冗じよう談だんでござる。そんなことになったら、猿飛の術を用いてとっとと逃にげるでござる」

「それよ。うぬの猿飛の術に銭ぜにを払はらいたいのよ！　うぬは馬で駆かけるよりもはるかに速く、山から山へと宙を突つき進むことができる！　武田勝千代さまの軍師として、新たな仕事をそなたに依い頼らいしたいのだ！　諏訪頼重の倍の銭を払おう！　あと、バナナ一房ふさ！」

　主君の勝千代を暗殺しようとした忍びをその場で雇い返すなど、まっとうな武人のやることではない。

　だが、勘助は駿河から甲か斐いに向かっている今川の手の者に今夜のうちに勝千代の書状を送るためには、佐助の猿飛の術が必要だ、と知っていた。

「勝千代さまからの念書を持ってきておる。これを、上野こうずけに落ち延びられている幸隆どのに。勝千代さまが信濃に侵しん出しゆつしたあかつきには必ずや真田の旧領を取り戻もどし真田家を復興させる、と約束しようぞ」

「うっき～。勘助どのは、どうやら勝千代どのの器うつわにすっかり参ったらしいでござるな。たしかに、面おも白しろき姫にござる。顔もめんこいし、ああ見えて内心は虎とらのように獰どう猛もうだし、なによりも乳がでかいでござる。あのお方の器とあの乳はまだまだ大きく育つでござるよ」

「……うむう……そこが勝千代さまの唯ゆい一いつの欠点でな……それがしも、あの御お屋や形かたさまのでかい乳にこれからは慣れねばな……ううむ……目の前でああもたぷんたぷんと乳を揺ゆらされると、船ふな酔よいしたかのように具合が悪くなる……どうすれば、よいのじゃ……」

「なぜそこで不幸そうな顔をするのでござるか。妙みような御ご仁じんでござるな」

　佐助は、勘助から依頼された仕事を、面白がって請うけたのだった。

「うきゅ。久々にバナナをほおばっているうちに、思いだしたでござる。勘助どのを軍師として見み出いだし重用できる者こそが『人間の王』だと、幸隆どのが言っていたでござるよ」

　そうつぶやいて笑いながら、佐助は夜空を、跳とんだ──猿飛の術を、用いて。




　　　　※




「四天王！　どちらにつくか、今すぐに返答しなさい！」

　孫六からの勝千代の伝言を聞くや否いなや、信繁の毅き然ぜんとした言葉と態度に輝かがやきが生まれた。

　姉上を支持しない者がいれば四天王であろうが生かしてはこの館やかたから出さないという迫はく力りよくが、今の信繁には溢あふれていた。

　意外にも、横田備中が最初に「承知した。俺は勝千代の姫ひめさまに仕える」とうなずいた。

「策略に対して策略で返す。一夜にして大逆転か。たいしたタマだ。陰かげに大おお殿とのにまさるとも劣おとらぬ軍師でもついているのかもしれん、大殿の負けだな」

　横田備中は戦場で死線をかいくぐってきただけあって、見切りが速い。

　もともと勝千代を心情的に推おしていた板垣信方は、断腸の思いで「拙者も勝千代さまにお味方いたそう。次郎信繁さまが勝千代さま側についた以上、大殿はもはや甲斐一国を保てぬ。これも甲斐の安あん寧ねいのため」と涙目でうなずいた。

　甘利虎泰は大泣きしながら、「姫さまは今宵、勇気を奮い起こされて甲斐の若虎になられた！　大殿にもいつかわかっていただけるはずじゃあ」と叫ぶ。

　太郎が「おいおい。どうなっちまうんだ。さっぱりわからねえ」とぼやいていると、飯富兵部がその太郎の頭をこづいた。

「あんたの姉さんが、無血で甲斐の国主の座を奪うばったってことさ。切れ者だよ。実の父を駿河へ追放しようだなんて、とんでもねえ女だぜ」

「え？　親おや父じどのが駿河へ姉上を追放するんだろ？」

「ちげえよ！　その陰いん謀ぼうを逆に利用して、父親を追放しちまおうってんだよ！」

「……わかんねえなあ。なぜ、殴なぐり合わないんだ？」

「あのな。んなことしたら、どっちかが死ぬだろうが。いくら下げ克こく上じようの世でも親殺しをやらかしたら姫さまは終わりだ。自分と武田家を守るための最善手を選んだんだ。とはいえ、普ふ通つうの女なら考えもつかねえ悪行だがな！」

　こりゃあこれから思う存分戦場で暴れられるかもな、と飯富兵部の切れ長の目がぎらぎらと光っていた。

「父上には駿河で、なに不自由ない贅ぜい沢たくな隠いん居きよ暮らしを過ごしていただくわ。姉上いわく、武田家が上じよう洛らくしたあかつきには都に父上の邸てい宅たくを建ててお招きすると」

　上洛!?　と四天王がまた声をあげた。

「そうよ。姉上は信濃を併へい吞どんし、国力をつけて上洛し、天下人になるとご決意」

「おいおい。そんなことできるのかよ？　都で暴れられればそりゃ最高だけどさあ」

「なんと途と方ほうもない夢を。あの戦いくさ上手の大殿が、信濃一国どころか諏す訪わすら平定できず諏訪家と婚こん姻いん同盟に及およんだばかりだというのに……だがあるいは、勝千代さまには、天下盗とりへの道筋が見えておられるのかもしれぬ」

「じょ、上洛たあ！　うおおおおん、親孝行じゃねえか！」

「ふん。あの姫さまは、実は大悪人かもしれんな。俺たち四天王全員を戦場で使い潰つぶすつもりか。面白い」

　みな、内心では諏訪家との同盟に不満を持っていたらしい。

　これでは武田家は信濃しなの平定の野望を半ば捨てたも同然で、これからは細々と甲斐に逼ひつ塞そくするしかなかったからだ。

　板垣と甘利は武断派ではないが、長年の信濃攻こう略りやくに半生を捧ささげてきた老将だ。あきらめきれないものがあるのだろう。また、信虎がこの諏訪との同盟から勝千代追放に至る大きな武田家の方針転てん換かんに関してすべてを独断したことに、わだかまりというよりも一いち抹まつの寂さびしさを感じていた。

　横田と飯富は、そのようなことに寂しさを覚える性格ではないが、信濃で暴れられるのであれば、そのほうが甲斐にこもってしまうよりずっと楽しいという生きつ粋すいの武断派だった。

　板垣と甘利は信濃攻略に失敗して行き詰づまっていた武田家に光明が戻ると信じ、横田と飯富はこれから信虎時代以上の激戦が待っていると打ち震ふるえた。

　そして信繁は、姉が下した重い決断を聞かされ、しかもその姉の命運は今自分に託たくされているという感激に襲おそわれ、長い戸と惑まどいから覚めたかのようだった。

「わたしは信じる。上洛は、可能よ。わたしたち武田家の面々が姉上を支えれば」

　明日あしたから、武田家に一門と家臣の区別はなくなる、みな姉上にとって大切な「武田家の家族」となるのよ、とけんめいに訴うつたえた。

「ははっ。拙者ども老骨には、過分のお言葉」

「時代は変わっていくのじゃのう、板垣よ。おうおうおう」

　老将板垣と甘利は、長年の盟友・信虎を追放することへの罪つみ滅ほろぼしとして、この夜、ともに人生の最さい期ごは戦場で武田家のために散ることを誓ちかい合ったのだった。




　　　　※




　信虎を駿する河がへ引き渡わたす策略は、周しゆう到とうに進められた。

　策を立てた山本勘助が、諏訪頼重に雇やとわれて甲斐に来ていた猿飛佐助と知ち己きの仲だったことが、この策を成功に導いた第一の要因。

　勝千代自身は四天王の前に姿を見せず、代わりに信繁が勝千代から全権を委任されて四天王の前で勝千代を推したことが第二の要因。

　この夜、信虎が諏訪頼重に引き留められて二人で夜を明かしたことが第三の要因。勝千代に刺し客かくを放った諏訪頼重は、信虎から勝千代暗殺の嫌けん疑ぎをかけられることを恐おそれて、わざわざ信虎と一晩をともに飲み明かしたのだが、これが諏訪頼重にとっても信虎にとっても仇あだとなった。信繁たち武田家のきょうだいと四天王が極秘裏りに集まって会談を開いていたことに、二人は気づけなかったのだ。

　第四の要因は、今川館で月を眺めていた駿河の国主・今川義元が、駿河と甲斐の国くに境ざかい近くにあがった烽火のろしを見て、

「あらまあ。勝千代さんを引き取れというお話でしたのに、こんどは信虎さんを引き取れと言いだしたのですの？　雪せつ斎さいさん、いかがします？」

　と、軍師の太たい原げん雪斎にたずねたことだった。

　太原雪斎が深夜まで義元のもとに居残っていたことが、ぎりぎりの綱つな渡わたりだった勘助の策を幸運にも「間に合わせた」。

　太原雪斎は、駿河の政治・外交・軍事のすべてをつかさどり八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくを見せている万能宰さい相しよう。出家の身ゆえに黒衣に身を包んでいるが、戦場では馬に乗って自ら戦線に立つ「戦う僧そう」、そしてうら若き姫大名・今川義元を幼い頃ころから教育してきた義元の家庭教師でもあった。

　今川義元も、一族の内ない紛ふんを経て家か督とくを継けい承しようした。「今川家はいずれ上洛し天下に号令する。この戦乱の世を平定し人々の荒すさんだ心を慰い撫ぶする天下人は、人ひと柄がら・ご容姿が華はなやかで雅みやびな『姫武将』でなければならぬ」という太原雪斎の見立てによって、義元は国主の座につけたのだ。

　雪斎は、もはや男に乱世を任せてはおけぬ、これからは姫武将の時代が来ると予感していた。ゆえに可か憐れんかつ高貴な美び貌ぼうと気高い性格を併あわせ持つ姫武将である義元が、雪斎の見立てにかなった。

　能力の不足については、自分が補えばいい、と自信家の雪斎は割り切っている。

「これは信虎どのと勝千代どのの、親子げんかでしょうな」

　雪斎は僧のくせに大酒飲みで、この日も朝から淡たん々たんと飲み続けていた。

「あらあらまあまあ。勝千代さんは気が弱い女の子なのでしょう？　やられたらやりかえすなんて、らしくありませんわね」

「窮きゆう鼠そかえって、という言葉もあります。父と娘むすめ、どちらかしか甲斐に残れぬという土ど壇たん場ばにあって、武田家の一族・重臣たちが勝千代どのを選んだということでしょう」

「まあまあ。どこの大名家も家督を巡めぐって争いたがること。でも、甲斐なんて山国にはわらわは興味ありませんの。わらわが目指すは京！　厄やつ介かいなことにはかかわりたくありませんわ。どうしますかしら」

「どちらを人ひと質じちにしても同じことですが、おそらく信虎どのを支持する者が少なかったのでしょうな。家臣にも容よう赦しやなく、血の気の多いお方ですから。一方で勝千代どのは温和で家臣や領民にも優やさしいお人。つまり、勝千代どのを引き取れば、信虎どのは喜ぶでしょうが、甲斐の面々に恨うらみを買いましょう」

「信虎さんを引き取れば？」

「少なくとも、勝千代どのが正面きって駿河に攻せめ込んでくることは当面ございますまい。父親を追放した駿河にさらに娘が兵を率いて攻め入るなど、あってはならぬこと」

「それじゃ、信虎さんを連れてきましょう。すぐに烽火をあげて、返事を」

「ただ、勝千代どのの豹ひよう変へんぶりがいささか気がかり。もしやこれまで猫ねこを被かぶっていたのではないかと」

「いえいえ。あの子は、追い詰められて切れただけですわ。いじめられっ子にありがちなことですわよ。甘くて気弱だからこそ、信虎さんにどんどんつけあがられて、結局ここまで追い詰められてしまったのですわ」

　たしかにそうだが、それにしては手て際ぎわがよすぎる、と雪斎はいぶかしんだ。

「どのみち、妹に加えて父親まで駿河に引き取らせたとあっては、武田は今川に対して手も足も出なくなりますわ。ここは恩を売っておきましょう」

　太原雪斎は（勝千代どのが化ければ上洛は厳しくなる。そもそも甲斐にこれほどの鬼き謀ぼうを献けん策さくできる軍師などいなかったはずだが──信虎どのご自身を除けば）といささか不安を感じないでもなかったが、我がの強い信虎がこのような自分を犠ぎ牲せいにする大おお芝しば居いを打つはずはないし、義元のやる気を削そいではならなかった。

　なにぶん義元は気まぐれなので、時々すべてを投げ出してしまう癖くせがある。

　それに、勝千代という姫武将がどれほどの者なのか、興味もあった。雪斎はもともと英えい邁まいと噂うわさされる勝千代を駿河に引き取って英才教育を施ほどこし、未来の義元を支える片かた腕うでとして育成するつもりだった。それゆえ、「勝千代を引き取ってほしい」という武田信虎の異常な要求を喜んで吞のんだのだ。だが、勝千代が父親を追放するような野心家ならば、今川家の飼い犬などにはならないだろう。

「ふうむ。甲か斐いの若わか虎とらをこのまま野放しにしておくよりも、駿河に取り込んで猫にしてしまったほうが今川家のためには得かもしれませぬ。だがあの才を飼い殺しにして腐くさらせてしまうのは世のため民たみのためを考えればあまりにも惜おしい。拙せつ僧そうはどうやら根っからの武人にはなりきれぬようで。迷うところですな」

「簡単なことですわ。考えてもごらんなさい。父親の信虎さんより娘の勝千代さんのほうが長生きするでしょう？　長生きするほうに恩を売ったほうが、得ではなくて？」

　そうとも限らぬが……と雪斎は思ったが、確率的に考えればすでに老ろう齢れいの信虎よりもまだ十代のうら若き少女である勝千代のほうが余命はずっと長いだろう。

「ところで、あがっている烽火は五本。この人質変へん更こうの件を伝えるだけなら『信虎さん』を示す黄色の一本でいいのに、五色あがっているの。烽火の取り決めには、五色五本はありませんでしたわ。どういう意味かしら」

「それは『五色の備え』、すなわち北条家を示し唆さしておりますな」

「相模さがみの北条家？　今川の仇きゆう敵てきの、あの邪じや魔まっけな？」

「読めました。謎なぞかけです。勝千代どのは──今川、武田、北条の三国をともに束ねるという構想を、暗に提案してきているのでしょう」

「まあまあ。甲斐の武田ごときが？　三国を？　束ねる？　どうやってあの疑い深い北条家を同盟に巻き込みますの？」

「いずれ武田が信濃を併へい合ごうすれば、関東平定を目指す北条は武田と今川の両家に背後をつかれることを恐れて三国同盟を望むようになる、という意でしょう。信虎どのは信濃攻略をいったんあきらめ諏訪と同盟しましたが、勝千代どのは諏訪を押さえてこそ信濃を奪うばえるとお考えの様子。今回勝千代どのに貸しを作れば、今川家の上洛は実現できましょう」

「まあ……意外と好戦的な女ですこと……信濃を併吞すれば、まさかのまさかで、今川を裏切るやもしれませんわね」

「ですが、勝千代どのが駿河に目を向ける前に今川が上洛を成功させれば、勝千代どのはもうなにもできますまい。拙僧も、きりきり働かねば」

　雪斎は、「危険な相手かもしれませぬが、天下を盗るには賭かけも必要です」とうなずいていた。




　　　　※




　夜が明けた。

　すべての準備は、整っている。

　甲斐と駿河を繫つなぐ中道往おう還かんの峠とうげ道・右う左ば口ぐち峠にて、武田方と今川方がついに接せつ触しよくした。

　今川方の使者一行は、「勝千代どのをお迎むかえに参りました」と伝えてきた。

　武田方には、その勝千代をはじめ、信繁・太郎・孫六、そして四天王が勢せい揃ぞろいしている──その一行の中に、不ふ機き嫌げんそうに馬を進めている信虎の姿もあった。

　信繁から「姉上は駿河行きを承しよう諾だくし、わたしに家督を譲ゆずる決心をされました。これが姉上との今生の別れ。父上もどうか、まだ姉上に情が残っておられるのでしたら、峠で姉上を見送ってくれませんか」と訴えられ、さらにその上「かなわぬとあらば、わたしも姉上とともに駿河へ参ります」と言われてはついに断り切れなくなって折れたのである。

　さらに、諏訪頼重が勝千代を暗殺しようとした件も、信繁は伝えてきた。

　それで昨夜ゆうべはわしを帰さなかったのかあの男は、と信虎はようやく腑ふに落ちた。

　勝千代は臆おく病びよう者といえどわしがじきじきに鍛きたえてきた、ああ見えて忍しのびごときに殺される娘ではない、おおかた腰こしの重い勝千代を駿河へ追い出す手助けをしたつもりなのであろうが頼重め余計な真ま似ねを、と舌打ちした。

　だが、頼重の意図は当たった。勝千代は再度刺客を放たれることを恐れて、慌あわてて駿河行きを決めたのだという。これで信虎は頼重に借りをひとつ作ったことになる。

（勝千代が慌てふためいて駿河へ逃にげだすのは当然として、次郎はよほど勝千代の命を奪われることを恐れておるのだな。諏訪頼重は一度失敗した暗殺策を懲こりずにまた仕し掛かけるほど愚おろかな男ではない。そのくらい次郎にもわかっているはずだが……しかし次郎は姉想おもいだ。やむを得まい）

　勝千代に厳しいぶん、信繁には妙みように甘いところが、信虎にはあった。

　まさか、自分を追放する陰いん謀ぼうを姉妹しまいが進めているとは、思ってもいない。

　たとえ追い詰つめられた勝千代がなにごとかを企たくらんでも、次郎と四天王がいる限り、なにもできはしない、と信じていた。

　だが用心深い信虎は念のために、

「わしが出るとあれば、万一に備えて四天王も揃えよ」

　と、信繁に命じた。

　信虎の言う万一とは「今川方が変心する」「勝千代が窮鼠かえってなにかをしでかす」という事態のことだったが、まさかその四天王全員がすでに勝千代を支持していようとは。

　しかもこの逆転劇を準備した黒幕の山本勘助は、馬ば場ば信のぶ房ふさとともに躑躅つつじヶが崎さき館やかたから諏訪頼重を諏す訪わへ送り返す任務についていて、現場には現れていない。

　新参者で、しかも一目に異相とわかる勘助がこの場にいれば、勘かんのいい信虎に気取られるかもしれない、と読んだ勝千代の知ち謀ぼうの勝利だった。

　暗殺失敗を知った諏訪頼重は、禰々を連れて大急ぎで早朝、甲斐を出立している。

「だが──よくぞ決意したのう、勝千代よ。しばらく駿する河がの海を楽しんでくるがよい」

　駿河へと向かう勝千代の横顔を眺ながめていた信虎は、意外にも目を潤うるませている。

　自分の娘を殺さずに済んだ、とどこか安あん堵どしているのかもしれなかった。

　一門を殺さない。これは、武田家の掟おきてである。

　その掟と、勝千代に対する怒いかりとの激しい戦いが、信虎の内側でずっと続いていたのだろうか。

「父上。あたしは駿河の太原雪斎どののもとで、まつりごとについて学んで参ります」

「そうするがよい。あれは酔すい狂きような坊ぼう主ずで、姫ひめ武将の育成を生き甲斐としておる」

「駿河の海を堪たん能のうしてきます。海というものは言葉にできぬほどに風ふう光こう明めい媚びだといいます」

「うむ。好きにせよ。心身をすり減らす武将稼か業ぎようなどやめて、駿河で定とともにのんびり風流と読書に生きるのもよかろう。それが、そなたのためじゃ」

「父上？」

「わしにはわかっておるぞ。戦いくさというものは、狂くるわねばできぬ。狂い続ければ、そなたのような心弱き者の心身は確実にむしばまれる。駿河におれば、諏訪頼重などに狙ねらわれることもない。息災に暮らしたいならば、血で血を洗う戦など忘れることぞ──」

　あの信虎が初めて、勝千代に対して気を配った言葉を発した。

　だがもう、後あと戻もどりはできないのだ。

　迷ってはいけない。これが今生の別れと思って父上はいつになく感傷的になっているだけよ、と勝千代は己おのれを励はげました。

「……父上。あたしは」

「もう行くがよい」

　もはやそなたの戻るところはないのだからな、と信虎が目を伏ふせたその時だった。




「信虎どの、これより駿河へ来ていただく」




　今川方の侍さむらいたちが、勝千代ではなく、信虎の乗った馬を囲んでいた。

　信虎は、なにが起きているのか、理解できない。

　馬に乗ったまま、口をぽかんと開いて、立ち往生していた。

「これは、どういうことじゃ？　約束が違ちがうではないか。駿河を訪問するのはわしではない。勝千代じゃ」

「拙せつ者しやたちは、信虎どのをお迎えせよと承うけたまわっております」

「次郎？　勝千代？　これはなんとしたことぞ？」

　勝千代は、胸のうちにさまざまな感情が溢あふれてきて、言葉が出てこない。

　隣となりにはべる信繁が、「父上には隠いん居きよいただきます」と、信虎に告げた。

「なんだと？　どういうことじゃ？　太郎？」

「親おや父じどの、すまねえ。また駿河まで俺も遊びに行くからよ、しばらく定のところで遊んでてくれや」

　太郎が手を合わせて信虎を伏し拝おがんだ。

「姉上とのよりが戻るまで、お互たがいに頭を冷やしてくれ！」

「な、なんたること！　孫六っ？　孫六はどうしたっ」

「えーと。ごめんね。わたしも海を描かきにそのうち駿河へ行くからサ。姉上が毎月莫ばく大だいな銅銭を送るので、駿河で新しい奥さんを迎えてはどうかな。父上」

　ええい、この二人は話にならぬ、と信虎は憤いきどおった。

「そなたたちは、武田家の和を乱すのかっ？」

「ちょっとばかり隠居が早まっただけだ親父どの。悪い！　いずれ俺が駿河まで必ず迎えに行くって！」

「太郎、そなたは黙だまっておれ！　勝千代よ！　どういうつもりなのだこれは！　このような真似を実の父親に……ただで済むと思っておるのかっ？」

　意を決した勝千代は、「これより武田家はこの勝千代が守っていきます」と、感情を抑おさえた静かな声で信虎に自分の意志を伝えた。

「勝千代！　わしに逆らうとは？　気でも違ちごうたか？」

「あたしは、正気です。これも武田家存続のため。大切な家臣を次々と粛しゆく清せいし、信濃しなの一国も切り取れない父上には、ご隠居願います」

　信繁ではなく、勝千代自身が、はっきりと宣言した。

　いつもの臆病な勝千代ではない。

　その猛たけ々だけしい飢うえた虎のような視線に、信虎は身み震ぶるいした。

「板垣！　甘利！　横田！　飯富兵部よ！　そなたたち、いったいなにをぼんやりしておる？　これは謀む反ほんではないか！　勝千代が乱心したのだぞ！」

　最後の頼たのみである四天王に声をかけたが、すぐにその四人が四人とも勝千代を支持しているのだと知った。信虎は、わが娘むすめ・勝千代のあまりの手て際ぎわのよさに、驚きよう愕がくしていた。

「大おお殿との。われら四天王みな、武田家と勝千代さまのために戦場で死ぬ所存。どうかお許しください」

「わしがふがいないばかりに、こんなことになってしもうた！　かくなる上は百まで生きてくだされ、大殿！　うおおおおおん！」

「子供はいつまでも子供ではないということだ。大殿、あんたの娘は俺たちが守る」

「ごめんな大殿。気がつけばこういう流れになっちまってさ。あんたは、家臣を殺しすぎた。まあ、殺されなかったんだから、いいんじゃねえか？」

　しまった、わしはなにごとも秘密裏りに運ぶ主義、四天王にはこの勝千代追放の陰謀を伝えていなかった、そのために勝千代に裏をかかれたのだと信虎が気づいた時にはもう、手て遅おくれだった。

　それにしても諏訪頼重め！　あの男がこざかしく余計な策さく謀ぼうを巡めぐらせねば、昨夜、わしはこの異変に気づけていたものを！　わしの最大の過あやまちは、諏訪頼重のごとき奸かん佞ねいの者を武田一族に引き入れたことであった、あやつは神しん人じんだろうがなんだろうが討うたねばならなかったのじゃと信虎は目を剝むきながら歯ぎしりした。

　信虎は腕うでに覚えがある。ここで狂って一人でも多くを道連れに斬きり死にしてくれようかとうめいたが、「武田一門は殺さない」、これが掟だ。

「……板垣たちよ。その言葉は真であろうな。武田家のために戦って、雄お々おしく散るのであろうな」

「はっ。大殿と袂たもとを分かつことを決めた時から。大殿の意志を受け継いだ勝千代さまに、わが命を捧ささげました」

「わしも板垣と同じ気持ちですわい！　うおおおおん！」

「俺は諏訪との生ぬるい和平よりも、さらなる戦いの修しゆ羅ら道を選んだ。いずれ、そうなるだろうな。覚かく悟ごはしている」

「心配すんなって大殿。太郎はあたしに任せろ！」

　こやつら、まるで武田家の人間のような口の利きき方じゃ、と信虎は気づいた。

　武田家一門と家臣の間には、壁かべがあったはずだ。血という名の壁。たとえ板垣・甘利であろうとも、家臣は家臣であった。

　だが勝千代は、その壁を一夜にして壊こわしてしまったらしい。

「父上。彼らもまた、今日からは武田家の家族です」

「勝千代。う、ぬ……は……」

「諫かん言げんした家臣を誅ちゆう殺さつする悪あしき風習は終わりです。馬場家に続き、内ない藤とう家や山やま県がた家も、いずれ復興させます。これらの家名を用いて、新たな世代を担になう若い武将たちを育てます」

「勝千代、そなた。なにが望みじゃ！　父を追放してまで、なにをしようとしている！」

　勝千代は答えなかった──だが、その視線の中に、信虎は燃え上がるなにかを見た。今川方には聞かせたくない、それほどに大きな野心を抱いだいておる。ということはいずれ今川義元を出し抜ぬいて上じよう洛らくするつもりか？　と信虎は震ふるえた。

　いつの間に、わが子はかくも成長していたのか？

　あるいは、わしが厳しく𠮟しつ咤たし続けてきた結果なのか？

「ええい。そなたはわしが恐おそろしい余りに、わしを遠ざけようとしておるのじゃ。それが本音よ。そなたが考えているであろうすべての理り屈くつは後付けじゃ！　無理を通せば、前ぜん途とにはさらなる困難が待ち受けておるぞ！」

　だがなにより意外だったのは、次郎信繁だ。

　親孝行な娘だった。

　私し利り私し欲よくもない。

　それなのに、父親を裏切って、姉の勝千代に従った──なぜだ、わしのなにがいけなかったのか、と信虎は信繁に問いたかった。

「できることならば、姉上ともっと話し合っていただきたかったです。そうしていただければ、姉上が尋じん常じようならぬお方だと理解していただけたはず。おさらばです、父上」

　次郎よそれは違う、勝千代は、こやつは合戦の修羅地じ獄ごくには耐たえられぬ、その才気ゆえに戦場の血の香かおりにあてられて必ずや心身を滅ほろぼす、臆おく病びよう者とはそういう意味じゃ──信虎はそう叫さけびたかった。

　だが、今川方の侍たちにせきたてられて、信虎を乗せた馬が走りはじめていた。

　もはや、甲か斐いに戻ることはないのだろうか。

「おさらばです、父上。あたしはこれより元服し、武田晴はる信のぶと名乗ります」

　勝千代の声が、遠ざかっていく。
















「ええい。そなたらは、太原雪斎にたばかられておるのじゃ！　これで甲斐はいつまでも駿河に従属せねばならなくなったぞ！」

　信虎の咆ほう哮こうは、もはや勝千代の耳には届くことはなかった。

　武田勝千代改め、武田晴信。その武将としての性さがは、詭き道どうまがいの謀ぼう略りやくと、家臣団を束ねる人心掌しよう握あく。

　父・信虎から自立したその日にすでに、武田晴信はその二つの相反する資質を、はっきりと示していた。

「あたしは武田家を守るために、家か督とくを継ついだ。これからは家臣も領民もみな、武田家の家族となす。血も性別も身分も関係なく、わが家族だ。その代わり、武田家の安あん寧ねいを乱す敵はどのような謀略を用いても排はい除じよする」

　次は諏訪頼重ね、と晴信はつぶやいていた。

　禰々を泣かせることになるが、自分を暗殺しようとした諏訪頼重を放置してはおけない。それに、信濃平定は武田家臣団の悲願でもあった。

　だが、晴信の心中には、寂じやく寞まくたる風が吹ふいていた。

　実の父を追放した娘──後世まで伝わる悪行だった。

　当主を追った武田家は、果たしてこれから、一枚岩として存続できるのだろうか。

　あたしはなにか大切なものを失ったのではないだろうか？

　長年自分を苦しめてきた父から解放された爽そう快かい感かんなど、かけらもない。

　ただ、巨きよ大だいな喪そう失しつ感かんが、残った。

　他ほかに方法はなかったのか、と考え込みそうになる。

「……勘助。これで、ほんとうによかったの……？」

　晴信はもう一度、青空を見上げながらつぶやいていた。

　だが、時を巻き戻すことは、できない。

　甲斐守護となった武田晴信は、前へと、進むしかない。

　信虎が自分を認めるその時まで、野望の炎ほのおにおのが身を焦こがすしかないのだ。

　信繁が、そんな晴信の隣に静かに寄り添そって馬を進めている。

　ずっとずっと、自分を父からかばい続けてきてくれた、できすぎた妹だった。

「姉上。わたしは自分の意志で姉上を選んだの。姉上は、臆病者なんかじゃない。戦うべきなの。わたしには、後こう悔かいなんてない」

　晴信政権を成立せしめた最大の功績者が、自ら家か督とく継けい承しようを望まずに晴信にすべてを譲ゆずった信繁であることは言うまでもない。

　これから次郎とともに天下盗とりの階段をのぼっていくのね、と思うと晴信の沈しずんだ心に温かな光が差し込んでくるようだった。

　もう、二人の仲を引き裂さこうとする信虎はいない。

　やっと、姉妹しまいが仲むつまじく歩める時が来たのだと思うと、信虎の処置もいたしかたなかった、と思えてくるのだった。

「次郎にはこれからも、苦労をかけるわ」

「四天王と同じよ。わたしも、姉上のために戦場で散る覚悟はできているわ」

「……あなたはだめ。死なないで」

「えこひいきよ、姉上」

「ひいきするわよ。あなたが死んでしまったら、こうして父上を追放してまで家督を継いだ意味がなくなるじゃないの。死なないと、約束して」

「はいはい」

　泣き虫はもうやめましょうね、と信繁は姉の手をそっと握にぎりながら、涙なみだ交じりの笑え顔がおを浮うかべていた。







　第三話　諏す訪わ侵しん掠りやく







「次じ郎ろうちゃん。金脈探しの旅、お疲つかれさま。温泉に入りましょう」

「はい、姉上。姉上の見込み通り、黒くろ川かわ金きん山ざん以外にもまだまだ甲斐には多くの金脈が眠ねむっています。これらの金脈を武たけ田だ家直ちよつ轄かつ金山とすれば、収入は増えますね！」

「次郎ちゃん。やったね。たくさんお米が買えるよ！」

「ところで姉上、太た郎ろうと孫まご六ろくは？」

「太郎ちゃんたちは、駿する河がの父上のところに遊びに行っているの」

「父上も機き嫌げんを直してくれればいいのだけれど」

「父上は相変わらずお元気のようよ。駿河で新しい奥方と再さい婚こんしたというわ」

「ええ？　甲斐にわたしたちの母上を置いたまま、これ幸いと駿河で若い女を……父上も、転んでもただでは起きないお方ね。心配するだけ無む駄だだったのかしら」

「むしろ父上が駿河で余計なことをして厄やつ介かいごとになるんじゃないかと心配だわ。当面の間、駿河今いま川がわ家とは友好関係を保ち続けなければならないのだもの」

　甲斐、躑躅つつじヶが崎さき館やかた。

　父・信のぶ虎とらを駿河に追放した若き姫ひめ武将・武田晴はる信のぶは、金脈回りを終えて帰ってきた妹の信のぶ繁しげと二人きりで甲斐・信濃しなのの地図を広げ、じっとその地形を睨にらんでいた。

　晴信と信繁は、暴悪な梟きよう雄ゆう・信虎には似ても似つかない、美しい姉妹だった。いずれも、美人の誉ほまれ高い母親の大おお井い夫人に似たのだ。

　晴信は甲斐守護職をクーデターによって手に入れてから、寝しん食しよくを惜おしんで働き続けていた。晴信の目標は、父・信虎がついになしえなかった大業、信濃平定である。信虎は勇将だったが、乱れに乱れた甲斐一国を統一して存続の危機にあった武田を「甲斐の王」の地位に押し上げて家運を盛り返すところまでが限界だった。信虎は信濃平定事業をあきらめ、信濃の名家・諏す訪わ家と婚こん姻いん同盟を結んだのだ。

　晴信は、信虎に代わるからには信濃平定を成し遂とげるという覚悟で家督を奪うばった。信濃を盗れなければ、父・信虎を追い出したことがただの悪行に終わってしまう。信濃を盗ってこそ、父・信虎にも認められる──。

　その晴信の思いに、まるで双ふた子ごのように姉の影かげとして付き従ってきた妹・信繁も、応こたえようとしていた。

「厄介ごとと言えば……次郎ちゃんが金脈探しの旅をしているうちに、信濃の諏訪頼より重しげが武田家に無断で関東管かん領れい上うえ杉すぎ憲のり政まさと和わ睦ぼくし、佐さ久くの領地を上杉に割かつ譲じようしてしまったわ。このままでは佐久に確保している武田領も、関東管領に奪われてしまう」

「諏訪頼重が？　禰ね々ねの夫なのに、武田家を裏切るような真ま似ねを？」

「以前、諏訪頼重は禰々との祝しゆう言げんにかこつけてあたしを暗殺しようとして失敗した。そのあたしが武田家の家督を奪ったので、慌あわてて仇敵の関東管領と手を結んだんだわ」

「それでは姉上。いよいよ諏訪を攻せめ取り、信濃平定戦を開始するのね」

「諏訪に嫁とついだ禰々の気持ちを思うと、気が重いのだけれど。先に武田家を裏切ったのは諏訪だし──それに信濃は南北に長く、高い山に覆おおわれた厄介な国。東方の佐久から侵出する道は険しい。どうしても、中央に位置する諏訪を武田領とする必要があるわ」

「でも姉上。武田家には、一門を守る、決して殺さないという掟おきてが。裏切り者は許さないという掟もあるけれど、すでに諏訪頼重はわたしたちの妹・禰々の夫よ。殺すことは武田家の掟に反する」

「ええ。諏訪頼重を殺しはしないわ。ただ、諏訪家の武装解除は必ず行わせる。武家を捨てさせて、諏訪神社の神人に戻もどらせるの。それで頼重を殺さずに済む」

「……諏訪頼重が肯がえんじるはずがない話だわ。合戦で雌し雄ゆうを決して承知させるしかないでしょうね、姉上」

「ええ。対諏訪戦の戦略は、すでに山やま本もと勘かん助すけが練っている」

　禰々にそれとなく離り縁えん話を持ちかけてみたけどだめだったの、と晴信はため息をついた。

「信濃は本来、一国として成立しえないほどに広い山国。峻しゆん険けんな山と山の狭はざ間まにそれぞれの荘しようがあり町がある。小ちいさ県がた。佐久。諏訪。伊い那な。松まつ本もと平だいら。北ほく信しん──それぞれの地域に国こく人じんが割かつ拠きよし、それぞれが独立している。信濃守護の小お笠がさ原わら家でさえ、松本平一帯を押さえる群ぐん雄ゆうの一人にすぎない。信濃平定への道は遠いわね」

「中でも諏訪家は信濃随ずい一いちの名門で、神聖な血を引く神みわ氏し。恐おそれを知らない父上ですらその諏訪家を滅ぼすことはできなかった。姉上が武家としての諏訪家を滅ぼせば、きっと信濃は変わるわ。治世術に長たけた姉上が信濃を統一すれば、必ずや信濃は発展する」

　家督を継いだ当時の晴信の興味と才能は、実は合戦ではなく、内政にあった。

　信虎は戦いくさに次ぐ戦で国力を疲ひ弊へいさせ、甲斐の民たみは皆みな飢うえていた。だから、晴信は甲斐を富ませることに心血を注いだ。家督を継ぐや否いなや、晴信は甲斐の領民たちを悩なやませる暴れ河・釜かま無なし川がわに対たい抗こうするべく、治水事業に取りかかったのだ。

　これは十年、いや二十年かかるともわからない途と方ほうもない大事業で、家臣団は当然ながら「予算がありません」と反対したが、晴信は「金山開発によって収入を増やすことで対処するわ」とどうにか押し切った。家督を継ぐ以前から、晴信は各地を見聞し、甲斐にはまだまだ金脈が隠かくれていることを知っていた。

　ただ晴信は、信虎時代とは打って変わって軍議における家臣団の発言権が強まっていることに驚おどろいていた。板いた垣がき信のぶ方かた、甘あま利り虎とら泰やすをはじめとする四天王のみならず、多くの家臣が「われわれが信虎さまを廃はいして晴信さまを擁よう立りつしたのだ、甲斐のまつりごとはわれわれの合議で決める」と信虎時代に長らく抑よく圧あつされてきた自立心を蘇よみがえらせて煮にえたぎっている。壮そう大だいな治水計画は、宿将筆頭の板垣信方が承知してくれなければ通らなかったろう。

　今はまだ板垣信方、甘利虎泰の両雄が晴信の改革を支持しているから甲か斐いは成り立っている。しかしいずれ、この両雄ですら理解できない新たな改革に晴信は手を付けねばならなくなるだろう。「神の血を引く諏訪家を滅ほろぼし兵権を取り上げ、ただの神人に戻してしまう」という晴信の神仏をも恐れぬ野望を、迷めい信しん深い老将たちがはたして認めるかどうか。

「あたしは、反動が怖こわいの。次郎ちゃん。父上だけじゃない。世の仕組みを新しく改めようとすれば、必ず、旧勢力から憎にくまれ反発されるわ」

「その時のためにわたしたちがいるのよ、姉上。だいじょうぶ。姉上には、なにがあっても絶対に姉上を裏切らない家族がいることを忘れないで」

「ありがとう。次郎ちゃん。えへ。積せき翠すい寺じ温泉に行きましょう」

「家臣団の前で、次郎ちゃんとか、えへ、は禁止よ。姉上。示しがつかないもの」

「わかってるわよう」

「姉上も武田家の頭領、甲か斐いの守護になったのだから。これからはもっと威い厳げんを出さないといけないわよ」

「わかっているってば」

　お気に入りの温泉へ向かう道すがら、信繁とじゃれ合いながら──。

　せめて禰々が諏訪頼重の赤ちゃんを懐かい妊にんする前に諏訪を併へい吞どんしなければならない、と晴信は思い定めていた。

　子をなしてしまってからでは、武家としての諏訪家を滅ぼされた際に受けるであろう禰々の心の傷は癒いやせなくなる、とわかっていたからだ。

（あたしはこの乱世のもとで武田家と家臣団、領民を守るために父上を追放した。それなのに今、こうしてかわいい妹・禰々の夫を倒たおそうと画策している。矛む盾じゆんだわ）

　そんな晴信の手を、信繁がそっと握りしめていた。

「なにがあっても、わたしは姉上を裏切らない。姉上が禰々のために心の中で泣いていることは、わたしが知っているから」

　晴信は幼い頃ころから、ずっと父・信虎に憎まれ、疎うとんじられてきた。

　そんな晴信を守ってきてくれたのは、いつだって、信繁だった。信虎に「次郎こそ世よ継つぎに相応ふさわしい」といつもえこひいきされながらも、信繁は決して姉を侮あなどったり姉を嫌きらったりしなかった。ずっと、信虎の言葉の暴力から晴信を守る「盾たて」として姉をかばい続けてきてくれた。その信虎を追放する際にさえ。

「次郎ちゃんは、どうしてあたしにそんなに優やさしくしてくれるの」

「深い理由はないわ。だって姉上は、わたしの姉上なのだから。しいて言えば、姉上がわたしにずっと優しくしてくれたから、かしら」

　言われてみれば晴信もまた、一方的に父にひいきされている信繁を憎んだり恨うらんだりしたことがなかった。

　だがそれは、信繁が自分をいつもかばってくれたからだ、と晴信は思っていた。

「いったい、どちらが先なのかしら」

「どちらも先なんじゃないの？　しいて言えば、先に生まれた姉上のほうが先かも」

　二人は、生まれた年こそ違ちがえど、双子のような存在だった。

　あたしには過ぎた妹ね、と晴信は思った。




　隻せき眼がん軍師・山本勘助が晴信のもとに現れたのは、父・信虎の監かん視しの目から解放された晴信が久しぶりに信繁と姉妹水入らずで温泉を満まん喫きつした翌日の午後だった。

　父・信虎の受け入れ先となった駿河の今川家との関係は、晴信が甲斐守護職に就ついてからも安定していた。今川家には晴信の妹・定さだが義妹として暮らしており、甲斐を追われた父・信虎も事実上の人ひと質じちとして住み着いている。今川家には大きな借りを作ったが、逆に考えれば今川が突とつ然ぜん武田と手切れに及およんで甲斐へ攻め入ってくる心配もなかった。

　しかし、その定は体調を崩くずして寝ね込こむことが多くなっているという。

　晴信とすれば、今川との同盟関係が安定している今のうちに、諏訪に侵出したかった。切れ者の諏訪頼重は、晴信が家か督とくを継ついですぐに仇敵の関東管領上杉憲政と和している。いずれ信濃に上杉軍を引き入れるつもりだろう。

「御お屋や形かたさま。勘助めにござりまする」

　勘助が片足を引きずりながら、庭先に伏ふして晴信に挨あい拶さつをした。

「勘助。一ヶ月ぶりかしら。少し瘦やせたわね、苦労をかけるわ」

「いえ。これしきのこと、御屋形さまの苦労に比べればなんでもありませぬ」

「高たか遠とおでの調略は成功した？」

「はっ」

　父・信虎に虐しいたげられ否定され続けた晴信にとって、切れ者すぎるためこの世に居場所のなかった勘助は今や同志とも言える存在となっていた──年ねん齢れい性別を超こえて、二人は奇き妙みようなまでに馬が合った。晴信にとっては勘助は妹の信繁を除いてはじめて自分を武将として認めてくれた者であり、勘助にとっては晴信こそ自分の才をこの世で最初に評価してくれた主君だった。勘助が、どういうわけか年とし頃ごろの乙女おとめに男としての興味を抱いだかない妙な性質の男だったことも、殿との方がたに対して臆おく病びような晴信にとっては幸いしたかもしれない。

「すでに諏訪頼重は関東管領上杉憲政と同盟を結び、甲斐を挟はさみ撃うちにしようと画策しております。信虎さまとともに戦った『海うん野の平たいら合戦』で奪い取った佐久の領土を上杉に割譲したのは、その同盟の第一歩でありましょう」

「幸い、上杉憲政は小お田だ原わらの北ほう条じよう家と交戦中で、信濃へ出兵する余よ裕ゆうはなさそうね。でもいずれは」

「いずれ諏訪頼重は関東の上杉憲政、筑ちく摩ま松本平の小笠原長なが時とき、北信・小県の村むら上かみ義よし清きよの三者を巻き込んだ武田包ほう囲い網もうを敷しきましょう。そこでわれらが先んじるのです」

　晴信は戦に疲弊した甲斐の領民を安んじるために内政に力を入れている。今の武田家にはまだ、大軍を動かす余裕はない。そこで山本勘助と晴信が協同して練った策は、「調略」だった。

「諏訪の南、伊那には諏訪家の分家である高遠頼より継つぐという国人がおります。この高遠頼継にはかねて、諏訪頼重を追い落として自ら諏訪家の当主になりたいという野心あり」

「そこで高遠に『武田と高遠でともに諏訪を討うち、諏訪の領土は両家が分割支配し、高遠頼継を諏訪本家の当主とする』と裏切りを持ちかけて、高遠と武田とで南と東から同時に諏訪を奇き襲しゆう。成功すれば、ほとんど戦うことなく諏訪を平定できるけれど。問題は、諏訪家に嫁いだ禰々の安否よ」

「御ぎよ意い。御屋形さまの妹ぎみをお守りするべく、手を尽つくしまする。諏訪方にはすでに、猿さる飛とび佐さ助すけを送り込んでおります」

「佐助の猿飛の術は、いまだにからくりの仕組みがわからないわね。どうやって宙を舞まっているのかしら。瞬まばたきひとつする間に移動していたり……」

「佐助の術にはからくりなどございませぬ。真さな田だ忍にん群ぐんの者どもは幼き頃、戸と隠がくしの山を彷徨さまよって異形の力を身につけた者ども。御屋形さまのお父上は真田が抱かかえる忍しのびどもの異形ぶりを恐れて真田一党を信濃しなのから追い出しましたが、真田はなんとしてもお味方につけねばなりません。それがしの軍略を縦横に実行するには、異形の忍びたちの力が必要です」

　晴信はうなずいた。父・信虎が排はい除じよした者はすべて、武田家の家臣として抱え込むつもりだった。信虎の怒いかりを買って追放されたかつての家臣たちも、続々と晴信のもとに戻りはじめている。信虎は血を引いた一門だけを偏へん愛あいし、家臣領民を奴ど隷れいのように扱あつかったが、晴信はその逆をやるつもりだ。家臣も領民も武田一門として扱う、ということである。

　だが、その大望を現実の世界で実行することに、重荷を感じはじめてもいた。

　諏す訪わ平定は、諏訪頼重に嫁いだ禰々の心を傷つけることになるだろう。

「勘助。高遠頼継の返事は？」

「乗ってきました。諏訪と武田が婚こん姻いん同盟を結んだ時点でいちど完全にあきらめていた野望ですからな。今その野望の炎ほのおに再び灯ひがともったのです。この機会を逃のがせば二度と諏訪本家の座は摑つかめない。人間の心とはそういうものです」

「あたしが、神氏である諏訪家から兵権を取り上げて神人に戻してしまおうと考えていること──分家の高遠家の兵権も奪うばうつもりだということは、高遠には知られていないのね」

「御意。高遠は、諏訪頼重のような切れ者ではありませぬ。諏訪頼重を降こう伏ふくさせてしまえば、高遠などはいかようにも扱えます」

　晴信は、諏訪頼重に一歩先んじた。諏訪頼重の命運はここに尽きたと言ってよかった。

　勘助、と晴信は苦しげな声を漏もらした。

「あたしは武田家を守るはずが、家督を継いで早そう々そうに大切な妹を不幸にしようとしているわ。ほんとうに、これ以外に諏訪を奪う方法はないのかしら。諏訪頼重を一門衆として抱え、忠誠を誓ちかわせる方法はないのかしら」

「あいや。諏訪頼重が関東管かん領れいと通じた時点で、その道は絶えております。神氏と関東管領は、いずれも御屋形さまが乗り越こえねばならない古き権けん威い。武田家に新しい星が現れ古き秩ちつ序じよを新しき秩序に塗ぬり替かえようと動きはじめた今、古き両者が手を組むのは必定。対決は避さけられませぬ」

「……禰々の気持ちを思えば……あの子はほんとうに優しくて純真な子なの。きっとあたしを憎むわ」

「そもそも禰々さまを諏訪家へ嫁とつがせたのは、信虎さまの失策にございます。御屋形さまは信虎さまの失策のすべてを補われるために甲斐の当主になられたのです。迷われてはなりませぬ。迷えば、心が痛みます。心が痛めば、身体からだを損ねまする」

　勘助は、「乱世の当主たる者は自ら悩んではなりませぬ。心身の健康を保ち、一日でも長く生きることこそが当主の使命。妹いもうと婿むこを滅ぼすという悪名は、それがし山本勘助が一手に引き受けまする」と胸を張った。

「すべては勘助が吹ふき込んでお優しい御屋形さまをそそのかしたまでのこと。軍師とは、このような時のために主あるじのおそばにお仕えしているのです」

「それでも、あたし自身の心が、どんどん黒く濁にごっていくかのよう。いずれあたしも、父上のような悪逆非道の暴君になってしまうのではないかと思うと、自分が恐おそろしいの。自分自身の、野心が。いつか、家臣団も一門もあたしから心が離はなれてしまうのではないかと。老臣の板垣も甘利も、あたしがいきなり諏訪を騙だまし討ちして併吞することに躊ちゆう躇ちよしている……実父を追放し、返す刀で妹婿を討とうとするあたしを、恐れはじめている」

　御屋形さまはお優しい。信虎さまが常に心配なされ、𠮟しつ責せきし否定なされていたのも、そのお優しさでありましょう、と勘助は隻眼を細めた。

「もしも御屋形さまのお心がもはや耐たえられぬというところまで来た時には、この勘助にすべての罪をかぶせ、遠えん慮りよなく成敗なさりませ」

「勘助」

「そのための軍師です。御屋形さまは、いかような謀ぼう略りやく、調略、悪逆を犯おかそうとも、古今無む双そうの名君であらねばなりませぬ。ひとたび自らの父親を追放したからには、御屋形さまはなんとしても日ひノ本もとの歴史に英えい雄ゆうとして永遠に語り継がれるような名将に成長せねばなりませぬ。その夢を果たす途と上じようで、心を黒く汚よごしてはなりませぬ。この矛盾を解決するために、軍師という影かげの存在がいるのです。それがし、宿すく曜よう道どうの秘法にて天文を見、諏訪頼重の天運を占うらなってみましたが、諏訪の武運はもはや尽きております」

「勘助は、宿曜道で将星を見ることができるのね。あたしの将星は、輝かがやいている？」

「いえ。畏おそれ多くて、御屋形さまの将星を占うなどできませぬ。いずれこの勘助の知ち謀ぼうと軍略をもってしても対処できぬ難問を前にした時、禁を破ることになるやもしれませぬが」

「でも少しだけ知りたいわ。あたしの星はどれ？」

「羅ら睺ごの星にござります。この星は人間の目には見えませぬ。日輪や月を消す暗黒の星でござります」

「まるで素す戔さの嗚おの尊みことみたい。不ふ吉きつな星ね」

「いえ。天てん竺じくにおいては忌いまわしい星でありますが、日ノ本におきましては利り剣けんを振ふるって悪を断ちきり、衆しゆ生じようを救済する不ふ動どう明みよう王おうの星にござります。不動明王は悪あつ鬼きの如ごとき恐ろしき表情の内側に、人々に対する広大な慈じ悲ひの心を宿しているのです──羅睺の星が時折日輪を隠かくすのも、日輪の光を奪い取るためではなく、日輪を蘇よみがえらせ再生するためなのです」

「悲しい星ね。いくら慈悲の心を抱いていても、日輪を隠す悪鬼では誰だれからも誤解される」

「外見の恐ろしさに囚とらわれず、そのまことの心根を見通してくれる者も、おりまする。生きてさえいれば、信念を貫つらぬき通されれば、いずれは巡めぐり合えましょう。ただし、人の心のまことは、その人の生しよう涯がいが終わる時にはじめて完結するのです。道半ばで死んでしまってはなりませぬ」

「……いつか、あたしの将星を、天運を勘助に占ってもらう時が来るのかしら」

　これ以上迷っていてはこれほどの覚かく悟ごをしてくれている勘助に申し訳ない、と晴信はうなずいていた。

「わかったわ。諏訪へ出兵するわ。諏訪を平定し、諏訪家から兵権を奪い取る」




　　　　※




　自らの父親の生き様を否定した武田晴信は、すべてにおいて信虎の逆を行かなければならない。その上で、天下無双の名君にならなければならない。そうでなければ、晴信は父を追放した悪逆の娘むすめということになってしまう。ゆえに、信虎が和した諏訪を晴信は奪わねばならなかった。しかも、対諏訪戦こそが晴信の戦いくさに次ぐ戦の人生を飾かざる、甲か斐い守護としての初うい陣じんでなければならなかった。

　晴信は本能や感情ではなく、常に「理」でものごとを考える。

　だから、そうせざるを得ない。

　そのような晴信の性質を知っていた諏訪頼重はすでに晴信が諏訪を襲おそうことを予想し、関東管領上杉憲政とよしみを通じていた。

　だが、晴信と勘助の主従の動きは素す早ばやい。諏訪一族の高遠を早はや々ばやと調略された。

　諏訪頼重が画策していた武田包囲網は、間に合わなかった。

　東の甲斐から武田軍、南の伊い那なから高遠軍が同時に攻せめ寄せてきたと知った諏訪頼重は、「高遠め。武田晴信が諏訪家から兵権を奪い取ろうとしている革命児であることがわからぬのか。愚おろか者め」と舌打ちしつつ、本城である上うえ原はら城を捨てて桑くわ原ばら城へと逃にげた。

　ついに、槍やりを直接交えての決戦は、行われなかった。

　武田軍だけを相手に一対一の野戦をやれば勝敗の行方ゆくえはわからなかったが、一族である高遠に寝ね返がえられて挟きよう撃げきされたのでは致いたし方なかった。

　だが、諏訪頼重がもしも「死中に活あり」と死を覚悟して決戦に及およべば、あるいは万が一の勝利もあったかもしれない。

　同族を裏切って攻める高遠軍の士気は低かったし、武田軍も当主が信虎から晴信に交代したばかりでまだ統制が取れていなかった。晴信は「これより諏訪は武田領となる。諏訪における乱取りは厳禁」「捕ほ虜りよを奴隷として売るべからず」などの厳しい軍律を課そうとしたが、信虎時代とは違ちがう、と乱取りに慣れた足軽たちが反発したのだ。足軽たちは半農である。戦に駆かり出される際、乱取りを行わなければ稼かせぎにならず、食えない。ことに甲斐ではほとんど米が取れないため、戦における乱取りが彼らにとっては生計を立てるための重要な仕事となっていた──晴信の理想主義は、過か酷こくな現実に直面していたのだ。

　しかし、諏訪頼重は決戦を避け、逃げた。

　桑原城へ入り、武田の使者と対面。諏訪家の安あん堵どを条件に、降伏した。

　頼重には妻の禰々がいる。禰々は晴信の実の妹である。武田家は裏切りを許さないが、決して一門を殺さないという掟おきてがある──諏訪頼重は「武田一門となっている諏訪家が滅ほろぼされることはあるまい。兵権は奪われるだろうが諏訪の血を絶やすことだけは免まぬかれる」と苦く渋じゆうの決断をしたのだった。

　逆に言えば、諏訪頼重は武田の一門だからこそ晴信に「甘さ」を期待してしまったのだ。

　もしも諏訪頼重が武田一門でなければ、降伏することなど考えず、枕まくらを並べて討ち死にしただろう。

　もっともその場合は、諏訪家に潜せん伏ぷくしていた猿飛佐助が禰々を無事に救出しただろうが。




「城とはこれほど容易に落ちるものなのか。それがしの二段構え、三段構えの策も無用であったか」

　諏訪を行軍する武田軍内で──これまで脳内では無数の城を攻こう略りやくしてきたが、軍師としての実戦は生涯においてはじめてとなった山本勘助は、拍ひよう子し抜ぬけしたような表情のまま、その軍の最さい後こう尾びを進みながら馬上で揺ゆられていた。

　その勘助の馬の尻しりには、少女忍にん者じやの猿飛佐助がちょこんと腰こし掛かけていた。

「軍師どの。拙せつ者しや、諏訪で無む駄だ飯めしを食くらっていただけでござるが、仕事料は満額いただくでござるよ」

「持っていけ。禰々さまのお命を守るためならば、無駄銭ではない。常に万全の策を準備してこその軍師よ」

「ウキ～。ありがたくいただくでござるよ。暗殺仕事よりも、姫ひめの命を救う仕事のほうがやりがいがあるでござるな。軍師どのは一見いかにも陰いん気きなように見えて、その実妙みように陽気でござる。そうでなければ、武田の姫も軍師どのを召めし抱かかえたりはしなかったでござるよ」

「軍師稼か業ぎように陰気も陽気もない。それがしは、長年夢に見てきた城の攻略に夢中になっている子供のようなものだ。ただ、この脳内にこんこんと溢あふれ出る軍略を実現できる場を求めてきただけだ。今、それがしは感動している。わが軍略が、まことの諏訪の城を落としたのだ。それも、一兵も損じずに」

「軍師どのはきっと戦に敗れて死ぬ時も、ご陽気でござろうなあ」

「それがしは敗れぬ。たとえ敗れても、御お屋や形かたさまを天下人にするまでは決して死ねぬ」




　ともあれ、諏訪湖を望む諏訪神社下社において、降伏者である諏訪頼重と勝利者である武田晴信とが対面した──禰々との祝しゆう儀ぎの席以来の、再会だった。

「諏訪湖は美しい。諏訪家の起源は、天あま津つ神かみの東とう征せい軍に敗れて出雲いずもから逃れてきた国くに津つ神かみの一族・建たけ御み名な方かたの神かみと聞くが、諏訪に根付いた理由もわかる気がする」

　晴信は甲斐守護らしく威い風ふう堂どう々どうと語る練習を、勘助・信繁とともにこれまで重ねてきた。

　こなれてはいないが、祝儀の席で会った気弱な武田勝かつ千ち代よとはまるで別人になりきれていた。諏訪頼重は「諏訪家は神代以来の血統を守ってきた大おお祝ほうり家。よもやその血統を絶やすのではあるまいな」とそんな晴信に疑いの目を向けてきた。

「諏訪家は武田一門。今後は、頼重どのには諏訪神社の大祝家として神職を務めていただく。頼重どのと禰々の子に、跡あとを継つがせる」

「俺から兵権を取り上げておいて、跡を継がせるもなかろう」

「あたしは人々の信しん仰こうは尊重するが、神人や仏僧が武装して戦っていい道理はない。乱世の元げん凶きようとなる。戦は武家がやるもの。現に信濃しなのでは守護の小笠原家に従う者が少なく、大勢の国こく人じんが乱立している──これも神氏である諏訪家が国人として割かつ拠きよしているためだ」

「そなたは信濃全土を征せい服ふくするつもりか、武田晴信。不可能だ。俺が一戦も交えずに降こう伏ふくしたのは、武田一門であるから、そして神氏であるからにすぎん。他ほかの国人たちは違う。武田一門でもなく、神氏でもない。降伏などすまい。ことに北信濃から小ちいさ県がたまでを支配する村上義清はその性質孤こ高こうにしてその武勇は狼おおかみの如く。しかも信虎追放の折、武田家との同盟を破は棄きしている。蛮ばん勇ゆうの信虎ならばいざ知らず、姫武将ごときが勝てる相手ではない」

「父上のようにあたしを文弱の徒となじるのか、諏訪頼重？　あたしが文弱の徒なら、そなたが降伏したのはなぜか」

「違う。そなたは女だと言っている。村上義清と一いつ騎き討うちに及べば、勝てるものではない」

「戦の勝敗は一騎討ちでは決まらない。戦の勝敗を決めるものは、経済力、兵へい站たん、兵の練度、行軍速度、将の軍略と計略にあり。あたしが男であろうが女であろうが、関係はない」

「書物のみで戦を学べばそう考える。しかし世の中には、桁けた外はずれの勇将というものがいるのだ、武田晴信。ことに、北国にはな。気候温暖な諏す訪わや甲斐にはいそうもない一騎当千の英えい傑けつが、雪深い北国には実在する」

　これよりそなたには甲斐で禰々と暮らしていただく、と晴信は問答無用で言い放った。

「なんだと。大祝の職は安堵するといった約束は噓うそか！」

「噓ではない。甲斐に住んでいただくのは、諏訪の情勢が安定するまでの間の話だ。あたしはこれから、返す刀で高遠を始末しなければならない」

　違う。以前に会った時とはまるで違う、と諏訪頼重は息をのんだ。

「……女め狐ぎつねめ。やはりそなたは、禰々との祝言の場で暗殺しておくべきだった。暗殺しそこねたのが俺の運の尽つきだった……」

「違うな。そなたがあたしに刺し客かくを放ったことで、あたしは窮きゆう地ちに追い詰つめられ、生まれ変わることができたのだ。あのままあたしを放置しておけば、あたしは相も変わらず父を恐おそれ、駿する河がに逃げて今いま頃ごろは孫六とともに富ふ士じ山さんの絵でも描かいていただろう」

　藪やぶから蛇へびという奴やつか。これも運命か、と諏訪頼重は自じ嘲ちよう気味に苦く笑しようした。

「俺を殺すつもりではあるまいな」

「二度と武田一門に叛はん逆ぎやくしないと誓ちかえば殺さぬ。しかし次に裏切った時は、たとえ一門といえどもどうなるかはわからない。保証はできぬぞ諏訪頼重」

　こやつはもはや父親の罵ば倒とうに怯おびえて震ふるえていたあの姫武将ではない。次に逆らえば、ほんとうに殺されるかもしれない。

　だが、この強気の晴信の裏には、あの読書好きの柔にゆう和わな勝千代がまだ存在していることも、諏訪頼重は理解できた。

　もしも信虎の長子として生まれていなければ、禰々のような平へい穏おんな姫としての人生を過ごせたかもしれないということも。

　同様に、俺がこの姫武将に刺客を放たなければ、武家としての諏訪家の歴史がここで終わるようなこともなかったであろう、ということも。

（俺が放った刺客がこの知的で感傷的な姫武将の生涯にとっての第一の転機であったとすれば、第二の転機は……）

　諏訪頼重は「俺はそなたの知ち謀ぼうと野望を恐れたがゆえに、こうして墓穴を掘ほった。恐れが、恐きよう怖ふが、自ら忌まわしい災わざわいを呼び寄せることもある。恐れれば恐れるほど恐怖の原因が迫せまってくるということもある。これ以上俺を恐れるのはやめろ。一門衆の俺を殺せばそなたは父親以上の悪人となるぞ。よく考えろ晴信。俺をどう扱あつかうか、生かすか殺すかが、そなたの生しよう涯がいを定めることになる」と晴信を睨にらみながら、席を立っていた。

「決して一門を殺さない。晴信よ、それが武田の掟であろう」




　諏訪頼重が退室したのち、板垣信方、甘利虎泰、横よこ田た備びつ中ちゆう、飯お富ぶ兵ひよう部ぶら「武田四天王」をはじめとする重臣たちが室内に入ってきて、軍議となった。

　末席には、軍師の山本勘助。

　晴信の左手前には、妹で副将の信繁。

　その隣となりに、「戦をやるなら、なぜ最初から俺を呼ばない！」と急ぎ駿河から戻もどってきて参戦した弟の太郎。

　血気盛さかんな横田備中と飯富兵部は「もう終わりか？　こんな戦もあるのか」「あたしたちはまだ戦ってねえぞ、つまらねえな」と首を捻ひねっている。

　老将の板垣と甘利は「諏訪頼重どのの処置を間違えると、諏訪の各地で反乱の火の手があがりましょう」「ううむ。諏訪を武田家直ちよつ轄かつとするなど考えたこともなかった」と戸と惑まどっていた。

　晴信の戦い方は、正面からの激げき突とつを得意とした信虎時代とはまるで違う。

　戦いらしい戦いも行わないうちに、手品のように諏訪家を併へい吞どんしてしまったのだ。

　山本勘助というあやしげな浪ろう人にんあがりの軍師が「高遠調略」という詐さ欺ぎまがいの奇き策さくを用いたことを、四天王たちもすでに知っていた。

　気弱だった晴信に父を追放せよと最初に勧すすめた男が、この謎なぞの軍師であることも。

「板垣と甘利の意見はもっともである。諏訪頼重は武田一門。あたしは禰々の夫を殺したりはしない」

　晴信は諏訪頼重の命を救うことを家臣団の前で繰くり返した。

　安堵した板垣信方が「祝着至し極ごく」と述べた。

「しかし、御屋形さま。この諏訪を誰だれが統治いたしますか。諏訪は信濃平定のための要かなめ。武田一門のしかるべき人物でなければ──」

「ここは次郎信繁さまか、あるいは太郎さまであろうのう」

　と、甘利虎泰。

　だが、晴信の人事は意外なものだった。

「諏訪では決して失政は許されない。諏訪の城代は、筆頭家老の板垣信方に任せる」

　家臣団は皆みな驚おどろいたが、板垣自身が誰よりも驚いていた。

「御屋形さま。一門衆に人材がいないのならばともかく、かほどの要地は一門衆に預けるのが武田の習わしでございます。拙者はあくまでも武田家にお仕えする家臣の身」

「板垣。あたしが頭領である限り、武田家では家臣と領民、武田一門の区別はない。今後は、皆が武田家というひとつの家族でありひとつの国であると考えてほしい。これからの武田家では功を挙げた家臣へ城や領地を与あたえることを惜おしまない。板垣のみならず、甘利や横田たち諸将についても同様に扱う。諏訪を完全掌しよう握あくしていない今はまだ板垣を城代に任じるに留とどまるが、いずれは信濃の領土を家臣団に与えることもできよう」

「身に余る光栄。ですが拙者が甲か斐いを離はなれれば、行政に支障が出る恐れも」

「あたしの隣には次郎信繁がいる。それに、武田家の領土拡張に従って人材を増やすため、若手の姫武将たちはあたし自身が直接育成したい。馬ば場ば信のぶ房ふさ、春日かすが源げん五ご郎ろう、飯富兵部の妹の飯富源げん四し郎ろうたちを。信濃は、広大だから」

「御屋形さまは、すでに信濃の領国経営についてもお考えでありましたか」

「そうだ。いずれは若き姫武将たちだけで信濃を切り盛りできる日が来るだろうが、今この諏訪を託たくせる者は板垣、そなたしかいない」

　板垣は「恐れ入りましてござりまする」と頭を下げた。

　その戦いくさや内政に常識を無視した奇き矯きようなやり方が多く、次々と外と様ざまの者を拾い上げてくる晴信のやり方に戸惑っていた諸将も、「一門にあらずとも手て柄がらを立てれば一国一城の主あるじともなれる」という晴信の人事を目まの当たりにして目の色を変えた。

「だが皆の者。武田家では、一に治水灌かん漑がい。二に民たみの忠誠度。三に町の商業奨しよう励れい。人材登用と育成が四番目。戦は五番目とする。国を富ませねば強兵は養えない。国を富ませるためには農業と商業を栄えさせねばならない。戦費を調達するために民を搾しぼり取ったあげく一いつ揆きを起こされるなどは論外。合戦は、あくまでも余力で行う。乱世といえども無理押しでは国力が長続きしないことは、父上の失政からも明らか。あたしは決して急がない。諏訪を併吞したとはいえ、甲斐はまだ貧しい。諸将も、功を焦あせって急がぬように。一朝一夕では日ひノ本もと最強の軍団は造れないのだから」

　用心深いこった。いちいちまどろっこしい姫さまだねえ、と飯富兵部が諏訪みそに漬つけたスルメを嚙かみながら苦笑している。

「飯富兵部。むろん、侵しん掠りやくする時は火の如ごとく進む。今回の諏訪攻ぜめのように──」




　軍議を終えた後。

　晴信は、控ひかえの間に戻り、身体からだに微び熱ねつを感じて少しだけ横になろうとした。

　晴信は極端に身体が弱いわけではないが、信虎が言っていたように、心に繊せん細さいさがある。戦と謀ぼう略りやくを実行したことで晴信の精神は疲ひ弊へいしていた。胃と腸のあたりが重苦しく痛む。

　だが、そこに禰々が飛び込んできた。

「姉上！」

　禰々は、怒いかりと悲しみのあまり錯さく乱らんしていた。

　諏訪と武田の合戦に巻き込まれた禰々は心労でやつれ、ふくよかだった頰ほおもこけていた。

　あのひまわりのような笑え顔がおはもう戻ってこない、と晴信は悟さとり、胸を痛めた。

「父上を駿河に追放し、わたしの夫を攻め滅ほろぼすだなんて！　姉上はいったいどうなされてしまったのですか？　あの優やさしい姉上はどこへ行ってしまったのですかっ？」

「……ごめんなさい。武田家を守るため、仕方がなかったの。武田家が領土を拡大するために、諏訪はどうしても必要だったの」

「そんなことで……頼重さまもれっきとした武田家一門です！　姉上は、一門を裏切ったのよ！」

「あたしは五年先、十年先を考えているの。今はわからないかもしれないけれど、信じて。頼重どのには引き続き諏訪神社の大祝職を務めてもらうから、安心して跡取りを産みなさい。武田と諏訪の血が混じった子を」

「いやよ！　姉上に殺されるかもしれない子供を、産めるはずがない！」

「禰々。あたしはそんなこと、決して」

　禰々の叫さけび声を聞いた太郎と信繁が、慌あわてて室内に入ってきた。

「そうかんしゃくを起こすなって、禰々。姉上も大変だったんだぜ。先に姉上に刺客を放ったのは諏訪頼重だ。しかもお前との祝しゆう言げんの最さ中なかにだぜ」

「太郎！　その話を禰々にしてはだめ！」

「だって姉上。ほんとうのことだろう？　これじゃあ姉上一人が悪者みてえじゃねーか」

「いいのよ、あたしは」

「どうしてみんな、姉上の味方をして父上を追放したりしたのっ？　武田家は一門を守る、それが掟おきてだったはず！　信じられない！」

　泣なき叫ぶ禰々の頭を、信繁がそっと撫なでた。

「父上は、姉上を廃はい嫡ちやくして駿河に追放しようとしたの。わたしを武田の跡あと取とりにするために。でも姉上もわたしも、それを望まなかった。わたしと姉上とで決めたことなのよ」

「だったらわたしを、いっそ武田一門から切り離して！」

　食事を取っていないように見えるわ。禰々に薬師を、と晴信はつぶやき、そっと部屋を出た。

　軍議は終えた。しかし次は、駿河からの使者に会わなければならない。

　どうやら火急の用件らしい。しかも、武田家にとっても大きな難題らしい。

　一国の当主を務めるということがどれほどの重荷なのか、晴信は実感していた。

「姉上！　話はまだ終わっていないんだから！　逃にげないで！」

「あたしには武田家当主としての仕事がまだあるの。太郎、次郎。禰々をお願い」

「任せとけ！　なあ禰々、旦だん那なと二人で駿河の親おや父じどののところにでもしばらく静養に行けばいいんじゃねーか？　駿河の海を見ているとすっきりするぜ？」

「ごまかさないで兄さん！　頼重さままで駿河に追放するつもり？」

「禰々。頼重どのが姉上を恐れて暗殺しようとした時点で、両家はこうなるしかなかったの。頼重どのの命を奪うばわなかったのは、姉上が禰々を傷つけたくなかったからよ」

「次郎姉さんが武田の頭領になればそれでよかったのに！　姉上は恐ろしい人だわ！　父上は残ざん酷こくな人だけれど、身内の者には優しかったのに。姉上は……！　まるで武田一門であろうが自分の野心のためならお構いなしに……！」

「禰々、どうか落ち着いて。姉上は、諏訪頼重どのをあやめたりはしない」




　一方、軍議が終わったあと、新たに諏す訪わ城代となった板垣信方は山本勘助に呼び出されていた。

　勘助から「駿する河がからの使者と御お屋や形かたさまが顔合わせする前に、少々密談したいことがございます」と囁ささやかれた板垣信方は、顔をしかめていた。

「なぜ軍議の席で直接言わぬ。勘助」

「御屋形さまの口からは、あくどい謀略に関しては漏もらしてはならぬのです。すべての謀略は、軍師であるそれがしの一存で行われねばならぬこと」

「……拙せつ者しやも、薄うす々うす察している。約定通り高遠に諏訪を半分くれてやることはない、高遠との約定は反ほ故ごにせよ、というのであろう」

　それがそなたの謀略とやらの手というものだ、と板垣信方は心配顔でつぶやいていた。

「御ぎよ意い。諏訪頼重どのの兵権は取り上げまするが、大おお祝ほうりの職は解きませぬ。上うえ原はら城も高遠には渡わたしませぬ。御屋形さまが甲斐へ戻れば、高遠頼継は激げき怒どして諏訪に攻め寄せてまいりましょう。その時は」

「それがしは諏訪よりわざと敗走し、高遠を増長させ伊い那なから引きずり出して甲斐の全軍で討うつ、か……委細承知。しかし勘助」

「はっ」

「今回の諏訪戦はなるほどそなたの謀略で武田が勝った。ほとんど槍やりも交わさず、一兵も損じずにな。高遠も討てるだろう。さすれば諏訪に続いて伊那も武田領となり、南みなみ信濃しなののほとんどを御屋形さまは平定することになろう。しかし、謀略戦は真の合戦とは言えぬぞ。はたして謀略だけでどこまでも勝ち進められるだろうか？」

　板垣信方は歴戦の勇将だが、兄弟分の甘利虎泰とは異なり常に熟考する智ち将しようだった。内政、外交、ともに得手であり、それゆえに筆頭家老の地位まで上り詰つめたのだ。

　その板垣にしてみれば、勘助と晴信の謀略は、あやうかった。

　二人には実戦経験が少ない。すべてが机上の理り屈くつから成り立っている、と見えた。

「勘助。いずれは謀略が容易に通じぬ猛も者さと相対する時が来よう。たとえただいちどの敗北であろうとも、御屋形さまが討たれてしまえば武田家はその瞬しゆん間かんに終わるのだぞ」

「あいや。御屋形さまは討たれませぬ。姫ひめ武将でございますれば──」

「それが机上の理屈なのだ。乱戦となれば、姫武将不殺の掟など足軽どもは守っておられぬわ。あるいは、窮きゆう地ちに追い込まれた敵の大将が姫武将不殺の掟を無視するということも」

「ならば、本ほん陣じんに敵を入れるような大敗北をせねばよろしいのです」

「聞け勘助。御屋形さまは、ご自分のお父上を追放した。今さら出家して降こう伏ふくすると言っても、相手に信用されまい。たとえ降伏を許されたとしても、必ずや謀ぼう殺さつされる。御屋形さまの父親追放劇は、まことにもって背水の陣とも言うべきものなのだ。御屋形さまは、もはや没ぼつ落らくすること、許されぬ」

「ですが板垣さま。信虎さまを追わねば、御屋形さまが追われておりました」

「わかっている。御屋形さまをけしかけたそなたを恨うらんでいるのではない。あの二人は、いずれ雌し雄ゆうを決せねばならぬ運命にあった。そなたが御屋形さまのもとに現れたのも、やはり運命であろう。しかしな勘助。世には、そなたの想像もつかぬような英えい雄ゆう豪ごう傑けつがいる。御屋形さまは決して戦上手ではない。甲斐兵も一瞬の爆ばく発はつ力こそ誇ほこるが軍団としての統制力がなく、まだまだ最強とは言えぬ。甲斐は多くの国こく人じんによる寄り合い所帯だからな。そなたと御屋形さまが考えている無敵無敗の武田軍を完成させるまでには挫ざ折せつも敗戦も味わわねばならぬだろう。だがその時に、御屋形さまが討たれてしまえば意味がないのだ」

　心に留めておきまする、と勘助は頭を下げた──が、いずれ一戦二戦で局地的な黒星をつけられることはあろうとも、それほどの大敗北を自分と晴信が喫きつすることになろうとは、勘助には信じがたかった。

　勘助が諸国を見聞したところ、自分に匹ひつ敵てきする「軍師」はどこにも見当たらなかった。かろうじて駿河の太たい原げん雪せつ斎さいくらいであろうか。だが雪斎はもともと学がく僧そうであり、堂々の軍略は一流なれど汚きたない謀略についてはわずかに腰こしが引けるところがある。しかし自分は勝利のためならばためらわずにどんな手でも用いることができる──御屋形さまの勝利のため、御屋形さまの野望のためならば、いつでも地じ獄ごくへ落ちる覚かく悟ごはできている。

「よいな勘助。主を悪名から守るために汚お名めいを被かぶることだけが軍師の仕事ではない。主の危地に命を投げ出して身代わりとなり死ぬことも、軍師、いや家臣のつとめであるぞ。敗北を知らぬそなたにはまだわからぬであろうが……」

「それがしにも、その覚悟はございまするが」

「決して御屋形さまの純じゆん粋すいな志を汚よごさぬことだ。御屋形さまは、才気に溢あふれたお方。その才気を、常にお父上から否定されてきたために、ついにはかかる追放劇となった。御屋形さまの志を黒く濁にごった野望の澱おりにしてはならぬ。勘助。そなたには、義がない。そなたを動かすものは、才のみだ。不ふ遇ぐうな子供時代を過ごされた御屋形さまと長年孤こ独どくに諸国を流る浪ろうしてきたそなたとが、馬が合うことはわかる。だが才気という部分において、二人は合いすぎる。それがむしろ、拙者には心配なのだ」

「板垣さま。義では戦には勝てませぬ。それこそ、神のごとき武辺の持ち主でもない限りは。そのような者は人間の世界にはおりませぬ」

「いや、勘助。乱世の戦いくさにこそ、正義が必要なのだ。御屋形さまを甲か斐いの荒あらくれ大名のままに終わらせるつもりならば不要だが、もしも御屋形さまを天下人にしたいとそなたが願うのであればな。義なき者は、民たみの心を得られず、ゆえに決して天下人にはなれぬ。しかも御屋形さまは父親追放という悪行をすでに犯おかされた。二度目は許されないのだ」

「板垣さま、それこそ儒じゆ学がくに毒された考えでござりまする。乱世に、義など不要のもの。夢見が悪い、世間体が悪いというのであれば、力で天下を盗とった暁あかつきに、踏ふみにじってきた者たちを存分に供養しその無念に報むくいればいいではありませぬか。神社仏閣は皆みな、そのために勝利者がこしらえたようなもの。諏訪神社なども、古き世に滅ぼされた出雲いずもの国から落ち延びてきた敗残者を勝者、すなわち日ひノ本もとの人々が祀まつっているにすぎませぬ」

「……神仏を恐おそれぬそなたにこれ以上説いても無む駄だか。そなたが御屋形さまに恋こい心ごころでも抱いだいておれば、少しは変わるのだろうがな」

「まさか。身分いやしきこの勘助が、偉い大だいなる御屋形さまに恋心など。それがしはそれほど厚顔でも無む恥ちでもありませぬ。それがしは御屋形さまのおんために全知全能を振ふり絞しぼり捧ささげ尽つくすと決意した、一いつ介かいの軍師にございます。戦のために生き、死にます。恋など軍師には無用。そのような私情を挟はさめば、知ち恵えが曇くもります」

「それが御屋形さまとそなたにとって幸か不幸か、結果はまだわからぬ。御屋形さまの婿むこ取とりの件も、なかなか進まぬしな」

「婿取りは姫大名にとってただ一度しか使えぬ最大の切り札。慎しん重ちようにもなりましょう」

「勘助、そなたは誰だれが御屋形さまに相応ふさわしいと考える？」

「そ、そうですな……ううむ。御屋形さまの婿殿どのですか。むろん、できうる限り大国の主あるじがよろしい。駿河の今川とはすでに同盟を結んでおりますから、第一候補は小お田だ原わらの北条。だが北条家を継ついだばかりの若き当主・氏うじ康やすは姫武将ですな……。おお、そうじゃ。いっそ北信濃を挟きよう撃げきするために、越えち後ごの長なが尾お晴はる景かげと婚こん姻いん同盟を結ぶというのは！」

「……やれやれ。そなたに聞いても、そういう間の抜ぬけた答えしか出てこぬな。しかし御屋形さまはお年とし頃ごろの姫だぞ。この件は甘利たちと相談して考えることとする」

　ともあれ高遠についてはそなたの策通りに動こう、と板垣がうなずいた。




（まさか禰々があれほど傷つくだなんて。頼重の命を保証すれば、少しは落ち着いてくれると思っていたのに。あたしが父上を追放したから？　それとも、夫婦めおとの仲というものはいまだ恋も殿方も知らないあたしには理解できないものなのかしら）

　晴信は心身の疲ひ労ろうから来る微び熱ねつを再び額に感じつつ、駿河よりの使者を引見した。

　それはまさに、新生武田家の運命をも左右する「火急の用件」だった。

　駿河の今川家と、相模さがみ小田原の北条家。

　かつては盟友だったこの両家は、今は乱世の定めゆえに対立していた。

　使者によれば、北条軍が占せん領りようしている駿河東部の河東地域に今川軍が出兵し、北条軍と睨にらみ合っているというのだ。

　晴信は、援えん軍ぐんを要よう請せいされた。そして今川には、父・信虎を押しつけた借りがある──。

　晴信は、首を捻ひねり（ううむ。御屋形さまの婿殿。御屋形さまの婿殿……妻を持ったことのないそれがしには、こればかりはわからぬ）とつぶやきながら現れた勘助に目配せした。

（武田は今、目の前の信濃平定戦で手て一いつ杯ぱいだけれど、これは今川と北条を仲裁して勘助がもくろむ「三国同盟」の布石を打つ絶好の好機でもあるわね）

（ははっ、御意にございます。天の時を摑つかむ好機かと）

　本来なら、信濃と駿河で二方面作戦を展開する愚ぐは避さけねばならない。今の武田にはそれほどの戦力はない。それでも、新生武田家が飛ひ躍やくするために今は賭かける時だった。ここで退ひいては、今川にも北条にも臆おく病びよう者と侮あなどられる。それでは、武田に未来はない。

　晴信は「すぐに武田も出兵する」とうなずいていた。

　休む暇ひまはなかったし、禰々にかまってあげられる時間もなかった。

　うなずきながら、武田家当主として君臨し続け戦い続けてきた父・信虎がなぜいつもあれほど荒あれ狂くるっていたのか、晴信ははじめて少し理解できたような気がした。

　戦は少しずつ、人の心を壊こわしていく──いかに謀ぼう略りやくを用いて血を流さずに勝つことを心がけても、それでも戦うごとに穢けがれのようなものが胸の奥に溜たまっていくのだ、あたしに耐たえられるだろうか、と晴信は思った。

（戦というものは、狂わねばできぬ。狂い続ければ、そなたのような心弱き者の心身は確実にむしばまれる。駿河におれば、諏訪頼重などに狙ねらわれることもない。息災に暮らしたいならば、血で血を洗う戦など忘れることぞ──）

　信虎が追放劇の直前になってはじめて自分にかけてくれたあの優やさしい言葉を、晴信は心のうちで復唱していた。

　しかしもう、後あと戻もどりはできない。すでに、賽さいは投げられたのだ。

（父上。あたしは、あたしの才能を天下に知らしめるために、あくまでも前へ進みます）




　　　　※




　相模の小田原城を本ほん拠きよとする北条家は、新興の戦国大名だった。

　初代・北条早そう雲うんは、もとはといえば西国から東国へと流れて来た浪ろう人にんで、伊い勢せ氏を称しようし、駿河の名門・今川家の家臣だった。その北条早雲が関東の騒そう乱らんに乗じて下げ克こく上じようによって伊い豆ず一国を奪い、ついには箱はこ根ねの坂を越こえて小田原城を奪い、戦国大名として独立したのだ。

　北条早雲の野望は、京の都ではなく、関東の広大な平野へと向けられていた。

　都は陰いん謀ぼうと因習と怨おん霊りようが蠢うごめく公く家げの世界。平へい氏し。源みなもとの義よし仲なか。源義よし経つね。都に関かかわった武家はことごとく滅ほろびてきた。武家はあくまでも関東に政権を建てねばならない。京の室むろ町まちに幕府を置いた足あし利かが幕府の体制は、御ご所しよを二つに割った南北朝の動乱、幕府と関東公方との対立、さらには応おう仁にんの乱による戦国時代突とつ入にゆうという失策続きに終わった。

　だが、かつて武家政権が成功した時代がある。源頼より朝ともが京に背を向けて鎌かま倉くらに幕府を開き、その幕府を執しつ権けんの北条氏が切り盛りしていた時代だ。鎌倉幕府は、あの日ノ本最大の国難とも言うべき元げん寇こうをも乗り切った。

　早雲は、そのいにしえの北条氏のように関東に強力な武家政権を樹立し、いっそ混こん沌とんの元げん凶きようとなってきた京の都から事実上独立するつもりだった。

　ゆえに、小田原城を盗った早雲の一族は北条を名乗り、関東制せい覇はの野望を隠かくそうともせず武蔵むさし侵しん攻こうを開始していた──最大の敵は、関東管かん領れい上杉家（山やまの内うち上杉家）。さらには管領家と同族の扇おうぎが谷やつ上杉家や、古こ河が公方（関東公方）の足利家など、関東における足利幕府の要職に就つく諸家もことごとく一いつ掃そうしなければならなかった。北条家二代目の氏うじ綱つなは、武蔵の江え戸ど城と河かわ越ごえ城を奪だつ取しゆし、武蔵における北条家支配の基き盤ばんを固めたところで、没ぼつした。

　そして今、祖父と父が着々と領土を拡大してきた北条家を継いだばかりの若き姫武将が三代目・北条氏康。

　父・氏綱は祖父・早雲の遺志を継いで武蔵の大部分を征せい服ふくしたが、課題も残していた。かつての同盟国である駿する河が今川家との紛ふん争そうだった。今川家で家か督とくを巡めぐる内紛が起き、今川義よし元もとと太原雪斎が勝利した際、今川義元はかつての敵だった甲斐の武田信虎から義ぎ妹まいを迎むかえて同盟を結んだ。それまでさんざん今川の要請で武田と戦わされてきた氏綱はこれを不服として今川と手切れし、今川領へ侵攻。駿河東部──富ふ士じ川かわより東の地域、いわゆる「河東」を軍事占領した。

　ところが、これが順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだった北条のつまずきとなった。東に、関東管領上杉家を盟主とする関東連合軍。西に、駿河今川。二つの強敵を同時に抱かかえ、二方面作戦を余よ儀ぎなくされることとなったのだ。

　氏綱は、二方面に拡大した戦線を駆かけ回るうちに病を発して死んだ。

　まだうら若き色白の少女・伊豆千ち代よ丸まる改め北条氏康は、予定よりもはるかに早く、唐とう突とつに北条家三代目に就任しなければならなかった。

「おばば。早く小田原城に帰りたいわ。私は合戦が嫌きらいなの。父上は、どうして戦線を拡大するだけ拡大してしまったのかしら……河越城に籠ろう城じようしている、つなが心配だわ」

　今川軍、富士川を渡わたり河東の地奪だつ回かいの戦を興おこす。

　同時に、関東連合軍が武蔵にて大軍勢となり、河越城を包囲。

　氏康は家督を継ぐなり、いきなり北条家滅めつ亡ぼうの危機に立たされていた。

　河東の地を進軍しながら、馬上で氏康は「帰りたいわ。早く帰りたい」とため息をついている。

　長い黒くろ髪かみと色白の肌はだ、折れそうにきゃしゃな身体からだを持つ彼女は太陽の光を嫌い、乗馬も弓も槍やりも苦手な戦嫌ぎらい。だが今川義元のような公家趣しゆ味みはなかった。小田原城の一角に設けた自室の窓から相模の海を眺ながめている時がいちばん幸せだと感じるようなところがあり、いわゆるひきこもり癖へきの持ち主だった。合戦は同い年で義妹の勇将・綱つな成しげに任せきりという形になるはずだったが、父が二方面作戦を開始してしまったために、今は綱成が武蔵で、氏康自身が駿河でそれぞれ兵を率いることになっていた。

「ふぉっふぉっ。姫ひめは、義妹の綱成にだけは甘いのう。じゃが、そうは申しましても姫。戦を仕し掛かけてきたのは今川のほうですじゃ。降りかかる火の粉を払はらわずして、北条の家は守れませぬぞえ」

　氏康に付き従う年ねん齢れい不ふ詳しようの小こ柄がらな老ろう婆ばが、歯の抜けた口をすぼませながら笑った。

　初代・北条早雲の妹、北条幻げん庵あん。

　もはや長生きしすぎて、実年齢は不詳。

　本人は「わしは早雲どのの妹ではなく娘むすめじゃ。まだまだ若いおなごじゃ」と言い張っているが、早雲の生前から早雲よりもはるかに老けて見えたので、一説によれば実は早雲の母親なのではないかとすら言われている。

　ともあれ、幻庵の正体と実年齢については、氏康といえども深く詮せん索さくすることはまかりならない。「おばばはまだ若いのじゃーっ！」と激げき怒どされるからだ。

「いやはや。今川軍だけならば蹴け散ちらせるかと思うておったが、自らの父親を追放した武田晴信の援軍が手て強ごわいわい。このままでは三み島しまの地まで奪うばわれることは必定。姫、今川と和わ睦ぼくするなら今日が最初で最後の好機ですぞ」

「この関東の主たるべき私が今川ごときに和を乞こうなんて屈くつ辱じよくだわ。ところでおばばには長なが久く保ぼ城の守将を任せたはずなのに、どうして一人で城を抜け出して私の隣となりにいるわけ？」

「ああ。長久保城はもうもたぬ。落城してしまう前に夜よ逃にげしてきたのじゃ。おばばがおらねば、気位ばかり高い姫はまともに今川と交こう渉しようできぬであろうでな。おばばが場を賑にぎやかしてやろうのう。ふぉっふぉっふぉっ」

「味方を置き捨てて……逃げ足が速いおばばね。長生きするわね」

「常に戦場で、さっさと小田原城に帰ることばかり考えている姫には言われとうない」

「あら。小田原城は箱根の山と相模の海に守られた天険の城。あすこへ籠城してしまえば、一年は容易に持ちこたえられる。その一年のうちに城を包囲した敵軍を風ふう魔まを用いて分断・混乱させてしまえば、必ず勝てるのよ。私は幼い頃ころから、いかにして敵軍と正面から戦わずに勝つかを考え抜いて、小田原城への籠城こそ至高という結論に達したのよ」

「そもそも敵さんは一年も兵へい站たんがもたぬわい。足軽どもは、田畑の収しゆう穫かく時期には国元に帰らねばならぬ。長なが滞たい陣じんをすればするほど、士気は落ち風魔の謀略にもかかりやすうなるわ」

「そういうこと」

　氏康は今、善ぜん徳とく寺じへと向かっている。

　今川・武田との停戦交渉の場だ。

　戦せん況きようは、圧あつ倒とう的に今川・武田が優勢である。

　北条は主力が河越城に釘くぎ付づけになっているため、河東にはわずかな兵力で臨のぞんでいる。くわえて、氏康は戦下手だ。

　一方、今川方には武田晴信の援軍がついていて、これが意外にも精強だった。姫武将の晴信は父・信虎とはまるで正反対の文弱の徒、合戦での強さは北条氏康と似たり寄ったりだというのがもっぱらの評判だったが、いざ武田軍と槍を交えてみるとその噂うわさが大外れだったことがすぐにわかった。

「武田晴信は姫と似たような娘子らしいのですが、山本勘助ちゅう得体の知れぬ初老の醜ぶ男おとこ軍師が補ほ佐さしておるのじゃな。あれが妙みように采さい配はいがうまい。ふぉっふぉっふぉっ」

「あらそう。おばばも、得体の知れなさだけは山本勘助並みなのに、戦は下手よね」

「くわーっ！　北条早雲の娘であるおばばとあのような者を一いつ緒しよにするでなーい！」

「あら？　おばばは早雲の妹、じゃなかった？」

「そうじゃったかのう？　おばばは歳としでのう、もうろくしておるのでのう……ふぉっふぉっ。ともあれ、この交渉の席は先代が遺のこしていった北条家の負の遺産──二方面作戦の愚を抜ぬけ出す千せん載ざい一いち遇ぐうの機会。鉄面皮の冷血娘の本ほん性しようを出すでないぞ」

「おばば。私は常に冷静なだけよ。鉄面皮だなんて、やめて頂ちよう戴だい」




　武田晴信が今川の援えん軍ぐん要よう請せいに応こたえた真の目的は、窮きゆう地ちに追い込まれている北条を潰つぶすことではなく、今川と北条の和睦を成立させることにあった。

　勘助と晴信の大戦略「三国同盟」への布石を打つためである。

　そのため、緒しよ戦せんにおいて北条軍を敗走させたあと、晴信はこれを追つい撃げきすることなく北条方・今川方それぞれに「このあたりで和睦を」と働きかけた。

　この日、東国を代表する三人の姫大名が、駿河・善徳寺で顔を合わせた。

　甲か斐いの武田晴信。

　駿河の今川義元。

　相模さがみの北条氏康。

　日輪のように艶つややかな義元と腺せん病びよう質しつで青白い肌を持つ美少女・氏康は、互たがいを見るなり露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんになった──これまでの河東一帯を巡る紛争で感情的にもこじれていたし、それに二人の姫は性質も容姿もあまりにも対照的すぎた。

　この二人を二人のままで対面させている限り、和睦は不可能なはずだった。

　だがこの場には今、「第三の勢力」晴信がいる。

　晴信は文弱の徒と呼ばれていたはずだったが、廃はい嫡ちやくされかけるという窮地にやおら虎とらの如ごとき本性を現し、父を追放して甲斐一国をとりまとめ、諏訪家との婚こん姻いん同盟を破ってたちまち諏す訪わを奪った。

　さらにはこのたびの河東の乱においても、甲こう州しゆう軍を見事に進退させ、ただの学がく者しや肌はだのひ弱い姫武将ではないことを今川・北条に証明してみせた。

　義元も氏康も、晴信の侮あなどれない実力を認めたからこそ、この交渉の席に着いたのだった。

「お初にお目にかかる。あたしが甲斐の新たな守護、武田晴信だ」

　義元ははじめてわが目で見た晴信の中に教養人らしい気品を感じ取って「もっと山やま猿ざるのような姫かと思っていましたが、意外に雅みやびな一面もありますのね」とそれなりに見直し、氏康は「甲斐におとなしくひきこもっていられるような顔には見えないわ。いかにも戦いくさ好きの野や蛮ばん人だわ」とまるで逆の感想を抱いだいた。

（勘助。豪ごう快かいな猛もう将しようの演技が効き過ぎているのかしら。北条氏康にほんものの山猿だと思われているみたい）

　晴信は泣き言を言いたかったが、素す顔がおの勝千代の姿を外交の席で見せるわけにはいかない。勘助は「将たるものとして悠ゆう然ぜんと構え、武辺者の英えい雄ゆうを演じなさいませ。さもなくば敵に侮られます。しかし感情をあらわにしてもなりません。心のうちを読まれます」と、気を抜くとすぐに「勝千代」に戻もどってしまう晴信を常々きつく教育している。

　晴信の隣には、その隻せき眼がんの軍師・山本勘助が。

「それがし、御お屋や形かたさまにお仕えする軍師、山本勘助。今川と北条の戦いをこのあたりで終わらせるため、御屋形さまは駿河へ出しゆつ陣じんなされたのです」

　今川義元の隣には、黒衣の宰さい相しよう・太原雪斎が。

「どこかで見た顔と思えばそなた、かつて今川家に仕官願いに来たことが。武田家に召めし抱えられていたとは」

「は。今川義元さまにはどうにもあやしげであると袖そでにされましたが、わが御屋形さまに拾っていただきました。御屋形さまは、それがしがいかにもあやしげであるところをかえって気に入られておるご様子」

「信虎どの追放劇の裏には、そなたの策さく謀ぼうがあったか。なるほど。甲斐でなにがあったか、おおむね理解した。しかし、これまで叛はん服ぷく常なく互いをけん制し合ってきたこの三国が和して無益な戦を避さけるというそなたの案は、実に良い」

「ふぉっふぉっ。勘助どのも雪斎どのも、見るからにあやしげな男じゃのう」

　さらには、北条氏康の隣には、一族の長老・北条幻庵が。

　三国を代表する策士たちもまた、この善徳寺に集まっていた。

「ふぉっふぉっ。特に勘助どの。そのお歳でその獣けもののような視線はいかん、いかん。殿との方がたはもうちっと、枯かれねばな。そちにはおばばの絶品の尺八を味わわせてはやらんわ」

「ぐわあ！　不気味な妖よう怪かい婆ばばあめ！　そんなもの要いらぬわ！　それがしを殺すつもりか！」
















　勘助、あなたが感情を剝むき出しにしてどうするの、と晴信がため息をついた。勘助には、なぜか「女嫌い」という癖くせがある。単に人と人としてつきあう分には問題ないのだが、男女のことを持ち出されると突とつ然ぜん狼ろう狽ばいする。特に年増とかばあさんは絶対にだめらしい。

「雪斎どのは、その点、悟さとりを開かれた枯れた御ご仁じんじゃからの。わが尺八の腕うでをちらりと見せてやってもよいぞ、よいぞ」

「拙せつ僧そうは出家の身。遠えん慮りよいたす。ぶる、ぶる」

　さすがの雪斎も怖おじ気をふるっていた。

　絶品の尺八をいただけるのならもらいましょうよ雪斎さん、とあどけない義元が笑っているが、雪斎は敢あえて幻庵のおぞましい言葉の真意を伝えなかった。義元の耳が汚よごれると思ったのだろう。

「そちらには、うちの姫は嫁よめにやらんぞえ。北条家は関東の覇は者しやとなるべき家じゃからのう。今いま更さら、今川家の家臣には戻らぬわ」

　ともあれ幻庵の軽口で、三者はこの場を支配していた異常な緊きん迫ぱく感かんから脱だつした。

　理と利を唱えて和睦を提案するは、武田晴信。

　言い聞かせる相手は、東海一の弓取り・今川義元。その片腕で勘助ですら能力を認める伝説の名宰相・太原雪斎。さらに、北条三代目氏康。早雲以来の北条家の長老・北条幻庵。

　この日この時こそが、晴信にとっては長い天下争そう奪だつ戦レースへの公式デビューと言えた。

「初代早雲公以来、北条家の悲願は関東制せい覇は。対する今川家は東海道を進み上じよう洛らくし、足利幕府を再興する使命を持つ名家。つまり北条家は東へ、今川家は西へ進まなければならないはず。にも拘かかわらずわが父・信虎がかつての敵今川と同盟を結んだことが、両家の対立を呼び河東の乱を引き起こした。そのため、今川家の西進策は遅ち々ちとして進まず、北条家に至っては関東管かん領れいと今川の挟きよう撃げきに遭あって河かわ越ごえ城は落城寸前。まずは、関東制覇と上洛という両家の志はいまだに変わっていないことを確かめたい。義元どの、氏康どの、いかが」

　晴信の目つきが変わった。

　心優やさしい少女・勝千代のものではなく、甲斐守護・武田晴信の虎のような視線へと。

　晴信どのは父君・信虎どのがおっしゃるように元来は柔にゆう和わな学問肌の姫。これはあくまでも猛将を演じる芝しば居いであろうが、しかしこの溢あふれる知性とそして隠かくしきれない野望の炎ほのおはただ者ではない……と太原雪斎は驚きよう愕がくした。

　幻庵のおばばも「ほう。この覇気。うちの姫とは大おお違ちがい」と目を丸くしている。

　そんな晴信にも動じない義元が「もちろん今川家はいずれ上洛するのですわ。足利本家、吉き良ら家に次ぐ名門ですもの。それなのに北条さんが邪じや魔まをしているのですわ。河東を返へん還かんしていただけるのでしたら、停戦を考えてあげてもいいですわよ」と高飛車に笑った。

　御屋形さま一世一代の名演技にただ一人気け圧おされていない。鈍にぶいのか、それとも気位が高すぎるのか、これはこれである意味大物だ、と勘助は思った。

　そして直感と分ぶん析せき力に秀ひいでた北条氏康は、

（武田晴信。やはり、自分の父親を駿する河がに追放しただけのことはある。まるで飢うえた虎。絶対に心を許してはならない女だわ。しかし、この女には一時の感情に流されず「利」を計算して動くだけの知能の高さがある。あるいはこの私にも匹ひつ敵てきする知性が。あとは、この女の「志」さえ知ることができれば、歩調を合わせて有効活用することも可能。北条を二方面作戦の窮地から救うには、この女に賭かけるしかない）

　と素早く踏ふんだ。

「武田晴信。あなたの言う通りよ。私の、いえ、北条家の悲願は、関東制覇。平たいらの将まさ門かど公以来の武家の夢、都の貴族や公く家げたちに縛しばられない関東独立王国を建国することよ。本来、今川義元にも駿河にも興味はないわ。それに私には武田にも怨えん恨こんはない。あなたの父上・信虎公と、私の父・氏綱とは竜りゆう虎こ相あい搏うつ激戦を繰くり広げた仇きゆう敵てき同士だったけれど、期せずしてお互いにこうして若い世代に代だい替がわりしたのもなにかの縁えんでしょうね」

「ならば、北条の先代が奪うばい取った河東の地を今川に返還していただく。それで今川・北条両家の和は成り、わが武田も今後は古き怨恨を捨てて北条を支し援えんする。わが武田の悲願は、信濃しなのの平定。米も塩も取れぬ甲斐に巣ごもっていては、家臣も領民も苦しむばかり。あたしは必ずや信濃を奪う。そしてそのためには、信濃の隣りん国ごく・上野こうずけに根を張り信濃の国こく人じん衆を支援している関東管領上杉家が最大の障害となる」

「あら。上杉家は、北条の仇敵でもあるわね」

「そうだ。武田と北条は、同じ敵を持っている。われらの利害は一いつ致ちしている、氏康どの。いずれはこの三国がともに婚姻を結び合い、三国同盟を成立させるべきだとあたしは思う」

　三国同盟！　雪斎さんが予言した通りの展開ですわ！　と義元が歓かん声せいを上げた。

「あらあらまあまあ。北を武田さんが、東を北条さんががっちり固めていれば、背後の憂うれいはいっさい消える。今川の上洛は簡単になりますわね、雪斎さん！　尾お張わりの織お田だ信のぶ秀ひでさんさえ倒たおせば、都まではすぐですわ！」

「……御ぎよ意い」

　しかし氏康は、浮うかれない。顔色ひとつ変えず、能面のような表情のまま、晴信の心へと斬きりこんだ。

「でも武田晴信。信濃を奪ったあとは、どうするの？　関東は北条が。都は今川が。それでは、武田晴信の野望の終わりは、完結は、いったいどこにあるのかしら？」

　あたかも「いずれあなたは今川から駿河の海を奪うのではなくて」と言いたげであった。

　勘助が（鋭するどい女だ……！）と脂あぶら汗あせを流した。

　しかし晴信とあらかじめ準備した想定問答集の中に、すでに解答があった。晴信はそのすべてを暗記している。

「信濃を奪えば、武田はさらに北へ進んで、越えち後ごへ。あたしは海が欲しい。甲斐も信濃も山国。塩と、貿易のための港とを、どうしても確保したい」

　この発言がのちに武田晴信と長尾景かげ虎とらの運命を大きく変えることになるのだが、今はまだ晴信も勘助も北条氏康も、そのことに気づいてはいない。この時まだ、景虎は越後の守護代ですらなかったのだ。越後の守護代が病弱な長尾晴景から不敗無敵の軍神・長尾景虎──のちの上杉謙けん信しんに代替わりすることなど、誰だれにも予想できることではなかった。

　北条氏康。あたしとさほど年は変わらないのに、まるで氷のような心の持ち主。人の心の奥底を平然と覗のぞき込んでくる恐おそろしい女。でもこれで乗り切れた、三国同盟の布石は成った、北条も今川も今後は甲斐に攻せめ入ってはこない。あたしは両家に対等の格を認められ、そして信濃攻こう略りやくもやっと軌き道どうに乗った──晴信が安あん堵どのため息をつこうとした時、氏康が不意を突ついた。

「越後の海？　それは甲斐にとって必要なものを奪うというだけの話よ。あなた自身の野望の終わりではないわ。武田晴信。あなたのほんとうの夢はなに？　それを教えてくれれば、あなたを信じるわ」

　勘助が「それは」と顔色を変えて氏康を制止しようとしたが、晴信は逃にげなかった。

　氏康の細い目をにらみつけながら、胸を張って、言った。

「氏康。あたしは、あたしの父上がやったことの逆をやる。この武田晴信が臆おく病びよう者ではないことを天下に証明する。いずれは、甲州軍を日ひノ本もと最強の軍団に育て上げる。武田晴信は、古今無む双そうの名将、戦国最強の武将となる」

　想定問答集にはそのような言葉はなかった、と勘助は隻眼を見開いて震ふるえていた。

「つまり駿河に追放した父親に認められたい、それがあなたの夢なのね。武田晴信。そのためならば、果てしない戦いの日々を突き進む覚かく悟ごがあるというのね」

「そうだ氏康。そのためならば、必要があれば今川とも北条とも一戦を交えることをあたしは厭いとわない。しかし今のところ関東も都も、あたしの眼中にはない。お前たちにくれてやる。甲か斐いはまだ弱小国だからな。だが、日ノ本最強はあくまでもこの武田だ。今は弱くとも、あたしは必ずこの国の歴史になかった最強の軍団を編制してみせる」

「武田家の志をあなたは継つがないのね。それでは、あなたの野望には歯止めがない。終わりがなくなる。誰も、ここで終わりだ、もう十分だ、よくやった、と止めてくれない。せっかく美しく高貴な姫の身に生まれながら、生しよう涯がいを合戦に費やしてしまうつもり？　悲しい女だわ、あなたって」

「違うな。父上に志と言えるものはなかった。武田家を守るため、生き延びるためにがむしゃらに戦ってきただけだ。甲斐を統一するところで父上の役割は終わった。その先の展望を父上は持っていなかったし、そのような余よ裕ゆうもなかった。だから目先の平和のために諏訪と同盟したのだ。そして氏康、お前は父親に甘やかされてきた分、あたしより甘い」

「どうかしら。それは、戦ってみなければわからないわ。小お田だ原わら城は誰にも落とせないわ」

「ふん。最初からあたしと戦うつもりがないのだろう。甲斐のような貧しい国など奪っても、北条にはなんの利益もないからな」

　氏康が、はじめて笑った。唇くちびるの端はしをわずかに吊つり上げるだけの、酷こく薄はくな笑え顔がおだった。

「その通りよ。武田晴信。あなたの胸に秘ひめた志を、たしかに聞いたわ。あなたはまるで、生まれてから一度たりとも餌えさにありついたことのない飢えた虎とらだわ。同盟相手として信用すべき女ではないけれど、利で結びついている限りは信しん頼らいできるわ」

　北条氏康が、武田晴信を自分と対等の戦国大名として認めた、ということだった。

　緊きん張ちようの糸が切れたかのように、勘助が震えながら安堵のため息をついた。

　世の中には恐ろしい娘むすめがいるものだ……よくぞ御屋形さまは正面から乗り切られた、と若く美しい両りよう雄ゆうを見つめながら。

「わらわにはぴんと来ませんでしたが、どうやら今ここに女と女の友情が生まれたらしいですわね。天あつ晴ぱれですわ、晴信さん。褒ほう美びに、花丸の扇子せんすを贈おくってさしあげますわ」

　勘助以上に緊張し消しよう耗もうしていた晴信が、義元が頭の上に掲かかげてきた扇おうぎをうっとうしそうに手で振ふり払はらった。

「……いらない」

「晴信さん？　父親に認められたいというけなげなあなたの心、しかと受け止めましたわ。わらわのことも、これからは義元と呼び捨てにしていいですわよ。なんなら、義元ちゃん、と呼んでも構いませんわ」

「……お前と友達になるつもりはない」

「どうしてですのっ？　氏康さんとはお友達になったのに？　わらわだけ、のけ者ですのっ？　もしかして、わらわの高貴な血筋ゆえにっ？　遠慮はいりませんのよ。あなたが甲斐の山やま猿ざるであろうとも、差別などしませんわよ？　そもそもこのわらわと釣つり合う血筋を持つ姫武将など、足利将軍家にしかおりませんものね！　おーっほっほっほ！」

「雪斎どの。あたしはとても疲つかれている。義元を静かにさせてくれ。耳が痛い」

「いえいえ晴信どの。わが姫は心のままに自由に言葉を連ねるお方。好きに語らせていただきます。そもそも笑いだすと拙せつ僧そうが止めてもお聞きくださりません。無む駄だです」

　理り詰づめで生きている氏康よりも、なにも考えずに心の赴おもむくまま好き勝手に振る舞まっている義元のほうが厄やつ介かいな相手かもしれない、と晴信は思った。

　案外、義元はあっさり上洛に成功して易やす々やすと天下人になってしまうかもしれない、とも。

　それはそれで構わないかもしれない、とも。

　天下を、晴信は夢見ている。しかし今日、氏康との対決の際に、晴信は自分が抱いだいていた真の志を知った。最強の武将、最強の軍団──むろん「天下人」になることこそが最強を知らしめるもっとも有効な道であることに違いはない。だが、自分のほんとうの志は、天下人という「結果」ではなく、最強という「存在」そのもの、最強を目指す「過程」そのものにある──。

　信虎を追放するという晴信の選せん択たくが間違いであったと、父・信虎に感じさせてはならなかった。正解であった、と認めてもらいたかった。認めさせねばならなかった。そのためには、ただ上洛するだけでは足りないのだ。問答無用の、天下無双の武田甲こう州しゆう軍団を率いる日ノ本最強の名将に自らを成長させなければならないのだ。

　父に愛されて家か督とくを継ぎその志をも継いだ氏康とは、そもそもの出発点が違う。

　だがしかし、義元は父親に放置されて幼い頃ころからずっと寺に預けられていたはずだが、不思議と義元の心の中にはその生い立ちのために欠落したものがまったくないらしい。そこも、義元が持つ得体の知れない徳のような気がした。それは自分にはないものだとも。

　隣となりで、勘助が（御お屋や形かたさまの野望は果てしがなく巨きよ大だいで、器うつわには収まらぬのです。それでよいのです。この勘助が軍師として、天下という「結果」へと御屋形さまを導きます）とうなずいている。

「今川義元、河東の地を返還してあげるわ。北条の敵は関東管領上杉家。二度と駿河には兵を入れない。だから、武田晴信が、この甲斐の若虎が成長して戦国最強の軍団を編制してしまう前に、さっさと上じよう洛らくしなさい──さもなくばあなた、駿河でぐずぐずしていると業ごうを煮にやした晴信に滅ほろぼされるわよ」

　氏康が、静かに席を立った。

　ちりん、と氏康の首にかけられている金色の鈴すずが、鳴った。

「氏康どの、その鈴は？」

　勘助が問うた。

「場合によっては風魔に命じて皆みな暗殺させるつもりだったけれど、気が変わったの。あなたたちを生かしておいたほうが、はるかに北条の利になる」

「あいや氏康どの。わが武田もこの寺の周囲に、真田忍にん群ぐんを忍しのばせております。それは不可能だったかと」

「そのようね。信濃には、風魔とはまた別系統の異形の忍びがいると聞くわ」

「御意」

「その点、今川の忍びは少し甘い。ただの人間どもみたいね。雪斎、お上品なあなたらしいけれど注意したほうがいいわよ。この世界には、人間の世界の常識でははかれない異形の力を持つ者がいる。彼らは決して歴史の表おもて舞ぶ台たいには立とうとしないけれど、神秘は確実に存在する。あるいはまた、この世界の『彼方かなた』から来る者も、いるかもしれないわ──」

「ほう。冷めた氏康どのとも思えぬ、意外なお言葉。この世界の彼方から来る者。そのような者が実在すれば、それはまるで神ではありませぬか」

「幼い頃から周囲に風魔の者どもを侍はべらせていれば、誰だってそう思うようになるわよ。私は、現実に存在する者はどれほど不合理であっても否定しないの。これほど世せ俗ぞくに塗まみれて汚よごれた世界にもまだ、神秘が満ちている」

　拙僧は信しん仰こうの場ではともかく、戦場では神秘も異形の力も信じませぬ。幻庵のおばばさまはまさしく異形の者だとは存じますが、と雪斎は苦く笑しようしていた。

「にゃんと。おばばのどこが異形なのじゃーっ！」

　今川と北条の和議は、成立した──。

　北条氏康が義ぎ妹まい・綱成を救出するために、河かわ越ごえ城の周囲を埋うめ尽つくした八万の関東管かん領れい軍に、わずか八千の手勢を率いて乾けん坤こん一いつ擲てきの奇き襲しゆうを敢かん行こうし殲せん滅めつしたのは、これからまもなくのことだった。

　氷のように冷たい心を持つとうそぶく氏康だったが、幼い頃からともに過ごしてきた義妹・綱成に対してだけは、別だったのだ。




　しかし、三者会談はこれで終わったが、この後に想定外のことがあった。

　北条氏康が、河越城の救きゆう援えんに急ぎ出立したあと──。

　すっかり帰り支度をはじめていた今川義元の隣で、太原雪斎が、晴信に「客人をお招きしております。どうしても晴信どのに会わせろと聞かぬ」と耳打ちした。

　勘助は雪斎に「こちらで茶を」と遮さえぎられて通されず、晴信だけがその客人の待ち受ける茶室へと入った。

　晴信を待っていた客人とは──。




「勝千代。いや晴信。そなたの話、襖ふすま越ごしに聞かせてもろうたぞ。このわしの為なしたことの逆をやると言うたな。ならばそなたは、いずれ駿する河が今川家との同盟も破り、妹の定をも踏ふみつけにするつもりなのであろう」

「……父上!?」




　晴信が駿河の今川家のもとへ追放した、実父・武田信虎だった。

　戦場で鍛きたえ上げられた肉体の持ち主。

　虎こ狼ろうのような瞳ひとみは、娘の晴信によく似ていた。

「座れ。雪斎に、刀を取り上げられておる。それでもなお、わしを恐おそれるか。そなたはまことの臆病者よ」

「恐れるなど。あたしは、甲斐の当主です」

　晴信は、信虎の正面にあぐらをかいて座った。

　もしも信虎が不ふ審しんな動きを見せれば、即そく座ざに父であろうが抜ぬき打ちする覚悟だった。

「すでにわしは隠いん居きよさせられた身。雪斎に止められたが、どうしてもそなたに一言言わねばならぬのでな。諏訪頼重のことよ。諏訪との同盟を反ほ故ごにするのも諏訪を併へい吞どんするのもそなたの勝手。しかし、うぬは諏訪に嫁とつがせた禰々を犠ぎ牲せいにしたのじゃ。晴信。うぬの諏す訪わでの勝利は、禰々を踏みつけにした結果ぞ。うぬは……武田の一門を裏切ったのだ！」

「諏訪との同盟は、父上の失策です。諏訪を盗とらねば、信濃しなの平定は不可能です」

「武田の掟おきてを忘れたのか、この臆病者！」

「武田家百年のことを考えればこその諏訪攻ぜめです。甲斐に巣ごもっていれば、いずれ巨大化した天下人勢力に武田は滅ぼされます」

「理り屈くつじゃ。武田が今川、北条と手を組めば、いずれは今川義元が上洛して天下人になってしまうではないか！」

「父上。雪斎どのに聞かれます」

「この隠居との会話を雪斎に聞かれようと聞かれまいと、雪斎はうぬの野望の激しさをすでに知っておるわ！　野望なき娘が、父親を隣りん国ごくへ追放などするまいぞ！」

「……」

「海を持たぬ甲斐と駿河では国力も地の利も違ちがいすぎる。差が大きすぎる。ゆえにわしは駿河と結んだのよ」

「地の利のなさは、武田が誇ほこる人の和によって補えまする」

「うぬが信濃平定に躍やつ起きになれば、太原雪斎は堂々の上洛戦を興おこすぞ！　駿河ががら空きとなったその時、うぬは禰々に続いて定まで泣かせるか。二人の妹を裏切るか？」

　晴信は、信虎の視線を受け止めながら、うなずいた。

「……必要とあらば」

「晴信！　そなたのその際限のない野望が、武田一族ことごとくをついには滅ぼす結果となるであろう！　そなたは己おのれの足あし下もとに広がる大地を見ていない。武家にとって大切なもの、守るべきものは一族の血と、そして祖先伝来の土地じゃ。そなたが追い求めている日ひノ本もと最強の名将などは、そなたの頭がこしらえた観念にすぎぬ！　一足飛びにそのような途と方ほうもないものを欲ほつするのは、そなたが臆おく病びようであるためぞ！」

「臆病のなにがいけないのですか父上。臆病こそ、用心深さと周しゆう到とうさの源泉。あたしは父上のような油断はしません。甲か斐いの国を富ませ、最強不敗の軍団を育成し、必ずや今川を出し抜きます。戦国日ノ本最強の武将は武田晴信。未来永えい劫ごうこの国の民たみにそう語らせます」

　不意打ちを食くらったにも拘かかわらず、晴信は激高する信虎の前で堂々と己の意見を述べた。

　勘助と出会い、家督を奪うばうと決断した瞬しゆん間かんから、晴信の中でなにかが大きく変わった──それはあるいは武将としての成長とも言えるし、あるいは晴信という少女は己の野望の虜とりことなっていたとも言える。その激しい野望は、紛まぎれもなく乱世の猛もう将しようでありかつ策さく謀ぼう家であった父・信虎から継けい承しようしたものだった。

　これがあのわしの恫どう喝かつにいちいち怯おびえていた娘か。まるで見違えるようになった、若き虎じゃ、と信虎は目を細めたくなった。

　だが、あやうい。しょせんは学問と書物の世界で観念をこしらえた娘よ、まことの合戦の修しゆ羅ら場ばを晴信はまだ知らないのじゃ、と思い直した。

「晴信。わしは、そのような頭でこしらえたものなど決して認めぬぞ！　わしが求めるものは現実じゃ、結果じゃ！」

「承知。むろん結果を出さねば、人々はあたしを最強とは認めますまい」

　信虎は、その餓うえた虎とらのような視線で晴信をにらみつけていた。

　晴信もまた、その視線を受け止め、信虎をにらみ返していた。

「……心して聞くがよい、晴信よ」

　どれほど父上があたしを罵ば倒とうしようとも、あたしは決して後には退ひかない。もう、後あと戻もどりはできないのだ──晴信は身構えた。しかし信虎が発した言葉は、晴信が予想していたものではなかった。

「日ノ本最強を名乗るのであれば、必ずや瀬せ田たに武田菱びしの旗を立てよ！　今川に後おくれを取るでないぞ！　よいな！」

　晴信は、ぴくりと肩かたを震ふるわせた。

　信虎との不意打ちの対面において、はじめて、大きく心が揺ゆらいだ。

　これまで信虎から「武田の当主としてなにごとかをなせ」と命じられた経験が、晴信には、なかったのだ。

「……それで、あたしを認めてくださいますか。父上」

　かろうじて、その言葉は、声になった。

「そなたがどれほどの臆病者であろうとも、すべては結果じゃ。まこと上洛を果たせば、武田家中ちゆう興こうの英えい雄ゆうと認めざるを得まい」

「それでは、承うけたまわりました」

「この父に誓ちかえるか！」

「誓いましょう」

「頭の中ではなんとでもなるわ。しかしまこと修羅の日々に耐たえられるのか、そちのような文弱の徒が？」

「すでにその覚かく悟ごです。そうでなければ、禰々に犠牲を強しいたりはできません」

　晴信は、胸を張った。

　今にも晴信に飛びかかりそうな勢いで怒ど鳴なり続けていた信虎だったが、晴信がまなじりを決していささかもひるまぬ姿を見て、信虎のほうが疲つかれ果てたように肩を落とした。

「……痴しれ者めが」

　茶を点たてながら、信虎はつぶやいていた。

　その仕草が、どこか、老いていた。

　晴信は胸を突つかれそうになった。

「なぜ、駿河で悠ゆう々ゆう自じ適てきの平へい穏おんな日々を過ごさぬ。なぜ自ら修羅場へと向かう……なにが、そなたをかき立てるのじゃ」

「父上から受け継ついだ、血でありましょう」

　信虎はそれ以上口を開かなかった──雪斎の耳に入れてはならぬ言葉を、彼は晴信にかけてやりたかったのだ。

（晴信。雪斎はもういつ死んでもおかしくない歳としじゃ。それにひきかえ、そなたはまぶしいほどに若い。やれ。今川を出し抜け。瀬田に武田菱の旗を立てよ。わしはこれより、陰かげからそなたを支し援えんしよう。残された命の火を、そなたのために、燃やし尽くそう）

　その想おもいが、晴信に伝わったか、どうか。

　信虎も晴信も、どうしてもお互たがいに、素す直なおになれなかった。

　言えば晴信が甘えるかもしれぬ、黙だまっていたほうがよい、と信虎は思った。

　晴信は、信虎の口から罵倒以外のなにごとかの言葉を期待して待ち続けていたが、お互いに無言のまま時が流れた。

「上じよう洛らくを果たすまで、二度と会いますまい」

　晴信は「父上、おさらばです」と静かに頭を下げ、部屋を出た──。




　親子はこの時、甲斐で悲劇の種が蒔まかれていることを知らなかった。







　第四話　伊い那な平定







「諏す訪わ頼より重しげか。この俺になんの用だ」

　甲斐、府ふ中ちゆう。

　武たけ田だ家に降こう伏ふくした諏訪家当主・諏訪頼重は、幼妻の禰ね々ねとようやく再会し、ともに府中の館やかたで暮らしていた──武田家の監かん視しの目こそあれど、頼重が武田に反旗を翻ひるがえそうとしなければいずれ諏訪神社の大おお祝ほうりとして諏訪に復帰できる日も来るかと思われた。

　しかしその頼重は、その日の夜、夜や陰いんに乗じて密ひそかに館を抜け出し、館のすぐ裏にそびえる要よう害がい山さんへと登っていた。

　ある忍しのびと密談をするためである。

「重ねて問うが、諏訪頼重。うぬは人ひと質じちの身ぞ。この俺を雇やとうというのか？　武田晴はる信のぶと刺さし違えて死ぬ覚悟はあるか」

「今いま更さら、武田晴信と戦う覚悟はない。勝算もなかろう。だが、実にまずい事態になった。戸と隠がくし最強の忍び、『鳶とび加か藤とう』こと加藤段だん蔵ぞう──助けてくれ」

「フフ。諏訪頼重ともあろう者が、命が惜おしくなったか。一いつ介かいの忍びごときに命いのち乞ごいとは」

「一介の忍びではなかろう。お前は戸隠山が輩はい出しゆつする異形の忍びの中でも、随ずい一いちの腕うでを持つ男だ。戸隠最強ということは、すなわちあらゆる忍びの頂点に立つ男。それゆえにお前は猿さる飛とびたちのように真さな田だの庄しように居着かず、誰だれにも仕えず、戸隠で自由に生きてきた」

「自由？　悪い冗じよう談だんだな。俺は『石』に魂たましいを縛しばられて生きてきたのだぞ。戸隠山に案内してやろうか。あそこの奥の院の洞どう窟くつにな、門外不出のご神体があるのだ。いにしえの昔、天から落ちてきた『石』のご神体よ。天あま照てらす大おお神みかみが天あまの岩いわ戸とに隠かくれた際、天あめの手た力ぢから雄おの命みことが強ごう引いんに引きはがして投げ捨てた天岩戸の扉とびらだともいう。俺はな、戸隠忍にん群ぐんを束ねて、あの石を下界の人間どもから守護し続けているのだ」

「加藤。俺は天あま津つ神かみの一族に出雲いずもを追われてこの信濃へ逃にげてきた建たけ御み名な方かたの神かみの末まつ裔えい。戸隠のご神体はその天津神の一族が放り投げた天岩戸の扉か。お互いに相あい容いれぬ者同士だが、不思議な縁えんもあったものだ。なぜ、それぞれの終着点が信濃なのだろうな？」

　山脈のせいだろう。建御名方神は信濃の山々を越こえる途と中ちゆうで力ちから尽つき、天手力雄命が放り投げた扉も信濃の山にぶち当たって落ちたのよ、と加藤段蔵が皮肉たっぷりに笑った。

「頼重。石がまことに天岩戸の扉だったのかどうかは知らんが、あの石は、目には見えぬ神通力を放っている。あれを近くで浴びた大人はみな鼻と目から血を流して死ぬが、うぬは神しん人じん。奇き跡せき的に生き延びられればうぬにもある程度の法力、神通力がつこう。戸隠の忍びどもは皆みな、そうやって幼き頃ころにあの石の力を浴び、奇跡的に生き延びた者どもよ」

　諏訪頼重は「諏訪神社の頭領は、戸隠忍群などにはならん。諏訪家は天照大神の子孫に出雲を追われ国を奪われた国くに津つ神かみの末裔。天津神一族が残した石の力を受けて生き延びられるはずがない」とうめいた。

　加藤段蔵の、「武田の人質になりはてても死にたくはないか」とあざけるような笑い声が森の奥から響ひびいてきた。

　諏訪神社の大祝・諏訪頼重と、戸隠忍群最強と呼ばれる魔ま人じん・加藤段蔵。

　二人は信濃を代表する神々の一族の、それぞれ「表役」と「裏役」の顔同士として、幼い頃から交流関係を持っていた。

「人の運命など紙かみ一ひと重えだ、加藤。禰々との祝しゆう言げんの際、猿飛ではなくお前を雇っていれば、俺はまだ虎に化けていなかった晴信を暗殺できたはずだ」

「俺はな、ただ戸隠の山中で静かに暮らしたいだけだ。諏訪神社を奪い取った晴信は、いずれ戸隠山をも蹂じゆう躙りんするだろう。異形の忍びを次々と生みだす魔の山だからな。しかし女は、ことに処女は魔ま性しようよ。下手をすれば俺の心のほうが奪われかねない。だから俺は晴信暗殺の仕事を渋しぶった」

「そうだ。だから俺は、猿飛を雇った。猿飛ならば、同じ女であるからには躊ちゆう躇ちよせずやり遂とげると踏ふんだのだが、俺の見立て間違いだった」

「ふん。頼重。猿飛はな、この俺の鳶ノ術と同じ性質を持つせっかくの猿飛の術を、ただ相手を驚おどろかせる曲芸として使いたがる目立ちたがり屋だ。忍びにはなりきれぬ娘むすめよ。これもお前の運が尽つきたということだろうな。それで、まずい事態とは？」

「禰々を殴なぐりつけてしまった。館に押し込められて監視され、鬱うつ々うつとして酒さけ浸びたりとなっていた俺は気が立っていたのだ。禰々が晴信を罵ののしったり俺に諏訪家を再興してくれと懇こん願がんしたりとあまりにうるさいので、つい──」

「泥でい酔すいしていたか。武田太た郎ろうにでも知れたら、お前、命がないぞ」

「その太郎に知れた。あいつの家族びいきは有名だ。俺は激げき怒どした太郎に殺される」

「よかろう。太郎を殺せばよいのだな。腕うで利ききの豪ごう傑けつといえどもしょせんは武家。俺にとっては造作もないこと」

　鳶加藤こと加藤段蔵は、人目を避さけて森の中に潜ひそんでいたはずだった。

　それがふと気づくと、頼重のすぐ背後に、立っていた。

　見上げるような高身長だが、蜘く蛛ものように細身の男である。

　顔は闇やみに紛れて見えないが、神経質そうな細ほそ面おもての輪りん郭かくだけははっきりとわかった。

　諏訪頼重は（一瞬で森の奥から移動した？　これが鳶ノ術か。いったいいつ動いた？）と不気味に思いながら、「殺せとは言わない。太郎はまもなく俺の館に来る。俺を守れ。晴信が甲斐に戻もどるまで生き延びられれば、それでよい。晴信は太郎と違って思し慮りよ深い。俺を殺したりはできぬはずだ。だが太郎は違う。禰々の仇かたきだと激高して俺を殴っているうちに間ま違ちがって俺を殺してしまうだろう。そういう粗そ忽こつ者だからこそ、信のぶ虎とらも太郎に家か督とくを継つがせようとしなかった」と告げた。

「よかろう。だが俺のほうこそ、太郎を間違って殺してしまうかもしれぬな。フフフ。戸隠で静かに暮らしていたいという俺の願いを蹂躙しはじめている武田一族が憎にくくてたまらんのさ。ことに頭領の晴信が。諏訪神社の神みわ氏しを館に押し込めて武力を取り上げようなど、名門甲か斐い源げん氏じの当主のやることとは思えぬ。神をも恐おそれぬ晴信はいずれ、戸隠山の石をも簒さん奪だつするだろう。この信濃しなのは、本来は相容れぬ敵同士である天津神と国津神のいずれをも抱ほう擁ようする、神々の眠ねむる終しゆう焉えんの地。日ひノ本もとにおける巨きよ大だいな霊れい場じようとも言える、聖なる土地だ。晴信はいずれその霊場をすべて侵おかし破は壊かいするだろうな」

「神々」が人間たちの上に君臨していた古代の日ノ本には、大別して三つの系列の神族が存在した。

　高たか天まが原はらから地上に天下った天津神一族。太陽の神にして稲いな作さくの神でもある女神・天照大神の直系の子孫である。天照の「天岩戸隠れ」神話は有名であるが、その天岩戸が落下した先が信濃の戸隠山であり、天岩戸と称しようされる隕いん石せきらしき「石」が「ご神体」として祀まつられているのだ。

　その天津神一族よりも早く日ノ本の大地に根付いていた先住の神々が、天照大神の弟・素戔嗚すさのおの子孫にあたる、国津神一族。西のかた出雲に、国津神一族の都があったという。

　神話によれば、土着の神である国津神一族と、天津神一族は、長きにわたり抗こう争そうを繰くり広げた。当初は国津神一族が勝ち続けたが、天津神一族軍を建たけ御み雷かづちの神かみが率いることになってからは、戦局が一変した。建御雷神は天あめの鳥とり船ふねの神かみと呼ばれる空を飛ぶ船に乗って、国津神一族と戦った、と神話には記される。

　戦に敗れた国津神一族の王・大おお国くに主ぬしの命みことは天津神一族に降伏すると決めたが、建御名方神はなおも建御雷神に抵てい抗こうした。が、彼は建御雷神が放つ不可思議な能力の前に敗れ、故郷から亡命した──東のかた、信濃の諏訪まで。

　敗軍の将・建御名方神はかくして生しよう涯がいを諏訪に幽ゆう閉へいされることとなり、諏訪神社に祀られたのである。

　こうして、同じ信濃の南北で、天津神系の「天岩戸」と、国津神系の建御名方神とが、ともに神として祀られるという奇き妙みような混合が起こった。信濃が「神の国」となった理由も、戸隠忍群・修しゆ験げん者じや・密教僧そうたち異形の能力者どもの一大聖地となった理由も、ここにある。

　しかし、その諏訪には、別の伝承がある。建御名方神が亡命してくる以前に、諏訪にはさらに古い土着の神がいたというのだ。その幻まぼろしの神はミシャグチ神、あるいは洩もり矢や神しんと呼ばれるという。

　つまり、国津神・天津神以前の「いにしえの神」が、信濃諏訪には少なくとも存在していたらしい。諏訪神社はもともとは、その古き神を祀っていたのだという。これらの古き神々は、日ノ本の神話を体系化し書しよ籍せき化した御ご所しよ勢力によってほぼその記き憶おくを封ふう印いんされてしまっており、公式文書にはほとんど姿を見せない。

　だからだろうか。建御名方神の末裔にあたる「神人」諏訪頼重にも、諏訪神社が誇ほこる奇き祭さい「御おん柱ばしら祭さい」がいったい何を意味しているのかわからなくなっていた。詳しよう細さいな伝承が、すでに残っていなかったのだ。

　なぜ、「巨きよ木ぼく」を山から切りだして、神社に建てなければならないのか。

　御柱は、いったい諏訪のなにを封ふうじているのか。建御名方神が祟たたり神がみ化することを恐れて封印しているのか。それとも、建御名方神以前から諏訪は御柱によってなにかを封じていたのか。

　戸隠の「ご神体」──天岩戸は「石」であり、入れ替かえる必要がない。その上、天津神系列の神話に連なる伝説もあり、その見えない「力」を浴びるとほとんどの者は死ぬが才能がある子供だけは異能力を手に入れることができるという「効能」も明らかである。

　だが、諏訪の御柱については、諏訪家の者たちでさえ確かなことはなにもわからないままなのだ。

　しかし戸隠の裏の顔に精通した加藤段蔵は、諏訪の「古き神」がなんであったのか、摑つかんでいるらしかった。

「信濃が日ノ本における巨大な霊場とはどういう意味だ、加藤よ？」

「信濃にはな。国津神・天津神よりも古い神が、いたのだ。今も信濃の山の民たみたちが崇すう拝はいしている、『山の神』だ。貴様ら国津神の末裔と天津神の『石』を守護する戸隠の者どもは、ともに、その古い神を封印してきたのだ」

「古い神……」

「『九く頭ず竜りゆう』こと地ち龍りゆうだ。日ノ本という島国は、大地に眠る巨大な龍の背中の上に乗っているようなものなのだ。龍と言っても、蛇へびや狼おおかみのような生き物ではないがな。肉体を持たぬ、霊れい的てきな存在であるところの龍とでも言えばいいのだろうか。その龍の背中のうちもっとも隆りゆう起きし、もっとも大地の『力』が凝ぎよう縮しゆくしている危険地帯こそが、この信濃の山々なのだ。ひとたび地龍が目覚めて動けば、信濃の中央で大地は分断され、日ノ本は東西に切り裂さかれ、地上の人間どもはことごとく滅ほろび去るだろう。戸隠の山を封じるご神体と諏訪の湖を鎮しずめる御柱は、つまり、北と南の二方面から協同してその地龍の目覚めを封じている。天津神に敗れた建御名方神が諏訪への亡命を許されたのはな、戸隠の山と連れん携けいして諏訪湖を鎮め日ノ本を龍の目覚めから守護するという大任を引き受けたからなのだ。戸隠が叡えい山ざん・高こう野や山さんと並ぶ日ノ本屈くつ指しの呪じゆ術じゆつ王国となったのも、同じ理由よ。だが、戸隠はこの長い戦乱の中で大おお幅はばに弱体化し、いまや見る影かげもない。そして諏訪家は事実上滅びた。戸隠と諏訪。われらがともに滅びる時、日ノ本もまた地龍に滅ぼされるのかもしれん」

　諏訪頼重は「まさか。龍など、この人の世に実在せぬ。絵空事だろう。日ノ本の大地が東西に割られるなど……ありえん」と信じなかった。

　たとえ信じたところで、人にはどうしようもない話ではないか。

「フフ。信じられぬようだな頼重よ。神人ともあろう者が、戦国の武将などに堕だ落らくするから貴様はそのような俗ぞく物ぶつとなったのだ。里の者と交わらず、武家に仕えず、栄光ある孤こ立りつを続けることこそが、神々の時代の記憶と力を伝承する唯ゆい一いつの方法だったのだ」

　山の民は隠れ潜めばよいが、湖の畔ほとりではそれもできぬ。どのみち武装しなければ諏訪家はもっと早く消え去っていた、と頼重は弁明した。加藤の妄もう想そうじみた話の内容に、辟へき易えきもした。俺は今、他ほかならぬ現実世界の中で殺されようとしているのだ。龍の背中がどうのこうのと言っている場合ではないのだ、と。それに、武田晴信が戸と隠がくしの山を問答無用で破壊し尽くすとは、頼重には思えなかった。あの者は野望に取りつかれているが、神域を平然と焼き払はらえるような粗そ雑ざつな乱暴者ではない。むしろ知識を詰つめ込みすぎて考えすぎるところがある。そうでなければ、自分も捕とらえられた時にすぐに首を落とされていたはずだ。

「加藤。晴信は俺が雇やとったはずの猿飛を雇い返している。つまり、あの女はまつろわぬ忍しのびや山の民を有効に活用しようとしている。戸隠の忍びを消し去るような真ま似ねはするまい」

「甘いな頼重。人はすべての実を拾うことはできない。人間の手は二本しかないからな。晴信が、己おのれの求めるもの──すなわち武田家による信濃支配という実を摑もうとすれば、いずれ諏訪に続いて戸隠が邪じや魔まになる。信濃は人の国ではなく、神の国だ。その神の国としての信濃を、晴信の野望が消し去っていくことになる」

「……たしかに晴信は諏す訪わをわがものとし、神氏をただの神人に貶おとしめた。俺が小こ娘むすめにすぎない晴信を恐れたのも、その晴信の『わが野望のためならば神とて容よう赦しやなく殺し、地上に引きずり落とす』という鋼はがねの意志だった……」

「そうだ。そうせねば諏訪は支配できまい。これは人に対しては暴ぼう虐ぎやくでも神々を敬うしきたりは捨てられなかった信虎には、決してできなかったことだ」

「では戸隠のご神体とやらも、いずれ……晴信は、奪うばいに来るか」

「晴信はすべてを『武田家』と『その他』とに二分する。宮仕えをよしとする忍びは『武田家』の一員として使いこなすが、俺のようなはぐれ狼の如ごとき忍びは排はい除じよせねば気が済まぬだろうな。おっと、頼重。お前の予想よりも早く向こうから来てくれたようだぞ。フフ」

「なに？」

　諏訪頼重は、驚きよう愕がくしていた。

「頼重、てめええええ！　よくも禰々を殴りやがったな！　姉上が留守なのをいいことに、謀む反ほんでもやらかすつもりになったか？　俺がブッ殺してやる！」

　松たい明まつを掲かかげた太郎が、単身で頼重を急きゆう襲しゆうしてきたのだ。

　太郎は、頼重の予想以上に激高していた。

　郎ろう党とうすら引き連れていない。

　なんという無む謀ぼう。

　これはもう、太郎を殺して禰々とともに府ふ中ちゆうを脱だつ出しゆつする以外に生き延びる道はない、と頼重は腹をくくった。

「……貴様……俺を殺すつもりかっ？　たかが夫ふう婦ふ喧げん嘩かを理由に？　当主不在だというのに、人ひと質じちであり一門衆である俺を？　そんな無茶は許されぬぞ！」

「知ったことか！　人質になったてめえになおも妻として尽つくす禰々を、てめえは傷つけ踏ふみにじった！　てめえなんぞ、武田一門じゃねえ！」

　太郎が松明を放り投げ、槍やりを抜ぬいて突とつ進しんしてきた。

「加藤。鳶とびノ術を、今こそ見せよ」

「フフ。見せることはできぬな。なぜならば、己の姿を『見せぬ』術なのだからな──武田太郎。うぬの命はもらった」

　幽ゆう鬼きの如く諏訪頼重の陰かげに潜んでいた加藤段蔵の姿が、かき消えた。

　次の瞬しゆん間かん。

「なんだっ!?」

　獣けものの形相で突進してくる太郎の槍の先せん端たんが、両断されていた。

　驚おどろく太郎の目の前に、黒装束に身を包んだ蜘蛛のような体型の男が立ちふさがっていた。

「誰だれだてめえっ!?」

「名乗る必要はない」

　吠ほえながら脇わき差ざしを抜こうとする太郎の腕うでを、加藤段蔵がクナイで切り飛ばそうとした時だった。




「冗じよう談だんじゃねえぜ！　太郎のお守もり役はこのあたしだ！　勝手に、太郎に傷をつけんじゃねえ！」




　太郎の背後から突つきだしてきた長槍が、クナイを間かん一いつ髪ぱつで払い落としていた。

　武田四天王の紅一点、真しん紅くの鎧よろいを着た姫ひめ武将──飯お富ぶ兵ひよう部ぶ虎とら昌まさだった。

「兵部？　てめえいつから……」

「太郎、一人で出入りやってんじゃねえよ馬ば鹿か！　諏訪は忍びを使うんだぞ！　この蜘く蛛も野や郎ろう、首を置いていけこらっ！」

　加藤段蔵は、飯富兵部が繰り出す槍先をゆらりゆらりと紙かみ一ひと重えの見切りでかわしながら、笑った。

「ふん。俺は姫武将との命のやりとりは好きではない。女は愛めでるもの、あるいは呪のろうもの。愛にしても呪しゆにしても、生かしておいてこそ。殺すべきものではないからな──」

「ちょこまかすんなぁこの乱らつ破ぱがあ！　武田家最強、あたしの突きはかわしきれないぜ！」

　心の臓、取った！

　飯富兵部が勝利を確信して叫さけんだ瞬間。

　槍に貫つらぬかれるはずだった加藤段蔵の細い身体からだが、視界から消えていた。

「おっ？　どういうことだ？　どこへ隠かくれやがった!?」

「逃にげろ兵部！」

　太郎は、すでに見ている。

　加藤段蔵が操る「鳶ノ術」──現代風に言えば瞬間移動の技わざを。

　飯富兵部の腰こしにしがみついて、自分の身体ごと横方向へと押し倒たおしていた。

　飯富兵部がたった今まで立っていた空間に、棒手しゆ裏り剣けんが三本、舞まっていた。

「こらっくっつくな太郎、あたしを襲おそってどうすんだよっ！」

「襲ってねえよ！　そうじゃねえ、この忍びは化け物みてえな技を使うんだよ！　瞬時にてめえの身体の位置を変えやがる！　理り屈くつはわからねえ！」

「はあ？　忍にん者じやなんだから当然だろう？　身軽に動いてるだけさ！」

「そういうんじゃねえんだよ！　ここから逃げねえと、二人とも殺されちまう！」

　太郎は飯富兵部の意外に小こ柄がらな身体を抱だいたまま、斜しや面めんを転がった。

　次々と手裏剣が打ち込まれてくる。

　その間、加藤段蔵の立っている場所は、めまぐるしく変わっていた──太郎と飯富兵部が攻こう撃げきに転じる隙すきを与あたえない。

「おい太郎？　どうなってんだ、こいつは!?　化け物じゃねーか！」

「だからそう言っている！　禰々の仇かたき・諏訪頼重は俺が絶対にブッ殺すが、しかしよ！　俺の短たん慮りよのせいで兵部を殺させるわけにはいかねえだろうが！」

「太郎」

　諏訪頼重がもしもこの隙をつけば、太郎に太た刀ち傷をつけることも可能だったろう。だが頼重もまた、次々と空間を移動する加藤の幻げん術じゆつとも魔ま術じゆつともつかぬ異形の技を目まの当たりにしてあっけにとられていたのだった。

　加藤の技は、まさに魔人のそれだ。神氏の血のみを伝承するにすぎない諏訪家の人間とは、まるで異なる。加藤は、戸隠のご神体の力を浴びながらも生き延びた「能力者」であり、かつ腕うで利きき揃ぞろいの戸隠忍にん群ぐんから戸隠最強を示す「鳶」を名乗ることを許可されたほどの凄すご腕うで。すなわち、血ではなく才能によって戸隠最強の座を手にした者なのだった──乱世において、わが身体に流れる血のみを頼たよりにしてきた自分は滅び去るしかないのだ、と頼重はこの時、思い知っていた。

「頼重よ！　生き延びたくば太郎を刺させ！　じきに武田の郎党どもが駆かけつけてくるぞ、そうなっては俺一人では貴様をかばいきれん！」

「……う、うむ」
















　加藤の声に𠮟しつ咤たされて頼重はやっと我われに返ったが、その時には武田の軍団が山を包囲し、「それまで！　双そう方ほう、武具を捨てよ」と軍師・山やま本もと勘かん助すけが叫んでいた──。

　武田晴信が、甲か斐い府中に帰き還かんしたのである。




　　　　※




　諏訪頼重の処分をどうするか。

　躑躅つつじヶが崎さき館やかたでの会議は紛ふん糾きゆうした。

「姉上。頼重さまを殺さないで。もとはといえば姉上が頼重さまを攻せめてこの甲斐に幽ゆう閉へいしたことが、頼重さまが荒あれたきっかけなの。あの人は、少しばかり酔よっていただけなの」

　禰々はあくまでも頼重をかばい続けたが、太郎は納なつ得とくしない。飯富兵部も自分も、あやうく頼重が繰くり出してきた忍びの者に討うち取られるところだったのだ。

「黙だまって俺に殴なぐり返されていればまだ許せたが、あの野郎は忍びを放って俺たちを返り討ちにしようとしやがった！　それによ、禰々。いちど女を殴った男は、二度でも三度でも殴るもんだぜ！　女を殴らない男は、いかなる状じよう況きようにあろうとも絶対に殴らない。絶対にだ。しかし殴る奴やつは、なにかと理由を見つけては何度でも殴る。頼重の野郎は、女を殴る腐くされ男だったというだけのことだ！　あんな野郎はもう、お前の夫じゃねえ！」

「だって。兄さんが頼重さまを先に襲ったのでしょう。槍を構えた兄さんにすごまれたら、誰だって身を守ろうとするはずよ」

「違ちがう！　あいつがお前を殴ったのが先だ！　そもそも、武田に降こう伏ふくしていながら忍びを呼びよせやがった時点で、あいつは信用ならねえ。禰々、もっといい夫を俺たちが探してやるから、あの男のことは忘れろ。頼重はどうせもう諏訪神社の大おお祝ほうりの職には戻もどれない。生かしておけば、あいつはますます鬱うつ屈くつして今後もお前を殴るぜ！」

「独身でまだ子供の兄さんには、夫婦の仲のことはわからないのよ！」

「お前がそうやってあいつをかばって甘やかすから、あの野郎が増長しているんだ！　『わたしに手を出すと武田家が黙っていない』と脅おどして、お前の顔色を窺うかがわせていりゃあよかったんだ！」

　禰々と太郎の言い合いは、放置しておけばいつまでも続きそうだった。

　晴信の脇わきに控ひかえる山本勘助は、これまでの長い人生を独身孤こ高こうのまま過ごしてきただけに、禰々の気持ちが完全には理解できなかった。

「御お屋や形かたさま。諏訪頼重はかつて御屋形さまに刺し客かくを放ち、一度許されていながら今また御屋形さまの留守をついて禰々さまを害し太郎さまを乱破の手にかけようとしました。三度まで、武田に叛そむきました。一門衆とはいえ、これ以上見過ごすわけにもいきますまい」

　諏訪から急きゆう遽きよ駆けつけてきた板いた垣がき信のぶ方かたが「勘助。それでは禰々さまのお気持ちはどうなる。そもそも、お若い御屋形さまにそのような苦しい決断をさせてはならぬ」と勘助を𠮟しかりつけたが、勘助は「頼重を許せば、諏訪衆は武田家を侮あなどりましょう。やはり信虎さま同様、御屋形さまも神氏には手を出せないと。諏訪神社の神氏と、武田家、いずれが大事か。いずれがこの乱世の覇は者しやたる資格を持つべきか。信濃しなのの民たみにはっきりとわからせるべき時です」と胸を張って言い切った。

　晴信はしかし、禰々をこれ以上傷つけたくなかった。どういうわけか禰々は頼重を夫として愛しているらしい。まだ恋こいも結けつ婚こんも知らぬ晴信にはやはり禰々の気持ちは理解困難だったが、晴信は勘助ほどの朴ぼく念ねん仁じんではない。家族に愛されるという経験を、晴信は知っている。母の大おお井い夫人。妹の次じ郎ろうたち。弟の太郎。晴信に冷たかった家族はただ一人、父である信虎だけだった。禰々から頼重を奪えば、幼くて純真な禰々は二度と立ち直れなくなるかもしれない。晴信は思わずうめいた。

「武田は一族を、一門を守る。けれども裏切りは許さない……それが掟おきて。本来ならば裏切りを繰り返した頼重は切腹だけれど……助命する方法はないの、勘助」

　勘助はその晴信の表情を読み取って、「はっ」と隻せき眼がんを見開き、頭こうべを垂れた。勘助はいかなる手段を使ってでも勝てばよいと信じる戦いくさの鬼おにであり、人の心というものがいまいち理解できない神経の持ち主だったが、この世でただ一人、晴信の感情だけは汲くみ取ることができた。誰とも感情を通わせることができなかったこの初老の男が、初対面の時から、なぜかそれだけはできるようになっていた。

「……御屋形さまが寛かん大だいなる処置をお望みとあらば、この勘助も鬼にはなりきれませぬ。頼重を生かす方法を考えまする」

　太郎が「意外と甘い野郎だ」と不満げに口をとがらせ、禰々と板垣信方は安あん堵どの表情を浮うかべた。

「方法は、ある？」

「すでに騒そう動どうがあったことは府中の民に露ろ見けんしております。不問に付すことはできませぬ。もっともよい方法は、例の忍しのびですな。諏訪頼重が太郎さまと飯富兵部どのを襲わせたという、くだんの忍び。手足をもがれて裸はだか同然となった頼重が動かせる忍びはただ一人。戸と隠がくし忍群の頭領格、加藤段蔵こと通つう称しよう『鳶加藤』でありましょう。今回の騒動はすべて、この加藤段蔵の独断ということで処理できれば」

「加藤段蔵。戸隠……猿飛佐さ助すけと同郷の忍びなの？」

「御ぎよ意い。幼き頃ころに戸隠山で異形の力を得た戸隠忍びの一人でありまする。加藤なる者が鳶なる通り名を名乗っているのは、戸隠最強の証あかし。加藤は真田のもとに集つどった佐助たちとは異なり、武士に仕えることなく、戸隠の山で無ぶ頼らいな『山の民』としての暮らしを謳おう歌かしておりました。それがしとも一応面識はありますが、とてつもない腕利きの上に、天下のことにいささかも興味なしと豪ごう語ごしておりました」

「それがなぜ、頼重に雇やとわれたの？」

「信濃には二系統の神々の末まつ裔えいがおりまする。表の神は、出雲の国津神の末裔たる諏訪一族。その当主こそが諏訪神社大祝・諏訪頼重。裏の神が、高たか天まが原はらより飛来した天あまの岩いわ戸との扉とびら石──『石』を祀まつる、戸隠山の忍びども。こちらは諏訪家のように血統を保ってきた一族ではなく、ただ忍びとしての才覚のみを伝承してきた者ども。乱世のために往年よりは衰すい退たいしているものの、戸隠山は叡えい山ざん・高こう野や山さんと並ぶ日ひノ本もと屈くつ指しの霊れい場じよう。戸隠山の表おもて玄げん関かんを守護する修しゆ験げん者じや・山やま伏ぶしどもの背後に、彼ら戸隠忍群が潜ひそんでいるのでございます」

「それでは勘助。佐助の力も、飯富兵部ほどの剛ごうの者を討ち取りかけた加藤の力も」

「あの二人の術は同質。瞬しゆん間かん移動の術とでも申しましょうか。瞬まばたきひとつする間に、目にも留まらぬ速さで己おのれの身体の位置を動かしまする。いかなる原理があるのかは、勘助にもわかりませぬ。ただ、戸隠のご神体である『石』の力であのような術を会え得とくしたとしか──いずれにせよ加藤段蔵と諏訪頼重とは、信濃に並立する裏と表の神々の末裔──戸隠最強の忍びと諏訪の当主としてかねて交友があったのですな。この加藤段蔵を捕とらえて首しゆ謀ぼう者しやに仕立て上げられれば、頼重の命は救えまする」

「捕らえられる？」

「加藤段蔵のあの術をもってすれば囲みを突とつ破ぱすることは容易たやすく、捕ほ獲かくは困難でございまする。すでに加藤は甲斐を脱だつ出しゆつし、おそらくは北信濃の村むら上かみ義よし清きよのもとへ向かっているでしょう。北信濃の奥に鎮ちん座ざする、戸隠山を守るために。諏す訪わを奪うばった御屋形さまは必ずや戸隠山をも奪い尽つくし破は壊かいするだろうと、切れ者の加藤は予想していることでしょう」

　諏訪を滅ほろぼしたあたしの敵に回ったということね、北信濃を平定するためには戸隠山の忍びの勢力を──加藤段蔵を倒さなければならない、あるいは恭きよう順じゆんさせねばならない──そういうことなのね勘助、と晴信はつぶやいていた。

「御意。信濃最強の武勇を誇ほこる村上義清と加藤段蔵が連合すれば、これは侮れぬ力となりまする。本来は武家と独立独歩のわが道を行く戸隠忍群、手を組むはずがないのですが……神聖な諏訪に手をつけた御屋形さまが出現した以上、手を組むことになりましょう」

「信濃の神々。諏訪だけではなかったのね。なぜこれまで誰だれも信濃を統一できなかったか、理解できた気がするわ。北に戸隠、南に諏訪。信濃守護・小お笠がさ原わら家など、これらの神々の末裔に比べれば──」

　加藤段蔵を捕らえられないとなると勘助、今回の件を始末する方法はもう、頼重が腹を召めす以外にはないということね、と晴信は抑よく揚ようのない声で言った。

　禰々を守りたい。だが、諏訪を倒したことによって異形の忍び・加藤段蔵とその背後に存在する戸隠山なる神々の末裔が潜む聖地が立ちはだかってきた。この現実を前に、晴信は決断したのだった。

「姉上！　それでは話が違います！」

　声を荒あららげた禰々を、信のぶ繁しげが押さえた。

「落ち着いて禰々。勘助、他ほかに方法はないの？　軍師ならば、次善の策を考え出して！」

「今は上野こうずけに落ち延びている真田幸ゆき隆たかどのに、信濃真田の庄しようの本領を返へん還かんすると約束するので武田についてほしいと誘さそいをかけておりまする。真田一族は武家でありながら『山の民』。猿飛をはじめ多くの戸隠忍びを『真田忍群』として召し抱かかえておりますれば、加藤段蔵と対たい抗こうすることも可能でしょう。あとは真田幸隆どのが、上野の関東管かん領れい上うえ杉すぎ憲のり政まさに愛あい想そをつかすようなことがあれば、武田家に迎むかえることかないましょう。たとえば今は北ほう条じよう家が守る河かわ越ごえ城を包囲している関東管領率いる連合軍が、北条氏うじ康やすに敗れるとか──」

「それは次の戦のための策でしょう勘助。今すぐに頼重の命を救う方法を考えて、と言っているの！」

「……加藤段蔵を捕らえられぬ以上、正せい攻こう法ほうでは……頼重の替かえ玉を切腹させて、本人は出家させ、名を改めさせてひっそりと生き延びさせる、くらいでしょうかな」

　太郎が首を振ふった。

「そりゃあ無理だろう。あいつは気位が高い。諏訪の血だけがあいつの誇りの源泉だからな。諏訪の名を捨ててまで生き延びるのはこの上ない恥はじだぜ。人ひと質じちとして甲斐で暮らすだけでも耐たえがたい屈くつ辱じよくだったからこそ、爆ばく発はつしたんだ」

　飯富兵部が、板垣からもらった信濃土産みやげのイナゴの佃つくだ煮にをほおばりながら、忌いま々いましそうにつぶやいていた。

「あの野や郎ろう。こっちの状況を察して自ら進んで切腹してくれねえかな。あたしだったら、さっさと腹を切ってるぜ」

　晴信が「もういい」と顔を上げた。

　信虎を彷ほう彿ふつとさせる獣けもののような眼光を放ちながら。

「……あたしは決めた。諏訪頼重に、切腹を命じる。あたしにとって、武田家は神氏よりも大切だ。神々の世は終わり人間の世が来た、と信濃の民に知らしめる。そのために武田家は信濃を平定する──」

「姉上！　あなたは戸隠の忍びと戦いたいがために、わたしの夫を！」

「許せ、禰々。妹いもうと婿むことはいえ、お前を殴った時点で頼重は武田一門ではなくなった。頼重を再び許せば、奴はまた刃は向むかう。次こそは一門の誰かが殺されるだろう」

「頼重さまを心服させてこその、武田家の頭領でしょう！」

「禰々。人間は同じ過あやまちを繰り返す。性しよう根ねは、改められるものではない」

「それは姉上のことよ！　父上を追放し、今また妹婿を殺そうとしている！　姉上こそ、武田一門を内側から滅ぼす者だわ！　次は誰を殺すつもりなの？　わたしを殺す？」

「……禰々」

「姉上は、武田家のためと言いながら自分の野望のためになんだって踏ふみにじれる人なんだわ！　いずれ今川家をも裏切って、父上も定さだも今川の手で殺させるつもりなのでしょう！　それでも姉上は平気なのよ！」

「武田家の頭領はあたしだ。このまま甲か斐いに逼ひつ塞そくしていては武田家は滅びる。父上の外交策はすべて失策なのだ。中でも、諏訪に流れる神氏の血を恐おそれて禰々を頼重などに嫁とつがせたことが最大の失策だ」

「神をも父親をも恐れない人間なんて、もはや鬼と同じだわ！」

　板垣信方が立ち上がって「御屋形さま！　なりませぬ。お父上を追放してまだ間もないというのに、容よう赦しやなく妹婿を殺してしまっては、御屋形さまは姫ひめ武将とも思えぬ性残ざん忍にんな人物であると世の人々が噂うわさしましょう。なにとぞここは寛大に」と晴信を制止した。

　だが、この時。

　館やかたの離はなれで諏訪頼重を監かん視ししていた甘あま利り虎とら泰やすが、広間に駆かけ込んできた。

「申し訳ございませぬ！　別室に閉じ込めていた諏訪頼重どのが、わずかな隙すきをついて自ら腹を召されましたぞ！」

　空気を読みやがったな、と飯富兵部がつぶやいた。

　晴信は無言でうなずいていた。禰々が泣き崩くずれた。

「なんだと？　甘利、なにをしておった。介かい錯しやくは？」

　板垣の問いかけに、甘利は「まだじゃ。腹は切ったが絶命はしておらぬ。頼重どのは虫の息ながら、介錯は無用と。最後に山本勘助どのに会いたいと」と答えていた。

「勘助。行って、頼重の遺ゆい言ごんを聞いてやれ。神氏でありながら、頼重はやはり武士だった。自らけじめをつけたのだ。これ以上、あの者を苦しめるな」

「御意」

　晴信に言われるまでもなく、勘助は不自由な片足を引きずりながら廊ろう下かへと飛んでいた。

　晴信はこみあげてくる涙なみだを板垣たちに悟さとられまいとうつむいて拳こぶしを握にぎりしめていた。その晴信の感情を汲み取った信繁は、そっとその拳に自分の手を重ねていた。




「山本勘助。加藤段蔵はもうおらぬ。あいつは諏訪の仇かたきを北ほく信しんで取ると言い残して、村上義清のもとへ奔はしった──貴様も武田晴信も、あるいは、村上義清との合戦に敗れるやもしれぬ。だが、おそらく晴信が最終的には勝つだろう。村上義清も加藤段蔵もとてつもなく強い男だが、奴やつらには野望はない。ただ己の故郷を守りたいだけなのだ。しかし晴信には巨きよ大だいな野望がある。その野望のために、どれほどの犠ぎ牲せいが出るかはわからぬが、最後にはその野望の質と量の差によって勝つだろう。俺が武田に敗れたのも、諏訪を守る以上の野望を持ち得なかったためだ。だから、小手先の暗殺などで事態を解決しようとした。浅はかであった。これでは武田に勝てるはずもなかった」

　腹を十文字に搔かき切って突つっ伏ぷしながら、諏訪頼重は室内へ駆け込んできた勘助に最後の言葉を伝えはじめた。

「山本勘助。禰々には良りよう縁えんを。俺のことも諏訪のことも忘れさせろ」

　己の死を覚かく悟ごした頼重が放つ威い厳げんは、神氏の頭領そのものだった。

　この男が気位を捨てる覚悟をもっと早くしておれば、むざむざ死ぬこともなかった、と勘助は晴信と禰々のために悔くいた。

「……ははっ。承知いたしました」

「あとひとつだけある。諏訪神社の大おお祝ほうりは、分家の高たか遠とお頼より継つぐごときには継つがせるな。どうしても、諏訪宗そう家けの血を引く者でなければならぬ。俺には弟はいないが、妹がいる。諏訪家は二度と武家には戻もどらぬ。諏訪の地と民たみは武田が治めるがいい。その代わり、わが妹に、社を継がせろ」

「妹君でございますか？」

　そのような者がいるとは知っていたが、勘助は、諏訪四し郎ろうという幼い姫の顔をまだ見たことがなかった。

「妹の四郎だ。山本勘助。四郎を、貴様に託たくした。四郎を育て、元服の暁あかつきには諏訪家を継がせてくれ」

　なにを言いだすのか、と勘助はいぶかしみ、驚おどろいた。

「なぜ、諏訪家を滅ぼせと御お屋や形かたさまをそそのかしたそれがしに？　しかもそれがしは、このような醜みにくい顔をした悪あつ鬼きでござる。子供に懐なつかれることなどあり得ませぬぞ」

「……わからぬ。俺の直感よ。ただ、これだけはわかる。貴様はこれまでも独身であったし、死ぬまで独身を貫つらぬくであろう。その面相のために、その高こう齢れいのために、なによりもその軍師としての仕事にすべてを捧ささげた鬼おにの生き様のために。ゆえに、貴様は今後妻帯することも実子を儲もうけることもない。だからこそ、四郎を預けられる……晴信のように父親から差別されきょうだいと区別され心を歪ゆがませることもないだろう……父親の愛情に飢うえ渇かわき、留とどまることなき野望の炎ほのおに身を焦こがすような生しよう涯がいを、四郎には歩ませたくない」

「つまり、御屋形さまのようには育てるな、と？」

「そうだ。晴信のような修しゆ羅らの生き方は、させたくないのだ……男ならばともかく、四郎は姫だ。いずれ女になる。戦国の覇はを争う定めの姫武将になどさせるな。平へい穏おんな諏訪湖のほとりで静かに神々を祀ってくれれば、それでよい」

「そのお役目は、禰々さまに」

「……禰々はまだ子供だ。諏訪家から解き放ってやってくれ。もう一度、武田家の人間として人生をやり直させてやってくれ。俺は武田家の人間にはなりきれなかった。諏訪家の血の誇りのせいだ。禰々よ。許せ。次に嫁ぐ夫は、俺のような者ではなく……」

　そこで、言葉が絶えた。

　諏訪頼重は、力ちから尽つきていた。

「頼重どの、すべて承知いたしました」

　勘助は立ち上がり、隣となりの部屋へ入った。

　頼重の妹、四郎がいた。

　小さな巫み女こ服を着た、まだ四、五歳程度の禿かむろの童女だった。

　兄・頼重に似た、高貴な顔立ちだった。

「かんすけ。あにうえから、はなしはきいた。しろうを、よろしくたのむ」

　気き丈じようにも涙を見せることなく、四郎はぺこりと勘助に頭を下げていた──このけなげな幼い姫の姿を見た瞬しゆん間かん、勘助ははじめて「人を死なせた悲しみ」という感情を知った。

「頭をお上げくだされ、四郎さま。それがしは四郎さまの兄を死なせた仇でござりまする」

「……あにうえは、かんすけをまことのちちとおもいつかえよ、と」

　顔を上げた四郎の目から、ついに涙がこぼれていた。

　声が、震ふるえていた。

「四郎さま！　父などと、滅めつ相そうもござりませぬ！　この勘助を下僕とも奴ど隷れいとも思い、存分に使し役えきしてくだされ！」

　勘助は、四郎のその涙になにか途と方ほうもなく美しいものを見て、思わずひれ伏ふしていた。

（それがしの心を震わせている、この感情は……それがしは最後の最後に、諏訪頼重との戦いに敗れたのかもしれぬ！　あの男は、それがしの急所を、弱点を見み抜ぬいておった！　女を愛することもできず、いやそれはもとはといえば女どもが心身ともに醜い野望の鬼と化したそれがしを愛さなかったからであるが、今後どれほど勝ち戦いくさを重ねようとも生涯家族を得ることができぬ定めのそれがしに……このようなあどけなく無む垢くな幼子を、わが「家族」として置いていったのだ）

　それがしはこれより、四郎さまをお守りしなければならぬ。うかつには死ねぬ。生きねばならぬ。四郎さまがご成人され、諏訪家を継ぐまでは。

　家族──それがどれほど己おのれの心に平安をもたらしてくれるものであったか、己の人生に意義を与あたえてくれるものであったか、この時勘助ははじめて知った。武田家の結束という短い言葉にどれほどの人々の様々な感情が込められていたかも、父を追放し妹婿を死に至らしめる決断をした武田晴信の心がどれほど深く傷ついているのかも。あのお方はただ天下という野望に燃えるだけではなく、大勢の家族を愛しておられるのだ、武田家の人々とその未来を守るために戦っているのだ、それがしにはそれが理解できていなかった、と。

「……かんすけ？」

「四郎さま。それがしはもはや、御屋形さまとご家族を引き裂さくような策は決して用いませぬ。御屋形さまを鬼にはいたしませぬ。鬼は、それがし一人で十分でござります。諏訪明神と四郎さまに誓ちかいまする」

　鬼の隻せき眼がんにも、涙が浮うかんでいた。




　　　　※




　府ふ中ちゆうの片かた隅すみにある勘助のあばらやは、それ以来、様相が一変した。

　もともと勘助のあばらやは、隻眼の「鬼軍師」が住み着いている「鬼の館」と呼ばれ、庭には草木が荒あれ放ほう題だいで、人が寄りつく気配もまったくなく、町の人々は「近寄ると軍師どのに食われる」と恐れおののいていたのだった。なにしろ、晴信が父親を追放したり諏す訪わを奪うばい取ったりした悪行のすべては、この謎なぞの軍師・勘助が小心な晴信をそそのかしてやらせたことになっている。いわば勘助は、晴信に人心を掌しよう握あくさせるため自ら「甲斐の憎にくまれ役」を買って出たわけで、敢あえてあばらやを荒れ放題に荒らしておぞましい鬼軍師の印象を人々に与えるために努力していたのだった。

　しかし、期せずして諏訪家の幼き姫・四郎の守もり役となった今、あばらやを幽ゆう霊れい屋や敷しきのように荒らしたままではいられなくなった。

　勘助は孤こ独どくな男である。幼い頃ころから口を開けば天下を奪う軍師としての己の才覚と妄もう想そうを語るばかりで、故郷に居場所はなかった。一族ともとうの昔に縁えんが切れ、年とし頃ごろの女を愛するという男としての本能もすでに忘れ去っていた。ただ謀ぼう略りやくのみのために生きる、と思い定めてここまで来た。

　自分の才を受け入れてくれた晴信を、己の人生のすべてを捧げられる偉い大だいなる主君と仰あおいではいるが、しかし晴信を異性として意識することはない。

　御屋形さまはとびきりの美少女だと世間では言うが、そのようなよこしまな思いを御屋形さまに抱いだいては知謀が曇くもり、軍師としては失格。それがしは女に興味など持たなくてよかったのだ、おかげで御屋形さまのために無私の思いで奉ほう公こうすることができる、と勘助はむしろ女に愛されず孤独に生きてきた己の半生が無む駄だにならなかったことを安あん堵どしていた。

　なにしろ、男女のことが家臣団との関係にとって障害となる──これは、各国の姫大名につきまとう問題である。

　板垣信方や甘利虎泰のような老将であれば晴信を自分の娘むすめのように慈いつくしめるが、血気盛さかんな若い男武者の場合はそうともいかないことがあるのだ。

　姫大名と家臣の恋こいが御ご法はつ度ととなっているのも、認めれば必ずや様々な問題が持ち上がり最悪の場合は亡国に繫つながるからなのだった。

　家か督とくを継いだ晴信が側近の小こ姓しよう軍団を少女ばかりで固めはじめているのも、若い男武者よりも姫武将のほうがある意味信しん頼らいできるからだろう。

　だが、そんな勘助が唯ゆい一いつ苦手としているものが、幼子だった。

　昔から、どういうわけか子供にだけは弱かった。

　それが高貴な身分の姫ぎみであれば、なおさらである。

（それがしが四郎さまを思うこの気持ちは純じゆん粋すいな愛である！）

　勘助はとりあえず家に招いた四郎を上座に置き、部屋を掃そう除じし、片付け、畳たたみを張はり替かえ、庭園を風流なものに改造し、幽霊屋敷のようなあばらやを小さいながらも麗うるわしい平安王朝風の豪ごう邸ていに建たて替えてしまった。

　兄の死に打ちひしがれていた四郎を少しでも喜ばせるためだった。

「すごい。かんすけ。まるできょうのみやこにきたような」

「ははっ、ありがたき幸せ！　それがし、築城・普ふ請しんの術を心得ておりますれば、その気になればいかなる館やかたをも城をも建てることができまする！」

「かんすけはえらいな」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　四郎は諏訪神社の巫女として育てられてきただけあって、利発な幼女だった。勘助が自分に尽つくしてくれていることをすぐに察し、勘助の鬼のような形相に怯おびえることもなかった。

　四郎さまあああ！　と感激した勘助は、これまで万が一の時のために溜ためてきた細やかな蓄ちく財ざいをすべて四郎のために注ぎ込んだ。

　ずっと独身だった上に酒も女遊びも博ばく打ちもやらないので、銭ぜにの使い道などなかったのである。勘助ははじめて、仕事以外での銭の使い道を知ったと言っていい。

（いずれは四郎さまには諏訪の巫女に相応ふさわしい立派なお屋や敷しきに移っていただくとして、ひとまずはそれがしの家でお預かりせねばならん。その間、少しでも四郎さまをお慰なぐさめしなければ。この感情は純粋な愛である！）

　どうやら軍師さまは幼い巫女さまにときめく変態らしい、という噂うわさが街に立ったが、勘助はいっこうに意に介かいさなかった。誰だれがなんと言おうとも、重ねて言うがこの感情は純粋な愛である！　父親が娘を愛するかの如ごとく、一点の曇りもなく純粋なのである！　ああ、まるで今までそれがしが重ねてきた悪行の罪が四郎さまの笑え顔がおによって祓はらわれるかのようじゃ、としばらく天下盗とりの仕事も忘れ、ますます四郎のために尽くすのだった。

　すぐに、次の変化が起きた。

　それまで勘助を恐おそれて近寄ってこなかった、晴信の小姓や側近の少女たちが、「意外と姫ひめに優やさしい人らしい」「ああ見えて築城の天才らしい」「なぜか最近、あまり仕事をしていないらしい。休きゆう暇かでも取ったのだろうか」との噂を聞いて、次々と勘助の風流屋敷に集まってきた。

「……築城術をぜひ、ご教授いただきたい……信濃しなの平定戦のためには築城術は必ひつ須す……これは手て土産みやげ……」

　純じゆん朴ぼくな姫武将、馬ば場ば信のぶ房ふさ。怪かい力りき無む双そうを誇ほこるが、平時は無口でおとなしい姫だった。

「こんにちは軍師どのっ！　春日かすが源げん五ご郎ろうですっ！　あたしにもぜひぜひ、築城術をお教えください！　あと、いざという時に逃とう走そう経路を確保するための方法もぜひ！　姫さまのお役に立てる立派な、逃にげ足の速い姫武将になりたいんですっ！」

　いつも陽気な春日源五郎。百ひやく姓しようの娘だったが、晴信を救ったことから小姓に抜ばつ擢てきされた。特技は雀すずめ狩がり。

「えっと……その……私、一族を信虎さまに誅ちゆう殺さつされてやむなく諸国を放ほう浪ろうしていた……工く藤どう祐すけ長ながと申します……こ、こっち向いてくださーい！　無視しないでー！」

　蓑みの虫むしみたいな、薄うす汚よごれた簑みのを身体からだにすっぽり被かぶった、そこはかとなく貧びん乏ぼうくさい地味な少女も交じっていた。

　この工藤祐長という少女は、かつて信虎に諫かん言げんして誅殺され断絶した甲斐の四名家──山やま県がた・内ない藤とう・馬場・工藤のうちの工藤家の姫で、父親が誅殺されたあと関東へと逃とう亡ぼうし、ずいぶんと辛しん酸さんをなめてきた者らしい。

　このまま生涯を流る浪ろうで終えるはずだった工藤祐長は、晴信が当主になったと聞いて府中に舞まい戻もどってきたのだが、すでに馬も刀も鎧よろいも売りはらってしまったので晴信に目通りすることをためらい、また何度か晴信を訪問しても逃亡生活の間に自然と身につけた「気配を殺す術」のためになかなか気づいてもらえず、思いあまって勘助に泣きついてきたのだ。

「わたくし、飯富兵部虎昌の実の妹、飯富源げん四し郎ろう。先日、姫さまから『三さぶ郎ろう兵びよう衛え』という名を頂いたばかりよ。わたくしは姉上のような最強の姫武将を目指しているの。軍師どのの弟で子しになってあげるわ。小さいとか小こ柄がらとかちっちゃいとかちっこいとかちんまいとかそういう言葉は禁句よ」

　ほんとうに小柄な、飯富源四郎改め三郎兵衛も弟子入り志願してきた。あけすけな姉とは違ちがいずいぶんと気位が高くどこか男性不信の気がある姫武将だが、「信じがたいほどに古今無む双そうの博識を誇る」「見た目は鬼おにだが、実は女に対しては潔けつ癖ぺきなお人。修練の果てに悟さとりを開いて煩ぼん悩のうを解げ脱だつしたらしい」という勘助の意外な評判にぐらりと来たらしい。

　ちなみに──この勘助塾じゆくには、そうそうたる姫武将たちが集つどった。

　馬場信房はやがて「不死身の馬場美み濃の」と呼ばれる無敵の武将に成長する。

　飯富三郎兵衛は、武田四天王中の最強、「赤備え」を率いる「山県昌まさ景かげ」に。

　春日源五郎は、信濃川かわ中なか島じま合戦での命運を握にぎる「高こう坂さか弾だん正じよう」に。

　工藤祐長は武田の副将と呼ばれながらも四天王のうちもっとも影かげが薄うすく、しょっちゅういなかったことにされる「内藤なにがし」に。「なにがし」のところには「昌まさ豊とよ」でも「昌まさ秀ひで」でも好きな名前を入れてさしつかえないが、「修しゆ理り」が一いつ般ぱん的だろうか。

　のちの「第二世代・武田四天王」が勘助のもとに勢せい揃ぞろいしたわけである。

　あいやそれがしは四郎さまのお世話で忙いそがしく、と勘助は彼女たちを追い返そうとしたが、四郎が「かんすけ。にぎやかでよいな」と笑ったので、一転して「皆みなの衆、よう来てくださった！　この勘助が知っていることならば、なんでもお教えいたしましょうぞ！　遠えん慮りよなくどうぞどうぞ！　ほうとうを炊たきまする！」と手のひらを返して姫武将たちを歓かん待たいし、勘助の館は期せずして晴信のための精せい鋭えい姫武将を養成する一種の寺子屋となった。

　屋敷が華はなやかになれば、なにしろ四郎が喜んでくれる。勘助は惜おしみなく軍師としての己の知識と学問を、姫武将たちに伝授した。

　築城術。軍法。宿すく曜よう道どう。忍しのびについて。荷駄隊の運営方法。

「おのおの方。兵ひよう糧ろう・まぐさ・武具の補給こそが、遠えん征せい戦にとってはもっとも肝かん要ような任務。まことに地味な仕事ではあるが、腹が減っては戦いくさができぬ。兵糧が足りねば敵地で村を襲おそい百姓からぶんどって現地調達すればよいという考えの武家が多いが、それは考え足らず。他家はいざしらず、御お屋や形かたさまの戦にあらず。敵地といえども、戦に勝てば武田家の領土でありその民たみは武田の領民である。戦に勝っても民の一いつ揆きを招いてはなんにもならん。補給基地から戦線へと兵糧を運ぶ荷駄隊の活かつ躍やくこそが必須である」

「荷駄隊ですか。もしかして、誰にも存在を気づいてもらえないこの工藤の天職かもしれません」

「わたくしは姉上のように一いち途ずに戦場を突とつ進しんして敵を蹴け散ちらすことのみを考えているの。軍師どの。もっと軍法について教えてほしいわ。わたくしは幼女のように小柄でしょう？　普ふ通つうの戦い方では男武者に侮あなどられる。この体格の不利を覆くつがえす方法はないかしら。あと、眠ねむ気け覚ざましのためのお茶を頂ちよう戴だい」
















「……うつら、うつら」

「寝ねてますよっ！　この人、寝てますよっ！　馬場さま起きて～！」

「はあ。そなたたちが集まるとまったくかしましい。とはいえ四郎さまが楽しそうにしておられるので、それがしも教えぬわけにはいくまい。しかしな、ちっちゃいの。軍法についてはまだ早い。合戦においてもっとも重要なものは兵糧の確保。その次が城と砦とりで、すなわち軍事の際の拠きよ点てんである。そして三番目が調略よ。まずは荷駄隊。次が築城術じゃ。合戦とは天運を頼たのみにやるものではない。地の利と人の和を活用し、事前に勝利を確定していなければならない。なぜならば天運というものは人の力ではつかみ取れぬが、地の利と人の和は別よ。五割の勝ち目がある戦を、周しゆう到とうな準備によって十割の勝ち目にまで押し上げてから戦ってこそ、常勝の軍団が実現するというもの。決して、出たとこ勝負の博打をしてはならぬ。一か八かの博打をやらかして、もしも御屋形さまが討うち死になさればなんとする」

「泣いちゃいます！　うわーん！」

「……わかったわ。武田晴信という大将を失えば、武田軍の負け、武田家の滅ほろびだものね。でも、ちっちゃいの呼ばわりはやめて頂戴」

「……はっ？　姫さまと温泉に浸つかる夢を見ていた……」

「すごいです軍師どの。これほどに合戦というものを深く多方面から考えておられる武家を、私ははじめて見ました。軍師というものは宿曜道で天運を見定め吉きち日じつと方角を占うらなって戦うものだとばかり」

「えーとそなたは誰じゃったかな？　そうそう秋あき山やまどのだったかな。宿曜道はあくまでも大局を見るもの。戦場で槍やりを交える修しゆ羅ら場ばでは役に立たぬ。占いなどにこだわれば、むしろ吉日だの方角だの運気だのにこだわって目先の現実を見み逃のがしてしまうのである。宿曜道もまた情報戦におけるひとつの方法にすぎず、軍師の仕事とは神かみ頼だのみではない」

「軍師どの！　私は工藤ですっ！」

「おや、そうじゃったかな？　そうそう、小お山やま田だどのであった」

「工藤ですっ！」

　なぜそれがしは十代の姫武将たちを屋敷に集めて日々軍学の教授などをしているのであろう？　とふと勘助は疑問に思うこともあったが、彼女たちが押しかけてきてわいわいと騒さわぐと四郎が楽しそうに微笑ほほえんでくれる。それに、武田家の柱石である板垣、甘利はともに老将。新参者の勘助とてすでに高こう齢れいである。晴信の軍団を長きにわたり最強軍団として維い持じするためには、世代交代の布石は急いで打たねばならなかった。

（新世代は男女の仲を家中に持ち込む恐れのない姫武将で固める、か……御屋形さまも、ちと男嫌ぎらいの癖くせがあるような気がしてきたが、それは女嫌いを自認するこの勘助とて同じこと。むしろ今はこれでよい。御屋形さまに絶対の忠誠を誓ちかう軍団がいずれ完成するであろう。それに、これまで考えたこともなかったが、若い者たちにわが軍学を教えるという仕事も、意外にも楽しいものだ。語っているうちに己おのれの考えを己自身で再発見できるということもある）

　勘助には意外にも、教師の才覚があったらしい。

　四郎の世話をしているうちに、うら若い姫武将の相手をすることにも自然と慣れ、また、勘助自身が長年にわたってむしばんできた孤こ独どくを彼女たちに慰められてもいた。

（そうだ。それがしもようやく、御屋形さまの真の軍師になれた気がする。天の時も地の利も持たぬ武田家は「人の和」をもって結束することで、最強となる。だからこそ、領民も家臣も皆武田家の一員なのだ。人材の育成こそ、武田の軍師としてもっとも重要な務めであった。そして、それがしにとっても謀ぼう略りやくと合戦とで汚よごれていた魂たましいが洗われるかのような日々である。そのことに気づかせてくれたのは、四郎さまだ）

　しかし勘助が四郎と姫武将たちのお世話に懸けん命めいに奔ほん走そうしている間に、晴信の身辺では大事件が勃ぼつ発ぱつしていた──この事件が、晴信の性格と人生に大きな影を落とすこととなった。




　　　　※




「禰々が死んだ。禰々は、あたしたちが諏訪頼重を捕とらえたあの山に登った。視界の利きかぬ深夜にだ。そして崖がけから谷底へと落ちた。頼重の菩ぼ提だいを弔とむらうために山へ入ったのか、それとも──」

　久しぶりに躑躅つつじヶが崎さき館やかたに呼び出された勘助は、晴信の口から淡たん々たんとその事実を聞かされていた。

　晴信はひどく衰すい弱じやくしていた。頼重切腹のあと、傷心の禰々を癒いやすために太郎、信繁、孫まご六ろく、母の大井夫人たちとともに手を尽つくしてきたらしい。だが、いかなる言葉も禰々を癒やすことはできなかった。これが戦国の世の習い、武家の定めと割り切るには、禰々はあまりにも幼すぎた。食べ物を食べず、どんどん衰おとろえていった。

　それでも、晴信は忍にん耐たい強づよく禰々に接し続けた。信濃攻こう略りやくの仕事を中断してまで、禰々を介かい抱ほうしてきた。そして、禰々の心がようやく癒やされはじめていた矢先の、突とつ発ぱつ的な事故だった。

「御屋形さま!?　み、み、見張りは」

「勘助。昨日、禰々は『姉上。わたしはもうだいじょうぶです』と笑顔を見せてくれた。頼重の遺ゆい言ごん、頼重が四郎を勘助に託たくしたこと、あたしたち家族が禰々のために手を尽くしてきたこと。ようやく、禰々はすべてを受け入れ、再び生きる気力を取り戻してくれたのだ。あたしが手ずからに与あたえたほうとうを、食べてくれた……」

　それがしが四郎さまたちと戯たわむれている間に御屋形さまはこれほど苦しまれておられたのか、と勘助は胸をかきむしられる思いに悶もだえた。

　なんということだ。これで軍師か。己の家に訪おとずれたささやかな幸せに夢中になって、御屋形さまのご苦く悩のうに気づかずかかる事態を招くとは！

　勘助は「信じられませぬ」と冷や汗あせを流しながら宿曜道に用いる占せん星せい盤ばんを広げて、「武田のご一族のことは占わぬと決めておりましたが、ご免めん！」と禰々の宿星を読んだ。

　そして、禰々の天命がすでに尽きていたことを知った。

　まさか。まだ十五にもならぬ幼い少女であったのに、と勘助は愕がく然ぜんとした。

　暗殺でも自殺でもなく、天命が──寿じゆ命みようが尽きたのだ。

　勘助が知る限り、人間には与えられた天命を変えることはできない。

　しかし前もって禰々さまの宿星の運命を知っていれば、あるいは鬼き謀ぼうをもって天命に抗あらがうこともできたかもしれぬ、と悔くいた。

「……頼重どのが死んだ際に、万が一の事態に備えて禰々さまの星を占っておくべきでした……勘助の過あやまちにござりまする……！」

「禰々は自ら身を投げたのではなく、長らく館を出て山道を歩いていなかったので足の筋が衰えており、あやまって足を滑すべらせたのだろう、という結論になった。だが勘助、これはあたしの失策だ。禰々の心は癒やされはじめていても、その身体は長い断だん食じきによって衰えていた。少し考えれば、わかることだった」

　そう告げる晴信の頰ほおもまた、痛ましいほどにこけていた。

「だがあたしはもう泣かないと決めた。これより、死んでしまった者のことを思いだして涙なみだぐむことをあたしは自分に禁じた。父を追放してまで武田家当主の座を奪うばったあたしに、そのような暇ひまはないのだから──」

　禰々さまの介かい護ごを続ける間、御お屋や形かたさまも食事の量を減らされておられたのだ。ともに飢き餓がに耐たえておられたのだ。それが禰々さまに伝わったからこそ禰々さまの心は回復の兆きざしを見せたのだ、と勘助は理解した。

「御屋形さま。なぜです。それがしを、お呼びいただければ……」

「勘助。あたしが禰々にかかりきりで四郎に割さく時間を持てなかったのと同様に、お前は四郎の面めん倒どうで手て一いつ杯ぱいだったろう。勘助が手を尽くしてくれたおかげで、四郎だけでも救えたのだ」

「それはそうですが、しかし！」

「それに勘助。お前が四郎や源五郎たちとともに過ごすひとときを、邪じや魔ましたくはなかったのだ。勘助の館が人で溢あふれ笑顔で溢れることなど、今までなかっただろうからな」

「なんと……左様なことで……申し訳ございませぬ！」

　勘助は、晴信の前に土下座して詫わびた。

　これでは立場が逆ではないか、御屋形さまがそれがしを気き遣づかって自ら罪を背負われるとはなんたることだ！　と己の甘さを痛感した。

「それがし、あさましくも己の幸せに夢中になり、目がくらんでおりました……！　これでは、軍師失格です……！　腹を切らせてくだされ、御屋形さま！」

「よいのだ。勘助。お前は鬼おにではなく、人なのだ。人間は、戦と謀略と陰いん謀ぼうだけで生き続けられるものではない。お前は慈じ悲ひ心をもって幼い四郎を救った。それだけで十分だ。まだ信濃しなの平定の仕事ははじまったばかりだ、お前に腹を切られては困る」

　御屋形さまはお優やさしすぎる。口くち汚ぎたなく責めてもらったほうがまだましだ、と勘助は心中で叫さけんでいた。

　父を追放し、今また妹を失った──御屋形さまはそれがしのようなむくつけき男ではない。まだ若い乙女おとめである。立て続けに自らの行動から家族を失った御屋形さまがどれほどお辛つらいことか。四郎さまと暮らしてみて、それがしにもようやく家族というものの尊さが理解できた。それがしはどこまで朴ぼく念ねん仁じんであったのか、と激しく後こう悔かいした。

「なりませぬぞ！　甘すぎますぞ！　それがしの小さな幸せなどなにほどのことがありましょうや、御屋形さま！　それがしの才を、遠えん慮りよなく奴ど隷れいのごとく使い潰つぶしなされ！」

「あたしには生来、そういう残ざん酷こくな面がある。あるだけに、そのような真ま似ねはしたくなかったのだ。とりわけ勘助、お前にはな」

「いえ。それがしにだけは、酷こく薄はくに振ふる舞まっていただいてよろしいのです！　これよりは一日の休日も取らず、牛馬の如ごとく御屋形さまにお仕えいたします！　この命が尽きるまで、心の臓が止まるその時まで！　よいですな！」

　その歳としで無理をするな、と晴信は笑った。

「この勘助がある限り、二度とかような悲劇は起こさせませぬ。御屋形さまのご一族、武田一門の人間を犠ぎ牲せいにするような策は決して！　決して、御屋形さまに選せん択たくさせませぬ！」

「そうもいくまい。合戦を続ける限り、いずれは戦場で一門衆を死なせることもあろう」

「なりませぬ！　武田家の軍師は、ただ城を奪うだけが仕事ではない、とそれがしは思い知りました。次に同じ過ちを犯おかした時にはこの勘助、御屋形さまのご命令に背そむいてでも自ら腹を切って死にまする！」

「それはならぬぞ」

「いいえ。それがしの望みは、世に隠かくれなき名将を育てること。天下一の軍師として働くこと。ただ城を奪い国を盗とるだけが天下人ではありません。一族一門を犠牲にしての天下は、おそらくはとてつもなく虚むなしく、殺さつ伐ばつとしたものとなりましょう。これ以上ご家族を犠牲にすれば、城と引き替かえに御屋形さまの心が死んでいきまする。それでは御屋形さまは天下は奪えても、幸福を摑つかめませぬ……！」

　あたし個人の幸福など考えたこともない。あたしとお前とは天下盗りの野望に生しよう涯がいを捧ささげた野望の者同士ではないか、と晴信はまた笑った。寂さびしげな笑顔だった。十代の少女が浮うかべてよいものではない、と勘助は思った。胸を突つかれた。

「禰々の葬そう儀ぎは家族だけで静かに執とり行う。板垣によれば、諏す訪わの大おお祝ほうり職を求めて伊い那なの高遠頼継が謀む反ほんの兆しを見せている。まもなく諏訪に攻せめ寄せてくるだろう」

　当然のことだが、諏訪の民たみはこのあたしが頼重を謀ぼう殺さつしたと信じている。高遠勢に呼応して反乱が起きるだろうな。高遠戦は苦しい戦いくさになりそうだ、と晴信は口元を引き締しめて言った。

「御屋形さま。禰々さまの喪もが明けたら、婿むこを取りなされ。お子を産みなされ。信濃戦線が拡大しておらぬ今のうちに」

　晴信は「なにを言うの」と素すの少女の表情に戻もどって、頰を赤らめた。

「い、いきなりどうしたの、勘助？」

「大勢のご家族に囲まれて育てられてきた御屋形さまは、それがしのような孤独な人生を送ることのできるお方ではありませぬ！　孤独に耐えられませぬ！　孤独は、御屋形さまのお心をむしばみます。合戦に明け暮れる人生は、御屋形さまをいずれ信虎さまの如き餓が狼ろうに変えてしまいまする。己の家族を持ちなされ！　高遠、小笠原、村上との全面戦争をはじめる前に！　信濃平定には時間がかかりまする。戦に次ぐ戦となりまする。この機を逃のがせば、御屋形さまの婚こん期きは遠のきますぞ！」

　信濃を平定したら考えるわ。禰々が死んでしまったというのに、自分の婚こん儀ぎなど考えられるはずもない、と晴信は苦く笑しようした──その寂しげな笑顔を一いち瞥べつした勘助は、（もしかして御屋形さまは生しよう涯がい婿を取らないのではないか。独身を貫つらぬき、禰々さまの菩提を弔い続けるのではないか）と不安に襲おそわれた。

「孤こ高こうの身であっては、天下の名将になることはできませぬ。家族を持ちなされ！」

「家族ならば、次郎たちがいるわ」

「次郎さまたちは、生まれながらにしてのご家族。御屋形さまが自ら行動して家族とされた者ではありません。ご自分の意志で、新たな家族を持ちなされ！　家族を知らずして、国は治められませぬ！　御屋形さまがそれがしのような鬼になってしまっては、勘助、生涯の不覚」

「……姫ひめ大名の掟おきてがあるでしょう勘助。あたしは自分の家臣を夫にはできない。一門の親族の中から婿を取るか、他国の大名格と婚こん姻いん同盟を結ぶしかないのよ。そもそも姫大名は、男子不足と家か督とくを巡めぐる内ない紛ふんに苦しむ武家が苦し紛まぎれに採用した制度。本来は、男が大名となり家督を継つぐのが筋。ゆえに、姫大名の婚姻には多くの不自由がある。なるべく姫大名が生涯独身を貫くことになるよう、いくつもの掟でがんじがらめになっているの」

「いえ。この勘助が越えち後ごの長なが尾お家、奥おう州しゆうの伊だ達て家、常陸ひたちの佐さ竹たけ家など、候補をあたりまする！　武家ではありませぬが、摂せつ津つの大おお坂さか本ほん猫びよう寺じの者と婚姻するのもよろしいでしょう。本猫寺はいまや日ひノ本もと最大の軍事組織でありますれば──加か賀がなどは本猫寺門徒が守護を追放して国を支配しております」

「あたしの婿を探すために、諸国を漫まん遊ゆうするつもり？　そのような暇があるならば、目の前の高遠戦の軍師をお願いしたいわね。すべては信濃を盗ってからよ勘助。そうでなければ、父上を追放し禰々を死なせたことの意味がすべてなくなってしまう」

「ですが、お世よ継つぎを作ることもまた」

「ううん。武田家には次郎もいるし太郎もいる。次郎は万事にそつなく優ゆう秀しゆうで家臣団からの人望もあるし、太郎は隠れなき武勇の持ち主。もしあたしが子をなせなくても、なにも問題はないわ」

　今すぐに御屋形さまに婿を取らせるのは無理であろう、と勘助は断念した。それがしが性急に過ぎた。強ごう引いんに婿取りを迫せまり続ければ、悲しんでおられる御屋形さまの心はますます婚姻から遠ざかってしまう、と。

　しかし、これほど衰弱した御屋形さまをこのまま信濃戦の泥どろ沼ぬまに引きずり入れてはならぬ。御屋形さまのお身体からだにさわる。

　そうだ、四郎さまがおられた、と勘助は気づいた。

　四郎さまには、ただそこにおられるだけで人々のすさんだ心を癒やす力がある。それがしが生き証人である、と思った。

「さすれば御屋形さま。義ぎ妹まいを取りなされ」

「義妹？」

「左様。禰々さまのご家族。諏訪頼重どのの実の妹、四郎さまを義妹になされよ。それが、禰々さまのご供養にもなりまする」

「勘助。四郎は、だって、あなたの家族も同然でしょう」

「いえ。養女にしたわけではありません。頼重どのに頼たのまれて四郎さまをお守りしておりますが、それがしは四郎さまの父になってはおりませぬ。なにぶん諏訪家の巫み女こが、それがしのような風ふう来らい坊ぼうの家族になってしまっては格が落ち、諏訪家を継ぐことかないませぬので──諏訪家と武田家を、こんどこそひとつとするのです。諏訪四郎さまを、武田晴信さまの義妹とすることによって。さすれば四郎さまは武田一門でありながら諏訪家の当主となれましょう。諏訪家は再興されます。これでそれがしも、頼重どのとの約束を果たせましょう」

　晴信は自分自身の小さな幸福のために国の大だい事じを決めるようなことはしない。父親を追放して以来、個人としての自分の人生を捨てているところがある。だが、「諏訪と武田を再びひとつに」という勘助のこの献けん策さくには、大いに心を動かされた。武田家が完全に諏訪を支配するには、四郎を武田一門に繫つなげて諏訪の民の心を慰い撫ぶすることが必要だとすぐに理解したからだった。

　むろん、朴念仁の勘助がこれほどにかわいがっている四郎はよほど愛らしい姫なのだろうという思いもあった。不ふ慮りよの死を遂とげた禰々とはもう、ともに過ごせない。禰々に新しい良りよう縁えんを見つけることもできない。代わりに、せめて、諏訪頼重と禰々の残した家族──四郎を自らの妹として育てて守りたて、諏訪家への罪つみ滅ほろぼしとしたい、晴信はそう願った。

「四郎は承知するだろうか」

「四郎さまは童女ながら、人の心に聡さとい。禰々さまを失われた御屋形さまの心中を察することのできるお子です。承知いたしましょう」

「だが勘助。次郎、太郎たち、さらに板垣、甘利らを説得せねばならない」

「次郎さまたち一門衆は御屋形さまの思いを尊重して賛成してくださいましょう。問題は板垣さま、甘利さまら家臣団でございます。いちど諏訪を滅ぼしておきながら今いま更さら面めん倒どうなことを、必ずや後々の災わざわいの種となる、と反対する者も多いでしょうな」

「会議の席で家臣団を説得できる？　勘助」

「問答無用でこの勘助がすべての段取りを片付けてしまった、と事後報告なさいませ」

「それでは、また勘助だけが恨うらまれるわ」

「御屋形さま。それがしを使う際に、いささかも遠慮してはなりませぬ。遠慮すれば禰々さまのような不幸が起こりますぞ！」

　勘助は唾つばを飛ばしながら激しい口調でそう言い切った。

「信濃平定に必要以上に時間を要してはなりませぬ。急がねばなりませぬ！」




　諏訪の城代・板垣信方が「伊那の高遠頼継、謀反！　杖つえ突つき峠とうげを越こえて諏訪へ乱入！　諏訪の民もいっせいに反武田方につき蜂ほう起きいたした！」と告げながら諏訪の守備兵を率いて府ふ中ちゆうへ整然と撤てつ退たいしてきたのは、その日の夕刻のことだった。

　諏訪頼重に続いて、その幼妻の禰々までもが甲か斐いで不慮の死を遂げた。

　これを諏訪の民は、諏訪の地を武田のものにしようと企たくらむ晴信による二度にわたる謀殺、と捉とらえた。

　実父を追放するくらいの悪人であるからには、妹を殺すくらいわけもないことだろう、決してあのような鬼には仕えぬ、と憤いきどおっていた。

　諏訪の民や国こく人じんたちが抱いだいた反武田感情は、予想以上だった。

　兵を挙げた高遠の軍は、みるみる数倍に膨ふくらんでいて、板垣率いる守備兵だけではいかんともしがたく、兵を損ずる前に撤退したのだという。

　さすがは板垣信方、見事な進退の駆かけ引きを見せた、と軍議の席に駆けつけた晴信は大きくうなずいた。

「禰々さまのこと、まことにお気の毒に思いまする。しかし諏訪は風雲急を告げております。御お屋や形かたさま。山本勘助。この高遠との戦いを、禰々さまの弔とむらい合戦といたしましょう」

「だが板垣、これまでの高遠とは違ちがう。諏訪の民皆みなが武田の敵となっているのだぞ。頼重に続いて禰々までが死んだのだからな。このあたしがついに実の妹までを殺した、と諏訪の者どもは怒おこっているだろう。力押しで勝てるか」

「力押しでは、とても……さりとて次は我が身と構えている信濃しなの守護の小笠原長なが時ときや北ほく信しんの村上義清が武田を支し援えんするはずもございませぬ。それどころか戦が長引けば、小笠原は勝ち馬に乗って高遠に援えん軍ぐんを送るでしょう。山本勘助。軍師どの。なにか策はないのか」

「ありますが、板垣さまや甘利さまが納なつ得とくしていただけないのであれば、用いることのできぬ奇き策さくにございます。この勘助、戦に勝つためならばいかなる策をも用いる戦の鬼おにゆえ」

「構わぬ。武田家存続の危機だ。いかなる策であろうとも、認めざるを得まい」

　勘助は、今こそ問答無用で四郎さまを武田ご一門に連ねる好機、今を逃しては宿老たちを押し切れぬ、と咄とつ嗟さに判断していた。

　瞬しゆん時じにして策を閃ひらめいていた。

　必ずや四郎さまと御屋形さまにとって益となり救いとなる道である、と信じながら。

「それでは、申しあげまする──」




　　　　※




　晴信は、諏訪へ向けて板垣信方を再さい進しん撃げきさせた。諏訪守備兵だけでなく、甲斐の精せい鋭えいを多くつけている。

　しかし諏訪宗そう家けを滅ぼされて武田に恨みを持つ諏訪勢の多くを味方につけ、電光石火で上うえ原はら城を奪だつ取しゆした高遠頼継の軍勢は、この時には大おお幅はばに膨れあがっていた。

　高遠頼継は武田晴信自身が出しゆつ撃げきしてこないことを見て、「この兵力差では堂々と戦う自信がないのだ」と判断し、上原城を出て甲斐へ進軍するべく安あん国こく寺じへと入った──。

　高遠勢と板垣勢が睨にらみ合う中。

　武田晴信自身が、ついに甲斐を出撃し、諏訪へと向かった。

　だが晴信はすでに本隊のほとんどを板垣信方に預けている。わずかな旗本衆、小こ姓しよう衆だけが晴信に動かせる兵力だった。高遠頼継は「やはりもう武田には兵がいない。形だけの出しゆつ陣じんだ」と笑った。

　が、晴信はそのわずかな手勢だけで、安国寺めがけて一気に進軍した。

　晴信はこの戦ではじめて諏訪法ほつ性しようの兜かぶとを被かぶり、「武田家は代々、諏訪明神を信しん仰こうする家いえ柄がらである。諏訪神社は必ず復興する」と宣言して動どう揺ようする諏訪衆を味方につけようとした。

　そして晴信には、切り札があった。

　諏訪頼重の妹、諏訪四郎だった。

　このまま高遠に味方するか、あるいは武田につくか迷っている諏訪衆の前に、その四郎が巫女姿のままで姿を見せたのだった。しかも、馬で進む晴信の膝ひざの上に乗って。

　四郎は、諏訪宗家直系の跡あと取とりである。諏訪の神の末まつ裔えいである。諏す訪わ衆たちは皆みな驚おどろき、戦場に現れた幼い四郎に手を合わせて伏ふし拝おがんだ。




「すわのものたち。しろうは、はるのぶさまのいもうととなった。すわとたけだは、ひとつのかぞくとなった」




　諏訪衆のことごとくが、四郎の言葉を聞くと同時に迷うことなく武田方に寝ね返がえった。いや、寝返ったのではない。諏訪家の頭領に従ったのだ。

　晴信の手勢は、数倍に膨れあがった。

　形勢は、一気に逆転した。

　高遠の兵力は半減し、武田方の兵力は倍増していた。

　山本勘助は「おおお。四郎さま。なんと神々しく、勇ゆう敢かんでけなげなご決心を。この勘助、生しよう涯がい四郎さまと御屋形さまのおんために勝ち続けまするぞ！」と感動の涙なみだを流しながら、諏訪衆の中に交じって思わず四郎を伏し拝んでいた。

　勘助自身は実のところ、四郎を戦場へ連れてくることには反対だった。

　そもそも勘助の献策は、「四郎さまを御屋形さまの義妹となさり、武田家と諏訪家を再び一門とするのです。その上で四郎さまご成人の暁あかつきには四郎さまに諏訪神社を継つがせると宣言なさりませ。なにしろ高遠などは分家にすぎず、諏訪宗家の後こう継けい者しやはまがうかたなく諏訪宗家の血を引かれる四郎さま。これは諏訪頼重どのの遺ゆい言ごんでもありますれば、それで諏訪衆は高遠を捨てて武田にいっせいにお味方いたします」というものだった。

　諏訪の国人衆を「諏訪宗家」の旗印のもとに結集させ、一気に形勢を逆転して高遠を諏訪から追い落とす策だった。

　同時に、四郎を晴信の義妹とすることで、四郎の立場もまた安あん泰たいとなる。

　板垣や甘利たち老将は、「いちど破れた諏訪との関係をこのような形で強引に戻もどすことで、後々の災いにならねばよいが」「武田に滅ぼされた諏訪頼重の妹を武田一門にしてよいものか」と心配しながらも、この勘助の策にはどうしても反対しきれなかった。

　他ほかに高遠を破るいい手立てがなく、いたずらに戦いが長引けば諏訪の北方・松まつ本もと平だいら一帯を支配する小笠原長時が高遠に加勢することは明らかだったからだ。

　晴信も「それで諏訪頼重と禰々の魂たましいも鎮しずまるだろう」と認めた。

　ところがここでさらに、勘助も晴信も考えていなかったことが起きた。

　幼い四郎自身が、諏訪出陣の折に自らも参戦したい、とたどたどしい言葉で晴信と勘助に告げたのである。

　勘助は「なりませぬ！　四郎さまは武家にはなりませぬ。それにそれがし、二度と御屋形さまのご一門を危地に陥おとしいれる策を採らぬと決めました！　決してなりませぬうううう！」と慌あわて錯さく乱らんしたが、四郎の決意は固かった。

　板垣信方は「まだ幼いのに明めい晰せきかつ勇敢な姫ひめにござりますな。御屋形さまの信しん頼らいは諏訪では地に落ちております。四郎さまを義妹にと宣言しても、彼らはまたしても偽いつわりではないかと疑いましょう。ですがそこに幼い四郎さまご自身が現れて御屋形さまの妹になったことと諏訪家を継ぐことを誓ちかいますれば、諏訪衆はことごとく武田のお味方になります」とあっけにとられながらうなずいた。

　晴信は、「勘助。人間にはどうしても戦わねばならぬ時がある。四郎が武田の一門として皆に認められるかどうかは、この一戦にかかっている」と四郎の言葉を受け入れたのだ。




　晴信軍は板垣軍と合流し、安国寺の東の宮みや川がわ橋ばし付近で、ついに高遠勢と激げき突とつした。

　晴信にとって、堂々の野戦を総大将として指揮する経験ははじめてである。

　諏訪頼重と戦った時には高遠との挟きよう撃げきによって戦わずして勝利していたし、北条との戦いでは今川軍の援軍として動いた。

　しかも、まだ幼い四郎を連れてきている。

　禰々に続いて四郎まで戦いくさで死なせれば、晴信の悪名はもはや永遠に消せないだろう。それ以前に、晴信自身の心がもたなくなる。

　それだけに、晴信は緊きん張ちようしていた。

　絶対に勝って高遠を滅ぼさなければならなかった。

　すでに勘助の献けん策さくと四郎の勇気とによって、戦う前から勝敗の行方ゆくえがほぼ決していたことは間違いない。だが、実戦においてはなにが起こるかわからない。一本の矢が、不意に勝者の命を奪うばってしまうこともあるのだ。天変地異によって形勢が奇き跡せき的に逆転するということも、実戦ではありうる。あらゆる不測の事態が、勝つべき戦を負け戦に変えてしまうということが考えられる。

　高遠軍との衝しよう突とつがはじまると、晴信は四郎を駕か籠ごへと乗せて信繁に預け、安全な後方へ下がらせた。

　四郎を担かつぎ出した以上はこの合戦には絶対に負けられない、と唇くちびるを嚙かみながら馬上で戦せん況きようを眺ながめる晴信に、勘助が声をかけた。

「御屋形さま。落ち着きなされ。ことここに至れば、迷ったり悩なやんだりしてはなりませぬ。泰たい然ぜん自じ若じやくと構え、武田軍の運命を、戦の行方を見定めるのです。焦あせれば勝機を逃のがしますぞ」

「勘助は鬼ね。四郎を担ぎ上げた時には反対して大おお騒さわぎしていたのに」

「四郎さまのためにも勝たねばなりませぬ。合戦がはじまってしまえば、軍師はただ勝利のために知ち謀ぼうを用いるのみ。ですが御屋形さまは考える必要などありません。山の如ごとく、堂々とこの本ほん陣じんに根を下ろしなされ。これまでにわが軍が打ってきた策の確かさと、味方の将兵の武勇を信じなされ。信じて悠ゆう然ぜんと構える大将が背後にいてくれてこそ、将兵たちの士気はあがり、皆がこの大将のためならば命も惜おしまぬと思い定められるのです」

「あたしは、皆が命を惜しんでくれたほうがいい」

「婦人の仁ですな。その結果、四郎さまや御屋形さまが命を落とせば、なんとします。大将は、決して戦で討うち死にしてはならぬのです。御屋形さまが討ち死になされば、武田が滅ほろびますぞ」

「……この合戦で、大勢の兵が死ぬのね」

「いえ、死ぬのは高遠の兵どもです。ごらんなされ。武田の兵が圧あつ倒とうしております。この野戦で勝利を収めた暁には諏訪のみならず、余よ勢せいを駆ってなんとしても高遠の本城まで落としてしまいましょう」

　勘助が指し示した通り、諏訪四郎を見た高遠勢の士気は落ち、誰だれもが逃にげ腰ごしになっていた。四郎はなんといっても諏訪宗家の正統後継者だし、しかも年とし端はもいかない童女だった。晴信はともかく四郎さまに弓をひいてよいものかという迷いを、高遠勢の兵たちは抱いた。

　一方、高遠を捨てて武田方にはせ参じた諏訪勢の兵たちは「四郎さまをお守りして諏訪家を再興するのじゃ」「四郎さまを武田のご一門に入れてくださった武田晴信は信頼できるお方」と諏訪家再興のために必死になっている。

　板垣信方率いる甲斐兵たちも、「禰々さまの弔とむらい合戦である」とばかりに戦場を駆け巡めぐっていた。

　正午過ぎにはじまった合戦は、夕刻まで続いた。

　豪ごう雨うが降りはじめていた。

　まだ正式に元服もしていないのに「俺の短気のせいで禰々が。死んでもかまわねえ、暴れさせろ！」と晴信に直じき訴そして参戦していた太郎が、相棒の飯富兵部の支援を受けながら敵てき陣じん深くに斬きりこみ、高遠頼継の弟を討ち取った。

　これで、防ぼう御ぎよ陣じんを敷しいてかろうじて持ちこたえていた高遠方の一角が完全に崩くずれた。

「御お屋や形かたさま。お味方の勝利にござりまする。わが軍の死者は五十名ほど。高遠勢の死者は数百にのぼりましょう」

「追つい撃げきはやめましょう勘助。南の伊い那なへ兵を動かせばきっと、北の松本平に控ひかえている小笠原長時が動くわ」

「いえ。小笠原長時の進路には、甘利虎泰さまと横よこ田た備びつ中ちゆうどのを抑おさえとして配置しておりますれば、小笠原は来られませぬ。しかもそれがし、すでに別働隊に命じて杖つえ突つき峠とうげを駆けさせております。空城となっている高遠城をこの別働隊に奇き襲しゆうさせ、攻せめ落としまする。これで諏訪に加えて、高遠が支配していた伊那も武田のものとなりましょう」

「別働隊？」

「はっ。四郎さまのご威い光こうで兵力が予定外に増え、余力がございましたので。別働隊を道案内するは、縦じゆう横おう無む尽じんに山を駆ける猿飛佐助。ちと銭ぜにがかかりますが、仕方ありますまい。奇襲部隊を率いるは、馬場信房、春日源五郎、飯富三郎兵衛、信虎さまに甲か斐いを追われておりましたがこのたび帰参いたした原はらなんとかたち、若き姫武将の卵たちでございます」

「勘助の教え子たちね」

「御ぎよ意い。風の如く駆け、炎ほのおの如く攻め立てまする」

　勘助は、諏訪の空にはためく風林火山の旗を見上げながら、己おのれの戦術の根本思想を言い含ふくめるように晴信に説いた。

「孫そん子し曰いわく」

　疾はやきこと風の如く。

　徐しずかなること林の如く。

　侵しん掠りやくすること火の如く。

　知りがたきこと陰いんの如く。

　動かざること山の如く。

　動くこと雷らい霆ていの如し。

「戦の采さい配はいも、剣けん法ぽうも、緩かん急きゆうでございます。常に一定の速度で動いては、敵に動きを気取られまする。動かざる時と、動く時との、速度差です。剣法においては『後の先を取る』などとも申しますが、つまり敵が動く時には陰に入って動かず、敵が動かない時に陰より飛びだして素す早ばやく動くのです。ですが御屋形さまはまだ、山の如く不動に構えられる境地に達しておりませぬ。経験が必要でしょうな」

「不思議ね。勘助はあたしの軍師になるまで、実戦経験がなかったのでしょう。それなのに、これほど見事な采配をどうしてふるえるのかしら」

「何十年もの間、頭の中で、常に目には見えぬ戦場を駆け巡っておりました。ただ、耳学問好きというものは常に一定の形に戦法をはめ込みたがるもの。それではなりません。常に縦横無尽、自由自在に目の前の戦況を見定め、臨機応変に兵を動かさねばならないのです。それがしは禰々さまを思いがけぬ形で失い、四郎さまや姫武将たちを相手に日々悪あく戦せん苦く闘とうしているうちに、自分の兵法が耳学問であったことを痛感いたしました。現実の戦は、人の心を動かすものであったと。このたびは四郎さまの出しゆつ陣じんを認めざるを得ませんでしたが、今後は二度と四郎さまを危険にさらす策は用いませぬぞ。御屋形さまのご一門を戦で死なせた時、それはそれがしが腹を切る時です」

「勘助。あなたが自分の知謀にそのような縛しばりを設ければきっと、武田は無敵不敗というわけにはいかなくなるわね」

「御意。ですが、それでよいのです。それがしは御屋形さまを悪あつ鬼きにしてはならぬのです。武田晴信は武田信虎の如き悪鬼ではなく、日ひノ本もと一の名将にならねばならぬのです。そしてそれこそが、一見遠回りに見えて、実は天下への近道だと悟さとりました」

「でも今日の戦、太郎は危なかったわ。端は武む者しやのように突とつ進しんしていって」

「太郎さまは男ですので、あれでよろしいのです。それに槍やりの名手・飯富兵部どのが影かげのようについております。容易には討たれませぬ」

　太郎をそろそろ元服させないとね、と晴信はうなずいた。

「見て勘助。高遠勢が、敗走をはじめたわ」

「侵掠すること火の如く、です。太郎さまたちの追撃を受けて落ち武者同然となった高遠頼継は、わが教え子たちがすでに杖突峠を越こえて高遠城を奪ったさまを見て、もはや帰るべき城がないことを悟り、山の奥へと姿を隠かくすことでしょう。伊那平定、成りましたぞ」

　四郎さまがもしも姫でなく男であれば、これほどの大勝もなく高遠城追撃もできなかっただろう。伊那平定にはなお数年の時間がかかったに違ちがいない、と勘助はうなずいていた。




「高遠城落城」の知らせを持って猿飛佐助が晴信のもとに顔を出した頃ころ、本城を失った高遠頼継は勘助の予言通りに落ち武者となっていずこともなく消え去っていた。

　武田晴信はここに、諏す訪わと伊那の地を平定した。

　上うえ原はら城に入った晴信は四郎を膝ひざの上に抱だきながら、佐助に約束の銭を支し払はらった。ずいぶんと高い値段だった。「上野こうずけに落ちておられる真田幸隆どのが銭に困っているのでござるよ」と佐助は頭をかいた。

「それにしてもよくやったわね、みんな。高遠頼継を破っても伊那を奪だつ取しゆするにはまだ数年かかると思っていたのに、見事だわ。馬場、春日源五郎、飯富三郎兵衛に感状を」

「部隊長はあと一人いたでござるが。はて、誰であったのか思いだせないでござる」

「あと一人？　誰だったかしら？　まあいいわ。それよりも佐助。あなたの主君・真田幸隆は、武田に仕える気がないの？」

「うきゅきゅ。なにしろ信虎どのに真さな田だの庄しようから上野へと追われておりますからな」

「南みなみ信濃しなのは平定した。あたしは次に、東信濃へ出て佐さ久くを攻める。佐久は上野と隣りん接せつしているから、関東管かん領れい上杉憲政はきっとあたしと戦うことに。となると、あたしはこのままでは真田を敵に回すでしょうね。真田忍にん群ぐんを武田の敵にするのは、なんとしても避さけたいわ。むしろ真田家ごと、全員を召めし抱かかえたいの」

　佐助は「武田家に正式に仕えれば忙いそがしくなって面めん倒どうでござるなあ。拙せつ者しやは自由気ままな暮らしがいちばんでござる」と頭をかいた。

「加藤段蔵が村上方に奔はしったわ。真田忍群の助けなくば、村上を倒たおせないと思うの」

「加藤どのが？　それは厄やつ介かいな者を敵にしたでござるな。ま、なるようになるでござるよ」

「あなたは加藤段蔵とは同どう輩はいなのでしょう？　同じ戸と隠がくしの山で忍術を身につけた者同士。しかも、猿さる飛とびの術と鳶とびノ術とは似た技だというわ。あの者を調略できないかしら」

「あれは戸隠最強の称しよう号ごうを得た特別な忍びでござる。誰にも仕えぬでござるよ。諏訪頼重とは、同じ信濃の神氏と戸隠忍しのびという因いん縁ねんゆえに縁えんが深かっただけのこと。頼重が晴信どのの暗殺仕事に加藤どのでなく拙者を用いたのは、晴信どのにとっては幸運でござった」

「加藤段蔵を雇やとえないにしても、せめて中立にできないかしら」

「無む駄だでござろうなあ。いずれにしても武田軍が信濃を北上すれば、いつかは戸隠山に衝突するでござる。あの一帯は北信濃における戦略上の要地。諏訪をわがものにした以上、戸隠の『石』を守る忍びどもと和解することは不可能でござる。ただし」

「ただし？」

「拙者がそうでござるが、戸隠山の因習臭くささに辟へき易えきしてあの山を離はなれ、真田に居着いている連中は別でござる。幸隆どのは武家とは思えぬほどに適当でござるからな。真田一族は天下にも国にも望みなし、ただ真田の庄でのんべえだらりとやっていければいいと思っておりますからな。その日暮らしを楽しみたい拙者の性しよう分ぶんに合うのでござる。うきゅきゅ」

　小笠原長時と村上義清の背後に、戸隠山の戸隠忍群──やはり信濃は広大すぎる。信濃平定はあたしと勘助の想像以上に厄介な仕事かもしれない。はたして間に合うだろうか。今川義元に先に上じよう洛らくされてしまうのではないだろうか──晴信は、焦あせりを感じていた。




　　　　※




　晴信から「高遠城の大改修」という大仕事を与あたえられた勘助はその夜、再び諏訪の城代に返り咲ざいた板垣信方と酒を酌くみ交かわしていた。

　板垣信方は、禰々が死んだことについても、四郎を合戦に連れ出したことについても、勘助を責めなかった。そのことがかえって、勘助にとっては辛つらかった。

「勘助。信濃から東海道へ出る上での要所にあたる高遠城を堅けん固ごな城じよう塞さいとして改修するということは、御屋形さまはいずれ今川と手切れなされるおつもりか。駿する河がには大おお殿とのだけでなく、定さまという妹君がおられるが」

「それがしは禰々さまを失ったことに責任を痛感しております。定さまを犠ぎ牲せいにすることはいたしませぬ」

「御屋形さまは癖くせになるのではないか、それが心配じゃ」

「癖、と申しますと？」

「御屋形さまは甲斐を盗とるために父親を、諏訪を盗るために禰々さまを失った。城を盗るごとに家族を失われていく、それが己の定め、戦国の定めだと思い込まれねばよいのだが」

「……城を盗るごとに家族を……まさか。御屋形さまは武田家の繁はん栄えいと安あん寧ねいのために、国盗りを行っておりまする。それでは本ほん末まつ転てん倒とう。それがしは諏訪明神に誓ちかいました、二度と御屋形さまのご一門を危機に陥おとしいれる策は使わぬと」

「それでは領土の拡大が遅おそくなろう。また、御屋形さまご自身が討ち死にを覚かく悟ごするような修しゆ羅ら場ばでは、左様な甘いことも言っておられぬ。いずれ、勘助よ。そなたは、いずれかを選ばねばならぬ時が来るであろう」

「いずれか、と申しますと」

「御屋形さまのお命か、あるいは武田一門や家臣の命か、だ。言うまでもないが、御屋形さまのお命をなによりも優先するよう。御屋形さまの『癖』にならぬかどうかを迷う暇ひまなどない火急の時にはな」

　心得ております、と勘助は頭を下げた。

「しかし、御屋形さまは日ノ本に隠れなき聡そう明めいなお方。そのような偶ぐう然ぜんの連なりがゆくゆく癖などになりましょうか？」

「人間とは不思議なもの。はじめはただの偶然であっても、二度繰くり返せば、三度目もある、と思い込むもの。三度目があれば、当然、四度目も。なにぶん、はじめが強きよう烈れつすぎた。一門家臣と結けつ託たくして父親を追放したのだからな。あの件は御屋形さまの心にとって生しよう涯がいぬぐいきれぬ痛つう恨こんの傷となったであろう。そして諏訪を盗るなり、次は禰々さまが。偶然の出来事ではあったが、御屋形さまの中では一本の因果の線が繫つながったかのような出来事だ」

「……因果の線……理り屈くつではなく、御屋形さまのお心の中で、因果の線が生まれたと。そう申されるのか、板垣さま」

「御屋形さまは、自分は勝てば勝つほど、城を盗れば盗るほど家族を失い孤こ独どくになっていくのではないかと、次第に思い込んでいく気がする。因果応報という言葉は、そのような人の心から生みだされた言葉ではないか。それがどうにも心配じゃ」

　軍略と謀ぼう略りやくを考えることに明け暮れてきたそれがしにはわからぬ人の心の機き微びをこの宿老は心得ているのだ。それがしにはない能力であり知ち恵えだと勘助は思った。

「御お屋や形かたさまには板垣さま、甘利さま、次郎さまがおられます。そのような事態には──」

「いや、諏訪を落とされた信濃は手て強ごわいぞ。ことに北信濃の村上義清はな。御屋形さまはまだ生か死かの激戦を経験しておらぬ。負け戦いくさとなった時にどうなるかは──もしも御屋形さまが死地に陥おちいったら、迷わずこの板垣の命を使え。思い込みの因果の糸の話は老人の繰り言と思い切れ。御屋形さまが死ねば、因果も思い込みも孤独もすべてなくなってしまうのだからな。よいな、勘助」

　勘助は「そのような事態に陥らせぬことこそが軍師の使命でございます」とうなずいていた。が、この時、囲い炉ろ裏りの炎ほのおが壁かべに照らし出した板垣さまの影が妙みように薄うすい、と気づいた。宿すく曜よう道どうの達人としての勘助の知識が、その異変に気づかせてしまったのだ。

（もしや？　板垣さまの、天運は──いやしかし板垣さまは健康そのもの、老将とは思えぬ頑がん強きような肉体と強きよう靭じんな精神の持ち主であるが──まさか、武田軍がまもなく戦に敗れるというのか？）

　勘助は、その言葉をかろうじて吞のみ込んでいた。




　　　　※




「次郎ちゃん。あたしたちは父上に続いて、禰々まで失ってしまった。勘助たちの前では二度と死者を振ふり返らない、涙なみだを流さないと決めたけれど……もうこんな過あやまちは再び犯おかしたくない。禰々のことを思うと、心が潰つぶれてしまいそうなの……それなのに、いざとなれば自分の感情を殺して冷れい酷こくな決断をしてしまう自分自身が、怖こわい。父上を追放した時もそうだった」

　諏訪に続き高遠家が支配していた伊い那なを平定して甲か斐い府ふ中ちゆうに凱がい旋せんした晴信は、信繁だけを連れてあの山に登っていた。諏訪頼重を包囲した要よう害がい山さん。禰々の終しゆう焉えんの地となった因縁の地。公式な墓とは別に、晴信が密ひそかに頼重と禰々の墓標を設けた山──。

　禰々の遺のこした形見とも言える諏訪家の遺児・四郎を義ぎ妹まいとして以来、晴信の後こう悔かいに押し潰されそうな心はかろうじて四郎の笑え顔がおによって保たれてきた。しかし、晴信は知ってしまった。国盗りの野望は、否いや応おうなしに武田家の家族を犠牲として焼いてしまう煩ぼん悩のうの炎なのだと。

「禰々は嫁とつぐのが早すぎたのかもしれないわね。あまりにも純じゆん粋すいすぎた。わたしの前でだけは、泣いても悲しんでもいいのよ。姉上」

　信繁が、瘦やせて骨張ってしまった晴信の手を取って、微笑ほほえんだ。

「……婚こん姻いん同盟は結びたくない。もう、したくない……あたしはもう、家族を自分の野望の犠牲にはできない」

「姉上は、この乱世の中で武田家を守るという重荷を背負ったの。武田家を守るという大任を果たすためには、犠牲者を出さなくてはならないこともあるわ。諏訪頼重は、武家としての諏訪家は、どうしても滅ほろぼさなければならなかった」

「こうして戦国の世の大名は、戦えば戦うほどに孤独になっていくのね。死者の魂たましいを背負いながら。今いま頃ごろ、駿河の父上は禰々を死なせたあたしをきっと怒おこっているわね。親不孝者、妹不孝者と」

「姉上……わたしは死なない。約束する。姉上より一日でも長く生きるわ。だから、姉上は孤独になったりはしない。二人だけでいる時には、泣いてもいいのよ。わたしも、禰々のために泣きたいのだもの」

「ほんとうに？　次郎ちゃん？　あたしよりも、長く生きてくれる？」

「ええ。禰々の墓標に、誓うわ。姉上を一人にはしておけないもの。これからは一人で武田家の頭領の運命を背負い込まないで。このわたしや板垣たち皆みなで、姉上にこの重荷を背負わせたのだから」

「約束よ。でもどうして次郎ちゃんは、あたしを支持したの。父上を駿河に追うことなく、自ら武田家を継つぐ道もあったのに」

「ただの器用な秀しゆう才さいにすぎないわたしよりも、古今東西の学問に通じた知勇兼けん備びの姉上のほうがずっと頭領に相応ふさわしいし、それにもっと子供じみた単純な理由もあるのよ。わたしは姉上と、離れたくなかった。ずっと、姉上と一いつ緒しよにいたかった。それだけ」

「次郎ちゃんって、意外と子供みたい」

「こんなことを打ち明けるのは姉上の前でだけよ。太郎や孫六たちにも内ない緒しよよ。父上がいる間は、なかなかこうして姉上と二人きりになる機会すら持てなかった……姉上。だからほんとうのところはね、このわたしが父上を裏切って追放したのかもしれない。わたしは天下にも信濃平定にも興味がない。戦国大名の資質なんてないの。ただ、姉上とこうしていたかった。ずっと夢見ていた。誰だれの目をはばかることもなく、父上の顔色に怯おびえることもなく、姉妹しまいで仲むつまじく過ごす時を」

「……禰々から夫を奪うばってしまったあたしに、そんな幸せを手に入れる資格があるのかしら。父上の命令通りにあたしが諏訪に嫁いでいれば、禰々は……」

「姉上が悲しめば、少なくともわたしは不幸になるわ。だから、わたしを遠ざけたりしないで。姉上」

「遠ざけたりなんて」

　晴信は無言のまま信繁を抱だきしめていた。
















　二人の姉妹にとっては、もっと幼い頃ころに通過しておくべき儀ぎ式しきだったかもしれない。

　長い長い回り道だった──二人の姉妹が寄り添そうためには、戦国の巨きよ凶きようと恐おそれられる父・信虎を駿河へ追わなければならなかったのだ。

「あたしはもう、駿河には攻せめ込めない。妹の定も、父上も駿河にいるのだから。でも信濃しなのの次は駿河を奪って海に出なければ、武田家は行き詰づまりになる。どうすればいいのかしら、次郎ちゃん」

「南の海へ出られないのならば、北の海に出るという道もあるわ、姉上」

「越えち後ごへ？　今川義元たちの前で、本心を隠かくすために、そう言ったことはあるけれど」

「ええ。ただ、越後は信濃よりもさらに広大な国。姫ひめ武将の慣習すらなく、国こく人じん衆は信濃衆よりもさらに強くかつ複雑で、外と様ざまの武田家が統治するのは困難かもしれない」

「考えておくわ。でも今夜は、禰々を弔とむらいましょう。勘助との約束をさっそく破ってしまったけれど、涙を流すのは、今宵こよいこそが最後よ。あたしは、悲しみに打ちひしがれて倒たおれているわけにはいかないのだから。信濃平定の戦いはまだ、道半ばなのだから──」

「どこまでも一緒に行くわ。姉上」

　晴信と信繁は寄り添いながら、碧あおい夜空を見上げていた。







　第五話　上うえ田だ原はらの合戦







　武たけ田だ晴はる信のぶが諏す訪わと伊那を平定して南信濃を自領に組み込み、東信濃の佐さ久くへ兵を向けようとしていた頃、関東では「河かわ越ごえ夜よ戦いくさ」が勃ぼつ発ぱつしていた。

　武田晴信が今いま川がわ義よし元もととの関係を仲裁したことで窮きゆう地ちを救われた北ほう条じよう氏うじ康やすが、義妹・北条綱つな成しげが三千の兵で守る河越城へと自ら後ご詰づめを行い、城を包囲していた関東管かん領れい軍八万を八千の兵で壊かい乱らんさせ逆転勝利を収めたのだ。

　板いた垣がき、甘あま利りら諸将が「関東管領の地位も名めい誉よも、ついに地に落ちたか」「まことに下げ克こく上じようの世が来たのう。御屋形さまが諏訪家から兵権を奪ったのは正解であったか」とうなる佐久の陣じん中ちゆうで、山やま本もと勘かん助すけは河越夜戦の経けい緯いを詳しよう細さいに報告していた。

　関東では、足あし利かが幕府の高官を務めてきた旧勢力と、下克上の雄ゆうである新進の戦国大名・北条家との争いが激しく繰り広ひろげられていた。

　旧勢力の旗はた頭がしらは、関東管領・上うえ杉すぎ憲のり政まさ。

　上杉憲政はわずか三歳で父を亡なくし、父が持っていた関東管領の役職を血が繫がらない義理の兄に奪われた。しかし、憲政は幼い頃から合戦は苦手だが権力闘とう争そうには長たけていた。壮そう絶ぜつな権力闘争の果てに自ら上杉家の実権を奪い、関東管領の役職をも取り返した。

　さらに憲政は、古こ河が公く方ぼうの足利家と、同族で長年の宿敵だった扇おうぎが谷やつ上杉家にも影えい響きよう力を及およぼし、長年戦い続けてきた関東の旧勢力を統合。駿する河がの今川義元と組んで、武蔵むさしに侵しん出しゆつしていた北条家を挟きよう撃げきしたのだ。

　この政治力と戦略構想は、ただの若き貴公子のものではない。

　勘助は「上杉憲政は気き障ざな優やさ男おとこですが、関東管領の名と権けん威いを利用して諸将を動かす策さく謀ぼうにかけては一流。侮あなどれません」とうなずく。

「上杉憲政率いる八万の関東連合軍は、北条方の関東における最重要拠きよ点てん・河越城を包囲しておりました。河越城を守る北条綱成は、北条氏康の義妹。北条最強の武勇の持ち主とはいえ、わずか三千の守兵で八万の包囲陣じんを蹴け散ちらすことはかないませんでした」

「ところが御屋形さまが、北条と今川を和わ睦ぼくさせた。駿河に釘くぎ付づけになっていた北条氏康は、兵をとって返して河越城への救きゆう援えんに向かうことができた。そういうわけだな、勘助」

　と、宿老の板垣信のぶ方かた。

「御ぎよ意い」

「しかし氏康率いる北条の本軍もわずか八千。どうやって八万もの大軍に勝ったのじゃ？」

　これは、猛もう将しようの甘利虎とら泰やす。

「北条氏康は、上杉憲政をはるかに上回る策士。援軍を率いて戦場に現れておきながら、いっこうに戦おうとせず、『多勢に無勢なので河越城に籠こもる将兵の命とひきかえに全面降こう伏ふくしたい』と長い滞たい陣じんに倦うんでいた関東諸将に土下座せんばかりの勢いで次々と言い回って、諸将の油断を誘さそったのですな」

「なんとも小ずるい女め狐ぎつねじゃな」

「みな、本気にしたのか？」

「本気にした者と疑った者、半々というところでございましょうな。なにしろ北条氏康の臆おく病びようと戦嫌ぎらいは関東では有名です。とてもあの北条早そう雲うんの孫とは思えぬ、下克上の雄・北条家も三代目で堕だ落らくしてただの自じ称しよう名門に成り下がったか、と言われておりましたゆえ。知ち恵え深き者は疑い、知恵浅き者は騙だまされ申した。たとえば上杉憲政に仕える名将・長なが野の業なり正まさなどは、あの女は絶対に他人に頭を下げたりしない、といっさい取り合わなかったそうです」

　勘助。半分しか騙せぬのでは騙し討うちの奇き襲しゆうも効かぬのではないか？　と甘利虎泰がほうとうをすすりながら首を捻ひねった。

「いえ。半々という割合がよかったのです。北条憎にくしの一念で寄り集まっていた関東諸将の関係に、疑ぎ心しん暗あん鬼きと不和を生み申した。彼らはもともと、長年にわたって戦い続けてきた仇きゆう敵てき同士。北条という共通の敵がいるからこそ結けつ託たくできていたのです。その北条が屈くつ服ぷくしようとしている──その油断と安あん堵どの隙すきに、ほころびが生じたのですな」

「ほころびが？」

「北条氏康の降伏を認めるか否いなか。諸将が紛ふん糾きゆうしているさなかに──上杉憲政と意見対立していた扇谷上杉家の当主が、急死したのです」

「急死じゃと!?」

「はっ。おそらくは、北条が放った風ふう魔まの仕事でありましょう。風魔は、敵総大将の上杉憲政を陣中で殺すのはさすがに不可能とみて、多少の隙があった二番手を暗殺したのでござろう。さて、関東管領上杉家と扇谷上杉家はもともとは関東の覇は権けんを競い合っていた仇敵同士。なぜ死んだ、誰が殺した、と事態はさらに紛糾し、八万の大軍の統制はその日の夜、一時的にばらばらになり申した。この一いつ瞬しゆんの隙を、北条氏康が突ついたのですな。自ら決死隊を率いて夜や襲しゆうをかけて、関東連合軍を完かん膚ぷなきまでに殲せん滅めつしたのです」

「乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負に出て、勝ったのか。あの臆病な氏康が。当人は初うい陣じんで敵に堂々と立ち向かって立派な刀傷を顔に負ったと吹ふい聴ちようしておれど、実は傷ひとつない真っ白い顔の持ち主だと物笑いの種になっておったが」

「甘利さま。その『臆病者』という評判こそ、この夜戦のために氏康自身がせっせと築き上げてきた風聞だとしたら？」

「ううむ」

　勘助は「氏康おそるべし」と額の汗あせをぬぐった。

「八万の大軍とはいえ、関東連合軍はしょせんは旧きゆう怨えんを抱き合った古い敵同士の集まりでござった。いわゆる烏う合ごうの衆で、人の和に欠けておりました。一方、北条氏康と綱成の義姉妹間の連れん携けいは完かん璧ぺき。氏康が十倍を超こえた敵のまっただ中へ夜襲をかけると同時に綱成も『勝った！』と叫さけびながら河越城から打って出て呼応。内うち輪わ揉もめで指揮系統が乱れていたところを挟撃された連合軍は、あっけなく敗走したのです」

　槍やりを磨みがいていた横よこ田た備びつ中ちゆうが「女狐とは北条氏康のためにある言葉だな。あいつを見捨てておいたほうが武田にとってはよかったんじゃないか」とつぶやいた。

「いえ。横田どの。関東においても甲こう信しんにおいても、古き秩ちつ序じよは新しき力によって滅ぼされねばなりませぬ。われら武田家もこれまで上杉家だの古河公方だのの内輪揉めにさんざんつきあわされて時を浪ろう費ひしてきました。関東に直接関かかわっていれば上じよう洛らくは遠のくばかり。厄やつ介かいな関東の平定は、北条にやらせておいたほうがよいでしょう」

「そんなものかね。戦場で死にもの狂ぐるいになるだけが取り柄えの俺にはわからんな」

「関東管領の息の根は、なんとしてもここで止めねばなりません。その面めん倒どうな上杉憲政を、北条が半ば片付けてくれました。上杉憲政の関東管領としての威い光こうは、河越夜戦で敗れたことで凋ちよう落らく。もはや二度と関東連合の大軍勢を率いることはできますまい。扇谷上杉家は断絶。古河公方は北条に降伏し、関東公方の名分を北条に完全に乗っ取られました。かくして関東にて追い詰つめられた上杉憲政は名めい誉よ挽ばん回かいのために、ただ今、信濃に兵を向けてきております。すなわち、われらが今、侵しん掠りやくしているこの佐久に」

「佐久に？　こんどは武田と戦うつもりか？　そんな元気があるのか？」

「上杉憲政は、この敗戦によって武蔵から事実上撤てつ退たい。今後は、北関東の上野こうずけを根こん拠きよ地とするしかありませぬ。関東の諸将は古来より、武威になびきまする。河越夜戦で名をあげた北条がいる限り、上杉憲政の武蔵への再侵出は困難。となれば、上野と碓氷うすい峠とうげを経て隣りん接せつしている佐久を押さえることで衰おとろえた国力の回復を図はかり、関東管領の健在ぶりを喧けん伝でんする。あの男が生き延びるには、それしかございません」

「そうか。あの諏訪頼より重しげが生前、佐久にあった自領を上杉憲政に譲ゆずり渡わたしていたからな。そして俺たちは今、その佐久を猟りよう犬けんのように荒あらし回っている」

「はっ。とはいえ、あの大敗からまもない上杉憲政本人はよもや出しゆつ陣じんできるまいとそれがしも甘く考えておりましたが、どうやら関東管領自らが佐久へ出兵してきたようですな。二度と姫武将などには負けぬと、河越での恨うらみを佐久で晴らすおつもりらしい」

　上野と佐久とは碓氷峠で繫つながっている。

　関東管領・上杉憲政率いる三千の軍は佐久衆に援軍を乞こわれ出陣、すでにその碓氷峠を越こえて武田と決戦に及ぼうとしている、と勘助は告げた。

「われらは佐久の要かなめ・志し賀が城を攻こう略りやくする予定でしたが、如何いかがなさりまするか御お屋や形かたさま。撤退いたしますか、それとも」

　勘助の問いに、それまでじっと押し黙だまっていた晴信がついに口を開いた。

「勘助。天の時は上杉憲政のもとを去った。関東を統治する能力も持たずいたずらに戦乱を長びかせてきた関東管領などという足利幕府の亡ぼう霊れいを、今こそ滅ほろぼすべき時だ。関東管領を討ち、その軍は徹てつ底てい的に蹂じゆう躙りんし、殺し尽つくす。上杉軍から捕ほ虜りよは取るな。みな斬ざん首しゆせよ。二度と、甲か斐い信濃の地には関東の軍勢を踏ふみ込ませぬ」

　板垣と甘利、二人の老将が「それはやりすぎでは？」「まるで越後の長なが尾お為ため景かげじゃ」と異を唱えたが、晴信は「関東管領などもはや存在しない。ただの他国からの侵掠者にすぎない。この機に乗じて、北条に叩たたきのめされて震ふるえている関東の連中に『甲信に二度と手を出してはならない』と知らしめるのだ。関東管領・上杉憲政の首を獲とれ」と目を血走らせて猛たけっていた。

「板垣。あたしは平明な世をもたらす。武田家は、血筋よりも能力を重んじる。神みわ氏しも関東管領もこの乱世を長びかせるための害でしかない以上、もはや不要だ。あたしは過去のしがらみをことごとく一いつ掃そうし、身分に関わりなく有能な者に活かつ躍やくの場を与あたえ、立身させる。諏訪家も上杉家も同じだ」

「ですが。衰えたりとはいえ関東管領の威光は生半可なものではありませんぞ御屋形さま。殺さずに幽ゆう閉へいし、名分を奪うばい取ることを考えたほうが得策かと存じます。北条が、敗残の古河公方を手に入れてその名分をわがものにしたのと同様に」

「上杉憲政など要いらぬ。あたしはもう、諏訪頼重で懲こりている。あの時以上に厄介な火種を家中に抱かかえるつもりはない。しかも、上杉憲政は権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長けている上に、女好きな若く美しい貴公子だという。姫武将たちを育成している武田家にとっては、そのような厄介者は有害無益だ」

「むしろ上杉憲政を婿むこに迎むかえれば如何でしょう。そして、御屋形さまが関東管領に。今ならば、武田と雌し雄ゆうを決する覚かく悟ごでいる上杉憲政もあるいは飛びついてくるやもしれませぬ」

「……愚おろかなことを言うな板垣！　あたしはまだ婿など取るつもりはないし、北条に叩きのめされた負け犬を夫にするなどありえん！」

「はっ！　申し訳ございませぬ。ですが、河越で追い詰められた上杉をさらに佐久でいたぶるのは、得策とは申せませぬ。窮きゆう鼠そかえってということも」

「だから、その前に討ち果たすだけだ」

　晴信の隣となりに侍はべっていた副将の信のぶ繁しげは（姉上は、自分と似た文弱な姫ひめ武将である北条氏康が河越夜戦で名をあげ武辺の実力を見せつけたことに、焦あせりを感じているんだわ）と気づいたが、東国の旧秩序の頂点に立つ関東管領家をここで断絶させられれば困難を極きわめる信濃しなの平定は数年を経ずして終わるという姉上の冷れい徹てつな読みもまた正しい、と思い直した。

　しかし、なにかが危あやうい。

　やはり海を持たず港を持てない姉上は焦られているのだ、北条があの広大な関東平野を丸ごと手に入れつつあるというのにご自分はいまだに信濃の山中を駆かけ回っているという現実に焦じれているのだ、三国同盟構想で益を得られる者は北条と今川だけという結果になることを恐おそれておられるのだ、そう思うと不安を感じずにはいられなかった。

「御屋形さま。今すぐに急ぎ奇襲をかければ勝てまする。決戦の地は小お田た井い原はらになりましょう。諏す訪わでの合戦とは異なり、血ち腥なまぐさい戦いになりますぞ」

「覚悟の上だ勘助。板垣。甘利。横田。そして飯お富ぶ兵ひよう部ぶ。武田家が誇ほこる四天王全員をこの決戦に注つぎ込む。必ず、上杉憲政の首を獲れ。やつはこの戦いくさに敗れれば、二度と最前線へは出てこなくなるだろう。以後は強敵を前にすればヤドカリのように隠かくれる男になる。今回の戦が関東管かん領れいを討ち東国の旧秩序を永久に一掃する、最初で最後の好機だ」

　北条氏康め。どうせならば上杉憲政の首を河かわ越ごえで獲っておけ。あたしが尻しりぬぐいをさせられて関東管領殺しの汚お名めいまで着せられるのは割に合わない、と晴信はいつになく苛いら立だっていた。




　　　　※




　三千の兵を率いて碓氷峠を越え、佐さ久くへ進軍していた関東管領・上杉憲政はまだ二は十た歳ちそこそこの青年武将だった。

　関東全土を震しん撼かんさせる戦乱に次ぐ戦乱の中、三歳で父を失い、九歳で関東管領となり、抗こう争そうの果てに十代半ばで実権を掌しよう握あくした。

　他人を容易には信じない。

　北条氏康の降伏も、信じてはいなかった。だからあの夜戦の際にも身辺警備を厳重にしておいた。うかつにも信じた扇谷上杉家の当主は、謎なぞの急死を遂とげた。

　全盛期の上杉家は、足利家の血を引く関東公く方ぼうよりもはるかに強大な東国の雄ゆうだった。伊い豆ず、関東から越えち後ごにまたがる広大な領土を有していた。だが、旧領の越後は守護代の長尾家に奪い取られ、伊豆は戦国大名の北条家に奪われた。

　本領である関東も、乱れに乱れていた。関東公方家とその執しつ事じである関東管領家との対立。関東公方家の分ぶん裂れつ。関東管領上杉家とその分家・扇谷上杉家の対立。なにか志があったわけではない。血筋と役職を巡めぐる大義なき戦の日々だった。しかも広大な関東平野に割かつ拠きよする独立心旺おう盛せいな武家諸将は、常に強いほうになびき、しかし決して心から恭きよう順じゆんしない。平たいらの将まさ門かど以来、関東武者は独立心が旺盛だったからだ。

　この混乱に乗じて、北条家が急激に台頭してきたのだ。いや、「北条家」を名乗ってはいるが、そもそもは伊い勢せ氏であり、関東の名門北条家とは無関係な戦国大名が。

　幼い頃ころから策略の才を持っていた上杉憲政は、この「北条家」という強敵を逆に利用すれば、四し分ぶん五ご裂れつ状態に分断された関東諸将を「反北条」という大義のもとに連合させることができると考え続けていた。そして、関東管領としての実権を握にぎるとともに温めてきた策を実行した。

　自ら率いる関東連合軍と、駿する河が今川家による、北条家への挟きよう撃げき。

　三千の守備兵しかいない河越城を、八万の連合軍で厳重に包囲した。

　何年もの時間をかけて、入念に構想し準備してきた。絶対に成功するはずだった。

　北条の武蔵むさしにおける拠きよ点てん・河越城は落ちるはずだった。

　唯ゆい一いつの計算外は、甲斐の武田晴信という田舎いなか者の姫武将がでしゃばって、今川と北条を和わ睦ぼくさせたことだ。

「武田晴信。よくも甲斐の山やま猿ざるが、僕の壮そう大だいな戦略を台無しにしてくれたね。絶対に許さないよ」

　上杉憲政は武蔵を追われた。上野に逃にげ込み、河越城奪だつ取しゆは断念した。だが、関東管領としての華はな々ばなしい戦歴に泥どろを塗ぬった武田晴信をこのままにはしておけない。

　家臣の長野業正に「大敗してまもないというのに外がい征せいは時じ期き尚しよう早そう。あと三年は上野に踏みとどまって足固めを」と止められたが、振ふり切って自ら佐久へと出兵した。

　苦境に立たされた今こそ死力を振り絞しぼって晴信を撃うち破り、関東管領は滅びてはいない、河越夜戦で受けた打だ撃げきは意外と薄うすい、と関東諸将に知らしめるためだった。

「武田晴信。北条氏康。今川義元。こともあろうに姫武将どもが、貴公子である僕に逆らうだなんて。許されることじゃないよ」

　幼少時より「上杉家の在あり原わらの業なり平ひら」と呼ばれ、関東一の美男子の誉ほまれ高い上杉憲政にとって、戦に敗れたことよりも「姫武将に翻ほん弄ろうされた」ことのほうがはるかに屈くつ辱じよく的だった。

　とりわけ、武田晴信だ。あれはいったい何者なのだ？　父親を甲斐から追放して国を奪った女だという。信濃の神氏・諏訪家を滅ぼしたという。名門甲斐源げん氏じの出身でありながら、野望のためなら日ひノ本もとの秩序を破は壊かいせんとする下げ克こく上じようの魂たましいの持ち主らしい。この厄介な姫武将さえ倒たおせば、今川と北条は再び対立するはずだった。関東管領復権という志のためには、上杉憲政はどうしても武田晴信を誅ちゆうしなければならなかったのだ。

「なんだ、あれは？」

　小田井原にさしかかったところで、上杉憲政は見た。

　自分を待ち構えていたかのように翻ひるがえる諏訪大明神の旗印と、御お諏す訪わ太だい鼓こを。

「なんだと？　待ち伏ぶせされていた!?」

　僕の采さい配はいは姫武将にも及およばぬのか、九歳で関東管領を継ついだこの選ばれた僕が、と上杉憲政は血を吐はくような屈辱の思いに震えていた。

　北条氏康も、武田晴信も、まるで同質だった。彼女たちは関東管領という偉い大だいな役職が持つ威光にも、上杉家の高貴な血筋にも、まったくひるまない。むしろ、倒すべき敵とみなして獰どう猛もうに打ちかかってくる。

　関東管領と関東公方。この重大な役職と美しい血筋が持つ「力」を手にするために、関東の諸将はこれまで果てしない戦を続けてきたはずだった。

　しかし、北条氏康と武田晴信は、違ちがうらしい。

　関東管領などに、いささかの価値も、見ていないらしい。

　そのような古きものが亡霊のように生き延びているからこそ、関東は平へい穏おんにならないのだと信じているらしい。

　これは、下克上だ。

　足利幕府が関東に残していった体制そのものを、北条と武田は潰つぶしてしまうつもりらしい。

（姫武将どもめ！　上杉の血も足利の世もなにもかも否定するか！）

　上杉憲政はこの時になって、ようやく自分が河越夜戦で敗れたほんとうの理由を悟さとった。

「野望だ。野望の質の違いだ。やつらを小こ娘むすめと甘く見ていた僕の失敗だった。顔かたちは女でも、やつらの魂は長尾為景の如ごとき野や獣じゆうだ。礼節もしきたりも血筋もなにもかも無視して獣けもののように戦ってよいというのならば、いにしえの権けん威いを回復しようとする者よりも、秩ちつ序じよを破壊する無法者のほうが、圧あつ倒とう的に強い」

　僕に、あの北信濃の雄・村むら上かみ義よし清きよのような武勇さえあれば──。

　しかし、ないものを悔くいても手に入るわけではなかった。上杉憲政はまるで都の公家のような色白で細ほそ面おもての貴公子として生まれてきたのだ。関東最大の武家の名門・上杉家も、代を重ねれば貴族化して当然なのだ。

「殿との！　敵は武田軍の主力、その数は三千！　わが軍と同数です！」

「先頭に、宿将・板垣信方と甘利虎泰！　左さ翼よくに横田備中、右翼に飯富兵部の赤備え！　まことに当たらざる勢い！」

「わが軍は河越での疲ひ労ろうが抜ぬけておらず、到とう底てい勝ち目はありませぬ！」

　容よう赦しやのない襲しゆう撃げきを、関東管領軍は受けた。

　降こう伏ふくすら認めない、という徹てつ底てい的な殲せん滅めつ戦だった。

　先の越後守護代・長尾為景が当時の関東管領を合戦で討うち果たした時ですら、これほどの容赦ない殺さつ戮りく戦はやらなかったであろう。

　長尾為景は荒あれ狂くるう巨きよ凶きようではあったが、関東管領というものをこの世から消し去ろうという野望は抱いだいていなかった。

　しかし、武田晴信は違うらしかった。

　あの、諏訪家を滅ほろぼしたのだ。

　関東管領などなにほどのものでもない、と本気で信じているに違いなかった。

「殿、お逃げください！」

「武田は、殿の首だけを狙ねらっております！」

「扇谷上杉家と古河公方が事実上絶えた今、関東管領の殿だけが関東最後の名族！」

「なんとしても逃げ延びてくだされ！」

「時代は変わったのだな。時代は……」

　死ぬのは容易たやすい。だがここで死ねば関東管領・上杉家は僕の代で滅びる、それでは上杉家のご先祖さまたちに申し開きができない、と上杉憲政は恐きよう怖ふに駆られながら遁とん走そうした。

　思えば、あの越後の長尾為景が時の関東管領を殺した時点で、上杉家の命運は尽つきていたのだ。僕がやっていることはしょせんは過ぎ去った時間を巻き戻もどそうとしているだけにすぎないのかもしれない。そう思いつつも上杉憲政はあきらめようとはしなかった。あきらめるには、上杉家の名は重すぎる。なにもかもを置き捨てて、けんめいに逃げた。

「僕はまだ死なないよ。河越夜戦でも生き延びたんだ。武力はなくても、僕には関東管領上杉家の血筋と名と策略がある。武田晴信！　北条氏康！　たとえ何年かかっても、この借りは必ず返すよ！」




　　　　※




　上杉軍は壊かい滅めつし、武田晴信は佐久を平定した。

　武田軍はこの戦いで討ち取った上杉軍の兵士の首を佐久の国こく人じん衆が守る城の前に並べ、「関東管領の後ご詰づめなど来ない」と守備兵たちを絶望させたともいう。

　すべては鬼おにの軍師・山本勘助が選んだ非情の策だったとも。

　ともあれ、晴信に抵てい抗こうを続けてきた佐久の国人衆はついに降伏した。

　佐久衆のうち、捕とらわれた者たちは武田家が運営する金山へと送られた。軍費を捻ねん出しゆつするため、晴信は金山を熱心に開発していた。次々と新しい金山を開き、飽あきることなく新たな金脈を掘ほり進めていた。そのため、甲斐では金掘り人が不足していたのである。

「心優やさしい禰ね々ねは、父上が戦で捕らえた捕ほ虜りよを奴ど隷れいとして売りさばくことに心を痛めていた。だが、甲か斐いでは米が取れない。金山を掘らねばまつりごとが立ちゆかない。だが大おお幅はばに規模を拡大した金山を回転させるにも、働き手がいない。捕虜を送り込むしかない──」

　いずれ肥ひ沃よくな平野と港を手に入れればこのような野や蛮ばんな真ま似ねはしなくてもすむようになる。だがまだ東海道も越後もはるかに遠い。

　勘助にも、金山の労働力不足問題を解決する秘策はなかった。賃上げを行っても、好きこのんで金山で働こうとする者が少ないのだ。むしろ彼らは足軽として合戦に参加しようとする。同じ命がけの仕事ならば、立身出世の可能性がある槍やり働きを選ぶのだろうか。

　貧国の甲斐が外征を繰くり返して連戦を行う。しかし甲斐や諏訪の領民に対しては信のぶ虎とら時代とは桁けた違ちがいの善政を敷しく──信濃しなの全域を治めて経済を潤うるおわせるまでの期間に生じるこの矛む盾じゆんは、佐久の犠ぎ牲せいによって埋うめるしかなかった。勘助にできることは、信濃統一を急ぐことと、可能な限り佐久の人々の恨うらみを自分に向けることだけだった。

　信繁や板垣たちが「佐さ久く衆に対してだけ、あまりにもむごいわ」「昨日までの敵とはいえ、すでに佐久も武田の一員となりましたぞ」と反対したが、晴信は「諏す訪わ衆は諏訪家のために戦ったのだ。だから許した。わが父に服従していたにもかかわらずあたしが甲斐の当主となるや否いなや離り反はんし、こともあろうに関東管かん領れい軍を引き込んだ佐久衆は、諏訪衆のように寛かん大だいには扱あつかわない。信濃の者たちが二度と関東管領などと結けつ託たくしないよう、佐久衆には貧びん乏ぼうくじをひいてもらうしかない」と突つっぱねた。突っぱねざるを得なかった。

「関東管領などもはや甲斐にも信濃にも、そして関東にも不要なものだと諸将や民たみに知らしめるためだ。あの、権威と血筋だけを振りかざして人々を戦いくさにいざなう男は、まさしく『貧乏くじ』にすぎないのだと」

　板垣信方は、引き下がらなかった。

「たしかに理り屈くつではそうなりましょうが、御お屋や形かたさま。それは利口な御屋形さまと勘助の中でだけ通じる理屈でございます。素そ朴ぼくな民たちはもっと単純に考え、単純に感じますぞ。諏訪と佐久とでえこひいきがある、諏訪の民は丁重に扱われているのに、自分たちは武田に虐しいたげられている、と」

「もう言うな板垣。武田が降伏を許さず殺した者は、関東管領軍の軍勢だけだ。武田領となった佐久衆の命は獲とらない。佐久衆に押しつけた金山での苦く役えきは、領土を拡大するごとに順次減らし、いずれ諏訪衆と平等に扱う。このことを繰り返して言い伝え、理解させよ」

「焦あせってはなりませぬぞ御屋形さま。北条氏康が河かわ越ごえで大勝利を収めたことに、御屋形さまは柄がらにもなく焦りを感じておられます。その焦りが、佐久でのやりように表れております。しかし武田家は相模さがみの海を持つ北条とは異なり、その国力の基き盤ばんは脆ぜい弱じやくなのです」

「そうだな。あたしは、父を追放したからな。北条氏康は幸運だ。祖父と父に甘やかされ、盤ばん石じやくの政権をつつがなく引き継ぎ、広大な関東平野と海と港とを与あたえられた。無理をして人を狩かり、金山など掘る必要もあるまい」

「御屋形さま。人の和を見失ってはなりませぬぞ」

「わかっている板垣。氏康のことはただの愚ぐ痴ちだ。あたしはただ、上杉憲政という大魚を取り逃がしたことが悔くやしくてならなかったのだ。信濃統一事業が、あの男を逃がしたことで三年は遅おくれた気がする。あたしは冷静さを欠いていたかもしれない。許せ」

「……左様でございましたか。拙せつ者しやも、余計なことを申してしまいました」

「佐久を平定したはずなのに、心が鬱うつ々うつと塞ふさがる。佐久という土地は手に入れたが、佐久の民の忠誠心を手に入れられそうにないからだろう。あたしは自分が思っているよりも完かん璧ぺき主義者なのかもしれない」

「十分の勝ちは戦にはございません。八分か、六分の勝ちをもって満足なされませ」

　──晴信は、板垣が姿を消した後、本ほん陣じん内で一人「勝てなかった」と歯がみしていた。

　関東管領・上杉憲政の首を、獲れなかった。

　あの男は河越に続いて佐久でも大敗しながら生き延びた。なにか、そういう才覚があるのかもしれない。あの男の取り柄えは、血と美しい顔立ちだけではない。「負けても生き延びる」。これは大いなる才能だ、と思った。あれを取り逃がしたことが後々、巨きよ大だいな災わざわいになる。そんな予感に襲おそわれながら、晴信は北信濃の雄ゆう・村上義清との対決に踏ふみ切ろうとしていた。

　残る信濃の強敵は、二家。

　中信濃の松まつ本もと平だいらを治める小お笠がさ原わら長なが時とき。信濃守護職という名分を持っている。

　北信濃一帯と、東信濃の小ちいさ県がたを支配する村上義清。信濃最強の、圧倒的な武を誇ほこる。

　南信濃に続き東信濃の佐久を盗とった武田家には、さらに東信濃全域の奪だつ取しゆを目指して小県へ進むか、中信濃の松本平へ進むかという、二つの選せん択たく肢しがある。

　ここは、小笠原長時と雌し雄ゆうを決するべきだった。地理的にも、武田家の信濃支配の拠きよ点てん・諏訪に隣りん接せつしている松本平をまず奪うばう、これが兵法の常道と言えた。

　また、関東管領軍を撃うち破り殲滅した晴信が倒たおすべき次の敵は、名ばかりとなった「信濃守護」すなわち小笠原長時であるべきだった。村上義清は有能な武人ではあるが、信濃における家格という点では小笠原長時に数段劣おとる。

　勘助が立てた初期戦略も、諏訪を起点に徐じよ々じよに信濃を侵しん食しよくしていくというものだった。

　しかし関東管領軍を破って佐久を平定し、村上義清が治める小県とついに隣接した晴信は、敢あえて小県での強敵・村上義清との決戦を選ぼうとしていた。

　急がなければ上杉憲政が村上義清との連合を策動するかもしれず、それ以上に気がかりなのが北信濃の戸と隠がくし忍にん群ぐんたちの存在だった──戸隠と村上が本格的に連合して武田に向かってくる前に、叩たたかねばならなかった。

　それともうひとつ、理由はあった。

　勘助が見たところ、晴信と同年代の若き小笠原家当主・小笠原長時は、武勇という点では優すぐれているが、信濃守護という高貴な役職を鼻に掛かけているところがあり、武断主義の村上義清とは異なり日和ひより見みをする男だった。先に小笠原を攻せめれば村上が小笠原に加勢するかもしれない。だが先に村上と戦えば、小笠原は勝敗が決するまで日和見を決め込むに違いなかった。ならば、村上と戦うべきである。それが晴信の結論だった。

　そして事実──武田が対村上戦の開始を宣言しても、小笠原長時は動かなかった。




　　　　※




　この時すでに、晴信が危き惧ぐしていた北の二人は完全に手を結んでいる。

「佐久での武田晴信の荒れようは、なかなかのものだったな。武田信虎の娘むすめだけあって、姫ひめながらに武辺者なのかもしれん」

　村上義清の居城──北信濃の葛かつら尾お城。

　村上義清は、諏訪頼重のもとから葛尾城へと流れてきた加か藤とう段だん蔵ぞうからの報告を聞きながら、刀を構えていた。

　山中に入り、片手で竹を斬きる修練の時刻であった。

　村上義清は、ただ戦場で敵を斬り叩き伏ふせることのみを考える男だった。

　謀ぼう略りやくは用いない。

　己おのれの武名を穢けがしたくないという矜きよう持じの他ほかには、野心もない。

　狼おおかみのような視線と角張った頰ほお、太い眉まゆの持ち主だった。

　本来、村上義清は村上家の当主として生まれてきたことが間ま違ちがいで、一いつ介かいの剣けん客かくとして生きるべき男だったかもしれない。

　北信濃の山中から外界へ出るつもりはなかったが、武田晴信が攻めてくるというのであれば戦って撃ち破らねばならなかった。

「加藤段蔵よ。父親を追放し国を奪い、妹いもうと婿むこを切腹させ、関東管領軍を皆みな殺ごろしに。すさまじいまでの野望だな。なにが武田晴信をそこまで駆かり立てているのだろうな。俺には、ある種、うらやましく思う気持ちもあるのだ」

「晴信はお前と信濃の覇は権けんを賭かけて雌雄を決するつもりだろう。あれは父である武田信虎が同盟した相手のことごとくを裏切って合戦を仕し掛かけ、併へい吞どんするつもりだ。最終的には、父親を預けている今川家をも裏切るだろう」

　竹たけ藪やぶの奥では、加藤段蔵が薄うす笑わらいを浮うかべている。

「だが晴信は俺に対してはさほどの敵意を抱けぬ。そんな気がする。俺はただの武辺者。俺には神氏の血筋も、関東管領の名もないからな。せいぜい田舎いなか源氏の一支族を名乗る程度の男だ。晴信が信濃の古き権けん威いをことごとく潰つぶすというのなら、まず倒すべきは信濃守護・小笠原長時からだ。その分、晴信はまだ甘い」

「一族とともに北信濃の別天地で、戦国の世と無む縁えんな暮らしを過ごす。それが貴様の夢か、村上義清」

「俺は山やま猿ざるだ。柄にもなく天下などを求めて都で滅ほろびていった源みなもとの義よし仲なかのようにはなりたくないのだ。だが、この北信濃でひっそりと人生を終えたいという夢が、ただの夢にすぎんことくらいは知っている。俺とて攻められれば逆ぎやく襲しゆうし、結果として多くの領土を奪い取ってきた。武田信虎と時には戦い、時には和わ睦ぼくした。武を極きわめ合戦に勝ちを得ようと欲ほつするのも、戦国の世では力なくして平へい穏おんな暮らしを守ることなどできないと知っているからだ」

「諏訪頼重が貴様のような恬てん淡たんとした男であれば、死ぬこともなかったろうに」

「そうだな。俺ならば捕らわれても腹など切らぬ。恥はじも外聞も捨てて逃にげ延びた。己の武名に泥どろを塗ぬってでも執しつ拗ように生きようとしただろう。死ねば、晴信に打ち勝つことなど永久にできなくなるのだから」

　加藤段蔵は思った。この剛ごう直ちよくな武人が晴信の忠実な片かた腕うでとなれば、武田晴信は山本勘助の知と村上義清の武を揃そろえて使いこなし、信濃どころか天下をも奪えるかもしれん。しかしそうはならない。村上義清は、晴信が家か督とくを奪う直前、武田信虎と同盟を結んでいたのだから──ゆえに晴信は父を否定するために村上と戦わねばならない。

「だがな、村上義清。北条と和した武田はこれまでとは違い手て強ごわいぞ。甲斐が動員できる全兵力で信濃に襲いかかってくる。その上、諏訪衆を手て懐なずけている。貴様の同盟相手である中信濃の小笠原長時は上杉憲政並みにあてにならん。このたびの戦では、やつは貴様を助けないだろう。貴様は圧あつ倒とう的に不利だ」

「その俺に敢えて手を貸すか、加藤段蔵。諏訪頼重の仇かたきを討うつか」

「諏訪頼重の仇、というのは言葉の綾あやよ。俺は、地理的な条件ゆえに貴様に手を貸すのだ。貴様が倒れれば、次は戸隠の山に晴信が踏み込んでこよう。俺のようなあやかしの忍しのびを二度と生ませぬために戸隠の『石』を破は壊かいするか、あるいは佐久の捕ほ虜りよどもを送り込んで金山を稼か働どうさせているのと同様に戸隠山をも武田軍の『道具』として接収するか、いずれにしても晴信は霊れい山ざんをいささかも恐れない。戸隠山を踏みにじってくるだろう」

「天下に毫ごうも望みなし。ただ、武田に故郷を蹂じゆう躙りんされたくはない。思いは同じだな、俺もお前も」

「俺たちは最終的には晴信に滅ぼされるような気がする。あの姫武将が生きている限り、あれの野望の炎ほのおは消えることがないだろうからな。諏訪頼重はそう悟さとり、諏訪の地を目の前で蹂躙される前に自ら腹を切ったのだろう。だが、意外とそうでもないという気もする」

「そうだ。人の運命など、その時になってみなければわからぬ。生き続けてみれば否いや応おうなしにわかることだ。加藤段蔵」

「武田晴信に、勝てるか？」

「俺一人の武辺でどうなるものでもない。兵たちにも死の修練を行わせている。これからの戦は一いつ騎き討うちでは決まらん。いや、もう応おう仁にんの乱の頃ころには戦は一騎討ちで決められぬ形態になってしまっていたというのに、武士の戦術はまるで進歩しない。この島国では、集団戦術があまりに立ち後おくれているとは思わんか？」

　時代から取り残された戸隠の忍びは大規模な集団戦術などとは無縁でな。そんなことは考えたこともない、と加藤が苦く笑しようした。

「兵へい站たんを重視し山間に道を整備し諜ちよう報ほうと調略に銭ぜにを投じる。武田晴信の戦ぶりはなるほど名人が打つ碁ごのように周しゆう到とうだが、それらの周到さを無効化する勢いで戦局を一気にひっくり返す『戦術』というものをあの幼い姫武将はまだ真しん剣けんに考えたことがないだろう。それが、甲か斐いの山国に生まれ育った者の限界よ。もっとも、この俺とて槍やりや刀を振ふり回すしか能のない信濃しなのの山猿だがな──だが山猿であるがゆえに、偶ぐう然ぜん、新しい戦術を閃ひらめいた」

　抜ぬき打ちで次々と薙なぎ払はらった竹。

　それらを二本、三本と無造作に村上義清は摑つかみ取り、加藤段蔵へと放り上げていた。

「一刀両断した竹は鋭えい利りな凶きよう器きになる。長くて軽い。そして、撓しなる。一本の竹では弱いが、これを五本、十本、百本と組み合わせてひとつの生き物のように操れば──」

「義清。貴様は居合いの修練をしながら、そのようなことを閃いていたのか。合戦の天才だな」

「いや。上方あたりではすでに俺以外の者が、似たような戦術を実戦に採り入れているかもしれん。この山国にまでは情報が入ってこないだけでな。それに晴信の首を獲るためにはやはり、最終的には個人の武辺に頼たのまねばならん」

「女は斬らぬのが俺の主義だが……大将の首を望むならば、この俺に任せろ」

「いや、加藤。うぬは、俺のために道を造れ。俺自身が、晴信の将器を見極め、斬る」

「ふん。姫武将不殺の掟おきてを無視して姫武将を斬り殺せば、貴様の武名に傷がつくぞ。そもそも堂々と名乗りをあげて武田の本陣に突とつ入にゆうするつもりか？　闇やみに紛まぎれて仕事をこなす忍びこそが、適任だと思うがな」

「忍びに総大将を暗殺させては、それは勝ち戦いくさとはいえん。一騎討ちで勝敗が決まる時代は終わったとは言ったが、それでも最後の最後は堂々の一騎討ちであるべきだ。そうでなければ、俺のような古い男にはもはや存在価値がなくなる」

「……いいだろう、村上義清。つくづく貴様は己の誇りのためにだけ戦う男よ。ならば、とどめは、お前がやれ。だが、し損じれば如何いかがする？」

「その時は、こう俺は思うだろう。時代は俺ではなく姫武将を必要としているのかもしれん、と」

「ふん。貴様としたことが弱気だな。ありえんな。姫武将など、人手不足と内うち輪わ揉もめで疲ひ弊へいした武家どもがひねり出した手品よ。女は子を産み育てるのが仕事。男には、子は産めぬからな。女に武将のまねごとなどいつまでも続けられるものではない。そもそも姫武将不殺の掟の存在からして、茶番めいているではないか村上義清？」

「武田晴信が神氏を倒し関東管かん領れいを討ち滅ぼすというのであれば、俺は姫武将不殺の掟を反ほ故ごにしよう。男であろうが女であろうが、戦場に立てば同じ武士。降こう伏ふくし出家すれば助命せねばならないなどという掟は、俺が否定しよう。だがなぜだろうな。俺は、どうも自分が武田晴信をあれの父親以上の強敵に育て上げるためにあくせく動かされているような気がしてならんのだ。いやむしろ、武田晴信の行く手に待ち受けるもっと重大ななにかのために、俺は踊おどらされているのかもしれん。俺よりも晴信は長く生きるだろうからな」

「やけに感傷的だな。貴様と晴信とに、父と娘のような年の差があるからか？」

「俺には妻も子もいる。今いま更さら、そのようなことで心を動かしたりはせん。そのはずだ……だが、武田晴信は、不ふ憫びんだ。あれは、あのような生き方をしていて幸せなのだろうか？」

「父親の勧すすめに従って駿する河がで絵でも描かいていればよかったものを、自ら修しゆ羅らの道を選んだ女だ。惑まどわされるなよ村上義清」

「むろんだ。今この場で貴様に腹の内を明かすことで、俺は戦場で全力を発揮できるのだ。加藤よ。もしも戦場で俺が晴信を殺すことを躊躇ためらえば、俺は武士としての面めん目ぼくを失い己に敗北したことになる。合戦での負けは生きることでいずれ取り返せるが、自ら手放した面目と矜持は取り戻もどせん。その時は、貴様が俺を殺せ」

「承知した」

　守護の名も神氏の血も持たぬ一介の武辺者。しかしあの巨きよ凶きよう・武田信虎がどうしても倒たおせなかった男。その武だけで、北信濃に君臨し続けた男。

　この村上義清にこの俺が手を貸せば、武田晴信の野望はそこで止まる。

　戸隠の山は、守れる。

　加藤段蔵はそう確信し、笑い声を漏もらしていた。










　　　　※




　千曲ちくま川がわの上流から中流に沿って、佐さ久くから小ちいさ県がたを経て村上義清の本ほん拠きよ地ち・葛尾城へと一本の街道が延びている。

　佐久を平定した武田晴信は小県攻こう略りやくのために満を持して八千の兵を動員し、武田の軍兵がたちまちこの街かい道どうを埋うめ尽つくした。

　中信濃の松まつ本もと平だいらを支配する小笠原長時は、信濃の運命を決するこの合戦を前にしても、動かない。小笠原長時は同盟相手である村上義清に援えん軍ぐんを送るべきだったが、奇き策さくを弄ろうして合戦らしい合戦もせずに勝ちを収めてきた文弱の姫武将と侮あなどっていた武田晴信が、突とつ如じよとして佐久で関東管領軍を容よう赦しやなく撃げき破はする苛か烈れつな戦いを繰くり広げたことを警けい戒かいしたのか、あるいは天性の日和ひより見み主義者なのか、居城の林はやし城にヤドカリのようにこもっている。

　村上・小笠原の連合軍が成立すれば面めん倒どうだったが、各個撃破していけば勝率は高まる。

　ここまでは、勘助と晴信の思おも惑わく通りに、事態が進行している。

　小笠原長時の出しゆつ陣じんを止めると同時に、孤こ立りつした村上義清が小県の最重要防衛拠点・砥と石いし城に後ご詰づめの兵を率いて入城したところを、すかさず晴信率いる本隊と　信繁率いる別働隊とが南北から挟きよう撃げきする、そういう目算だった。

　しかし、勘助得意の挟撃策は破れた。

　村上義清には本拠の葛尾城にも小県の要地・砥石城にも籠ろう城じようするつもりはいささかもなく、野戦での一いち撃げき決戦を行うために自ら出しゆつ撃げきして千曲川北岸の岩いわ鼻ばなに堂々と布ふ陣じんしたのだ。

　兵力は五千。

　対する武田軍は、南岸の上うえ田だ原はらに陣を構えた。

　上田原は、遮さえぎるもののない広大な平地である。

　伏ふく兵へい・奇兵の類たぐいは配置できない。

　岩鼻に布陣した村上軍の背後へ別働隊を回り込ませることは、不可能と言っていい。

　このため、ついに勘助は武田軍を二手に割ることができなかった。

　村上義清は、奇策を弄しない。兵数が不利であろうとも、堂々の正面衝しよう突とつで雌し雄ゆうを決するつもりだった。

　別働隊を動かして敵城を挟撃するという勘助得意の奇策が、村上義清の無策の前に封ふうじられたという形になる。

　しかし、禰々の死や父の追放という負い目にせき立てられている晴信は信濃統一を焦あせっていた。「あちらが無策ならば、歴戦の武田の将兵を押し立て正せい攻こう法ほうで戦おう」と決めた。

　勘助も、晴信の意を汲くんで新たな陣立てを考えた。

　村上義清率いる五千の敵軍と川を隔へだてて対たい峙じした晴信は、重臣たちを本陣に召しよう集しゆうして、「時は来た」と告げた。

「信濃最強の村上義清を破れば、小笠原などは戦わずして武田に降くだる。これが信濃統一のための最後の合戦となる。勝てば、宿老の板垣信方と甘利虎泰にはそれぞれ信濃の一城を知行地として与あたえる。手て柄がらを立てたそれぞれの武将にも、知行を約束しよう。信濃全域を手に入れれば武田の国力は三倍に増す。越えち後ごにも東海道にも侵しん出しゆつすることができる。海に出られるぞ。甲斐は、豊国へと一変する。佐久の領民も、苦く役えきから解放できる」

　板垣と甘利。二人の老将は、「戦に勝つ前に大おお盤ばん振ぶる舞まいをするのは不ふ吉きつでございます。論功行賞は、勝ち戦の後に行うもの」「城など要いらぬ。わしはただ甲斐に武田晴信あり、と天下に示すことができればそれでいい。駿河の大おお殿との、晴信さまのご活かつ躍やくをなにとぞご覧あれ！　うおおおおん！」と落ち着き払い、あるいは豪ごう快かいに騒さわぎ、いつもと変わらない。

　佐久では国こく人じん領主と領民たちの執拗な抵てい抗こうに遭あって平定に手こずったが、晴信は家督を継ついで以来いちどの負け戦も経験していない。晴信の留守中に反旗を翻ひるがえした者たちも、晴信自身が出兵すればことごとく敗れ去った。

「御お屋や形かたさま。こたびの戦、正面から衝突して押し切れればよろしいのですが、武田軍は連戦続きで疲弊しております。数で圧倒しているとはいえ村上軍を侮ってはなりませんぞ」

「板垣は心配性しようだな。焦ってはいない。今更に村上義清個人の武勇で覆くつがえせるような戦力差ではなかろう。なにも問題はない」

「軍師どのは如何お考えか？」

　勘助が「左様ですな」と顔を上げた。

「別働隊を出して挟撃するが最上の策なれど、己おのれの武を頼む村上義清は籠城を選びませんでした。しかも意外にも村上陣じん営えいの諜ちよう報ほう網もうは強うござる。各地へ物見に出した兵たちが一人も戻ってきませぬ」

「おおかた、加藤段蔵なる者が率いる戸と隠がくし忍にん群ぐんと結んだためであろうな」

「こちらも多くの忍びを抱かかえる真さな田だ幸ゆき隆たかどのを雇やとおうと動いたのですが、上野こうずけを去る決意ができぬ模様。すでに関東管領の権けん威いは地に落ち、上野も滅ほろびを待つばかりなのですが」

「真田は、御屋形さまにご不信があるのかもしれぬな」

「いえ。真田はかつて、信虎さまと村上義清、諏訪家の連合軍に旧領を奪うばわれておりますれば、武田と村上が再び同盟する可能性が完全に消えるまでは信濃には顔を出せない、それまでは『陰かげに隠かくれて』おく、とおっしゃっておられました」

「陰、か……今の真田は本領を失い上野の食客になっている身だ。ここで上野を飛びだしたはいいが信濃の本領にも戻れなかったとあらば、真田一族は行き場を失い四し分ぶん五ご裂れつする。慎しん重ちようにもなろう。こたびの戦いで両軍が壮そう絶ぜつな死し闘とうを繰り広げれば、真田はその時こそ武田方につくであろうか？　勘助」

「板垣さま、それは間ま違ちがいありますまい。武田と村上の関係が破は綻たんすれば、今は村上が支配している旧領の真田の庄しようを回復する絶好の機会となりましょうから」

「真田を帰順させたのちに村上との決戦に及およぶべきだと拙せつ者しやは考えておったが、そういうことであれば村上とこの場で戦うべきであろうな」

　大殿を追放する際には、猿さる飛とび佐さ助すけの「猿飛の術」が役に立った。佐助の異能なくばあの奇策は不可能だったといっていい。勘助の軍略を戦場で縦じゆう横おう無む尽じんに冴さえ渡わたらせるためには、真田忍群が持つ異形の力がどうしても必要なのだ、と板垣がうなずいた。

　老将板垣も、晴信と勘助の戦のやりようを理解しはじめている。力押しではなく、情報戦と調略によって合戦以前の段階であらかじめ勝ってしまう。それが二人の理想とする合戦だった。しかしそのためには真田一族という人材が必要だった。信虎が長年にわたって率いてきた武田軍には、猛もう将しよう勇将こそ集まっているが、智ち将しようや忍しのびといった影働きの者たちが絶対的に不足している。信虎は謀ぼう略りやくを用いたが、それはすべて己一人の頭で考えて実行したものだった。信虎は自分以外の謀臣やましてや忍びなどを、いっさい信じなかった。それゆえにわれらは今こうして村上義清と正面から対決する羽目になったのだと。

「だがな板垣の親おや父じさん。佐久で、俺たちは少々やりすぎた。村上軍の連中は敗れれば金山へ送られると互たがいに噂うわさしあっていて、全員決死の覚かく悟ごだ。諏訪や高たか遠とおとの戦いなどとは比べものにならんし、四し郎ろうさまという手品の種も使えない。厳しい戦になるぞ」

　軍議にほとんど耳を貸さず、もくもくと槍やりを手入れしていた横田備中が、ぶっきらぼうにつぶやく。

「もっとも俺は、こういう生きるか死ぬかの戦のほうが嬉うれしいがな」

　四天王中紅一点の姫ひめ武将・飯富兵部が信濃しなの名物のイナゴの佃つくだ煮にを頭からかじりながら「そうさね」とうなずく。

「大殿が仇きゆう敵てきだった村上義清や諏訪頼重と同盟を結んだ時、あたしたちはがっかりしたもんさ。とりわけ諏訪との婚こん姻いん同盟を成立させたことはね……佐久ごときを奪うために信濃全土を併へい吞どんするという野望を捨てちまったのか、とね。しかし今、御屋形さまは諏訪を平定し佐久を独力で奪い、信濃制せい覇はに王手をかけた。今川・北条と固く結ぶという奇策を用いてね。大殿の戦略を全部、あたしたちの手でひっくり返してやろうぜ」

「おう。堂々と戦って村上を破れば、親父どのも二度と姉上を臆おく病びよう者だとは罵ののしれねえ！　あの親父どのですら、村上義清には勝てなかったんだからな！　信濃を平定すれば、きっと禰々も浮うかばれる」

　晴信の弟の太た郎ろうが、飯富兵部の肩かたをぽんと叩たたいた。

「きゃっ？　太郎？　お前、今あたしの胸を触さわらなかったか？」

「え？　触ってねえよ？　だいいち、お前に胸なんてあったか？」

「あるよっ！　あたしだってもう子供じゃないんだ。ガキの頃ころみたいに勝手に冗じよう談だん半分であたしの胸をまさぐったりしたら、殺すぞ」

「こらこら兵部。主しゆう筋すじの太郎さまに『殺すぞ』はいかん。まるっきり子供の言いぐさではないか」

　甘利虎泰が笑い、飯富兵部が「だってこいつ、相変わらずあたしを女だと思っていないんだ」と唇くちびるを尖とがらせた。

「そうか。飯富兵部は、女だったっけか」

「横田。あんたまでそれを言うのか？」

「俺は神かみ頼だのみはしねえが、験げんを担かつぐんだ。お前のような豪ごう傑けつの姫武将が急に色気づいて『あたしは女だ』と言いだしたり、俺のような独り身を貫つらぬいてきた戦争屋が『この合戦が終わったら俺はあの女に祝しゆう言げんを申し込む』と恋こい話を吹ふきはじめたらそいつは戦いくさで死ぬ予兆だぜ。やめておけ」

「おいこら横田。やせっぽちのあたしがいつ張ちよう飛ひみたいな豪傑になったよ？」

「今だってそうやって、イナゴを食い散らかしている」

「伊い那なではみんな食ってるよっ！　栄養あるんだぜ、これ。毎日食えば少しは胸も膨ふくらむかもな、姫さまみたいに。っていうか横田。あんたみたいな男の口から祝言なんて言葉が飛びだすとはな。あんたこそ死にそうだな、はははっ」

「そうだな。俺が戦場で強いのは、なにも背負っていないからだ。いつ討うち死にしようが、どうでもいい。ただ目先の敵の首さえ落とせれば俺はそれで満足だ。いちど守る者を背負っちまうと、俺のような闘とう犬けんは弱くなるものさ。だが……それはそれで犬の死に様としては、幸せなものかもな」

「……横田？」

　横田も飯富もまだ死に様を云うん々ぬんするのは早い。死ぬのはわしらのような老人からじゃ愚おろか者どもめと甘利虎泰がまた説教をはじめ、板垣信方が「いやいや誰だれが欠けてもならぬ。御屋形さまがお心を痛められるゆえにな。少なくとも武田が信濃を統一するまではな」と苦く笑しようした。

　まことに、と勘助がうなずいた。

　今の武田家は、信虎時代とはまるで違っている。

　みなが御屋形さまのもとに仲間として集つどい、疑似家族として結束している。

　この人の和こそ、武田家と御屋形さまにとってなによりも大切なものだ。決戦といえどもこの和を失いかねないような無理押しはならぬ、と勘助は確信していた。

「とはいえこの決戦、無傷では勝てますまい。これは武田が戦国大名として生まれ変わるための産みの苦しみと言ってもいいでしょうな。みなの衆、よろしく頼たのみ申す」

「いや勘助。あたしは強ごう引いんな戦で四天王たちを失いたくはない。四天王は父上が甲か斐いに残してくれた貴重な財産だ。万が一にも形勢不利とみれば、退ひこう。もっとも、この戦力差があれば万が一はないはずだが」

　しかし、ありえない万が一がありえるのが、現実の戦だった。

　晴信は（無傷で圧勝できればよいのだけれど、数だけを頼みに勝ちきれるかしら）と内心不安を覚えながらも、その不安を押し殺そうとけんめいに戦っていた。迷えば、その迷いが采さい配はいを誤らせる。河かわ越ごえでは、迷った関東連合軍が滅び、迷わなかった北条氏康が勝った。氏康は河越城に小勢で籠城した義ぎ妹まい・綱成を最後まで信じ、綱成も氏康が必ず救きゆう援えんに来てくれると信じていた。どちらかが迷っていれば、敗れていた戦だった。

　晴信が「これより千曲ちくま川がわを渡り村上と決戦する」と告げようとした時。

　じっと軍議を見守っていた副将の信繁が「姉上。わたしも諏訪法ほつ性しようの兜かぶとを被かぶっていい？」と唐とう突とつに言いだした。

「じ、次じ郎ろうちゃん？」

「軍議の席でちゃん付けはダメ。次郎信繁よ、姉上」

「そ、そうだったわね。いきなり妙みようなことを言いだすから、なにごとかと思って」

「わたしと姉上は、遠目にはよく似ているでしょう？　諏訪法性の兜を被れば見分けがつかないわ。万が一の時に影かげ武む者しやとしての役目を果たせれば、と閃ひらめいたの」

「あれはひとつしかないし、あなたに危険な影武者の仕事をやらせるわけにはいかないわ」

「それでは兜の偽にせ物ものを造っておいて、勘助。次の戦には間に合わせてね」

「……影武者、ですか。たしかに妙みよう案あんだとは思いますが、副将の次郎さまが務めることは認められませぬな。危険です」

「そうだぜ次郎姉さん。影武者働きなら、孫まご六ろくにでもやらせりゃいい。孫六こそ姉上に瓜うり二ふたつだからな」

　信繁がなぜ急にこんなことを言いだしたのか、勘助にも太郎にも晴信にもいまいち理解できなかった。信繁は、あるいはなにかを予感しているのかもしれなかった。

　横田備中が「……戦国の世だ。弱い者から先に滅びていく。俺たちが戦えば戦うほど、敵は次々と強くなっていく」と酒をあおりながらつぶやいていた。

「村上義清を倒たおせば、いずれさらなる強敵が現れるだろうな。俺たちはそのことごとくと戦い、勝たねばならん。俺は、武田軍が日ひノ本もと最強となる瞬しゆん間かんを見てみたい」




　上うえ田だ原はらの合戦が行われたその日は、旧きゆう暦れきの二月十四日と伝えられる。

　旧暦と新暦の違いこそあれ、現代の日本であれば、武田晴信はまだ女学生として学校に通っていて、バレンタインデーという祝祭を迎むかえているはずだ。

　しかし時代は戦国の世であり、晴信は合戦を宿命づけられた姫武将だった。

　明け方。

　千曲川を挟はさみ、武田軍と村上軍の激げき突とつがはじまった。

　勘助は、武田軍を三段に分けた。

　先せん鋒ぽうに、宿老の板垣・甘利たち。諏す訪わ衆がその主力である。

　中備えに、信繁率いる郎ろう党とう衆たち。太郎や飯富兵部、横田はこの中軍に配備されている。

　後衛に、晴信自身が率いる旗本近この衛え軍。

　血気盛さかんな若手ではなく、老ろう獪かいな板垣信方に先鋒を任せた。村上義清はおそらく最初の突とつ進しんにすべてを懸かけている。その村上義清の突進を、板垣の熟練の戦略眼と采配によって避さけようというのである。「後の先」を取ろう、板垣さまならば取ってくれるだろう、それが勘助の読みだった。

　この時点で勘助もそして晴信も、これまでの戦いとは異なりわずかに一歩腰こしが引けていたといっていい。

　先鋒隊を率いて千曲川を押し渡りはじめた板垣信方は、自身の役割を熟知していた。

　まずは川を渡る姿勢を見せて、先手を取る。

　これを見た村上義清は「先手を取られまい」と全力で迎げい撃げきする。

　この村上軍の圧力を受け流しながら悠ゆう々ゆうと元来た川岸へと引き上げ、「後の先」を取る。

　闘気を逸そらされて猛たけり狂くるう村上軍は川を渡りきり、武田が待ち受ける南岸へと押し寄せてくる。

　だが、武田が数で勝まさる。さらに、突とつ出しゆつさせた村上軍を背水の形に追い込むことで地の利も得る。甘利隊、信繁隊、飯富隊とともに村上軍をじわじわと包囲していく──。

　村上義清は、己おのれの武を頼みにひたすら突進する男だ。

　正面から当たれば大やけどを負う。矛ほこ先さきをかわし、武田に有利な地へ、有利な地へと村上軍を誘ゆう導どうする、それがわが使命。

　この日の朝。運命の一戦を勘助と晴信から託たくされた歴戦の名将・板垣信方は冴え渡っていた、はずだった。

　だが、板垣率いる先鋒隊は、最初の一当たりによってあっけなく崩くずされた。

　村上の弓隊が、開戦の挨あい拶さつとばかりに矢を放った後──。

　異様な軍団、異様な陣じん形けいが、板垣の面前に突とつ如じよとして出現していた。

　途と方ほうもなく長い槍を構えた足軽たちが、びっしりと蟻ありのように密集して、一直線に板垣信方ただ一人をめがけてすさまじい形相で突進してきたのである。

「あれはなんだ。まるで、槍やり衾ぶすまではないか」

　槍？　それにしては長い!?　あれでは敵を突つくこともできぬ、と板垣は驚おどろいた。しかし、それらは突くための武器ではなかった。押し寄せながら、上段から殴なぐりつけてくる。間合いが違う。板垣隊の足軽たちが構えた槍が届かぬ距きよ離りから、重さにあかせて殴ってくる。

　無数の長槍をすり抜ぬけて刀で斬きり込みをかけようとした剛ごうの者たちも、まるでひとつの生き物のように連動して動く長槍の触しよく手しゆのような動きに捕つかまり、叩きのめされていく。

　一対多。

　いかように闘たたかおうとしても、こちらの武士は一。向こうの足軽は多数。

　しかも、間合いが違いすぎる。一方的に攻こう撃げきを受ける、それも多数から。

　この長大な槍を無数に連ねた「歩く要よう塞さい」を前にしては、いかなるつわものといえどもそのような不利な戦い方しかできない。

「いかん！　これでは刀の技わざも槍の技も通じぬ！　ゆるりと退け、退け！」

　美み濃ので「下げ克こく上じよう」を果たした斎さい藤とう道どう三さんが長槍部隊による「槍衾」戦術を考案していた頃、この信濃でも村上義清が期せずして同じ戦術を発明し、そして対武田戦という実戦に槍衾を投入していたのだった。

「考えたな村上義清。まさか一いつ騎き討うちにこだわるあの剛の者が、もののふの武の技量を無力化するこのような集団戦術を編み出すとは。ただ猪ちよ突とつ猛もう進しんしてくると決めてかかっていたわれらの手抜かりであった」

　信虎が鍛きたえ上げてきた武田軍は、個人の武勇に頼むところが大きい。その意味で、旧きゆう態たい依い然ぜんとした軍だった。

　その武田軍でこれまで功績を稼かせいでいた腕うで自じ慢まんの武士たちが、名もなき足軽たちの槍衾によって、次々と倒されていく。

　板垣隊最強の勇者・初はじ鹿かの伝でん右衛え門もんがなすすべもなく槍衾の餌え食じきとなって川底へ沈しずんだその時──。

　千曲川を半ばまで渡わたりきっていた板垣隊は、どっと崩れた。

「そうか。村上義清と直接戦った経験がある拙せつ者しやや甘利ら老臣から得た情報を、御お屋や形かたさまも勘助も鵜う吞のみにしていた。あの二人には村上戦の経験がなく、拙者たちにはあった。それゆえにわれらの意見が尊重された。だが、それが過あやまちだった」

「──その通りだ。板垣信方。貴様は武田信虎の重臣ではあったが、武田晴信が造ろうとしている新しき甲斐、新しき武田軍にとっては時代遅おくれの老将よ」

　敵本ほん陣じんからただ一騎で飛びだしてきた村上義清が、黒馬に跨またがって川を押し渡ってきた。

　武田信虎を彷ほう彿ふつとさせる殺気と獣けもの臭しゆうをその身体からだから放ちながら、しかしその獰どう猛もうな視線には憎ぞう悪おも猜さい疑ぎ心しんもなにもない。山に潜ひそみ獲え物ものを狩かる、狼おおかみの視線だった。

「この千曲川が、貴様らの三さん途ずの川かわだ。武田家中ちゆう興こうを果たした名将板垣駿する河がの守かみ信方よ。最さい期ごは、この俺の手で冥めい土どへ送ってやろう」

　板垣さまを、殿とのをお守りせよ！　と次々と村上義清に勝負を挑いどんだ武田侍ざむらいたちが、首を飛ばされあるいは腕うでを落とされて千曲川の激流へと投げ出されていく。

　主あるじを失った馬たちが、悲しげに吠ほえる。

　村上義清は馬を殺さず、馬上に跨がる武士だけを討った。

　圧あつ倒とう的な武の力だった。

　この男が戦国の習いを無視した集団戦術を編み出すなど、山本勘助にすら予想できなかったろう。勘助にはやはりまだ実戦経験が欠けている。逆に、村上義清が己の本能に反するような槍衾戦術を閃いたのは、ひとえに実戦経験の積み重ねゆえだった。己一人の武の力では武田の侵しん掠りやくは止められぬと追い詰つめられてこそ、閃いたのだろう。この男は頭で考える戦はできない。野や獣じゆうのように、考えるより先に身体を動かし敵を討つのみ。その獣の嗅きゆう覚かくが、槍衾という異形の陣形、異常の戦術を生んだらしい。

　このような戦術は、頭でこしらえる学問からは生まれまい。

　やはり勘助と御屋形さまに足りぬものは、実戦経験だった。

　拙者はすでに老いたが、村上義清はまだ老いてはいない。むしろ今こそがこの男の武将としての全盛期であるかのようだ、と板垣は目を細めた。

　この圧力は止められぬ。矛先をかわすこともできぬ。村上義清は、われらに「後の先」を取らせはしなかった。そのために村上は、この一戦で全軍玉ぎよく砕さいするつもりで後先も考えずに突とつ撃げきをかけてきた。これでは仮に村上軍が武田軍を破ろうが、村上軍とて大だい打だ撃げきを負うだろう。それが村上義清の恐おそろしさでもあり、「故郷の地を守る」という以外の野望を持たぬ者の強みでもある、と板垣は思った。この戦いののちも四方で次々と合戦を繰くり広げねばならぬ武田軍には決してできぬ無む謀ぼうな突撃だ、と。いや、それこそが御屋形さまの弱みであったのかもしれぬ。

「全軍、川岸へ戻もどれ！　川岸に陣を張り、首実検を行う！」

　御屋形さまを逃にがすために、時間を稼がねばならない。

（時間さえあれば、勘助がなにか起死回生の策を閃くやもしれぬ。策が見当たらなくても、御屋形さまを逃がすことはできる）

　板垣は自ら晴信の盾たてになろうとした。

　愚おろかにも、合戦中の最前線に陣を敷しくと称しようして板垣隊そのものを「壁かべ」となし、川の流れの中を突き進んでくる村上義清と槍衾部隊の進しん撃げきをわずかでも阻はばもうとした。

　板垣に長年仕えてきた兵士たちも、大将の意を汲くんで即そく座ざに川岸へずらりと並び、人間と馬とで「壁」を築きはじめていた。

　後方から甘利虎泰隊が、板垣を救おうと慌あわてて突進してくる姿が見えた。

「馬ば鹿か者め。甘利は相変わらず、人情だけで動いておるわ。御屋形さまをお守りせよ、拙者は捨て殺しにせよと怒ど鳴なりつけたいところだが──何十年もともに戦った男だ。あやつの性格は今いま更さら変えられぬ」

　板垣は苦笑いを浮うかべていた。いつもそうだった。戦場においては拙者がさかしらに策を練り采さい配はいを振ふるい、大殿と甘利がその武の力を惜おしみなく発揮して拙者が頭でひねり出した策の足りぬところを補ってくれたのだ。

　だがすでに、その大殿は駿河におわす。拙者たちが追ったのだ。大殿の役目はすでに御屋形さまに。策を練る役は勘助に。武を発揮する役は、まだ若い横田や飯富が負うことになりつつあった。この一戦に勝利し信濃しなのを平定すれば拙者も甘利も引退する潮時であったが、戦国の世はそれほど甘くはなかった。

「甘利よ。拙者とともに死ぬつもりか」

　板垣は青空を眺ながめながら、小こ姓しようが準備した床しよう几ぎに座った。

　川岸へと村上隊が突進してくるさまを眺めながら、「首実検は長びきそうである。拙者はこの場を動けぬ」と笑った。

「いかんな。もしも大殿が村上義清であったなら、御屋形さまはきっとかかる追放劇などを決行することもなかったろうに、などとありえぬ世よ迷まい言を……拙者の天運は、尽つきていたらしい」

「うおおおお！　勝手なことを吐ぬかすな、板垣よ！　ともに大殿を駿河に追っておきながら、この正念場で御屋形さまを置いてさっさと討ち死にしようなど、貴様は昔から考えすぎる！」

　甘利虎泰率いる甘利隊が、わざわざ「壁」となっていた板垣隊へと無理矢理に加勢してきた。板垣の背後に、馬に乗り槍を振り回す甘利の姿があった。

「愚かな。われら二人が集まってどうする。村上の思う壺つぼだ。やつにはまだ奥の手が、第二の矢があるはずだ。散れ！」

「板垣！　老いたうぬ一人では苦もなく村上に斬られるわ！　わしが、きゃつに一騎討ちを挑む！　この戦いくさの勝機はそこにしかない！」

「……われらは大殿のもとでともに討ち死にするべきであったかな、甘利」

「考えるな！　そいつが貴様の悪い癖くせじゃ！　われらが盾となることで御屋形さまは必ずや生き延びられよう！　御屋形さまを信じよ！」

「そうであったな。おぬしには何度も助けられてきたな、甘利。礼を言う」

「ええい。そのような泣き言は、三途の川を渡ってから言えい！」

　天を突く勢いで、渡と河かを終えた村上軍が、突とつ撃げきしてきた。

　あの、槍衾隊である。

　人と馬とで築いた即そく席せきの「壁」は、容易に突き崩された。

　漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ村上義清が、左右に走らせている旗本隊を引き連れ、板垣信方が待ち受ける陣中へと乱入してきた。

「板垣信方に、甘利虎泰か。悪いが時間は稼がせぬ。俺の流りゆう儀ぎではないが、一いつ瞬しゆんで終わらせる。天の時がわが頭上に輝かがやいているならば、まもなく晴信は死ぬ。だが天の時が晴信のもとにあるならば、俺は武田晴信率いる武田軍を新たに生まれ変わらせるという大仕事を手伝ってやったということになろう──」

　馬上で咆ほう哮こうする村上義清を見上げながら、板垣信方は答えていた。

「そうとも。今日の勝ちはそなたのものだ。しかし御屋形さまはこの経験によって、お強くなられる。日ひノ本もと一の武将になられる」

「いや、まだだ。まだひよっこだ。女は、武将にはなりきれん。なりきる前に、俺がその首を落とす」

「ならねばならぬ、御屋形さまはな」

　村上義清が馬に鞭むちを入れ、板垣が座る床几めがけて突進してきた。

　甘利虎泰がこれも馬上で槍をしごきながら、その村上義清へと迫った。

「村上義清！　この甘利虎泰が相手じゃああああ！　いざ尋じん常じように勝負せよ！」

「応！」

　わしも老いた、この狼には勝てぬ！　一いち撃げきで討たれる！　貴様はこの一騎討ちの隙すきを摑つかめ！　卑ひ劣れつであろうがなんであろうが村上義清をここで止めよ！　と、甘利は言外に板垣へとその最期の意志を伝えていた。

　数十年もともに戦ってきた同志である。

　板垣には、その甘利の命を賭とした意志が伝わった。

　馬を寄せ合い両りよう雄ゆうが槍を交かわそうとしたその刹せつ那なに、板垣信方は「武士にあるまじき外げ道どうな振る舞まいなれど、われら二人の命とひきかえに許していただく。ご免めん！」と素す早ばやく抜ばつ刀とうして村上義清が操る黒馬の脚あしを切り落とそうとした。

　しかし、腰こしから抜いたはずの刀が、なかった。

　その手には、なにも握にぎられてはいなかった。

　なにごともなかったかのように村上義清が馬上で槍を撥はね上げると同時に鬼おにの形相と化した甘利虎泰の首が宙を舞い、そしてその足あし下もとでは板垣信方が胸から鮮せん血けつを噴ふきだしながら崩くずれ落ちていた。




「……勘助……！　御屋形さまを、頼たのむぞ……」




　大殿、お先に参りまする、とつぶやいて、武田家の宿老・板垣信方はなぜ自分が致ち命めい傷しようを負ったのかも理解できぬままに絶命していた。

「晴信の本陣へ行け、村上義清。貴様の行く手を遮さえぎる者は、俺が始末する」

　加藤段蔵の声だけが、義清の耳元に響ひびいていた。

　すでに加藤段蔵は、足軽兵の中へと紛まぎれ込んでいるらしい。

　いつ忽こつ然ぜんと乱入して板垣から刀を奪うばい、いつその刀を板垣の胸に刺さしたのか、文字通り目にも留まらぬ早はや業わざだった。

　どうやって移動し、どうやって仕留めたのか、武の化け身しんとも言える村上義清にも理解しがたかった。

「これが貴様の鳶とびノ術か。なるほど、外道の術だな。だが晴信は殺すなよ。それは、俺の役目だ」

　わかった、行け、と加藤段蔵が槍やり衾ぶすま部隊の一軍に交じりあいながら、笑った。




「板垣信方さま、討ち死に！」

「甘利虎泰さま、討ち死に！」

「わが軍の勇士が、続々と討うち死にしております！　村上方の奇き怪かいな長槍隊に対処できませぬ！」

「総大将の村上義清自らが旗本衆を率いて、この武田本陣をめがけて突進して参ります！」

「村上軍の被ひ害がいも甚じん大だいなれど、退ひくつもりのない玉砕戦を挑んで来ました！」

　千曲ちくま川がわ沿いに展開した味方の先せん鋒ぽうが次々と総そう崩くずれになっている光景を凝ぎよう視ししながら、武田本陣は騒そう然ぜんとなっていた。

　晴信は「板垣と、甘利が」と思わず声を詰まらせたが、もう決して涙なみだを見せまいと禰々の墓前で誓ちかったことを思いだし、かろうじて踏ふみとどまった。無意識のうちに自らの唇くちびるを嚙かみ破り、赤い血を流していた。

　誰だれからともなく、村上義清が繰り出してきた奇き態たいな長槍の集団を、槍衾と名付けていた。

　勘助とあたしの兵法はほぼすべて、学問。すなわち、学んだもの。兵へい站たん。情報戦。謀ぼう略りやくに挟きよう撃げき。戦場に新たな兵器を投入し、その兵器を生かすための新たな陣形を考案することまでは、できなかった。無数の長槍を足軽に持たせて戦せん闘とう時の間合いを完全に奪い、こちらに攻こう撃げきする猶ゆう予よすら与あたえない槍衾の陣形を敵が構築するなど、完全に盲もう点てんだった。その上、あらゆる計算と策略を覆くつがえす村上義清個人の圧倒的な武。見くびったり侮あなどったりしたつもりはなかった。板垣と甘利から、村上義清の武勇については何度も聞かされていた。だが、これほどとは。あの、猛もう将しよう甘利虎泰を一撃で討ち果たすとは。

　やはり、村上義清が城から出て野戦を挑んできたところで、いったん兵を退いて策を練り直すべきだったのだろうか？

　智ち者しやは智に溺おぼれるとはこのことかもしれない、と晴信は悔くいた。

　それにしても、あの二人がこんなにもあっけなく、この地上から消え去ってしまうとは。

　板垣信方は、晴信の守もり役だった。晴信を疎うとんじた信虎に代わって、父のように晴信を守り、教え諭さとし、信虎追放劇の際にも動どう揺ようする家臣団をまとめて自分のために奔ほん走そうしてくれた。

　その板垣が──。

　別れの言葉もなく──。

　辞世の句を詠よむ猶予すら与えられず──。

　村上義清は「姫ひめ武将といえど武士。降こう伏ふくなど認めぬ」と晴信の首だけを求めて戦場のただ中を駆かけているという。しかし己おのれの死が間近に迫せまっていることよりも、武田家の柱石と頼んできた彼らを失った衝しよう撃げきのほうが晴信にははるかに痛かった。今までの人生で、これほどの恐きよう慌こう状態を来きたしたことはなかった。いったいどうすればいいだろう。どうすれば。父上が村上義清と和わ睦ぼくした選せん択たくは正しかったのだろうか。身の程ほどを知らないあたしの野望のためにあの二人の忠臣は、多くの将兵は、武田家を支えてきた勇者たちは、死なずともよい死を迎むかえたのだろうか。

　乱世の恐ろしさ、合戦の激しさに、晴信は身み震ぶるいしていた。

　涙よりも先に、脂あぶら汗あせが流れおちていた。脇わき腹ばらの猛もう烈れつな痛みと、吐はき気に襲おそわれていた。

「勘助は。勘助はいずこに」

　軍師の姿が本陣内に見えなかった。

「中軍の次郎信繁さまのもとに。次郎さまは必ず御お屋や形かたさまの盾たてとならんと玉ぎよく砕さいすべく突進する、それをお止めする、と」

　背後に侍はべっていた小姓が震ふるえながら伝えた。

　山本勘助は、先鋒の板垣隊が崩れるのを見ると同時に、馬に乗って信繁を諫かん止しするべく飛びだしていったのだという。

　次郎さまの討ち死にだけは阻そ止しせねばならない、今ここで次郎さまが失われれば御屋形さまのお心は保もたぬ、と言い残して。

　板垣信方は生前、勘助の知が策に傾かたむきそこに情がないことを何度も警告し教え導こうとしていた。その性格ゆえか容よう貌ぼうゆえか、あるいは天性の一いつ匹ぴき狼おおかみであったのか、人情の機き微びというものが生来理解できなかったその勘助が、晴信そして四郎との出会いと交流を通じて、板垣の訓くん戒かいを通じて、はじめて情というものを知った。

　目の前の戦における言い訳のきかない敗北を自じ称しよう天下一軍師としての己の立場を守るために糊こ塗とするよりも、勘助は、窮きゆう地ちに陥おちいった晴信の心がもっとも今望んでいるであろうことを為なそうとした。そして、駆けた。

　しかし、情を知ってしまい情を抱いだいてしまっただけ、勘助は無敵ではいられなくなったのだろう。かつての勘助であれば逆転勝利の可能性を摑むためならば次郎をも捨て駒ごまとして切り捨てようとしたはずだ、と晴信は思った。すまない。あたしがふがいないばかりに、お前の戦歴に黒星をつけてしまった、と勘助に感謝しながら詫わびた。

（勘助。死ぬな。死んではならない）

　小こ姓しようの一人が「御屋形さまをお救いする策を出さずに無断で飛びだすとは、軍師にあるまじき行動です」と思わず口走っていた。

「勘助は左様な無責任な軍師ではない。なにか策を言い残していったはずだぞ。告げよ」

「お、『御屋形さまはすべてを捨てて一目散に逃にげよ』と、だけ」

「それは正しい。勘助の言う通りだ。あたしがここで死ねば武田家は滅ほろび去る。今は恥はじも外聞も捨てて逃げるしかあるまい。だが──村上義清は、その猶予を与えてはくれなかったようだ」

　幔まん幕まくが突つき破られ、巨きよ大だいな黒馬に跨またがった武者が晴信の視界に入った。

　その男の姿の中に、晴信は武田信虎の影かげを、見ていた。

　あたしが父上から奪い取ったもののすべてを、この男は、あたしから根こそぎ奪い取ってしまう。これはあたしへの罰ばつだ。父上が、同盟者をあたしのもとへよこしたのだ。あたしの首を奪うために。

　極限状態でふと生じたこの思考の錯さく誤ごから、晴信の心は突とつ如じよとしてあらがいがたい恐きよう怖ふに囚とらわれていた。

　床しよう几ぎに座ったまま、身動きができない。

　机の上に置いた軍配を手に取ることができない。

　このような獣けものじみた男に、この細ほそ腕うでで勝てるはずがない。

「武田晴信、その首をいただく。葛かつら尾お城主村上義清、参る」

　勘助ともあろうものが、あたしが逃げる猶予を与えられなかった時のための策を準備していなかったはずはない──と晴信は己を励はげまし、軍配に手を伸のばそうとした。

　ごぉ、と村上義清の槍が音を立てて晴信の頭上へ落ちてきた。

　ほんの一瞬ではあったが、恐怖で身体からだが言うことを聞いてくれなかった。

　その一瞬が、生死を分けた。

　晴信は、臆おく病びようのために自分の命運がここで尽つきた、と覚かく悟ごし絶望した。

　右みぎ肩かたに、激痛が走った。

　村上義清の槍の直ちよく撃げきを受けた。

　あとほんのわずか後に、肩の付け根から、右腕を飛ばされるはずだった。

　しかし、勘助は自ら信繁を救いに行くと同時に、晴信の命運を自らの「教え子」たちに託たくしていた。

　村上義清が必殺の気き迫はくを込めて振ふり下ろした槍先を巨大な鎚つちで受けてぎりぎりではじき返し、晴信の命を繫つなぎ止めた者がいた。

「……馬ば場ば信のぶ房ふさ、見参」

　鎚の使い手は、長身の姫武将、馬場信房。

　小姓衆の中に身を小さくして紛れていたらしい。

　俺の槍を受けきる女がいたとは、と村上義清は馬上で目を見開いていた。

「逃げましょう、姫さま！」

　床几から転がり落ち、流血する肩を押さえてうめいていた晴信を庇かばうは春日かすが源げん五ご郎ろう。

「姫武将だらけの本陣だと!?　武田晴信！　この俺を舐なめていたか！」

　その姫武将どもに必殺の一いち撃げきを外されたわが慢まん心しんこそが不覚にして恥ち辱じよく！　青ざめた村上義清が「邪じや魔まだてする者は女であろうとも叩たたき斬きる」と怒ど気きを放ちながら、鎚を引き上げて再び構えに入ろうとしていた馬場信房へと躊ちゆう躇ちよなく躍おどりかかる。

「馬場信房とやら、死ね。その重い鎚では、俺の槍の速度には追いつけん」

　その村上義清の左側から、鉄てつ扇せんが。

　右側からは、何の変へん哲てつもない「石」が次々と放たれてきた。

「姫さまをやらせはしないわ！」

「いいい石つぶての目め潰つぶしです！」

　小姓衆に紛れていた飯富三さぶ郎ろう兵びよう衛えが鉄扇を、そして簑みのを着込んで完全に気配を消していた工く藤どうなにがしが石つぶてを、左右から同時に村上義清めがけて投とう擲てきしてきた。二発目、三発目、四発目、と息を継つぐ暇ひまもなく。

　山本勘助は、教え子である彼女たちに「馬場信房は鎚の一撃を繰くり出した後、無防備になる。姫武将であるそなたたちに忍しのびになれとは言わぬが、戦場で馬場を補完する特技を身につけよ。乱戦において御屋形さまをお守りするため、そしてお互たがいを守りあうためである」と槍・弓・刀以外の独自の技わざをそれぞれ習得させていた。

　なるほど。三方からの同時攻撃か。忍びまがいの術を姫武将どもに教え込んだのは山本勘助か。俺を侮っていたわけではなかったらしい──と村上義清は苦笑いを浮うかべた。石と鉄扇とは、それぞれ異なる軌き道どうを描えがいて変化しながら飛んでくる。とりわけ、重量の軽い石が厄やつ介かいだった。一発、二発を食らっても問題はないが、飛びながら奇き妙みように曲がったり落ちたりする。これらすべてを変へん幻げん自じ在ざいにうねる槍先で払はらい落としている隙すきに、正面の馬場信房が再び鎚を振りあげて村上義清の頭を兜かぶとごと叩き潰つぶそうと迫ってくる。

「が、しょせんは覚え立ての児じ戯ぎよ。実戦ではまだ使いものにならん」

　村上義清が槍の射程内に再び馬場信房を捉とらえたこの時。

　晴信の手を引いて本陣から逃げようとしていた春日源五郎が、不意に村上義清の首筋めがけて、小刀を投げていた。それも、背を向けて逃げながらだった。

「……背面投げ!?」

　逃げることしか頭になさそうなこの娘むすめが……そうか、四人目がいたか、勘助得意の詐さ術じゆつか！　と義清はうなった。小刀の直撃を避さけるために馬上で身をかわし、太ふと股ももの力だけで馬の背に踏みとどまりながら、馬場信房が振り下ろしてきた鎚を両腕で盾代わりに握にぎりしめた槍の柄えで受けた。義清に勝まさるとも劣おとらぬ、すさまじい剛ごう力りきだった。まして、槍と鎚とでは圧あつ倒とう的な重量差がある。この姫武将ははじめから己を守ることをいっさい考えていない、三人の姫武将による支し援えんを信じているのだ、と義清は思った。

「どうやら俺は貴様らを甘く見ていたな。だが……」

　だが、これまでだ。これ以上晴信に時間を与えるつもりはない。

　村上義清は盾代わりに構えていた槍を押し戻もどして馬場信房の鎚をはね飛ばすと、雄お雄お雄お雄お、と異様な雄お叫たけびをあげていた。




「フフ。意外と手間取っているようだな、村上義清。物もの珍めずらしさに惹ひかれて遊んでしまったか。やむをえん。晴信は、俺が殺やろう」




　この時、義清が引き連れてきた村上軍の旗本衆は、武田本陣前で晴信の旗本衆を相手に激しい攻こう防ぼうを繰り広げていた。その中に、加藤段蔵が紛まぎれていた。

　陣じん幕まくの奥に展開している戦いの詳しよう細さいは加藤には見えないが、音と気配でおおよそのことは予想できた。

　村上義清は奇き襲しゆう攻こう撃げきなどで殺せる相手ではない。次の一撃を突とつ破ぱ口こうに、晴信を守ろうと本陣内に踏ふみとどまっている姫武将をことごとく倒たおすだろう。殺し尽くすだろう。

　しかし、その時には晴信は本陣を脱だつ出しゆつしているだろう。

　それこそがあちらの姫武将たちの目的。義清を殺せるとははじめから思っていない。全員が捨て石となって、時を稼かせいでいるのだ。

「……『鳶とび加藤』、参る。武田晴信。女を殺すのは俺の性に合わんが、貴様は別だ。貴様が人を束ねて死地へと送り込むその才気は、男女の別などを超ちよう越えつしている」

　鳶ノ術を、使った。

　乱戦のさなか、全身から、「気」を解放した。

　村上軍の兵たちにも武田軍の兵たちにも、加藤の身体が瞬しゆん時じにして消えたように見えた。

　鳶ノ術は、術者の身体がさも瞬間移動するかのごとく見せる術。

　だが、肉体の修練のみによって手に入れられる忍びの「技」ではない。

　戸と隠がくしのご神体である「石」から放たれる目に見えない「力」を浴びて生き延びた者のうち、ごく限られた特別な者だけが発現することのできる「神かみ業わざ」だった。

　鳶ノ術を発動させた術者の肉体は、瞬まばたきするほどのごく短い時間ではあるが、己おのれの身体を引き寄せている大地の力を、断ち切る。

　大地の拘こう束そくから放たれた瞬間、術者は、遮しや蔽へい物さえなければ空間内を自在に移動できる。

　この神業を用いて、瞬時に人々の「死角」に入る。

　この時も加藤段蔵は、鳶ノ術によって大地を蹴けり、宙を舞まって戦場から離り脱だつし、人々の視界から瞬時に消え去った。

　長時間は保たない。この呪のろわれた神業を用いて大地の力を断ち切り続ければ、術者自身の五体もまたその形を維い持じすることができなくなり、いずればらばらに砕くだけ散ってしまうからだ。

　だが、わずかな時間のうちに虚きよを突いて「瞬間移動」したかの如ごとく忽こつ然ぜんと武田晴信の背後を奪うばうことはできる──乱戦のまっただ中で、板垣信方の死角に忽然と入り込んで彼自身の刀で板垣を刺し殺さつした時のように──そして、暗殺を為し終えると同時に瞬時にその場から離脱することもできる。

　この鳶ノ術を発現し得て、かつ肉体の修練によって磨みがいた忍びの技術と融ゆう合ごうさせて実戦で用いることができる術者は、戸隠忍にん群ぐんの中でもただの二人しかいない。

　一人が、戸隠最強の忍び・「鳶加藤」こと加藤段蔵。

　もう一人が、同じ技を体得しながら術名を「猿さる飛とびの術」と称しようする佐助。しかし佐助は瞬間移動に見せかけるよりも大地の力を断って自ら「宙を舞う」さまを相手に見せて喜んでいる手合いだ。性格も術も、およそ暗殺者向きではない。

　そしてその佐助は不在だった。いまだ上野こうずけで日和ひより見みをしている真田幸隆のもとに戻っているのだろう。

（今この上うえ田だ原はらに、俺を止められる者はいない）

　武田の姫ひめ武将たちが気づいた時にはもう晴信はこときれている。あとはそのことに気づくのが先かやつらの首が義清の槍やりに飛ばされるのが先か、それだけよ、と加藤はこの時自らの勝利を確信していた。

　だが村上軍の旗本衆の中に、加藤が飛び上がって戦場から消えたように見せかけたことを察知して「上から来る！」と叫さけんでいた者がいた。

　頰ほお当てで顔を隠かくした、男装した少女忍びだった。

　武田方の間者として村上軍に潜もぐり込んでいた娘らしい。

「加藤は上空から来るぞ、妹よ！」

　よくぞ見み抜ぬいた。だが遠い。この喧けん噪そうだ。本陣の中にいる連中には貴様の声など伝わらない。村上義清との攻防に全神経を集中しているやつらにとって空は死角だと加藤段蔵は軽々と飛ひ翔しようしながら笑った。

　が、空中を急降下しながら、陣中で膝ひざをついて息を荒あららげている武田晴信の姿を視界に捉えた時、加藤段蔵は思わず悲鳴をあげていた。

「応！　鳶ノ術、捉えたぞ姉者！　行け佐助！」

　晴信の隣となりに、見知らぬ姫小こ姓しようが二人、侍はべっていたのだ。いや、村上義清と馬場信房たちの死し闘とうを無視して、加藤段蔵を待ち受けていたのだ。

　一人は、見知らぬ顔立ちの少女。肌はだが青白く、酷ひどく瘦やせていた。

「……遠く離はなれた陣外にいる間者の声が、陣内の小姓に瞬時に伝わった!?　なぜだっ!?」

　そして、もう一人は。

「ウキッ。心うきうきでござるな！　鳶加藤どの、お命頂ちよう戴だいいたす！」

「貴様ッ、猿飛!?　なぜここに？」

　猿飛佐助。鳶ノ術を体得し、使いこなせるもう一人の忍び。

　一直線に、舞い上がってきた。

「村上義清の突とつ撃げきに紛れてあんたがこの本陣に来ると読んで、軍師どのと口裏を合わせていたでござるよ！」

「日和見は噓うそか！　真田の者どもが武田方に参戦していたか！」

「当主の幸隆どのはほんとうに日和見しているでござる！　参戦した者はあんたがたに気取られぬように、ごく少数に絞しぼったでござるよ！」

　しかしどうやって貴様らは陣外にいる間者の言葉を聞いたのだ？　そうか、噂うわさには聞いていたが実在したのか。真田の「双ふた子ご」か……！

　真田一族は仮にも武士でありながら、戸隠のご神体に挑ちよう戦せんする痴しれ者があとをたたないという。死ねばそれまで、生きれば丸まる儲もうけとばかりに、「力」を得るために戸隠の山へと潜もぐってくるのだという。かつて真田幸隆の双子の娘が奇き跡せき的に生き延び、「力」を得たという。双子同士が、はるかに離れた位置からお互いの声を聞きあい会話できるという異様な術を──。

　俺は動どう揺ようしている！　不利だ！　わが術は敗れた！　しかも、俺と同じ術を持つ猿飛！　俺のほうが忍しのびとして百歩も先を行っているとはいえ、猿飛と真田の双子によって術を破られた今は駄だ目めだ！

「村上義清！　退たい却きやくしろ！　大魚を逸いつしたぞ！」

　加藤段蔵は、自らの鳶ノ術が敗れたことを察知して、瞬時に逃にげていた。猿飛と空中で交こう錯さくする直前で咄とつ嗟さに煙えん幕まくを張り、晴信本陣から離脱していた。

　村上義清は槍を一いつ閃せんして馬場信房を押し込んでいたところで、「晴信が陣中から消えた。勝ち戦いくさを、逃のがしたか」と目を細め、思いを吹ふっ切るかのように馬首を翻ひるがえしていた。名乗りをあげて自分に挑いどんできた馬場、飯富三郎兵衛、春日、名は思いだせぬがあと一人。なおも自分を足止めすべく陣中に留とどまる四人の姫武将の命を奪おうとも思ったが、やめた。晴信の首を獲とれないのならば、この少女たちを殺し尽つくしたところで意味がない。戦は終わったのだ。勝利条件は満たせなかったのだ。ならば、未熟で幼い姫武将たちを殺したところでそれはただの腹いせでしかない。

　戦場に男も女もないとは言ってきたが、戦が終われば話は別だった。

　よくぞこの俺を防ぎきった。お前たちは生かしてやる、四人はいずれ名将になるだろう。だがその時こそお前たちの命を俺が奪う、とつぶやいた。

「者ども。晴信を取り逃がした。急ぎこの戦場より離脱する」




　上うえ田だ原はらの合戦は六時間に及およんだ。

　このような正面からの玉ぎよく砕さい戦は、戦国時代では滅めつ多たに起こらない。普ふ通つうの大将は、このような明日のない戦などしないからだ。村上軍からもまた、甚じん大だいな被ひ害がいが出ていた。

　村上義清は、果か敢かんに討うち死にした味方の勇将たちの名を副将から聞かされながら、憂ゆう鬱うつそうに眉まゆをひそめていた。

　屋や代しろ源げん吾ご。小こ島じま権ごん兵べ衛え。雨あま宮みや刑ぎよう部ぶ。

　重臣だけではない。

　この六時間のうちに死んだ将兵の数は、両軍合わせて四千とも五千とも思われた。

　覚かく悟ごの上で犠ぎ牲せいを払った。だが、晴信を討ち漏もらした。山本勘助とその教え子である姫武将たち、そして真田幸隆が送り込んだ真田一族が、俺と加藤段蔵をぎりぎりのところで阻はばんだ。ならば、死んだ連中は無む駄だ死じにだったのだろうか。明日あしたもう一度突撃をかけるのか。いや、それでは武田も滅ほろぶが村上も滅び去る。信濃しなのの片かた田舎いなかで俺はなにをしているのだ。村上義清はふと出家への思いに駆かられた。




「わたくしたちだけでは姫さまは守りきれなかったわ。村上義清の猛もう攻こうを食い止めて時間を稼ぐのが精せい一いつ杯ぱいで、加藤段蔵まではとても手が回らなかった。真田一族を最高の形で高く売りつけたわね。真田幸隆」

　仲間とともに本陣を最後まで死守した飯富三郎兵衛が、佐助に声をかけていた。

「幸隆どのは流る浪ろう暮らしが長びいて、銭ぜににせこいのでござる。面めん目ぼくないでござる」

　佐助は頭をかき、そして上田原に散った戦死者たちのためにそっと合がつ掌しようしていた。




　　　　※




　その日の夜。

　千曲ちくま川がわを挟はさんで武田・村上両軍は再び睨にらみ合いに入った。しかし、双そう方ほうともに甚大な被害を出し、容易には動けない。

　村上義清はなにを思ったか、板垣信方と甘利虎泰の首と遺い骸がいとを丁重に武田本陣へと送りとどけてきた。

　これでこの戦は水入りにしたい、という意志なのかもしれなかった。だが、村上軍が陣じん払ばらいをする気配はまるでなかった。この上田原は村上領である。武田が退ひかない限りこちらからは絶対に退かない、このまま戦い続けて滅めつ亡ぼうするならばともに滅びようという挑戦の意志とも受け取れる。

「死ぬのは俺か、飯富兵部だと思っていたのだがな……あんたら二人はまだまだ死にそうになかった。別れの言葉すら交かわせなかった。御お屋や形かたさまに言い残したい言葉もあったろうに、それすら伝えられなかったな。これが戦か」

　軍議の席で、横田備中が酒を浴びるように飲みながら二人の首くび桶おけを前にそうつぶやいた。

　総大将の晴信は号ごう泣きゆうしたい気持ちをけんめいに抑おさえていた。

「姉上。先せん鋒ぽうってのは若いやつがやる仕事だ！　次こそ俺を先鋒に使ってくれ。頼たのむ！」

「太郎。姉上は深手を負われているの。これ以上姉上を心配させてはだめよ」

「次郎姉さんだって、姉上をお守りするために村上本陣へ突撃するとか騒さわいでいたじゃねーか！　勘助が無理矢理に姉さんを止めたんだろうに」

「わ、わたしのことはいいのよ」

　信繁の玉砕をかろうじて阻そ止しした山本勘助は、宿老たちの相次ぐ死という痛つう恨こんの事態を嚙かみしめながら、敢あえて淡たん々たんと撤てつ退たいの方針をすすめた。

「無念ですが武田の完敗にござる。このような無む謀ぼうな突撃を仕し掛かけてくることも計算外でしたが、あの槍やり衾ぶすまは堅かたい。急いで諏す訪わへひきかえさねば、諏訪にて反乱が起こりますぞ」

「いや勘助。撤退はしない。われらも大だい打だ撃げきを被こうむったが、村上軍も多くの重臣と兵を失って四し分ぶん五ご裂れつする寸前だ。板垣たちの無念を置き捨てて、おめおめと帰れるはずがない」

　晴信が撤退に反対した。

　必ず諫かん止ししたであろう宿老二人は、もうこの軍議にはいない。

「御屋形さま。これ以上村上に固こ執しつすれば、諏訪、伊い那な、佐さ久く。これまでに奪った信濃領のすべてを失いますぞ。信濃守護の小笠原長時が中心となって全信濃の反武田勢力がいっせいに蜂ほう起きいたしましょう。さすれば信濃平定は振り出しに。もし佐久と諏訪を失しつ陥かんすれば、われらはこの敵地に孤こ立りつしたまま甲か斐いへ戻もどれなくなります」

「勘助。お前は最前線で次郎の命を救い、同時に馬場たちと真田の者たちを本陣に集結させてあたしを守った。次は、諏訪での反乱を抑えながら村上と戦うのだ。できるはずだ」

「ですが御屋形さまの肩かたの傷はかなり深いものでございます。しばらくは静養しなければ傷口が化か膿のうして思わぬ事態になることも」

「勘助。あたしは村上義清の姿を見るなり金かな縛しばりにあって動けなくなった。板垣と甘利の仇かたきを目の前にしていながら、恐きよう怖ふに居すくんでしまった。このまま逃げ帰れば、自分がどうしようもない臆おく病びよう者だと認めることになる」

「……これまで、武田家の内政外交は板垣さまが。軍事は甘利さまが統とう括かつされておりました。その柱石二人が同時に亡なくなられたのです。いったん甲斐府ふ中ちゆうに戻り、武田家の体制そのものを立て直さねばなりませぬ」

　勘助はけんめいに晴信を説得した。

　しかし晴信は痛みと高熱にうなされて時折信繁の肩にもたれかかりながらも、うわごとのように「板垣と甘利を捨てては帰れぬ」と繰くり返した。

「捨てて帰るということにはなりません。もう死んだ者にございまする。それに、首はこうしてわれらのもとに還かえってきております」

「勘助！　今朝の軍議では、冗じよう談だんを言い合っていたではないか！　それを、もう死んだ者とはなんだ！」

「御屋形さまはまことにお優やさしいお方でござる。しかしそれがしは軍師にござりますれば、今だけは心を鬼おににして事実を述べているまで。ここでそれがしまでが情に流されれば、武田家は滅びまする」

「ならば武田を滅ぼさずに村上に勝つ策を考えよ、勘助！」

「兵どもは村上義清を恐おそれております。再び決戦する兵力も士気も今はありませぬ。あの圧あつ倒とう的な村上義清の武と、そして鉄てつ壁ぺきの槍衾を破る戦術を考えねば……実戦経験の少なさを、それがし、かねて板垣さまに懸け念ねんされていました。それがこのような形で現実のものになるとは……」

「この敗戦でそのことをわれらは学んだはずだ。新たな戦術には、さらに新たな戦術をぶつけるしかない。勘助。そなたならできるはずだ」

「昨日今日というわけには。閃ひらめいただけでは、新戦術は実戦に投入できませぬ。調練にも日数がかかりまする」

　高熱のあまり判断力を失われておられる。これ以上この陣に留まらせていれば御屋形さまのお身体からだがもたぬ、と勘助は震ふるえた。

　しかしそれがしには御屋形さまをご説得する方法が見えぬ。四郎さまは二度と戦場へ連れ出さぬと決めた以上、他ほかに方法がない。引き続き、次郎さまと太郎さまに説得していただくしかない。

　だが、信繁と太郎もまた、晴信に撤退を承知させる言葉を持たなかった。とりわけ信繁は「あたしは臆病者ではない。しかし今逃げれば臆病者だ」と父親の影かげと村上義清の姿をだぶらせながら涙なみだ目めで繰り返す晴信の心情がわかるだけに、強く晴信を𠮟しかりつけることができなかった。

　武田四天王のうち、中軍を任されたためにからくも生き残った二人──横田備中と飯富兵部は、戦友の板垣・甘利を戦死させたことに後ろ髪がみを引かれている。「御屋形さまが倒たおれる前に俺たちで決着をつける。仇あだ討うちといこうぜ」「おうよ！　弔とむらい合戦さね！」と戦う気まんまんで、逆説得をはじめる始末だった。

　勘助と信繁が「こんな時に板垣さまがおられれば」「勘助。それは言わないで。せんのないことよ」と顔を見合わせていると、異相の姫ひめ武将が、唐とう突とつに陣中に現れていた。

　六文銭の旗印。

　小銭を数珠じゆずのように紐ひもに通して縛しばり、首や肩にじゃらじゃらと掛かけていた。

　両りよう脇わきに、うら若い双子の「真田姉妹しまい」を引き連れている。二人とも子供のように瘦やせていて肌はだが兎うさぎのように真っ白い。

　佐助とともに鳶とび加藤の術を破ったあの双子だった。

　誰だれだこいつは？　商人なのか侍さむらいなのかどっちだ？　年ねん齢れいも感情も読めねえ。煮にても焼いても食えなそうな女だ、と横田が真田姉妹を連れている女を凝ぎよう視ししながら顔をしかめた。

「わたくし、真田幸隆と申します。こちらの姉妹はわが娘むすめ、信のぶ綱つなと昌まさ輝てる。真田一族は上野こうずけを去り、この信濃に戻ると決めました。そのほうが銭を稼かせげそうですので。わたくしどもはこれより武田晴信さまにお仕えいたします」

　てめえが真田幸隆か！　今いま頃ごろ来たのかよ？　さんざん気を持たせて日和ひより見みしてきやがったくせに、今いま更さらなんだ！　と飯富兵部がイナゴをほおばりながら怒ど鳴なった。

「武士も商人も、自分がいちばん高く売れる時に売るもの。それにわが娘たちは戸と隠がくしで力を得た異形の者ゆえ、なかなか仕えるべき主あるじを選びますの。ふふ。土産みやげ代わりに、晴信さまのご母堂・大おお井い夫人さまから書状をいただいて参りましたわ」

「なんだって？」

「ええ。ここに。ここで敗戦を認めたくがないあまりに意地を張って武田を滅亡に導いてはならない。潔く敗北を認めて退く時は退き、再び立ち上がる機会を窺うかがうことこそが真の勇気。今は急いで撤退し、甲斐へ戻れとのこと」

　控ひかえめな大井夫人はもともと、奥のこと以外には関かかわらない。すべてを信虎に任せていた。夫・信虎が追放されて以後も、娘・晴信の国政に口を挟むことはなかった。

　それだけに、晴信の心には大井夫人の手紙が響ひびいた。

　いきなり自分の主君を調略すんのかよこの女は、と飯富兵部がいよいよ真田幸隆をうさんくさがったが、勘助は（これで御屋形さまは救われた）と安あん堵どのため息を漏らしていた。

「……わかった。あたしは父親を駿する河がへ追放した娘だ。それでもなお甲斐に留とどまってくれた母上に対して親不孝はできない……甲斐に引き返し、温泉で傷を癒いやそう」




　　　　※




　上うえ田だ原はらから去ってゆく武田軍を見ながら、村上軍は手出しできなかった。

　両軍はすでに大打撃を負って崩ほう壊かい寸前となっている。ここで追い打ちをかければ、大おお怪け我がを負いながらも頑がんとして撤退しようとせずに戦線に粘ねばり続けた武田晴信とその家臣たちは、最後の一兵まで戦って討ち死にする道を選ぶだろう。

　かつて武田信虎と組んで信濃から追った真田一族が武田に合流したと知った村上義清は「真田の異形の力を手に入れた晴信はより強くなる。いずれ手に負えなくなるのならば、ここで共とも倒だおれを選ぶのもいいかもしれん」と追つい撃げきをもくろんだが、「武田が退いていく！」「勝った。命を拾った」「生き延びた」と安堵し緊きん張ちよう状態から解かれていた家臣たちや兵士たちが無謀な追撃戦に反対したのだった。義清も、それ以上強くは追撃を主張できなかった。なにしろ、兵が、将があまりにも死にすぎている。

　板垣・甘利たち戦せん没ぼつ者の墓標を建て終わり、満まん身しん創そう痍いとなった武田軍が粛しゆく々しゆくと甲斐府中へ撤てつ兵ぺいする中、村上義清の圧倒的な武と新戦術の前に一敗地にまみれた山本勘助は、真田幸隆に頭を下げていた。

「よくぞご決断くださった、幸隆どの。欲よくを言えば、あなたがもっと早く武田家に帰順してくだされば上田原でこのような負け戦いくさはやらずにすんだかもしれませぬが」

　いえ、真田はあくまでも城を守ることに特化した一族。攻せめる戦は得意ではありません。わたくしが参戦しても武田は勝てなかったでしょう、と幸隆は苦く笑しようした。すでに何人もの子を産み育ててきたはずの幸隆だが、不思議なほどに年齢を感じさせなかった。不老、という噂うわさもある。その噂も、あるいはまことかもしれない。勘助は老いたのに、幸隆はまるで年を重ねていないように見える。それだけではない。武田がこれほど大敗したというのに、その武田をかろうじて救ったというのに、幸隆は戦功を誇ほころうともせず、恬てん淡たんとしている。「母」とはこのようなものなのかもしれぬ、と勘助は思った。

「去就を迷っていたのは事実ですわ。武田・村上・諏訪の連合軍に真さな田だの庄しようを奪うばわれて追われた後、上野で多くの人々の世話になりましたから。その上野の上杉憲政さまもいまや北条そして武田にいいようにやられてすっかり落ち目で、今ここで上杉家を見限っていいのやらとずいぶんと迷いましたわ。ですが」

「が？」

「勘助どのはよくご存じのことですが、佐助とともに加藤段蔵と戦ったわが『双ふた子ご』をご覧になられればおわかりのように、真田はもともとは『山の民たみ』にして異形の一族。まっとうな武家とは異なる独自の価値観がありますの」

「たしかに」

「武田信虎さまはそんな真田を邪じや道どうの一族と嫌きらいました。その父上の逆を行こうとなされる武田晴信さまは、関東管かん領れい上杉家も、神氏諏訪家も、そして信濃しなの守護小笠原家もお認めにならない。人の価値を、血筋や官位ではなくその能力に求めようとされるお方。ご自分がその能力をお父上に認めていただけなかったからかもしれませんね。すなわち御屋形さまは、決して真田一族を疑ったり差別をしたりなさらぬお方と、見定めましたの」

　相変わらず頭の切れるお方だ、と勘助は冷や汗あせをかいた。

「最後は、佐助の言葉が決め手になりましたわ。誰にも認められなかった勘助どのの異才を見み出いだし、軍師として取り立て信しん頼らいを寄せ続ける晴信さまこそが、真田が仕えるべき『人間の王』だろう、あのお方のもとでならば、身分や血筋に囚とらわれず万人が平等に暮らすことができるわたくしの理想郷──真田の庄を実現できるだろうと」

　なんと佐助が。バナナを一年分進しん呈ていせねばならんな、と勘助は思わずつぶやいていた。

「佐助の言葉はもっとざっくばらんですから、あくまでも意訳ですけれどもね」

「御お屋や形かたさまは幸隆どのを、信濃先方衆の筆頭に任じ、譜ふ代だい同様に重用するとのこと」

「ありがたき幸せ。ですが勘助どの。武田軍は、村上義清には勝てませんよ」

「勝てませぬか。新しき世の戦に対応できるように制度改革を進めても、なお？」

「御屋形さまとあなたは、理り詰づめの戦をします。真田もそうですわ。村上のように荒あらぶる武神とは、相あい性しようが悪いのです。かの[image: かん]かん信しんは国士無む双そうでしたが、項こう羽うにだけはかないませんでしたでしょう？　村上を相手にするならば勝ち戦を求めずに、負けぬ戦をするべきです」

「それでは、いつまでも信濃を平定できませぬぞ」

「世に、完全無欠な武将などおりません。長所があれば欠点がある。ひとつの能力に己おのれを特化させた者は、特にそうです。荒あれ狂くるう虎とらの如ごとき武を誇った武田信虎さまだって、あっけなくご自分の家臣団に追放されてしまったではないですか。ふふ」

「相性の悪い相手に対しては王道を行くな。邪道を行って勝て、ということですな。ですが、御屋形さまは納なつ得とくしますまい。板垣さまたちを失った以上は……それよりもなによりも、村上義清を恐れて本陣内で一いつ瞬しゆんひるんでしまった自分の臆病を、御屋形さまは許せますまい。正面からぶつかりあって戦わねば、先へは進めぬとお覚かく悟ごの様子」

「それでは、また大勢の兵と家臣が死にますよ」

「死んでいく者たちは、誰も悔くいたりはしますまい。だが、こうも家臣の死が続くと、御屋形さまのお心が心配です……」

「勘助どの。あのお方はまだうら若き乙女おとめ。戦にばかり執しゆう着ちやくさせるのがよくないのです。心に余よ裕ゆうがなくなっているのですわ。佐さ久くでの強ごう引いんな戦、上田原での大敗、いずれも戦に勝って父を超こえようと欲ほつする焦あせりが生みだしたもの。恋こいでもさせるのがよろしいでしょう」

「もともと男に恬淡としているお方です。その上、妹の禰々さまを亡くされて以来、自分の祝しゆう言げん話についてはすっかり語らなくなってしまわれました」

「……ご自分が母親にでもなれば、お父上に対する負い目や執着のようなものも薄うすれるのですけれどもねえ」

「それがし自身も、妻子を持てば己の野心の炎ほのおが鈍にぶるのではないかと恐れておりまする。妻子かわいさに己の命を第一と考えるようになれば、軍師としては失格であると。軍師たる者はいつでも戦場で死ねるよう、身ひとつで生きるべきだと。ですが御屋形さまは武田家の当主。お世よ継つぎも必要です。父を追放したという重荷を背負ったまま、かように戦に次ぐ戦の日々を過ごし続けていては、御屋形さまは……」

「本来、あのお方は誰よりも情熱的な人。いずれその時が来るでしょう。人の心は否いや応おうなしに成長するもの。ただ、その恋が成じよう就じゆするか新しい悲劇となるかは、わたくしにもわかりませんが」

　しかしその時こそ武田晴信さまが完全無欠の名将になる時かもしれませんと幸隆は笑い、そのすでに幼女から程ほど遠とおい大人の女となっている幸隆の笑え顔がおをまぶしく感じた勘助は（それがしにはその時は来なかったのであろうか。老ろう齢れいにさしかかりながら男として未完成なそれがしは、いつか真まことの天下一の軍師になれるのであろうか）と目をしばたたかせていた。







　第六話　起死回生







　上田原の合戦で生しよう涯がい初の敗北を喫きつした晴はる信のぶは、村むら上かみ義よし清きよから受けた傷を回復させるために数ヶ月を甲か斐いの某ぼう所しよにある温泉での療りよう養ように費やさねばならなかった。正確な場所は限られた重臣しか知らない。主に、加か藤とう段だん蔵ぞうら戸隠忍にん群ぐんによる暗殺を警けい戒かいしてのことだ。府ふ中ちゆうの躑躅つつじヶが崎さき館やかたには、「影かげ武む者しや」として孫まご六ろくを置いた。

　晴信は、武たけ田だ政権の政治と軍事の要かなめであった二人の重臣を失っている。

　なりを潜ひそめていた信濃諸将も一転して、武田を信濃から駆く逐ちくするべく攻こう勢せいに出ていた。

　ただいちどの敗北のために、いまや武田家は崩壊寸前となっていた。

　急いで態勢を立て直さねばならなかったが、晴信自身が深手を負って体力を失っている以上、歯ぎしりしながら静養を続け怪け我がの回復を待つしかなかった。

　むろん、ただ治ち療りようと体力の回復に専念していたわけではない。

　日夜、温泉内で極秘の軍議を開いた。

　柱石だった板いた垣がきと甘あま利りが戦死し、横よこ田た備びつ中ちゆうは槍やり働きにしか興味を持たずまつりごとには滅めつ多たに口を挟はさまない。

　晴信自身の構想よりも数年も早く、今の武田家は姫ひめ武将が中心となっていた。いや、信のぶ虎とら時代から仕えてきた多くの重臣が上田原で戦死した以上、そうならざるを得なかった。

　ゆえに、「晴信の隠かくし湯」は密談・謀ぼう議ぎの場として最適だったのだ。

　板垣、甘利不在となった武田家の新体制を決定するその日、晴信とともに湯に浸つかって軍議に参加した者は──。

　実じつ妹まいで副将の次じ郎ろう信のぶ繁しげと、幼い義妹の童女巫み女こ・四し郎ろう勝かつ頼より。

　上田原の合戦で晴信を守るという功績を立てた、山やま本もと勘かん助すけの四人の愛まな弟で子し──馬ば場ば信のぶ房ふさ。飯お富ぶ三さぶ郎ろう兵びよう衛え。春日かすが源げん五ご郎ろう。工く藤どうなにがし。

　そして、新規に召めし抱かかえた信濃真さな田だの庄出身の真田一族。真田家当主、真田幸ゆき隆たか。加藤段蔵の晴信暗殺を防いだ「双子」の真田姉妹しまい。さらにはその真田姉妹が連れてきた、見知らぬ新顔の童女。四郎と意気投合してお湯を浴びせあっている。

　一同の護衛役として、猿さる飛とび佐さ助すけ。顔つきは少年のように見えるが、娘むすめである。

「各地で反乱と信濃勢の攻こう撃げきが続いている中、よく集まってくれた。勘助と太た郎ろう、そして飯富兵ひよう部ぶも呼んだのだけれど、なぜか来なかった。兵部は『たたた太郎と混浴なんて冗じよう談だんじゃねえ！　へそ見られるじゃねーか！』と逃にげてしまい、太郎は太郎で『飯富兵部と混浴なんて恥はずかしくてできるか！』と来てくれなかった。あの二人は幼なじみだし昔から一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入っていたのにどうしたのかな、次郎ちゃん？　ケンカでもしてるの？」

「はあ。姉上。当主になってから孫そん子しの兵法書ばかり読んで、源げん氏じ物もの語がたりを読まなくなったからそんな朴ぼく念ねん仁じんみたいなことを言えるのよ」

「というと？」

「二人とももう、お年とし頃ごろなの。お互たがいを異性として意識するようになっているの」

「異性？　男と女、ということ？　あの二人はきょうだいみたいなものでしょう？」

「えええ……姉上って欠点のない完かん璧ぺきな武将だと思っていたけれど、意外とそのあたり幼いのね。身体からだのほうは成熟しているのに、不思議だわ」

「？？？　まあいい。しかしいちばんわけがわからないのは勘助だな。あの男は女によ体たいにいささかの興味も抱いだかない変わった男なのに、温泉に来いと誘さそったらなぜか鼻血を噴ふきだして倒たおれてしまった。軍師が不在の軍議など、あるものだろうか。板垣、甘利がいなくなった今、男武将の代表として活かつ躍やくしてもらわねば困るのに。混浴ができないとは困った男だ」

「勘助が？　女体に？　興味がない？　ほんとうなの、姉上」

「ああ。そもそもあの男はあたしが温泉に浸かっている時に乱入して軍師として雇やとえと押しかけてきた。その際、まるであたしの身体によこしまな興味を抱いた様子がないのでこの者は立派な軍師だと信用したのだが……ほんとうに、どうしたのだろう？」

「……山本勘助……そうだったの……男の分際で、姉上の美しい裸ら体たいを覗のぞき見たなんて……いずれ殺すわ」
















「次郎ちゃん？」

「なんでもないの。誰だれか、勘助を呼んできてくれる？」

　誘っても来ませんよ、と新参者の真田幸隆が笑った。

「四郎さまと混浴など畏おそれ多くてできませぬ！　とわめいていましたから。あの者は四郎さまを生き神さまかなにかのように崇あがめているらしく、自分のよこしまなまなざしで四郎さまの裸はだかを見たら四郎さまが汚けがれると」

「……姉上は汚してもいいというの……山本勘助。いつか殺すわ」

「じ、次郎ちゃん？　顔が怖こわいよ？」

「冗談よ姉上。でも、たとえ勘助相手でもはしたないから、殿との方がたに裸を見せないように」

「そう？　次郎ちゃん、乙女の裸体ってそんなに隠すべきものなの？　美しいのだから堂々と誇ほこっていればいいんじゃないの？　こそこそ隠すなんて、かえっていやらしくない？」

「隠すべきものなのっ！　姉上には乙女として大切な羞しゆう恥ち心しんが欠落しているのかもしれないわね。でも、この大事な軍議に勘助不在は困ったわね」

「心配ご無用。勘助どのの練った腹案はすでに御屋形さまがすべて知っていますわ。ふふ」

　真田幸隆がまた笑った。

　春日源五郎と工藤なにがしが「軍師どののほうに興味がなくても」「こっちのほうが殿方に裸を見られたくないですよね。あ、私はどうせ見てもらえませんが。ええ、どうせ気づかれませんが」と顔をしかめている。

　童女組を除けばいちばん小こ柄がらな飯富三郎兵衛が、「姫さまの胸はいったいどうなっているのかしら。寝ね込こんでいるうちにまた成長したような……幸隆どのだって子持ちなのに胸が垂れていないし、おかしすぎるわ。それにひきかえわたくしの平らな胸はなにごと」と屈くつ辱じよくに震ふるえながら、幸隆を睨にらんだ。

「真田幸隆どの。上うえ田だ原はらでの日和ひより見みのせいで、わたくしたちはまだあなたに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいは置けないわ。そもそも六文銭の旗印ってなに？　真田家は商人なのかしら？」

「わたくし、居城を失って以来一族を抱えて上野こうずけに逼ひつ塞そくしていましたから、ずいぶんと貧びん乏ぼうしましたの。それですっかり小こ銭ぜに稼かせぎが趣しゆ味みに。むろん真田は一応は武家ですわ。一応は。三さん途ずの川の渡わたり賃が六文銭なのだそうで。意外とお安いこと」

「……その双子と、そして童女は？」

　馬場信房が切りだし、真田幸隆が「そうでしたわね」とまず双子を紹介した。

「この『双子』はご存じですわね。わが娘。真田信のぶ綱つなと、真田昌まさ輝てるですわ」

「「……（ぺこり）」」

「無口で感情をあまり見せない二人ですけれど、武人としてはなかなかの器量の持ち主」

「身体が細いし、ずいぶんと肌はだが白いけれど、ご病気なの？」

　晴信が双子の体の状態を心配したが、幸隆は「戸と隠がくしの山を探たん索さくして『石』の力を浴びて以来、肌が日に焼けない体質になったようです」とそっけない。

「ご神体の『石』の力を？　浴びた？」

「佐助に聞いたところでは、そんなことをしたら十中八九死ぬのでは」

「ふふ。死なないほうに賭かけて勝ちましたのね。この姉妹は、真田家の没ぼつ落らくを黙だまって見ておられず、一か八かで佐助のような異形の能力を手に入れようと欲したのですわ。力を使うと鼻血が止まらなくなるみたいですけれど、病気ではありませんので」

「佐助と協力して加藤を止めた活躍は見ましたけれど、結局どういう力なんですか？」

「……どうやって鳶とび加藤の鳶ノ術を見切ったのか、知りたい……」

　武力を欲して戸隠へ入った二人でしたが、実際に身につけたものは以心伝心の術とでも言うのでしょうか、と幸隆が苦く笑しようした。

　双子が同時に「こくり」とうなずいた。

「姉者の発した言葉が、離はなれた場所にいても聞こえるようになった」

「妹が口にした声が、遠くから聞こえるようになった」

「鳶ノ術の仕組みは、実は、宙を舞まう猿飛の術と同じ」

「加藤段蔵は、瞬間的にある地点から別の地点へ移動しているように見せているが」

「実は、人の目の死角へ入っているだけ」

「加藤は己おのれの身体が大地に引かれる力を一時的に無効にして、鳶のように軽々と宙を舞う」

「空を飛ぶ人間などいないと誰もが思い込んでいるので、上空が死角になる」

「われらは以心伝心の術を用いて、一人が村上軍の兵に化けて加藤に付き従い、加藤が鳶ノ術を用いて飛んだ瞬しゆん間かんに声をあげた」

「御お屋や形かたさまの本ほん陣じんに潜ひそんでいたもう一人がその声を聞いて、上空へ佐助を放った」

「佐助の猿飛の術で加藤を迎げい撃げきさせた」

　もちろん拙せつ者しや一人では到とう底てい間に合わないでござる、拙者が加藤の気配に気づいた時にはもう手て遅おくれでござるよ。お二人が目と耳になってくれたので加藤を食い止められたのでござる、と佐助。

「あの者は鳶ノ術を隠おん形ぎように用い、暗殺のための術に特化させていますからな。拙者は派手に宙を舞って長ちよう距きよ離りを素す早ばやく疾しつ走そうしたり人をおちょくるために力を用いている分、隠形に力を用いるあの者とは相あい性しようが悪いでござる」

「空を飛ぶだなんて……そのような無茶をして人の身体が保もつのかしら？　だいじょうぶなの、佐助？」

「ウキ。たしかに大きな負担がかかるので、あまり長くは用いられぬでござるな。戸隠で生き延びて運良く猿飛の術、もしくは鳶ノ術を手に入れても、力を制せい御ぎよできずに死ぬ者が多いでござる。力を長く使いすぎて限界が来ると身体が膨ぼう張ちようして爆ばく発はつするでござるよ」

「ば、爆発？」

「ですから、忍しのびの体術や己の精神力と組み合わせて、力を自在に操れるよう修行せねばならぬのでござる。双子にしても同じことで、戸隠で特別な力を得てから、その力を術として完成させるために行う忍にん術じゆつ修行のほうが実はたいへんなのでござる」

「そうなの……忍びの世界は厳しいのね。くれぐれも注意してね」

　そもそも鳶ノ術や猿飛の術を好き放題に用いられるのならば、戸隠忍群や真田忍群がとっくに天下を盗とっているでござるよ、と佐助が頭をかいた。

「外れくじをひいたら死ぬというのに、こんな厄やつ介かいなものを手に入れようとした真田姉妹はご母堂に似て変人でござる」

「この工藤祐すけ長ながも挑ちよう戦せんしてみたいです！　どこにいても人に見つかってしまう力が欲しいです！　誰にも気づいてもらえない存在なんて、生きながらに死んでるのも同然ですよ？」

「……たぶん原はらは、身体が透とう明めいになる力を手に入れると思う……」

「そこの背が高くて胸もでかくて無言でいてもやたら目立つ姫武将！　私の名は工藤ですっ！　覚えてくださーい！」

「……小お幡ばた？」

「工藤ですううう！」

「今は加藤が結界を張っておりますから、戸隠山には入れませんな。にんにん。あやつは、戸隠を晴信どのが国盗りの野望のために好き放題にすると疑って敵に回ったでござるよ。魔ま性しようのものと嫌きらって打ち壊こわすか、あるいは武田軍による戸隠忍びの育成の場に変えてしまうか、と。諏す訪わどのの仇かたき討うちというのは表向きでござる」

　あたしは戸隠をどうするかは決めていないけれど、すでに加藤段蔵は板垣と甘利の敵。村上義清を倒すためには、あの男にも勝たねばならないわね、と晴信は途と方ほうもない話に目め眩まいを覚えながらため息をついた。

「それで、四郎と遊んでいるもう一人の童女は誰？」

「次郎さま。この子は源五郎と申しまして、やはりわたくしの娘。『双子』の姉たちとは少し年が離れております。まだ元服していませんの」

「はは。源五郎です！　どうしても晴信さまにお仕えしたくて押しかけて参った！」

「御屋形さまに憧あこがれているらしくて。上野から武田家へ移れとうるさかったのですわ」

「うむ、母上！　実の父親を追放して妹いもうと婿むこを抹まつ殺さつ。すごい。誰もできない真ま似ねを次々と。そこに痺しびれる憧れる。晴信さま最高！　まさに天下人の器うつわ！　源五郎は燃えますぞ！」

「ちょ、ちょっと変わった子ね……」

「この源五郎、必ずや晴信さまのお役に立ちまする！　小こ姓しようにしてください！　毎晩、床とこをともにいたしますぞ！」

　春日源五郎が「きゃあああ、かわいい！　でも、あたしと同じ名前です！　ややこしいですね、どうしましょう！」と首をかしげた。

「そうね。この際だからあなたは春日弾だん正じよう、とでも名乗りなさい。あなたももう立派な武田の侍さむらいだもの」

「姫ひめさま!?　弾正だなんて、そんな立派な名前を？　あああ、ありがとうございます！　でも姫さまの添そい寝役はこの春日が続けますからねっ！　新参者には渡しませんっ！　っていうか姫さまは浮うわ気き者すぎます！　昨夜ゆうべだって寝しん室しつに女の子を三人も侍はべらせて。馬場と三郎兵衛まで連れ込んで」

「……げ、源五郎ちゃん。じゃなかった、春日弾正。妙みような言い方はやめて。あたしはただ、独ひとり寝は危険だから必ず誰かに添い寝してもらっているだけで」

「いいえ、許しません！」

　姉上は男女のことにも鈍どん感かんだけれど、お年とし頃ごろの女の子特有の美しい女性に憧れる気持ちにも鈍にぶいみたい、と信繁がまたため息をついた。

「……あとで詫わび状を書くから、その話はまたこんど。さ、さて。幼い四郎に先に勝頼という名を与あたえたけれど、太郎もそろそろ元服させて、武田義よし信のぶと名乗らせましょう」

「姫さま！　この春日は誤ご魔ま化かされませんっ！」

「いいから誤魔化されておいて。軍議が進まないから。ここからが軍議の本来の議題よ」

　板垣信のぶ方かたの跡あとを継つぎ、名実ともに武田家の副将となった信繁が、武田と信濃しなのの現状を短い言葉で一同に伝えた。

　村上義清は、武田軍を押し返した勢いで佐さ久くを攻こう略りやく中。晴信自身が出兵できない以上なすすべがなく、佐久の諸城は続々と村上の手に落ちている。

　なりを潜ひそめていた信濃守護の小お笠がさ原わら長なが時ときは、武田の敗北を知ると同時に抜ぬけ目なく立ち上がり、信濃諸将や国こく人じん衆を「反武田」の名のもとに集めて諏す訪わ攻こう略りやくを開始。一時は諏訪衆の半分が寝ね返がえり「諏訪失しつ陥かん」の危機が迫せまったが、そうはならなかった。

「甘利虎とら泰やすに代わって武田の軍事を一手に引き受けることとなった山本勘助が、うまく策を巡めぐらせて小笠原軍の進しん撃げきを阻はばんでくれたの。それも、一兵も動かせないという手て詰づまりの状じよう況きようで」

　勘助は、諏訪神社の奇き祭さい「御おん柱ばしら祭さい」を巧たくみに利用した。御柱祭は現代の諏訪でも行われている祭りで、巨きよ大だいな神木を山から切りだして逆落としに落とし、そのまま諏訪神社まで牽けん引いんして高々と建てるという文字通りの奇祭である。神木を逆落としにする「木落し」の際には、死人が大勢出る。なにしろ、坂を落としていく神木の上に乗る命知らずの男たちが大勢いるのだ。

　出雲いずもから信濃に逃のがれてきた国くに津つ神かみの末まつ裔えいである諏訪家の歴史は途方もなく古い。やまと御ご所しよの頂点に立つ姫ひ巫み女こ系の天あま津つ神かみの歴史よりも古いらしい。晴信の時代にはすでに、この御柱祭の由来も目的もまるでわからなくなっていた。

　しかし、諏訪の人々にとってこの御柱祭がとてつもなく神聖な祭りであることは言うまでもない。

　勘助は、この諏訪の御柱祭と、小笠原軍及および諏訪の反乱軍の侵しん攻こうとを、かみ合わせた。

　諏訪に進撃してきた小笠原軍は、この神聖な「木落し」の行事を妨ぼう害がいする形となった。戦せん渦かに巻き込まれることを恐おそれた神社側は祭りの中断を申し立てたが、勘助は断固として強行させた。押し寄せる小笠原軍を前に、勘助率いる武田の武士たちが御柱祭に自ら参加し、片足が不自由な勘助自身が命がけで「木落し」を成し遂とげた。前ぜん代だい未み聞もんのことだった。諏訪四郎を義ぎ妹まいとして迎むかえて保護し、大いなる苦境にありながら御柱祭を開かい催さいさせて諏訪の伝統を守り通した武田家に対する諏訪の領民たちの評判は一気に高まった。そして、「御柱祭」を妨害しようと攻せめてきた小笠原軍の無礼に怒おこり、武装蜂ほう起きした。

「晴信はいない！　深手を負って甲か斐いに隠かくれている！　府ふ中ちゆうにいる晴信は影かげ武む者しやだ！　あるいはもう死んでいる！」と晴信失しつ踪そうの情報を摑つかみ、勝利を確信していた小笠原軍は、諏訪に侵しん入にゆうすると同時に、諏訪の領民たちが起こしたゲリラ戦によって撃げき退たいされたのだった。

　むろん、勘助が「諏訪を奪うばい取るのは今だ！」と小笠原長時を焦じらせて諏訪に深入りさせるために、誇こ大だいな情報を撒まいたのだった。

　村上義清ならば、このように己に都合の良すぎる情報などは信じなかっただろう。

　ゲリラ軍を率いて勝利した勘助は「おお、おお！　またしても諏訪神社のご威い光こうで！　四郎さまのおかげで武田は救われた！　四郎さまこそ幸せの守り神じゃ！　板垣さま！　甘利さま！　ご覧あれ！　武田家と諏訪は四郎さまのお力でこれから蘇よみがえりますぞ！」と感かん涙るいにむせんだという。

　中信濃の松まつ本もと平だいらを支配する小笠原長時は晴信と同年代の若い少年当主で、戦いくさも好きだが女漁あさりが最大の趣味であり生きがいだった。村上義清と晴信が上うえ田だ原はらで激げき闘とうを繰くり広げていた時には、林はやし城にこもって息を殺し、なにもしていない。ひたすら晴信の敗北を祈いのっていた。もしも小笠原長時が上田原に村上方として参戦していれば、晴信は生きて甲こう府ふへは戻もどれなかっただろう。小笠原長時は天の時を逸いつしたのだ。

　その小笠原長時が、晴信が村上義清に敗れたと知って漁夫の利を得ようと急ぎ立ち上がった。小笠原軍は、慌あわてて各地から召しよう集しゆうした急ごしらえの軍団だった。小笠原長時は武人としては一流だが軍略家としては晴信や義清より一段劣おとっていたと言わざるを得ない。

「ところが、その小笠原長時が軍を立て直して、またしても諏訪を窺うかがっているの。村上義清が佐久の諸城を次々と攻略しているさまを見て、信濃の反武田勢は戦意を取り戻し、武田を信濃から駆く逐ちくするのはやはり今しかないと再度結束したようね。小笠原長時の指揮能力に疑問はあるけれど、村上が佐久で武田を押し続けている今ならば勝てる、と」

　信繁いわく、軍略で村上義清より一段劣るとはいえ、小笠原長時に致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあるわけではない。武勇も知略もある。村上義清と比べれば甘い、というだけだ。美しければ家臣の妻であろうが手をつけようとするという女好きの性せい癖へきも、姫武将や家臣の奥方たちには迷めい惑わくだが、武家の大多数を占しめる男武将たちにとってはそれほど問題にならない。

「小笠原長時はこのたびの諏訪侵しん掠りやく戦で、恩賞を釣つり上げたようよ。武田晴信は佐久で捕とらえた将兵たちを奴ど隷れいとして金山へ送った。自分は、この戦で捕らえた武田方の若き姫武将たちを恩賞に与えると──そして、武田晴信は自らの側そば女めにすると」

　姉上を側女にとは万死に値あたいする発言。殺しましょうと信繁が声を震ふるわせ、馬場・飯富・春日・工藤がいっせいに「許せない！」と立ち上がった。

「佐久の捕ほ虜りよで金山の欠員を埋うめ合わせようとしたあたしも乱暴だった。人のことは言えないが、姫武将を恩賞にするとはどういう発想なのだろう。いまいち理解できないな」

　真田幸隆が「完全無欠の武田晴信さまにもこんな思考の盲もう点てんが」と苦笑いを浮うかべた。

「あらあらまあまあ。板垣さまも勘助どのも、御屋形さまには色いろ恋こいの道を教えなかったようですわね。男というものは、気が昂たかぶっている戦場で若い乙女おとめを見ると獣けものになるのですよ。信虎さまの時代には、武田軍にもそういうところが大いにあったはず。乱取りと申しましてね。小笠原長時の色好みの絶ぜつ倫りんぶりはさすがに特別ですけれど」

「乱取りか。あたしは父上のもとではほとんど従軍させてもらえなかったので、よく知らないのだ。捕虜には金鉱を掘ほらせる以外に、なにか使い道があるのか？」

「ええと、それはですねえ。源氏物語を読まれればけっこう書いてあるのですけれど」

「何度も読んだが、殿との方がたが姫を押し倒たおした次の瞬間には朝が来て雀すずめが鳴くので、その間どうなっているのかは想像するしかない。実際にはなにが行われているのだ、幸隆」

「うーん。言葉では……それではわが『双ふた子ご』を使って実演いたしましょう。姉を源げん氏じ役、妹を姫役といたします」

「「はい、母上」」

　そんなことは知らなくてもいいのです姫さま！　と春日源五郎改め春日弾正が声をあげ、信繁がそうよ姉上の耳を穢けがさないでちょうだい！　と幸隆の口を手でふさいだ。

「なぜ止めるのです信繁どの？　御お屋や形かたさまは武田家のご当主。早く殿方と経験させておかないと、後々面めん倒どうになると思いますけれど？」

「黙だまりなさい幸隆！　それより姉上。小笠原軍を撃退する戦略だけれど──ただ撃退するだけでは駄だ目めだわ。村上義清の進撃を止めるためにも、徹てつ底てい的に勝たなければ。小笠原長時を討ち取るか、あるいは再起不能に追い込むくらいの勝利を収めなければ、信濃での佐久・諏訪における両面作戦はいつ果てるともない泥どろ沼ぬまになってしまう」

「問題ない。すでに勘助とあたしとで戦略を練っている。馬場たちに命じて準備も進んでいる。今ここで行うべきことは、最終確認だけだ。われらは先の村上戦では、力押しで勝てると相手を甘く見て油断した。敵が小笠原であれ、油断すればまた同じことになる可能性がある。この作戦は、新生武田軍がいかに生まれ変わり、いかに強くなったかを信濃全土に知らしめるための周しゆう到とうなものだ」

　これは、あの村上義清に勝つための戦だ。こんどこそ、河かわ越ごえ夜よ戦いくさに匹ひつ敵てきする戦果をあげる──晴信は、実戦を経験し敗北を経験した自分と勘助とがより強くなった、村上義清によって古き殻からを破られた武田軍は一気に成長したと確信していた。小笠原そして村上を倒すまでは、涙なみだは流さない。板垣たちを失った悲しみに暮れるのは、信濃を平定したその時でなければならなかった。

「真田幸隆。佐助たち真田忍にん群ぐんを動かし、武田晴信の傷の具合は思わしくなく、いまだに馬に乗って駆かけることもできない。武田軍の戦意はあがらない、と噂うわさを撒け」




　　　　※




「今こそ村上義清のおこぼれをいただくのだ！　諏訪も晴信ちゃんも俺さまのもの！」

　五千の大軍を率いて塩しお尻じり峠とうげに陣じんを敷しいた信濃守護・小笠原長時は、得意の絶頂にいた。

　黙っていれば名門の御おん曹ぞう司しに見えなくもない美男子だが、粗そ野やで下品な性格がその表情に表れていた。

　古式ゆかしい「小笠原流礼法」を受け継つぐ名門中の名門でありながら、長時は信濃一の絶倫男とも、日ひノ本もと一の女好きとも言われていた。いや、自分自身でそう豪ごう語ごしていた。国盗とりよりも俺さまは天下中から美女をかき集めたい、それが小笠原長時の野望。

　あちこちから信濃守護の名でかき集めた国人連中から「人ひと質じちは要いらんからお前らのところのいちばんの美人を差し出せ」などと命じて、この塩尻峠の本陣に信濃美人たちを集めて日夜の宴えん会かいに耽ふけっている。

　安あ曇ずみ国人の仁に科しななどは、自分の奥方を長時に奪い取られる始末で、寄せ集めの小笠原軍の陣中は「聞きしに勝まさる性せい豪ごうだな」「こんなのが総大将でだいじょうぶなのか」「仁科どのは怒りに青筋を立てておられるが」「ほんとうに武田の姫武将を恩賞としてくれるのか」「恩賞を受け取ったと同時に殺されそうだ」とすでに仲間割れ寸前となり殺気立っていた。

　寄せ集め軍の悲しさで、統制が取れていない。

　だが小笠原長時はそんな細かいことを気にするような性格ではなかった。

　今夜も本陣内に信濃から選よりすぐった美女軍団を侍らせながら、月見に興じていた。

　小笠原家家老の爺じいが「油断がすぎますぞ」と顔色を変えて諫かん言げんに訪おとずれたが、「黙れ。うるさい。俺さまは今、女たちと風流な一夜を過ごしているのだ」と一いつ喝かつして取り合わない。

「殿との。この軍は統制が取れておらず、いつ分ぶん裂れつするともわかりません」

「なぜだ。不思議だな」

「殿が陣中で女漁りをしておるからです！　奥方を殿に奪われた仁科どのは激げき怒どしておられます。そもそも殿には五千の混成軍を指揮する能力がございません。ここは、佐久で暴れている村上義清と連合して武田と決戦するべきですぞ！」

「村上義清が総大将になるのか？　冗じよう談だんはよせ。信濃しなのの守護はこの俺さまだ」

「むろん殿が総大将です。村上義清には、諸将を睨にらませておけばよろしいのです！　それで、混成連合軍がはらむ最大の弱点である裏切り・内通・日和ひより見みを防げます！」

「知るか。俺さまは村上義清が嫌きらいだ。あいつは無骨な武人だなどと言い張っているが、ガキを十人も作っているんだぞ。一いつ匹ぴき狼おおかみの顔をしていながら、俺さまなんぞよりもよほどの性豪だ。無節操な下半身の持ち主のくせに、信濃中の若い女どもに『渋しぶい、強い、頼たよりがいがある』などとちやほやされて人気なのも腹が立つ」

「と、殿……！　殿は信濃守護なのですから、もっと大きな器うつわの持ち主となりなされ！」

「だいいち村上と連合して勝ったら、俺さまの戦利品を村上が根こそぎ持って行ってしまうではないか。俺さまは入念に調べあげているのだ。見ろ爺。俺さまが中信濃の忍しのびを総動員して作り上げた『甲斐国美人図ず鑑かん』だ」

「うおおお！　日夜、書物を手にしているものだからてっきり信濃の地図を研究しているのかと思いきやそんなものを？　美人図鑑など作っている場合ではありませーぬ！　しかも甲斐の美人とは、捕らぬ狸たぬきの皮算用！」

「俺さまは戦場で暴れて敵を斬きるのは好きだが、領地を盗ったり城を経営したりするのは面倒で嫌いなのだ。戦利品についてあれこれ考えなければ、やる気が出ないのだ。いいか爺。見ろ。甲斐いちばんの美人は、なんといっても武田晴信だ。父親を平然と追放したりする殺さつ伐ばつとした危険な性格に難があるが、そういう女に限っていちど男になびけばかわいくなるものさ。うひ。うひひひ。しかもこの早熟な肉体。細い身体からだのくせに、乳がでかい！」

「どうして武田晴信の裸ら体たいなんぞを描えがかせておるのですか、嘆なげかわしい。先祖代々継けい承しようしてきた小笠原流礼法が泣きますぞ」

「忍びの報告だ、間ま違ちがいない！　晴信ちゃんは温泉好きだから、けっこう隙すきがあるのだ」

「あんた。そんな隙を摑んでいるのなら、暗殺させなさいよ」

「そんなもったいないことができるか！　村上義清だって、おっさんの板垣信方や甘利虎泰は容よう赦しやなく討うち取っておきながら、いざ本陣に突とつ撃げきして晴信ちゃんを殺そうとした時には柄がらにもなく討ち損じているではないか。あれはな、晴信ちゃんが美人だからもったいなくなって躊ちゆう躇ちよしたのだ。すなわち、村上義清は晴信ちゃんを側室にするつもりだ。あんな初老の親父に渡わたしてなるか、若くて美しくて血筋のいい俺さまが先んじる！」

「ええい。常に自分基準でものごとを考えるのはやめなされ。村上どのは殿とは思考形態がまるで違う御ご仁じんですぞ！」

「ふん。くだらんことを言うな。男の考えていることなどみな同じだ。俺さまは正直者で、村上の野や郎ろうは噓うそつきの格好つけだ。小笠原流礼法などというものが持て囃はやされるのも、人間の性さがが悪で下品で好色だからだ。そのくせ、自分を聖人君子だと思い込みたがり格好だけはつけたがるから後付けの格好つけ方法、すなわち礼法を必要とするのだ。俺さまは幼い頃ころから礼法などを叩たたき込まれてきたから、いかに礼法などを求める人間どもが噓つきで不正直かを思い知らされて辟へき易えきしているのだ。生まれながらに礼節を身につけている人間ならば、礼法を学ぶ必要などないではないか」

　親おや御ごさまの厳しすぎる教育が悪かったのかのう……と爺は嘆いた。

「まあそう嘆くな。晴信ちゃんの温泉は美女揃ぞろいなのだぞ爺。長身で見事な肉体美を誇ほこる馬場信房。晴信ちゃんお気に入りの愛らしい姫ひめ小こ姓しよう・春日弾正。やんちゃな飯富姉妹しまいも最高だ。特にちっちゃな妹のほうは、見た目には童女にしか見えないのだとか。そういうのも珍ちん味みとしては乙おつなもの。あと、工藤なんとか、な。こいつは美形の割には存在感がなくてぱっとしないらしいが、そういう地味めの娘むすめに限って意外と床とこでは乱れたりしていいものだぞ。さらには晴信ちゃんの妹たち。次郎信繁に孫六。みな、あの武田信虎の娘とは思えぬ美形揃いだ。うふふふ。俺さまの見たところでは全員生き娘むすめだな。当主の晴信ちゃんが男に興味がないうぶな娘のまま当主となったせいで、姫武将たちも晴信ちゃんに遠えん慮りよして男と交際しないらしい。まるで天が俺さまに甲か斐い美少女軍団を授けてくれたかのようだ」

「そんな知識はよろしいから、信濃の地形を頭に叩き込んでくだされ！　武田晴信には、山本勘助という詭き道どうを用いる軍師がおるのですぞ。今夜この塩尻峠に武田軍が奇き襲しゆうをかけてきたらなんとなさる！」

　俺さまは信濃守護だぞ、信濃全土の地形などすでに頭に入っているわ愚おろか者め、と小笠原長時が不快そうに吠ほえた。

「山本勘助がどう知ち恵えを使おうが、この天険に守られた塩尻峠は奇襲できんのだ。甲斐府ふ中ちゆうを出発した武田軍は、のろのろと行軍してやっと諏す訪わの上うえ原はら城に入ったばかりだという。晴信ちゃんの怪け我がの回復具合がよくないらしいな。俺さまの未来の愛人の身体に傷をつけおって、村上義清めいずれ殺す！」

「たしかに、武田軍の行軍速度は妙みように遅おそいですな。甲斐府中から諏訪まで、急げば一日で移動できます。それを今回は一週間以上かけている。ですが、それこそ罠わなかもしれませぬ」

「塩尻峠の背後を取るためには、武田軍は険しい山道を大きく迂う回かいしなければならない。それでも挟きよう撃げきをするとなれば南側の勝かつ弦つる峠とうげから回り込むしかないだろうが、無理無理。上原城から登山し、勝弦峠を越こえて遠回りで塩尻峠に辿たどり着くのにどれだけ時間がかかる？」

「むう。意外や意外、殿の頭の中に戦略戦術が占しめる部分があろうとは」

「ふん。俺さまは戦利品の美女を手に入れるためならば知恵も使うのだ。挟撃策を捨てて正面から押し寄せてきたとしても、合戦では高所に陣取ったほうが有利だ。俺さまがいったん諏訪湖を離はなれて塩尻峠に登ったのは、武田軍との平地での決戦を避さけて山頂から逆落としをかけるためだ。対する武田軍は、険けん阻そな山脈に阻はばまれて挟撃もできない。三さん国ごく志しの馬ば謖しよくとかいう阿あ呆ほうと違って、水の手も確保しているしな。山本勘助などといういまだに嫁よめも取れない醜ぶ男おとこなどに信濃一美男の俺さまが負けるはずがあるか。うふふ」

「なるほど、陣取りは見事でございますな。さすがは信濃守護、地の利は生かしておりますな、地の利は。殿の女漁あさりのせいで連合軍の統制が取れていないことを除けば」

「まあ山本勘助は、あの顔では甲斐の綺き麗れいどころの姫武将を食ったりはできなかっただろうから、捕とらえた暁あかつきには罪一等を減じて斬ざん首しゆのところを切腹にしておいてやろう」

「あれほどの逸いつ材ざいをなんともったいない！　切腹させずに軍師として使いこなしなされ！」

「醜男など俺さまの陣営には要らん。姫武将さえ増えればいい。信濃には姫武将が少なくてつまらんので俺さまは本気を出さなかったが、甲斐を奪うばうとなれば話は別だ！　温泉！　美人！　姫武将の天国！　俺さまの目には、甲斐があたかも桃とう源げん郷きようのように見える！」

「……殿。一度目の諏訪侵しん掠りやくの際、諏訪神社の御おん柱ばしら祭さいを遊び半分に邪じや魔まして民たみたちに叛そむかれ、むざむざ撤てつ退たいせねばならなくなったことをお忘れなきよう」

「そうだな。なんであんな木の棒を山から落として地面に建てるというわけのわからん祭りを邪魔された連中があれだけ切れているのか、聡そう明めいすぎる俺さまにはさっぱりわからなかったが、諏訪神社の巫み女こを務める幼い四郎ちゃんがまことに愛らしいのだとか。ぐふふ。今はまだガキんちょだが、いずれ乙女おとめになれば四郎ちゃんも俺さまの愛人に」

「……もうなにも申しますまい。油断だけはなさらぬよう」

　ところが、諏す訪わ湖こ畔はんでの平地決戦を避けて山上の塩尻峠に陣を敷いた小笠原長時は、やはり晴信と勘助の罠にかかっていたのだった。

　進軍速度を重視する晴信が今回に限ってわざとゆるゆると行軍した理由のひとつは、小笠原長時に余計なことを考える時間を与あたえるためだった。

　小笠原軍の士気が高まっているところで問答無用の決戦を即そく座ざにはじめれば、上うえ田だ原はらの合戦の時のようなことがあるかもしれない。小笠原長時も、滅めつ多たに本気を見せないだけで、その武は村上義清に匹ひつ敵てきするかもしれない男だと言われている。

　だから、晴信と勘助は、むしろ塩尻峠に布陣してもらいたかった。

　敢あえて山上に追い込んで、小笠原長時が「できない」と思い込んでいるであろう山中での挟撃をかけたかった。

　できないと思い込むのも当然で、上田原の合戦では実際に、晴信と勘助は挟撃策を断念している。なにも考えずに山上の城を捨てて平地へと突とつ出しゆつしてきた村上義清の陣取りが、挟撃を許さない形となったためである。

　今回の戦ではその逆を行く──それが勘助の戦略だった。

　諏訪湖沿いの平地を奪っていた小笠原軍を山上へ追いやることで、挟撃を可能としたかった。

　小笠原軍が山上に陣取れば、たしかに諏訪の平野を一望に見み渡わたすことはできる。だが、武田軍もまた、別働隊に山中を極秘行軍させることで唐とう突とつな奇き襲しゆう攻こう撃げきが可能となる。

　夜が白々と明けはじめ、小笠原長時が「今いま頃ごろ、諏訪湖をめざしてゆっくりと進軍しているところだろうかな武田軍は。だがもう遅い、塩尻峠の布陣は万全だ」と美女たちの肩かたを抱だきながら笑っているところに、前線からの兵が飛び込んできたのだった。

「武田軍、昨夜ゆうべの闇やみに乗じて上原城を出てすでに諏訪に到とう着ちやくしておりました！　電でん撃げき的な速度で、この塩しお尻じり峠とうげに押し寄せて来ました！」

　なんだと？　朝あさ駆がけか？　と小笠原長時は思わず立ち上がっていた。武田軍が朝駆けを仕し掛かけてきたとなれば面めん倒どうだが甲かつ冑ちゆうを身にまとわねばならない。

　上原城から一気に駆けてきたのか。速い！　これまでの遅ち々ちとした進軍速度はなんだったのだ。まさか死んだふりだったのか？　とふと不安がよぎったが、長時はその不安を一いつ掃そうした。常に長時は強気である。迷わない。合戦でも女相手でも、なにごとにも先手、先手を打つ癖くせがある。いい面が出ることもあれば、悪い面が出ることもある。先手を打ち損ねて反はん撃げきを食くらった時の粘ねばりが薄うすい。この強気な男の特質上、戦いの二手、三手先までは考えないからだった。長時はその時その時に本能にまかせて動く。

「武田軍の兵数は？」

「二千か、せいぜい多くて三千です」

「五千すら動員できなかったか。上田原では八千もの大兵力をかき集めたというが、やはり落ち目だな。しかも、そんな少数で麓ふもとから山上へと攻せめ寄せるつもりか。馬ば鹿かが。狭せまい峠道を大人数で押し通ることはできんのだぞ。こんなことは兵法の第一歩ではないか。逆落としをかけて、蹴け散ちらしてやれ」

「はっ！　峠道へと押し寄せる武田軍は五つの部隊に分かれております！　それぞれ、馬場・春日・飯富姉妹・工藤なにがしが率いております！」

「なんだとおお？　姫武将が続々と前線に出ているのかっ！　そうかそうか板垣も甘利も死んだからか？　村上義清、いい仕事をしてくれたな！　だったら俺さまも愛刀・千ち代よ鶴づるを抜ぬいて前線に出てやろう。姫武将がいたら殺さずに捕ほ獲かくせねばならんからな。足軽ふぜいには無理な話だが、この俺さまほどの強者ならば手加減攻撃しながら姫武将を捕獲することもできるのだ。うふふふ」

「え。いつもは戦いくさを面倒がる殿とのが、自ら最前線に？　なにか悪い予感がするのですが……殿は本ほん陣じんに座ってくださっていても楽勝です、むしろなにかあった時のためにこのまま本陣に留とどまっていただいたほうが」

「黙だまれー！　未熟で弱いお前らに任せていては、美しい姫武将たちが死んだり傷ついたりするではないか！　いいか、姫武将と戦うのならば、村上義清より俺さまのほうが上手だ！　武田の姫武将たちはこの俺さま自らが傷つけずに捕獲して飼う！　侍はべらせる！　そして小笠原家の子種を孕はらませるっ！」

　鎧よろいを身につけた小笠原長時が勇ゆう躍やくして坂道を駆け下り、「うおおおお！　姫武将たちは全員俺さまがいただく！」と力任せに千代鶴を振ふり回して好き放題に暴れはじめた。

　村上義清のような底冷えがする迫はく力りよくはなかったが、本気を出した時の小笠原長時の戦せん闘とう力は異常だった。

　当たらざる勢いで、坂を登ってくる武田軍の先せん鋒ぽう隊を突つき崩くずし、胴どう丸まるごと足軽たちを斬って斬って斬りまくった。

　なにしろ、姫武将たちを早く捕獲しないと討ち死にしてしまう！　と長時は目の色を変えている。

　ところが、長時が最前線で無む双そうの剣けんを振るっているこの間に、夜を徹てつして山道を行軍していた信繁率いる武田の別働隊千五百が、南の勝弦峠を驚きよう異い的な速度で越えて、迂回を完かん了りようしていた。




「一週間の猶ゆう予よを与えられて知恵を絞しぼったばかりに、罠に落ちたわね小笠原長時。姉上と勘助はこたびこそ挟撃策を成功させるために、諏訪周辺の山中に棒道を整備していたのよ。みんな！　武田家と姉上の命運は、この一戦にかかっている！　上田原での黒星をこの塩尻峠で取り戻もどす時が来たわ！　小笠原本陣へ進め！」




　信繁率いる別働隊は大将不在となった塩尻峠を、背後から急きゆう襲しゆうしていた。

　小笠原長時の「常識」では考えられない行軍速度で、信繁隊は勝弦峠を迂回してきた。

　長い流る浪ろう生活を経てあらゆる階層の人間に通じている山本勘助は、信濃しなの山中に暮らし武家にも人里にも関かかわらない「山の民」たちを動かして、急襲作戦を成功させるための棒道を整備していたのだった。

　さらに、晴信は迅じん速そくな行軍を実現するためにこの合戦において「軽騎き馬ば隊」を投入した。

　この部隊には足軽はいない。全員が騎馬武者である。しかも武士たちはみな、重装備を捨てていて、軽い。その徹てつ底ていした軽量化によって、馬の速度を速めていた。山中に勘助が準備した棒道も、馬が駆けるための道として整備されている。人が通るための道ではなかった。一見すると、獣けもの道みちと区別がつかない。

　信繁は自らこの決死隊の指揮官役を買って出て、窮きゆう地ちに追い込まれた武田家の衰すい亡ぼうを防ぐための一か八かの勝負に出た。

　そして、成功した。

　多くの足軽兵たちの血を吸った千代鶴を担かつぎながら、山上に武田菱びしの旗があがった光景を仰あおぎ見た小笠原長時は「げええっ？　やべえ！　どこから登ってきやがった？　勝弦峠越えならばこんなに早くは来られないはず……ええい。俺さまは逃にげるッ！」と吠え、味方諸将をすべて置き捨てにして戦場から脱だつ兎との如ごとく逃げだした。

「武田晴信、俺さまはあきらめんぞ！　お前もお前の姫武将も、最後にはこの俺さまが手に入れるのだっ！」

　とりあえず俺さまの居城・林はやし城へ逃げる。だが晴信は容よう赦しやなく俺さまを追ってくるだろう。そうなったら北信濃へ落ちて村上義清のもとに逃げるか……それはそれでありかもしれん。あの男の周りにはきっと美女が集まってくるだろうが、やつはもう歳としだからいちいち全員の相手をしてはいられないだろう。俺さまがそいつらをいただく！

　小笠原長時は、あくまでも強気だった。

　城や土地を多少失おうが、美女さえ集められればそれでいい。だからどれほどの窮地に追い詰つめられても、長時の心が折れることはない。この男の弱点でもあり、強みでもあった。くそう！　姫ひめ武将の一人くらい攫さらっていかなきゃ割に合わねえ！　といらだち混じりの剛ごう剣けんを振るいながら、悠ゆう々ゆうと戦場を離り脱だつしていった。

「あのう。もしかして御おん大将の小笠原さまでは……私、工藤祐長と申す者で……こ、ここで出会ったのもなにかの縁えん、地味だった私の人生においてはじめての幸運です。わが武名を武田に轟とどろかせるために、ぜひとも私と勝負を！　この機会を逃のがしたら私はこのまま蓑みの虫むし暮らし。勝てば姫さまから感状をいただける栄光！　負けたら潔く奴ど隷れいにでもなりますっ」

「武田が誇ほこる姫武将はいねえがあああ！　俺さまと勝負しろ、そして側そば女めになれ！　うおおおお、どこを見渡しても野や郎ろうしか戦ってねえ！　今日の俺さまはついてねえ！」

「いえ、ですから、ここに愛らしい姫武将がですねっ！　待ってくださーい、気づいてくださーい！」

「うおお！　姫武将たちを続々と戦線に投入したと言いながら、俺さまとの宿命の出会いを果たす姫武将が一人もいないとはどういうことだ！　詐さ欺ぎだっ！　なんとあくどい女なのだ、このままではすまさんぞ武田晴信！　必ずやお前の処女は俺さまが奪ってやる！」

「いくら極限状態の戦場だからって、どうして誰だれも私に気づいてくれないんですかああ！」




　塩尻峠の合戦は、武田軍の一方的な勝利に終わった。

　上田原で村上義清に敗れ、多くの家臣を失った武田晴信だったが、武田家はいささかも揺ゆらいでいない──それどころか武田軍は新たな血に完全に入れ替かわったことによってむしろ強くなった、と信濃中の国こく人じんたちは思い知らされることになった。

　小笠原長時の武器である「信濃守護」という役職の権けん威いは、連合軍を惨ざん敗ぱいに追い込んだことで完全に地に落ちた。

　小笠原長時は林城を捨てて、愛人たちとともに村上義清のもとに遁とん走そうしたのだった。

　晴信は林城に代わって、深ふか志し城を中信濃における武田の本城に指定し、山本勘助に大改築を命じて縄なわ張ばりを行わせることとした。

　そして深志城の城代には、若き姫武将・馬場信房を指名した。

　信虎時代ではありえなかった、大だい抜ばつ擢てきだった。

「……かつての板垣さまのお役目を自分が……深志城は、命に代えても」

　馬場信房が感激しながらうなずき、武田の諸将は「板垣さま、甘利さまが倒たおれられても」「武田家は盤ばん石じやくだ、むしろこれから武田の黄金時代が来る」と一時は失いかけていた自信を取り戻して怪かい気き炎えんをあげた。

「馬場。地じ侍ざむらいや住民たちの声を聞いてやれ。佐さ久くであたしがやらかしたように民たみと対立してはならない。国とは、つまるところその土地に暮らす民のことなのだとあたしは思い知らされた」

「……承知」

「それゆえ、誰よりも心優やさしく、根気強いお前を城代に選んだのだ。あたしは性急で気が短いが、お前ならば中信濃の者たちと根気よくつきあって融ゆう和わすることができるはずだ。これは戦と同等に、あるいはそれ以上に重要な任務だ。頼たのむぞ」

「……はっ」

「もうひとつ。駿する河がの商人から、大陸の駿しゆん馬めたちを手に入れた。甲か斐いの馬よりもひとまわり大きく、道を整備してやれば同じ馬とは思えぬほどに速く走る。脚あしは遅おそいが粘り強い甲斐馬は荷駄隊には向くが、戦場では大陸の馬がより役立つはずだ。この大陸馬を増やして育てよ。村上義清に勝つためにはさらなる軍備増強と技術革新が必要だ。南なん蛮ばん渡と来らいの種たね子が島しまの火力ばかりが持て囃はやされるが、誰も『馬』に、『速度』には注目していない。よいな」

　佐久での強きよう硬こうな政策が反感を呼んだことを反省した晴信は、中信濃では地元の国人たちの所領を安あん堵どするなどして保守的だが穏おん健けんな政策を採用した。結局、領民や国人たちが蜂ほう起きすればその土地は争いによって衰おとろえ、国力は伸のびない。それに一いつ揆きや反乱は晴信自身の心をも病やませる。少々改革の速度が遅おくれ支配力が弱まっても、その土地その土地の住民の実状や性格に合わせた「弱い支配」を選せん択たくしたほうが長期的には国力増強に繫つながる。晴信はそう判断したのだ。以後、これが武田家による領土支配の基本方針となっていく。

　だが、軍事については、保守的ではいられなかった。

　村上義清に再戦を挑いどみ、そして勝たねばならないからだ。

　そのために、晴信と勘助は着々と武田軍の改革を進め、かつ、中信濃での支配体制を広げねばならない。




　軍議を終えた後、晴信と勘助、そして次郎信繁の三人は信濃の夜空を見上げながら酒を酌くみ交かわしていた。

「……ふう。ずっと大将口調で毅き然ぜんとしているのに疲つかれちゃったわ」

「御お屋や形かたさま。上うえ田だ原はらでは板垣さま甘利さまを失いましたが領土を得ることはできず、塩尻峠ではほとんど犠ぎ牲せいを払はらうことなく中信濃を手に入れることができましたな」

「城を手に入れれば手に入れるほど家族と家臣を失うという思いに囚とらわれてあたしは運命を恐おそれていたけれど、そのようなことは偶ぐう然ぜんにすぎなかったということね。勘助」

「御ぎよ意い。現にこれほどの激戦を繰くり返しながらも、妹ぎみの次郎信繁さまはこうして生きて御屋形さまのお隣となりにおられます」

「上田原では、次郎をよく引き留めてくれたわね」

「御屋形さまを本陣に放置していくのは大いなる賭かけでしたが、馬場たち姫武将衆と真田の者たちを配置しておりましたゆえ、それがしに代わって御屋形さまを守ってくれると信じておりました」

「危ない賭けね。しくじればどうするつもりだったの？」

「そのような事態を引き起こさぬことが軍師の仕事にございます。もっとも、それがしの未熟ゆえに村上義清に敗れ、御屋形さまの不敗神話を終わらせてしまいましたが」

　でも、上田原では負けたけれども姉上は生き延びられた。だからこそすぐに武田は塩しお尻じり峠とうげで大勝を収めたわ。これで広大な信濃の三分の二は姉上のものに。あとは、残りの三分の一を領する村上義清を押し切るだけ。勘助ご苦労、と信繁が笑った。

「わたしは上田原で板垣・甘利の討うち死にを知ってすっかり取り乱して、もう少しで敵中に突とつ撃げきして無む駄だ死じにしてしまうところだった。もう姉上も討たれてしまったに違ちがいない、と絶望したの。こうして姉上と生きて過ごせているのも、勘助のおかげよ」

「左様ですな次郎さま。次郎さまの唯ゆい一いつの弱点ですからな、御屋形さまは」

　勘助は冷や汗あせにまみれている。晴信討ち死にの予感に憑つかれたためだろう、上田原での信繁の取り乱しぶりが尋じん常じようではなかったからだ。

　信繁は人格・能力ともにこれといった欠点がなく、万事に控ひかえめで敵を作らず、すべてをそつなくこなす完かん璧ぺきな武田の副将であり、才気はあれどまだまだ未完成で不安定で荒あら削けずりな晴信とは好対照だった。

　あの武田信虎が敢あえて信繁を世よ継つぎにしたがった理由も、今となれば勘助にもわかるような気がする。

　しかしその信繁の完璧さと沈ちん着ちやくさを支えているものが実は姉・晴信の存在だということを、勘助は上田原ではじめて知ったといっていい。

　晴信が死んだという不安な思いに憑かれた信繁は、まるで戦場に置き捨てられた赤子のように身も世もなく泣きじゃくっていた。

　勘助がいちはやく駆かけつけなければ、間違いなく村上方に討たれていた。

　次郎さまが討ち死に覚かく悟ごで突進するだろうとある程度は予想していたがこれほどとは。まだまだ人の心の不思議さと、人の絆きずなの大きさというものをそれがしは理解できておらぬ、と恥はじ入り反省した。だが、それ以上に信繁と晴信の姉妹しまいの絆というものがまぶしく思えた。これからの戦いくさでは、御屋形さまはもちろん、次郎さまのお命も決して危険にさらさぬようにしながら勝つ方法を採らねばならぬ。いずれお二人ともに武将として、人として独り立ちする時が来るのであろうが、今の二人は姉妹で一人といっていい。今どちらかが欠ければ残る片方も倒れてしまう、と悟さとった。

「これで信濃に残る大勢力は、村上義清だけになったわね次郎ちゃん。強敵だけれども、板垣・甘利たちの仇かたきは必ず討つ。信濃平定まであと一歩よ」

「信濃を平定すれば、天下盗とりへの道がほんとうに開けてくる。次は海だったわね。海さえ確保すれば、いつでも上じよう洛らくできるわ。駿河へ出る？　それとも越えち後ごの海へ？」

「……今いま川がわ義よし元もとを上洛させたくはないけれど、駿河には定さだもいるし、父上もいる。太郎ちゃんや孫六もしょっちゅう駿河へ遊びに行っているしね。となると、駿河へ向かうという当初の計画を変へん更こうして、川かわ中なか島じまを越こえて越後へ向かうべきかしら……あそこはよく知らない土地だけれど。それに、越後は南北に長く、治めるにはあまりにも広大すぎるわ」

「以前の越後守護代・長なが尾お為ため景かげは私たちの父上のように強かったそうだけれど、家を継いだ長尾晴はる景かげは病弱で戦が苦手だったそうよ。そのために国人衆の勢力が強い越後は乱れ、晴景はついに守護代の座を失ったのだとか。好機かもしれないわ、姉上」

「天の時を得られるのかしら、あたしたちは」

　あいや、しばらく、と勘助が口を挟はさんだ。

　勘助は、夜空を見上げていた。その隻せき眼がんで。

　北極の星が、まぶしく輝かがやいていた。

「その越後ですが、それがしも予想していなかった事態になっております。あるいは村上義清以上の途と方ほうもない難敵が育ちつつあるやもしれません」
















「難敵？」

「はっ。その者の名は長尾景かげ虎とら。越後初の姫武将にして、新たな越後守護代にございます」

「長尾、景虎……不思議ね。ずっと昔から、あたしはその名前を知っていたような……」

「……姉上？」

　この夜、武田晴信は、ついにその運命の者の名を、耳にした。

　そして、口にした。

　越後の、毘び沙しや門もん天てんの名を。




　だがこの時。越後に忽こつ然ぜんと出現した姫武将・長尾景虎が「自分の父親を他国へ追放して、家か督とくを奪うばうなんて。絶対に許せない」と晴信の行動に激げき怒どし、「わたしは越後兵を率いて、武田晴信に天てん誅ちゆうを加える」と決意していたことも、武田晴信と長尾景虎が信濃川中島で相まみえて日ひノ本もと史上に残る激戦を繰り広げ雌し雄ゆうを決せねばならない運命にあることも、晴信も信繁も、そして山本勘助さえもまだ知り得なかった──。

　武田晴信と、長尾景虎。

　お互たがいの父をそれぞれの形で失った二人の姫武将は今、運命の地・川中島へと導かれはじめていた。



















　　　あとがき







・武たけ田だ信しん玄げんと、武田家の男武将＆姫武将たち

　というわけで一巻のあとがきの続きです。武田家はとにかく男女ともに家族が多い！　武将が多い！　忍にん者じやも多い！　と賑にぎやかでライトノベル的には大変です。家族だけでも、娘むすめ・勝かつ千ち代よ（信玄）を廃嫡しようとして甲か斐いを追放されてしまう父親の信のぶ虎とら。信玄の母親で子供たちを見守る大おお井い夫人。妹として誰だれよりも信玄をまっすぐに慕したう次じ郎ろう信のぶ繁しげ。お馬ば鹿かで直情的な正義漢の太た郎ろう義よし信のぶ。今いま川がわ家で義よし元もとの義妹として暮らしている定さだ。信濃しなの諏す訪わ家に嫁とつぐ禰ね々ね。ニート画家にして信玄の影かげ武む者しや・孫まご六ろく信のぶ廉かど。諏す訪わ家から義妹として迎むかえられた幼女巫み女この四し郎ろう勝かつ頼よりと多士済々。この他にも分家の穴あな山やま家などもあるのですが、多すぎてとても本編には出し切れません。

　さらに武田家の武を支える「旧四天王」として、智将・板いた垣がき信のぶ方かた、猛将・甘あま利り虎とら泰やす、一匹狼の横よこ田た備びつ中ちゆう、義よし信のぶと惹ひかれ合う紅一点・飯お富ぶ兵ひよう部ぶ虎とら昌まさ。横田はほんとうは四天王ではないのですが、物語で重要な役割を務めることになるので四天王格にしてしまいました。板垣さんと甘利さんは信玄のクーデター政権を支持した大立て者ですが、大河ドラマでいつも村むら上かみ義よし清きよに倒たおされていることで有名ですね（泣き笑い）。「成長型」の信玄は負ける時は盛大に負けるので、ハードに武将が倒れていくわけです。信玄が謀ぼう略りやくを尽つくした勝ちを目指すようになるのも、戦場で股こ肱こうの臣を次々と失ったことと無む縁えんではないと思います。

　幼女を神と崇あがめるあやしい軍師・山やま本もと勘かん助すけ、真さな田だ忍にん群ぐんを率いる年ねん齢れい不ふ詳しようの真さな田だ幸ゆき隆たか、そして忍しのびの猿さる飛とび佐さ助すけは、程度の差こそあれ純じゆん粋すいな武士ではなく、武家社会からも農耕社会からもあぶれた非常民──「山の民」です。信玄が構築する「最強武田軍団」は、勘助たちの「異才」を取り入れることで強きよう烈れつな個性を発揮しますが、やがて旧秩ちつ序じよの復興を目的とした「義戦」を開始する謙けん信しんと対決する運命へと導かれていくのです。

　信玄は少々複雑な性格で、文学を愛好し隠いん遁とん癖へきを持つ知識人の顔と、合戦と謀略にのめり込む野望の武将の顔の両方を持つのですが、深ふか井い先生が二巻の表紙で描えがかれた「二人の信玄」が見事にそのキャラクターを表現してくださっていると思います。

　って、まだまだ武田家の武将紹しよう介かいすら終わっていませんね。残念ながら今回はスペースが尽きましたので、この続きはまたいずれ！　今宵こよいはここまでにいたしとうござりまする。





春日みかげ









　「あの頃ころの信のぶ奈な」巻ノ二　「たぬき汁じるだー！」







　越後で兄・長なが尾お晴はる景かげと妹・長尾景かげ虎とらとの家督争いが起こり、甲斐では父を追放した武たけ田だ晴はる信のぶが佐久を平定し、さらに村むら上かみ義よし清きよと戦おうとしていたその頃。

　尾お張わりでも、小さな事件が起きていた。

「……姫ひめさま。子供攫さらいから、織お田だ家の城番が子たぬきを買ってきた」

「ほーんとだわ、犬いぬ千ち代よ！　この子、頭にたぬ耳が生えているわ！　たしかに、たぬきだわ！　でも顔かたちは人間だし……」

「……姫さま。たぬき憑きの妖よう怪かい変へん化げかも。大おお坂さかには猫ねこ憑つきの猫ねこ神がみさまがいるという……」

「わたしは妖怪とか簡単に信じないクチだから！　とりあえずこいつを一晩木に吊つるして、たぬきを追い出すのよ！　身体からたぬきが出てきたら妖怪だから、世のため人のために、たぬき汁の具として煮に込こむ！　たぬきが出てこなければ詐さ欺ぎだから、罰ばつとしてたぬき汁の具として煮込む！　これぞ公平な神明裁判でしょう？」

「……不公平極きわまるインチキ裁判のような気がするけど、御意……」

　ああ……いったい私はどうして「たぬき汁」として煮込まれようとしているのでしょう……尾張が誇ほこるうつけ娘むすめ二人組、吉きちと犬千代に取り押さえられて木に吊されながら、幼い竹たけ千ち代よは短かった自分の半生を振ふり返っていた。

　たぬ耳を頭に被かぶったこの幸薄うすい幼女の名は、松まつ平だいら竹千代。

　れっきとした三み河かわ岡おか崎ざき城の城主・松平広ひろ忠ただの嫡ちやく子しだった。

　ところが松平家は衰すい亡ぼうしていて、広忠は周囲を強敵に囲まれていた。そもそも三河国内すら敵だらけだったので、一時は伊い勢せに亡命していたくらいである。東には駿河遠江とおとうみを支配し、上洛を窺うかがう大大名・今いま川がわ義よし元もとが控えていて、三河侵しん攻こうをもくろんでいる。西には「尾張の虎とら」こと狂きよう犬けん・織田信のぶ秀ひでが出張ってきていて、下げ克こく上じようだー！　と西三河へ攻せめ込んでくる。

　竹千代は、不幸の星の下もとに生まれたらしい。

　物心つく前に、まず生母が離り縁えんされてしまった。

　三河の岡崎城主に返り咲ざき、さらには狂犬・織田信秀の怒ど濤とうの進しん撃げきから松平家を守るために、松平広忠はやむを得ず強大な今川義元に従属すると決めた。しかし竹千代の生母は織田方に属する水みず野の家の姫だったので、広忠は妻を離縁せざるを得なくなったのである。

　続いて広忠は、嫡子の竹千代を駿河に人ひと質じちとして送らねばならなくなった。

　妻を離縁し、娘を人質に差し出す。しがない従属大名の悲しさである。

　だが、今川家の宰さい相しよう・太たい原げん雪せつ斎さいは、今川義元を支える次世代の武将を育成することに熱心で、松平家の跡あと取とりである竹千代は雪斎から「才能があれば、いずれわが姫の片かた腕うでに」と期待されているらしかったので、一口に「人質」といってもそう暗い境きよう遇ぐうでもなかったのだ。（もっとも、松平広忠が今川を裏切れば竹千代は斬きられる運命だが）

　幼い竹千代は父の広忠に涙なみだの別れを告げ、えっさほいさと駕か籠ごに揺ゆられて岡崎城を出立し、夜道を進んだ──。

「苦労をかけるな、竹千代。松平家はたぬきを始祖と崇あがめる一族。駿する河がへ行っても、ご先祖さまを忘れぬよう、たぬき耳を被っておれ」

　という父の言葉を嚙かみしめながら。

　三河には猫神さまを崇める新興の本ほん猫びよう寺じ門徒が多く、そのため田舎いなかくさいたぬき派の松平家は苦境に立たされている。たぬきを崇める系列の宗門は、畿き内ないや尾張のような都会では完全に衰すい退たいしていて、三河や遠江といった田舎にしか生き残っていない。

　竹千代の真の不幸は、駕籠で東の駿河へ向かうつもりが、全員が極度の近眼で夜目がまったく利きかなかったために、道を間違えて真逆の方向へ進み、西の尾張へと入ってしまったことにあった。

　さっそく、子供攫いにとっ捕つかまった。

　駕籠持ちは「子供攫いだー！」と逃ちよう散さんし、「なんですか？　なんですかあ？」と震ふるえているうちに、竹千代は縄なわでぐるぐる巻きにされて攫われてしまい、銭ぜに五貫かんという激安価格で織田方の侍さむらいに「家で奉ほう公こうさせる奴ど隷れいとしてどうぞ」と売られてしまったのである。子供攫いも、買ったほうも、田舎くさく貧びん乏ぼうくさいおんぼろ駕籠に乗った竹千代が松平家の嫡子だとは気づかず、食い詰つめて売られていく子供だと思い込んでいたために、銭五貫という破格の安値がついたのだった。もっとも、農民の子ならば相場はさらに安いので、武家の子としては一応それなりの値段である。

　で……人質にされた上に子供攫いに攫われて敵方に売られるという痛つう恨こんの不幸を味わっていた竹千代は、今、どういう経けい緯いかはわからないが、信秀の娘・吉のもとに送られているのだった。

　しかも、対面するなり「たぬき汁だー！」と木に吊されるという、もはや竹千代の想像力の限界を超こえた不幸に次ぐ不幸。なんという理り不ふ尽じん。「人生とは重い荷物を背負いながら坂道を上っていくようなものです～」という竹千代の口くち癖ぐせや、のちに戦国大名とは思えぬ陰いん気き臭くさい旗印「厭おん離り穢え土ど、欣求ごんぐ浄じよう土ど」を掲かかげることになった素地は、この怒濤の不幸体験によって生まれたと言っていい。「風林火山」と「厭離穢土」──武田信しん玄げんと徳とく川がわ家いえ康やすの性格の違いは、この四文字の違いに集約される。

　が、竹千代はこの時、そんな未来が自分に待っているとは思えなかった。

　なにしろ、茶ちや筅せん髷まげに髪かみを結ったヘンな少女が、「たぬき汁だー！」とはしゃぎながら自分を木から吊しているのである。

「わわ私はななぜこここにいるのでしょう？　どうして、たぬき汁にされるんですか～？」

「わたしは織田信秀の娘、吉！」

「ひいい～？　おっ、織田家の姫さまだったんですかあっ？　うちの敵じゃないですか!?　も、もうおしまいです……」

「あんたは？」

「あうう。正体を知られたらどんな目にあうか……み、三河の、たぬきです」

「それが本名なのね！　わかったわ！　たぬき汁鍋なべ、決定！」

「噓うそです！　ままま松平竹千代です～。わわわ私は織田家の敵の娘なので、思わず正体を隠かくそうとしただけなんです、お許しを～！」

「はーん。そうなの。でも、どうでもいいわ。松平家とか織田家とか。だって、わたしもあんたも、子供じゃん？　親同士の争いを持ち込むつもりはないわ」

「じゃ、じゃあ、この縄を解いていただけますか？　吉お嬢じようさま？」

「ダ～メ！　城番が子たぬきの妖怪を捕とらえたっていうから、面おも白しろそうなので取り寄せてみたの。でも、実際に見てみると、たぬきなのか人間なのか微び妙みようだから、とにかく一晩吊して中から本体が出てくるかどうか調べるのよ！」

「親同士の争いに巻き込まれるよりも、さらにめちゃくちゃです～！」

「……姫は実証精神の塊かたまりだから、あきらめる」

　ああ。思えば短いたぬ生……いえ、人生でした。幼い頃に引き裂さかれたせいか、生まれつき極きよく端たんな近眼だったせいか、母上の顔も思いだせません。私が攫われて織田家に売られたと知ったら、今川家に従属している父上はどうなされるのでしょう。松平家は、岡崎城の家臣たちは、どうなってしまうのでしょう。

「犬千代。数刻毎ごとに交代しながら、たぬきの本体出現の瞬しゆん間かんを観察しましょう。わたしはひとまずこの川岸で寝ねるわ。この子の身体に隠れているたぬきの本体をあぶり出すまで、お互いに体力が勝負よ！　生まれてはじめて、ほんものの妖怪を見られるかもしれないんだから。頑がん張ばるのよ！」

「……合点承知」

　犬千代と呼ばれた小こ柄がらな姫ひめ小こ姓しようが、こくり、とうなずいた。

「月が夜空に昇のぼりきったら、起こしてね」

　吉は木の下に転がってすうすうと寝てしまい、やたらに長い槍やりを担かついでふらついている犬千代が、竹千代の見張り役を引き継ついだ。それにしても夜風が身にこたえる。急に冷えてきた。竹千代はもぞりながら、

「い、犬千代さん？　あの～。私、その、お、おし……」

　と無表情のまま突つっ立っている犬千代に訴うつたえかけてみた。

「……オソマ？　オソマとは蝦え夷ぞの言葉で、う●こ。姫さまは、蝦夷語にも南なん蛮ばん語にも詳くわしい。津つ島しま湊みなとに立ち寄る船乗りたちから教わっている」

「おしっこです！　人質送り、子供攫い、たぬき汁に続いて絶賛脱だつ糞ぷんなんてことになったら、私もう生きていられませ～ん！」

「たぬきがオソマを漏もらしたら、木の下で寝ている姫さまが浴びることに。それはまずい……」

「ですから！　そっちではなくてですね！」

「……姫さまをオソマで穢けがしたら、姫さまほど美しい女の子はいないと信じて崇すう拝はいしている権ごん六ろくに殺される。たぬき汁がオソマ汁になったら、もっとたいへん。八丁みそを入れた時点で見分けがつかなくなるし……逃にがしてやる」

　う、美しいですかあ？　吉お嬢さまは髪かみ型がたは茶筅髷だし、顔は泥どろだらけだし、はしたなくも片かた肌はだ脱ぬいでるし、小こ袖そでの背中には間ま抜ぬけな「にわとり」の絵を描かいていますし、ぜんぜん美しくは見えませんが……と竹千代は目をしばたたいた。超ちようがつくド近眼なので、いわゆる「３の目」──「のび太たの目」である。

「……えい」

　犬千代は長槍を振って、ぷつり、と木の枝に吊されていた竹千代の縄を切っていた。

「いっ、犬千代さあん！　ありがとうございます、このご恩は生しよう涯がい……ひえ～っ!?」

　どすん、ごろごろ、どぼん。

　川岸に落っこちた竹千代の身体はそのまま転がって、木き曽そ川がわの急流の中へと突っ込んでいた。

　どんぶら、どんぶら、と流されていく竹千代。

　手足を縛しばられたままなので、泳ぐことができない。

「あ～れ～!?　一難去ってまた一難！　私って、とことん不幸の星の下に生まれた娘だったんですね～!?　短い生涯でした～！」

「……しまった。姫さま。起きる。たぬきが、川を流されていく」

「……むにゃ……川を流されるなら、河童かっぱでしょ？　って、犬千代!?　どーやって脱だつ出しゆつしたのよ、あの子たぬきは！　まさか、たぬきの妖よう術じゆつで犬千代を化かして」

「……説明はあと。溺おぼれる前に、追いかけて回収する」

「デアルカ！　竹千代をたぬき汁にするかどうかは、助けてからまた考えましょ！　土ど左ざ衛え門もんになっちゃったらもう、食用にはならないわ！」

「……たぬきじゃないと思う。そろそろ気づく」

　吉は飛び起きるや否いなや、犬千代とともに川へ飛び込み、流れていく竹千代の救きゆう援えんを開始した。

　その間も、どんぶら、どんぶらと安定の川流れ姿を見せていた竹千代は、川の真ん中で「ゴツン」となにか硬かたいものにぶち当たって、かろうじて止まっていた。

「あいててて。これは、鎧よろい兜かぶと……ひい。甲かつ冑ちゆうを着た武者さんです！　合戦に敗れて溺れ死んだお方でしょうか。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南無阿弥陀仏……浄じよう土どではたぬきさまのもとで幸せにお暮らしください。三河の海の彼方かなたにあるたぬき浄土には、貧乏も合戦も子供攫さらいもないそうです。人はみな、米の売り買いと三河万歳にはまって楽しく暮らしているのだとか」

「……ううーむ。俺はまだ死んでおらんぞ、たぬき娘！」

「溺でき死し体たいとなっている落ち武者さんが、言葉を！　ひえええええええ！　吉お嬢さま！　犬千代さん！　ほんものの妖よう怪かいが出ましたよ！　いえっ、妖怪というよりは、落ち武者さんの幽ゆう霊れいですが～！　も、も、漏らし……！」

「俺は妖怪でも幽霊でもないっ！　その耳のかぶりもの……そなたは、松平家の子供か？」

「父上!?」と、竹千代を追って泳ごうとして「あっぷあっぷ」と溺れていた吉が、思わず声をあげていた。声をあげると同時に水を飲んで、さらに「あぶぶぶ」と溺れる。

「……姫ひめさまは泳げないのに、たぬきのために無茶しすぎ」

　吉を担いで「すいー」と犬かきで泳いできた犬千代が、「すまんが甲冑が重くて川から這はい上がれん。手を貸してくれ、お犬、子だぬき」と破顔している織田信秀のもとに合流していた──。

　竹千代は、木曽川でただ一人となって半ば溺れかけていたこの落ち武者が、「尾お張わりの虎」織田信秀その人だと、知った。




「いやあ。斎さい藤とう道どう三さんにボッコボコに負かされたぞ！　稲いな葉ば山やま城を奪うばうつもりで美み濃のに攻せめ入ったはいいが……生きて帰ってこられたのは、どうやら俺一人らしい！　竹千代、お前が流れてこなければ俺は川の真ん中で力ちから尽つきてたぶん溺死していた。礼を言うぞ！」

　三み河かわでの合戦だけでは飽あき足らなかったのか、血の気が多い織田信秀は斎藤道三が守る美濃の稲葉山城まで遠えん征せいしていた。斎藤家は主家を簒さん奪だつした下げ克こく上じようの家で、美濃の国こく人じん衆は道三を支持するかどうかで揉もめていて一枚岩ではない。信秀軍は連戦連勝のはずだった。少なくとも、吉はそう聞いていた。

　が、それは道三の「芝しば居い」だったらしい、と川岸で竹千代が煮に込こんだみそ汁しるを飲みながら信秀は笑っていた。

「勝利に浮うかれ、まんまと城下町に引き込まれたところを、いきなり四方から急きゆう襲しゆうされた。道三の奴やつ、城下の町を、城を守るための防衛施し設せつとして設計しておったらしい。さすがは商人、まともな武家の考えることではない。俺と似ている。が、どうやら俺よりも道三のほうが知ち恵えがまわるらしいぞ」

　吉が、「こんどこそ死ぬかと思ったがどうやら俺には運がある」とみそ汁を二杯はい、三杯と立て続けに飲み干す父に「てばさきを大きくしてみたの。どうぞ、父上」と手て渡わたした。

「うまい！　しかも、でかくなっている！　吉、お前には商売の才能があるな。お前に織田家を譲ゆずるまでには、三河と美濃を盗とり、尾張一国を統一してやりたいものだが……しかし道三入道め、あれほどの戦いくさ上手とは」

「稲葉山城は容易には盗れそうにないのね、父上」

「……姫さま……しかたない。命あってのものだね」

　犬千代は「殿とのさまは塩しお辛からいみそ汁を飲みすぎる。もっと、魚を食べないと」とつぶやきながら、木曽川で釣つった鮎あゆをせっせと焼いていた。

「斎藤家は、国を奪ってからまだまもない。国人衆の掌しよう握あくもままならぬし、そもそも道三とその息子の義よし龍たつとがなぜかまったく似ておらず、不仲だ。道三自身の目は尾張ではなく都に向いているようだし、しばらくは美濃には手をださずに静観し、事態が変わるまで待つのが得策だな。同盟を組めるならば、組みたいところだ。敵を絞しぼろう。やはり、三河を全力で切り取るしかない──古ふる渡わたり城では三河から遠い。東の末すえ森もりに築城し、本城とする！」

「那な古ご野やから古渡に本城を移すだけでも家臣団が騒さわいだのに、また本城を移すの？」

「そうだ吉。先祖伝来の本ほん拠きよを守ることが第一という古い武家の考えは、国盗りをする上では効率が悪い。むしろ土地と家臣を切り離はなすべく次々と本城を移転し、攻こう略りやくすべき土地にこちらから近づいていくのよ。これが新たな下克上の時代の戦のやり方だぞ、吉」

「はい、父上！　覚えておきます！」

　わ、私はどうなるのでしょうか、やはり三河での合戦をはじめる際、景気づけにたぬき汁に……と竹千代がぶるぶると震ふるえた。

「安心しろ。お前は俺の命の恩人だし、吉の友達だ。それにな。お前は、うちの者が銭ぜに五貫かんで買った貴重な人ひと質じちなのだろう？　お前をたぬき汁にしては、銭が無む駄だになる」

「ふええ。私の命の値段って、五貫の価値ですか……安い気がします～」

「相場などは瞬間瞬間で変わる、気にするな。なによりも、戦国の武家にとってたいせつなものは人材だ。およそ天の時、人の和、地の利のうち、人こそがなによりも欠かせぬもの。今は幼いお前にも、いずれは戦国の世で姫武将として颯さつ爽そうと戦場に立つ出番がまわってくる。それまでは、好きなだけ吉と遊んでおけ！」

　子供のうちに遊んでおかねば、大人になってから悔くいが残るぞ、織田も今川も松平も忘れて今は今という時を楽しめ、と信秀は竹千代の頭を撫なでながら──たぬ耳が邪じや魔まなのでうまく撫でられないが──大たい笑しようしていた。

　信秀さまは武人なのに商人みたいな変わったお方のようです、と竹千代も釣られて笑っていた。

「それじゃ、たぬきは今日からわたしの妹分ね！　これで犬に続いて、たぬきが仲間になったわ！　あとはサルかキジが揃そろえば、那古野おもてなし愚ぐ連れん隊たいのどうぶつ部門完成ね！」

「……姫さま……万まん千ち代よが、にわとり役を買って出ている」

「『丹に羽わ』だから、にわとりだって言うんでしょ？　うーん。万千代の駄だ洒落じやれって、いまいちなのよねー」

「……権六も、雀すずめ役を志願している」

「柴しば田た家の家か紋もんが『雀ちゅんちゅん』だからって、身体からだが大きくて力持ちの権六には、雀って感じはないわねー。鷹たかとか鷲わしのほうが……いや、最近の権六はおっぱいが膨ふくらんできたから、牛、がいちばん似合ってるかも」

　柴田家の家紋は雀ではなく雁かり、と犬千代がさりげなく訂てい正せいしたが、「雀でしょ？」と吉は聞いていない。

「……それに……胸なんて……ただの飾かざり。男の子にはわからないだけ……」

「ええ、犬千代？　おっぱいがただの飾りってことはないでしょ？　わたしもそろそろ片かた袖そで脱ぬぐ癖くせを改めないと。もうすぐ胸が膨らみはじめるお年とし頃ごろかもねー。那古野の城下町を膨らんだおっぱいを見せて歩いて、男の子を誘さそってると思われたら困るわ」

「……まだまだ姫さまは幼い。問題ない。犬千代とともに、つるぺたの世界をいつまでも彷徨さまようべき」

「わははは！　吉！　戦勝祝いとしてくれてやるつもりだったが、堺さかい商人から『ぶらじゃあ』を買ってやったぞ！　南蛮の貴族の娘むすめが用いる最新の胸当てでな。日ひノ本もとに二つとない特別品だ。片肌脱いでも男の視線から胸を隠かくせる上に、走っても胸が揺ゆれないので便利らしい！　まもなく届くから、つけてみろ！」

「ぶらじゃあ？　なにそれ？　よくわからないけれど、南なん蛮ばんものって大好き！　ありがとう、父上！　また堺に連れて行ってね！　前回連れて行ってもらった時は、まだちっちゃかったから、あまりよく覚えてないの！」

「任せておけ！　これからの姫武将は、『ぶらじゃあ』だ！」

　ブラジャーの歴史は十九世紀からはじまるというのが最近までの定説だったが、実はすでに十五世紀にオーストリアの貴婦人がリンネル製のブラジャーを用いていたことが近年明らかになっている。チロルのレンベルグ城で、考古学者の手によって実物が発はつ掘くつされたのだ。「人類最古のブラジャー」の登場から百年が経過しているこの時点で、日ノ本にブラジャーが伝来していたとしてもなにもおかしくはない。種たね子が島しまもキリスト教も、この頃いっせいに日ノ本に渡わたってきていたのだから。

　那古野おもてなし愚連隊……なんだか楽しそうです……竹千代は、思わず微笑ほほえんでいた。三河の岡おか崎ざきにも幼なじみや小こ姓しよう、家臣たちはいるが、織田家の子供たちは三河者とはどうやら気風が違ちがうらしい。まるで武家の娘たちには見えない。

「吉を頼たのむぞ竹千代。吉には、妹は……ええと、いない。げふんげふん。ち、乳姉妹の池いけ田だ勝かつ三さぶ郎ろうがいるだけだ。吉は、生まれついた時からのきかん坊ぼうで、お上品な子を好む母親から邪じや険けんにされていてな。婆ば娑さ羅ら姿でかぶいている気むずかしい娘だが、いったん心を開いた相手にはとことん懐なついてくれるかわいい姫だ。仲良くしてやってくれ」

「はいい。わかりました！　これからは、吉お嬢じようさまを『吉姉さま』と呼ばせていただきます～！」

「デアルカ。それじゃ、あんたはこれからも『たぬき』ね！」

「竹千代です！」

「人間扱あつかいされたいならば、そのたぬ耳を外しなさいよー！」

「こっ、これは私が一応は松平家の人間である証あかしなので、外せませーん！　駿する河がへ送られる際、父上から頂いたたいせつな家宝なのです～！」

「父上から？　髪かみ飾かざりを？　松平家って変わってるのね。髪飾りの類たぐいって、母上から頂くものではないの？」

「そ、それがですね。は、母上は、私が物心ついた時にはもう父上から離り縁えんされちゃっていまして、顔も思いだせないのです～」

　出生以来不運と不幸の連続だった竹千代としては、もう慣れた話だった。母親と生き別れになったことについて、特別な思いは、なかった。吉が傷つくかもしれないので、母親が織田方の人間だったから離縁されたとまでは言えなかったが。

　だが、吉は、青ざめて、そしてうっすらと涙なみだぐんでいた。近眼の竹千代には吉の顔がよく見えないのではっきりとはわからなかったが──。

「……そう……なの……ごめんね」

　一見元気者の吉が「母」という言葉に特別に敏びん感かんで、内心では母親の愛情を求めてひどく傷ついている少女だということを、人の心と感情を感じ取ることに慣れている竹千代はこの時、知ったのだった。

「嫌いやなことを話させちゃってごめんね竹千代」

「い、いえいえ！　わ、私にとっては別に、その、普ふ通つうの話ですので！　死別したわけではありませんし、いずれまたどこかで会えますし！　吉姉さま、あまり気にしないでください！」

「お詫わびに、堺で買ったお宝をあげるわ。近眼の人間がこれをつけると、よく見えるようになるらしいのよ。わたしは目がいいから、使い道がないの。３の目の竹千代がつけなさい──はい」

「いえいえ、すでにたぬ耳だけで十分ですので。これ以上かぶりものを増やしても……え、遠えん慮りよしますう！　あ、あれっ？」

　吉が取り出してきた「南なん蛮ばん眼鏡めがね」を生まれてはじめて装着した竹千代は、驚おどろいていた。目に見える光景が、まるで違ったものになっていたのだ。ぼやけていた世界が、はっきりと見えるようになった。茶ちや筅せん髷まげとどろんこの顔の印象しかなかった吉のほんとうの素す顔がおが、ありありと、見えた──長い睫まつげ。ぱっちりと開いた大きな目。燃えるような情熱的な瞳ひとみ。そして、隣となりでてばさきをかじっている信秀にそっくりな、人形のように整った鼻筋と唇くちびる。

　竹千代は、（ふ、ふええ……ほんとうに、これほどに美しい姫ひめさまは、日ノ本のどこを探してもいない……です）と内心でつぶやきながら──吉というたぐいまれな美び貌ぼうと熱く激しい複雑な性格と心の傷とを併あわせ持ったこの少女に、心を奪われていた。

「……また一人、姫さまの妹分が生まれて、めでたい。きうり、食べる？」

　犬千代が、吉の大好物の「きうり」を竹千代に渡して、自らも「ぽりぽり」ときうりをかじりはじめていた。

「最初は河童を誘い出すために持ち歩いていたんだけど、食べてみたら美お味いしくて！　たぬ耳と南蛮眼鏡、似合ってるわよ竹千代！　あんたってば、とろ臭くさいように見えて、実はけっこうかぶいてるわね！　眼鏡つけたら、３の目じゃなくなってるじゃん！　かわいいわよ！」

「……たぬきっぽい目つきになった。ぽりぽり」

　ぶらじゃあとやらをつけた吉姉さまのかぶいた姿も早く見てみたいです、と竹千代はきうりをかじりながら苦笑いしていた。いつか織田家から去る時が来たとしても、私は今夜の吉姉さまとの出会いを、決して忘れることはできないだろう、と竹千代は思った。
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